




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじまりのまえ
















　俺は幼い頃ころに一度死にかかった事がある。

　理由は交通事故だった。目が覚めたら真っ白な病室でチューブに繫つながれていて、立ち上がれるまでに回復するのに半年以上を有した。

　事故当時の記憶はかなり曖あい昧まいだが、意識が回復するまでの１週間程の間に見た夢は、今でも鮮明に覚えている。




　　　　＊




　そこは一面の銀世界だった。

　俺が身体からだを預けているのは崖がけっぷちに生えた木々の１本の上で、地平線まで続く白く烟けぶった森を見渡せた。

　吐く息は白くキラキラと結晶の様に降りてくるが、身体に寒さはあまり感じない。美しい景け色しきだった。

　ふと、自分の腕を視界に入ると、毛皮のコートを着ているのか、かなり密集した艶つやの良い白い毛に、濃いグレーの斑はん点てん模様が見えた。

　こんなコートは持っていないはずだが、何故なぜか違和感はない。かなり触り心地は良さそうだ。

　腕に顔を埋うずめて頰ほお擦ずりしていたら、段々と睡魔が近づいてきた。俺は逆らわず、ゆっくりと重くなってきた目ま蓋ぶたを下ろした。







　目が覚めてもまだ木の上だった。空は雲ひとつなく、赤く黄昏たそがれに染まっている。暫しばらく瞬きする間も惜しんで、白く雪に覆われた森に夜の帳とばりが下りるのを見つめていた。

　何も音がしない、こんな無音状態は初めてだと感慨深く思いながら、それでも周りの気配に意識を向けた。よくよく耳を澄ませば、木々から雪が落ちる様な、カサッとかドサッという音や、小動物か何かが木の幹をこする様な音が微かすかに聞こえてきて、少し安心した。

　気がつかない間に息を詰めていたらしい。深く肺の中の空気を吐き出した。

　空を見上げればもう月が皓こう々こうと輝いてる。俺は飽きる事なく眼前の景色をただ眺めた。







　どれ位の時間が経たったのか曖昧になる頃、遠くから何かの動物の遠とお吠ぼえの様なものが聞こえてきた。方角からいくと、目の前の崖下の森からだろうか。

　都会育ちの自分にはどんな動物かはわからないが、共鳴する様に会話するがごとく続く遠吠えの音色は美しかった。時間はただ流れたが、俺は目の前の景色を眺めるだけで満足だった。







　何日か経っただろうか。何回目かの夜明けと夕焼けが目の前を流れて行った頃、ふと自分１人しかここにいないのではないかと思った。

　生き物の気配は遠くに感じるものの、全く目にしていない。

　まあ、それはそれで煩わしいことがなくて良いのではないか。でも……この美しい世界を共感できない事を少し残念に思った。

　でも誰だれと？

　その誰かを思い描けない自分を寂しく思った。







　また幾ばくかの時が過ぎたと思う。

　ふと、左頰に何かを感じた。反射的に左に視線をやると、20ｍ先位の木の根元から、２つの青い輝きが見えた。

　白い雪に影が射さしたような縞しま々しま模様がその周りに見える。よく目を凝らしてみると、虎の模様の様だ。

　白い虎の仔こだ。

　此方をジッと見詰める真剣な青い眼まな差ざしが、子供らしからずなんだか微笑ほほえましい。暫くお互いを見合っていたが、フイッと木々の間に姿を消した。

　また森は静けさに包まれた。







　それから夜になると子虎がやってくる様になった。ほんの短い時間だが、徐々に距離が近づいてきていたようだ。

　ふと気がついたら、今日は俺の横たわっている木の枝のすぐ下から視線を感じた。

　初めて全身を目にしたが、子虎と言うにはやや育ち過ぎだろうか。成体の二歩手前くらいの雰囲気だ。

　成長期の少し細身の身体にしては太く大きい腕で、雪を控えめに搔かきながら上目遣いに此方を見ている。

　何か言いたいのだろうか。視線で尋ねてみたが、暫く目を合わせた後、また木々の合間に消えて行った。







　翌夜いつもの様にうとうとと微睡まどろんでいると、木の下から物音がした。

　子虎かな、と思いながら胡う乱ろんげに視線を下ろすと、木の根元に赤紫の物体が落ちている。

　よく見ると紫から赤紫へグラデーションが掛かった球体の、赤紫の部分がはち切れた様に割れて、中から白く湿った部分が覗のぞいている。

　なんだこれは？　グロい。

　しかし、鼻をくすぐる初めての甘い香りに考えた。これは果実じゃないだろうか。食べられるのだろうか。

　考えてみれば、何日食べていないのだろうか。しかし、不思議と空腹感はない。

　周りを見渡すと、一番最初の日に見かけた遠くの木の根元から子虎が此方を窺うかがっている。

　また見つめあったが、少しすると子虎はいつも通り木々の合間に消えて行った。何故か寂しそうな気配を感じた。

　もしかすると子虎がこれを持ってきたのだろうか。確証はないし、見た目はかなり食傷的な物体だ。

　俺は見なかった事にしてまた目を閉じた。







　次に目が覚めた時、昨日きのうの果実が気になり目をやると、青緑の物体が増えていた。細長い青緑の円筒状の真ん中が裂けて紅あかいドロドロした液体が覗いている。

　グロい。

　匂においもまた、甘ったるく粘つく様だ。

　視線を感じて左に顔を向けると、また子虎がジッと此方を見ている。暫くすると、肩を落とした様にして目を逸そらした子虎は、また木々の合間に消えて行った。

　子虎が消えてからまた森を眺めていたが、香りが……あの果実らしき物体の香りが気になり、落ち着かない。

　暫くは我慢したがどうしても無視できず、初めて木の枝から降りてみる事にした。

　自分の乗っている太い枝から下には、足場になりそうな枝は見当たらない。地上まで高さはかなりある。５ｍ位だろうか。飛び降りるしか手は無さそうだ。雪が積もっているのでクッションになってくれるだろうか。その下の地面の様子は窺い知れないので仕方がない。

　俺は思い切って飛び降りた。

　前脚が先に雪の中に刺さり、後脚も着雪した。問題ない。身体を動かしてみるが怪け我がもない様だ。良かった。

　……前脚？

　なんだか身体のバランスも変だ。二本の足で立ち上がろうとしたが、直すぐに前に倒れてしまう。

　おかしいと焦りながら手の平を見てみると、肉球がある。ピンクで可愛かわいい。

　俺は落ち着かない気分で遠くを眺めた。口に当たり前のようにそこにあった何かを咥くわえたら、少し落ち着いてきた。

　腹ばいに寝そべれば、雪がひんやりして気持ちが良い。咥えていた何かに目をやると、自分の意思でふわふわ動く。その根本を辿たどると自分の臀でん部ぶの様だ。

　尻尾しつぽだ。長くて太くてモフモフの尻尾だ。

　この森で目が覚めてからずっと感じていた違和感に、ずっと目を逸らして考える事を拒否していたことに気がついた。

　まあ、いいか。毛皮のおかげで寒くないし。

　そこで、先程ここに降りるに至った経緯を思い出し、周りを見渡した。けれど目当ての物はどこにも見当たらない。

　果実は何処いずこへ。







　どうやらそのまま、木の根元で眠っていたようだ。微睡みの中、ふと身体からだの左側が温かい事に気がついた。

　ゆっくり目ま蓋ぶたを上げていくと、透明感のある青が間近にあった。

　子虎の目だ。

　半身をぴったりと俺の身体に付けて、顔を覗き込んでいる様だ。たまに俺の口の端や頰をザリザリと舐なめてくる。

　なんだか諦あきらめ気味な気持ちになり、身体を右に倒してみた。子虎側にお腹なかを見せる体勢だ。

　……腹の下に、果実があった。こんなところに。

　ふと目線を上げると、子虎が微妙な表情で俺の腹の辺りを見ていた。

　やっぱりこれは子虎が持ってきた果実なのだろう。果実は雪に埋もれて潰つぶれてはいなかったが、俺の腹の毛を紅く染めていた。

　ややあって子虎は、俺の顔を見た後に、腹の紅い汁を舐めとった。




　それからは、今までの距離感など無かった様に、子虎とじゃれあって過ごした。

　空が藍あい色いろから薄く明るく染まって来る頃ころには、子虎は名残惜しそうな空気を醸しつつも立ち去って行った。何度か此方を振り返りながら、いつもの様に木々の間に消えていく。

　俺はまた、いつもの木の下に身体を横たえて、目蓋を下ろした。

　身体は雪でひんやりとしていたが、胸の辺りが温かく、それは眠りに就くまで消えなかった。




　それが、あの森での最後の夜になった。




　子虎の、キューンという鳴き声が聞こえた気がした。
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　あれから生活が一変した。あの幼い頃の交通事故で両親を亡くした俺は、施設に入った。

　半年以上の入院とリハビリで、学校に復帰出来た時には学年が皆よりも１つ下になっていた。

　友達もいた様だが、10歳にも満たなかった自分は事故後のショック状態もあり記憶が曖あい昧まいで、むしろ新しい生活をゆっくり始める方が楽だった。

　両親の記憶もハッキリとしない雲の上を歩く様な精神状態だったが、思春期に荒れる事もなく、淡々と毎日をやり過ごした。

　施設の職員の人達も穏やかで優しく、仲間にあたる子供達も大人しかった。

　親の遺のこしたらしい保険金で高校、大学と進学し、独り暮らしにも慣れた。周りの子供達の境遇と比べると恵まれているとさえ感じていた。

　しかし、心にはなぜかいつも疎外感を抱いており、親しい友人を作ることはせず、１人でも寂しくは無かった。

　夜、眠る時にたまに感じる肌寒さは、あの夢の子虎の温ぬくもりを思い出せばやり過ごせたからだ。




　　　　＊




　就職活動も順調に進み、大きくもないが小さくもない製薬会社に入社した。

　病院に営業に行き、新薬の研修を受ける、繰り返しの毎日だったが、それなりに充実した社会人生活を送っていた。

　会社の同僚には合コンだなんだとよく声をかけられたが、失礼にならない程度に参加し、ほとんどは断った。

　俺の居場所じゃない、そんな感じがいつもしていた。

　25歳になった頃、上司にお見合いを勧められたが、丁重にお断りさせて貰もらった。

　こんな自分と結婚しても、相手が幸せになれる気がしないからだ。

　見た目だけなら、瘦やせ型がたで締まった身体の１８０近い身長で、顔も暑苦しくないサッパリ系、浮気の心配もいらなそうな男はお勧めなんだろう。

　よく肉食系女子に言い寄られてはいたが、あまりの勢いに尻しり込ごみして距離を置く事に注力していた。

　そんな毎日だった。不満もなく、希望もなく、淡々と日々は過ぎて行った。

　自分はこのまま１人で一生を終えるのではないかとさえ考えていた。




　　　　＊




　師走しわすも近いある休日に、久々に両親の墓参りに出掛けた。細かい雪がチラつく寒い朝だった。

　朝一番で墓参りを済ませ、電車を乗り継いで帰る途中、ふと途中下車して歩いてみようと思った。いつも通り過ぎるだけの降りた事のない駅だが、車窓から見える街路樹が気になっていたのだ。

　改札を出て大きく深呼吸をすると、吐く息が白く煌きらめいて、何故か懐かしい気持ちになった。

　ゆっくりと、ビルの間の道を街路樹を眺めながら歩いた。







　考えるでもなく纏まとまりのない事を思いながら歩いていると、遠くから急に騒ざわめきと小さい悲鳴が耳に入ってきた。キョロキョロと辺りを見渡しても何も変化はない。

　なんだろうと思いながらまた一歩踏み出したところで、頭上に影が差した。

　上を向くと、大きな鉄骨がありえないスピードで近づいてきていた。落下している。




　ああ、これは死ぬな。即死だ。俺は目を瞑つぶった。
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　俺は白い雪の森を歩いていた。どうやら山の斜面の様だ。

　さっきまでビルの間の街路樹を眺めていた様な気がするのだが、何故なぜ森にいるのかわからない。

　立ち止まって息を吐きだすと白く煌きらめいて、なんだか懐かしくなって微笑ほほえんだ。

　手を見れば、先週セールで購入したばかりの白い毛糸の手袋を塡はめている。カシミアの毛糸でとても暖かい。今日はこれをしてきて正解だったなと思ったが、雪山に来る予定だっただろうか。自分の着衣を確認するが、グレーのダッフルコートに紺色のウールのパンツ……雪山にはそぐわない装備だ。

　刺す様な冷気が、足元の雪から上がって来る様だ。ブーツを履いてはいるが、気休めにしかならない。

　とりあえず、立ち止まっていても仕方がないと歩き出した。目的地もないし、あってもわからない。

　山では迷ったら歩き回らないのが良いと聞いたことがあったが、登山なんて経験もないし、都会からほとんど出たこともない自分には、何か正しいかわからない。

　まずは人工物がないか、頂上まで行けば何か見えて来るだろうと歩き続ける。

　暫しばらく山を登ったところで、木々の隙すき間まから強い光が差してきた。ああ、これで森を抜けられるだろうと速足で進む。

　眩まぶしさに目の前に手を翳かざした。







　開けた場所に出たが、眼下に広がるのは一面の森だった。

　崖がけの上に出たのだ。

　見渡す限りの深い森に、一瞬呼吸が止まった。鉄塔も、送電線も、建物も、人工物は何一つ見当たらない。

　ここはどこだ。

　今更ながら脚が震えてきた。寒さと不安で立っているのが辛つらい。

　後ろを振り返ると巨木が目に入ったので、その根本に座り込む。しばらくすると、雪で臀でん部ぶが湿って冷えが増して来る。

　ここにずっと座っているのは不味まずいと周りを見渡すが、辺りには何もない。あるのは木々と雪だけだ。

　見上げてみると太い木の枝があるが、あんなところまで登れるだろうか。

　立ち上がって木の幹に触れてみると、何故か行けそうな気がする。小さい頃ころは木登りは得意だったはずだ。

　木の上の方が野生動物に襲われる危険も減るだろう。

　木の幹には小さな折れた枝の跡がいくつかあり、足場になりそうだ。俺は慎重に木の幹に足を掛けた。







　それから苦労しつつも、無事に一番近くに見えた太い枝に到達出来た。

　週一で通ったジムのボルダリング設備に心の中で感謝する。枝を跨またいで根本に座ると、太い幹にもたれて息をついた。

　何も解決していない。森の中なのだ。

　しかし、ひと息ついてしまうと、慣れない雪道の登山と木登りの疲労がヒシヒシと押し寄せて来る様で、目蓋が重くなってくる。

　こんな場所で寝たらヤバいのは山の素人しろうとの俺でもわかる。雪と寒さと、不安な場所。

　しかし、のしかかってくる睡魔に勝てず、何度も目を擦こするが眠気は遠とお退のいてはくれない。

　少しだけ、と枝に上体を倒す様に体勢を変えると、抗あらがいがたい眠りに吸い込まれていった。







　目が覚めると、目に入って来たのは雪の森だった。月が綺き麗れいに木々を上から照らして眩しい位だ。

　上体を起こすと、身体中からギシギシ音がするのでは、という位固まっている。枝から落ちなかったのが奇跡だ。

　呆ぼう然ぜんと眼前の景け色しきを眺めていると、この景色を知っていると感じた。

　何故こんな場所にいるのかとか、自分はこれからどうなるのかとか、不安はあるのだが、何故かこの景色の方が気になって仕方がない。

　俺はいつこの景色を見たのだろうか。

　ふと、この景色の中で、この木の養分になって朽ちてゆく自分を考えてみる。

　何だか幸せだ。自分の居場所を見つけた様な気さえする。また、暫く眠ろう。ここは安全だと、根拠もなく思った。







　脚がユラユラと揺れている。枝に股こ関かん節せつが擦れた痛みで目が覚めた。胡う乱ろんげに視線を落とすと、誰かが自分の足を摑つかんで揺らしている。

　驚いて身体を起こすと、痺しびれた腕が悲鳴を上げた。

　う、腕が伸ばせない。

　おかしな体勢で眠っていた代償だ。

　腕の痺れと痛みに涙目になりながら、自分の足を揺らしていた人物に目を向ける。

　錆さびた様な燻くすんだ色の少し長めの金髪に、同系色の鎧よろい。大きく驚いた様に見開いた目は、透き通った青だ。

　ずいぶんと太い腕、大きな手の平が自分の足を摑んでいる。今更ながら足を引いて、その人物の手から足を取り返す。

　その彼は幹に摑まっていた様で、トンッと後ろに飛びのいて雪の上に着地した。

　無言で見つめあうこと数秒、彼が戸惑い気味な表情でゆっくり言葉を口にした。

「こんなところでどうした？」

　その質問に対する答えを俺は持っていない。

　どう答えれば良いか思案していると、その彼が笑顔になり、大きく腕を広げてこちらを見ているのに気がついた。

　何のジェスチャーか測りかねて、俺は首をかしげると、なに？　と目線で尋ねた。

「降りられないだろ？　落ちてこい、うけとめてやる」

　本気だろうか。

　彼の身体を観察すると、だいぶ大きい事に気がついた。縦にも横にもだ。

　いや、肥ふとっている訳ではない。ずいぶんと逞たくましいのだ。背に至っては多分２ｍ位あるだろうか。分厚い胸筋と腹筋があるだろう胴体が胸部を覆おおう鎧の上からでも想像がつく。

　しかし、あの胸当ては当たったら痛そうだ。躊ちゆう躇ちよして胸あたりを観察していると、彼はハッと自分の胸当てに気づき外しに掛かった。

　胸当てを外し終わるとまた、両手を広げて此方こちらを見た。先程よりぎこちない笑みを浮かべている。

　ここまでしてもらってスルーとかは、人として如何いかがなものか。

「大丈夫？」

　久しぶりに出した声は、自分でも驚くほど掠かすれて頼り無かった。

　少し驚いた表情になった彼は、またぎこちない笑みを浮かべ、

「大丈夫、怖くないよ。おいで？」

　と小さい子供相手の様な甘い声で誘う。

　いつまでもこの枝の上にいる訳にもいかないだろう。せっかく見つけてくれた人間だ。厚意に甘えよう。

　俺は再び目の前の景色を眺め、息を整えると、思い切って落下した。脚が痺れて飛び降りられなかったのだ。

　ガッシリとした胸筋と太い腕に抱きとめられた俺は、無事に地上に降りた。

　膝ひざのクッションを使って衝撃を和らげたであろう運動神経には、感謝と賞賛を送りたい。

「あ、ありがとうございます……」

　またしても、自分でも驚く位頼り無い声が喉のどの隙間から漏れた。

「大丈夫か？　立てるか？」

　俺は自分の足で立ち上がろうと地面に足を着けたが、まだ痺れが取れずにヘナッと倒れそうになる。

「オッと、危ない。ダメそうだな。ほら首に摑まれ。離すなよ」

　彼はそう言いつつ、さっき外した胸当てを拾い上げながら俺を抱え直した。

　片手で、だ。ありえない。

　が、実際起こっている事象だ。ありえるのだろう。

「家はどこだ？　帰る場所はあるのか？　行くところは？」

　質問に首を横に振ることしか出来ない俺に、彼は数秒目を閉じて考えた様子だったが、直ぐにまた質問してきた。

「俺と一緒に来るか？」

　初対面なんだが、大丈夫だろうか。

　俺に他の選択肢があるだろうか。いや、ない。

　もしかすると、救助隊員の一員なんだろうか。

　それにしては鎧とは変な服装だ。防寒も何もあったものじゃない。

　とりあえず、この雪山から脱出しない事には、何も始まりも終わりもしないだろう。

　彼に頼らねば、明日の朝あさ陽ひを拝めるかも危うい状態だ。

　初対面だが、善良そうな雰囲気ただようこの巨体の金髪男性を信用してみようと思う。

　多分、悪い人では無いはず。それに麓ふもとまで連れて行ってもらえれば電車かバスか、最悪タクシーでも家に帰れるはずだ。
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「麓まで連れて行ってもらえますか？　そうすれば、なんとか家まで帰れると思いますので」

　俺がお願いすると、彼は少し困った様な顔で、

「麓と言うとレス村か？　あそこまでは徒歩だと４日位かかるな。俺の脚なら走れば１日だが……あんまりお勧めしないぞ？　いまあそこは戦火で荒れていて、治安が良くない。良かったら俺のキャンプに来ないか？　同僚はイカツイが悪い奴らじゃないし、俺のテントから出なければ何も怖いこともない。大丈夫だ、俺が守ってやる」

　レス村？　戦火？　徒歩４日？

　何だか不穏な聞き慣れない単語がたくさん聞こえて来た気がする。

　初対面の俺に対して随分と優しい対応だが大丈夫だろうか。騙だまされて売り飛ばされたりしないだろうか。

　逆に彼の親切心も心配だ。詐欺に合ったりしてないだろうか。

　しかも男の俺に向かって、守ってやるとは……。

　人生初めて言われた。

　状況がよくわからない今は、とりあえずお世話になるしかないだろう。

　他の人に会えれば、また新しい情報も入って来るはずだ。

「と、とりあえず宜よろしくお願いします……。あっ、お名前教えてもらえますか？　俺は、加か賀が千ち歳とせです」

　俺が名乗ると、彼も直ぐに名前を教えてくれた。

「俺はタイラー・ヘルムライン。タイラーでいい。宜しくな、カガ」

「あ、加賀は名字で千歳が名前です。千歳って呼んで下さい。宜しくお願いします」

「わかった。チトセだな。かわいい名前だ」

　タイラーさんが日本語を話しているので違和感なかったが、金髪碧へき眼がんで彫りも深い、ワイルドだが整った顔立ちだ。少し厚い唇なのと、笑うと笑い皺じわが目め尻じりに寄り親しみ易い感じになる。しかし基本はイカツイマッチョで、黙っていると強面こわもてだ。

　かわいい名前と言われて反射的に言い返そうとしたが口を開きかけて、閉じた。

　失礼のない様に、発言には注意しようと心に留とどめた。







　タイラー氏は俺を腕に抱えたまま歩き出した。身体からだが上下に揺れるが、首にしっかりと摑まらせてもらっているお陰だろうか悪くない乗り心地だ。

　タイラーさんにしきりに大丈夫か確認されたが、心配しなくて大丈夫と薄い微笑みで答える。

「もし大丈夫そうなら、走ってもいいか？　キャンプまで走れば半日だから、昼前には着けるはずだ。昼飯に間に合うといいんだが。ハラは減ってないか？」

　少し眉まゆ尻じりを下げて申し訳なさそうに質問される。

「大丈夫ですタイラーさん、走って下さい。あんまりキャンプを離れるのも良くないんですよね、多分？　俺はまだお腹なかは空すいてないです。ありがとうございます」

　そう俺が答える、とさらに眉尻を下げながら、

「タイラーでいい。タイラーと呼んでくれ、敬語も要らない。頼む」

　と頼まれた。これは俺が折れるべきだろう、多分年齢もそう違わないはずだ。

「わかったよ、タイラー。急いでも大丈夫だけど、俺も降りて走った方がいいかな？」

　と聞いてみる。

「いや、このまま行こう。チトセの重さは鎧よろいより軽いくらいだ。問題ない」

　全体で60キロ以上の鎧か。足に落としたら骨折するんじゃないだろうか。大丈夫だろうか。

　俺がそんな吞のん気きな事を考えているうちに、タイラーは歩みの速度を徐々に上げていた。

　気がつくと、木々が凄すごい速度で後ろに流れてゆく。

　森の木々の間を縫う様に走り抜ける速度は、俺の想像を優に超えており、前を見て開いていた俺の目が乾いて瞬まばたきが出来なくなっていた。目から生理的な涙が流れてくる。

　揺れる中で必死に首の方向を変えて、タイラーの首元に顔を擦り付ける様にした。

　タイラーは走っているせいか体温も高く、彼の男らしい体臭が鼻をくすぐる。

　満員電車での男の体臭は吐き気がする程不快だが、いい男は体臭まで芳かぐわしいのか。

　お世話になりながらも、理不尽な怒りを感じるのは俺だけでは無いはずだ。

　高速道路とは行かずとも有料道路位の速度がありそうな人間の走りに疑問を感じながらも、知らず知らずのうちに現実逃避をしている自分から目を背ける。深く考えてはダメだ。

　不安は緊張となり、身体に力が入り疲労が溜たまる。俺は吞気にも、駆け抜けるタイラーの腕の中で眠りに就いていた。







　ゆったりと揺れる、温かく狭い場所で俺は目が覚めた。

　見上げると、すっかり昇った太陽と、うっすらと汗の滲にじむ鋭角な顎あごのラインが目に入る。

　ああ、タイラーに抱えられてたんだ。

　彼の走る速度はもうそれ程速くなく、身体の緊張はすっかり解けていた。

　きっとキャンプが近いのだろう。何か煙の様な匂においがして目線を前に戻す。遠くの少しだけ木を伐採して拓ひらけた様な場所に、ティピィの様なテントが５、６張りあるのが見えてきた。

　テントは焚たき火びを囲む様に張られ、真ん中の焚き火にはキャンプファイア並みに人が集まっている。どうやらワイルドに料理をしている様だ。

「もうすぐ着くぞ。先まずは同僚にチトセの事を話してから会った方がいいだろう。俺のテントで少し待って貰もらってもいいか？」

　俺に拒否権はない。真面目まじめな顔を作り、首を縦に振った。

　タイラーは少し強張った顔で、こちらに向けて笑顔を作った。







　タイラーは速めの歩みで焚き火を背にして、向かって右側にある他より一回り小さめのテントに入った。

　初めから敷いてある絨じゆう毯たんの上に、奥の箱から取り出した毛布の様なものを何枚か敷いて、その上に俺は下ろされた。

　寝転がり、身体全体を大の字になって伸ばす。

　タイラーは鎧を外しながら、優しげな眼まな差ざしで此方こちらを見て、小さく微笑ほほえんだ。

　強く逞たくましく優しいなんて男、初めて遭遇した。都市伝説じゃなく実在するんだと、他人ひと事ごとながら感心する。

「ここで待っていてくれ、今食べる物を持ってくる」

　タイラーはそう言って、テントの出入口を潜くぐって出て行った。

　テントの出入口は分厚い暖の簾れんの様な物で遮断されており、外の様子は窺うかがえないが、喧けん騒そうだけは聞こえてくる。

　俺は耳をそばだてて、気配を探った。

　不意に空気が大きく揺れて、タイラーが帰ってきた。左手で暖簾を上げながら、右手にはトレーの様な物を持っている。食事だろうか。

「どうした？　大丈夫か？」

　真剣な顔をした俺を見て、心配そうな表情で聞いてきた。大丈夫だ。心配いらない。

　俺は真顔で頷うなずいた。伝わった様だ。

　タイラーは少し安心した様な表情になった。







　彼が運んできたトレーの上には、小さく焼いたパンが幾つかと炒いためた野菜と肉がのっていた。

　まあ、キャンプならこんなモノかもしれない。男所帯なら尚なお更さらだ。結構な量があるが、２人分だろうか。

　今の俺には３分の１食べられれば良い方だろう。なんせ遭難した直後だ。

　俺がトレーの上の食べ物を観察していると、タイラーがまた心配そうな表情で此方を見ていた。

「これ、２人分だよね？　一緒に食べよう？」

　俺が努めて明るく声をかけると、

「いや、それはチトセの分だ。俺のはあちらにある。全部食べていいぞ。こんな物しか用意出来なくて悪いな、口に合うといいんだが」

　とトレーを俺の方に寄せてきた。

　俺は失礼にならない様に気を遣いながら、遠慮じゃなく本当に食べきれない事を強く訴えた。

　最初は半信半疑だったタイラーも、しつこく食い下がる俺に最後には納得してくれた様子で、食べ物は２人で分け合って食べた。

　完食した後もやはり俺の顔を窺うかがっていた様だが、満腹で胃に血液を取られた俺には、タイラーの視線に答える余裕は無かった。







　あまりの満腹の為ために横にならせて貰っていた。タイラーが俺に、食べろ食べろ少食過ぎると言いながら食事を分け与えた結果だが、それでも彼の納得がいく量は食べられなかった様子である。

　少しすると彼は、

「同僚と話してくる。ゆっくりしててくれ。寝ててもいいぞ」

　と、言い残してテントを出て行った。

　さっきまで彼の腕の中で寝ていた俺に、気づいていたはずなのに。




　　　　＊




　やることも何も無い俺はまた外の音に耳を傾けていたが、俺のいるテントのすぐ側そばからの声に気がついた。

『何？　子供を拾った？　今は偵察任務の途中だろうが！　何を考えているんだ！』

　これはもしかすると俺の話だろうか。

　確かにアジア人は若く見えるが、25にもなる男に対して子供は無いだろうと、タイラーの観察眼に疑問を抱いた。

　偵察任務？　どういう事だろう。

　そんな任務が国内に有るのだろうか。自衛隊か何かだろうか。疑問が頭の中を駆け巡る。

　急に小さくなった声がタイラーと何かを話しているが、よく聞き取れない。

　少し聞き取りやすそうな場所に座りながら移動した。

『……余分な食料は……まあ狩れば足りるが……』

　所々聞き取れる会話は雲行きが怪しそうだ。

　自衛隊だとしたら人命救助優先だろうが、先程話に出ていた偵察任務とやらだとすると、民間人の保護は優先順位が低いのかもしれない。

　俺には計り知れない話だが、だとしたらどこかの近場の町にでも落としてもらえないだろうかと考える。

　昨日きのうタイラーが言っていたレス村以外が理想だが。治安が悪いのは頂けない。

　しかし、今の日本で治安が悪いと言っても、歌舞伎町や公共ギャンブルの周辺地域位しか思いつかない俺には、サッパリ意味がわからない。

『……拾ってしまったものは仕方がないか……それは……本当か？　それなら……』

　そう言う相手に、タイラーが何かを小声で言っている様だが、ここまでは聞こえてこない。

　話が終わった気配がしたので、俺はさっきまで寝転んでいたテントの奥に場所を戻した。




　　　　＊




　暫しばらくすると、テントの出入口の暖簾が上がる気配がした。

　タイラーの後ろに、これまたイカツイ大きな男の顔が覗のぞいている。

　赤茶色の髪に、珍しい黄色の目をした男だ。首が太くガッシリとしているが、その上の顔もエラが少し張って頑固そうな気配がする。頰骨が少し高くしっかりとした整った顔立ちだ。

　表情は笑っていないのだが、口元だけ無理に笑いの形に歪ゆがめている。微妙だ。

　手前にいるタイラーが、

「俺の同僚のスタークだ。顔は少し怖いが良い奴だから安心していい。スターク、チトセだ。これから頼む」

　と、お互いを示して紹介した。

　先程の話を少し聞き齧かじってしまった俺には、安心する要素は皆無だ。しかし、これから頼りきりになる自分は、文句を言える立場に無い事くらいわかっている。

　仕事用の営業スマイルで、

「チトセ・カガです、スタークさん。ご迷惑おかけすると思いますが、よろしくお願いします」

　と挨あい拶さつをした。そつなく出来たはずだ。スタークは此方こちらをジッと見詰めた後、

「……スタークだ。何なに分ぶんこんな状態で大した事も出来ないが、安全には最善を尽くすつもりだ。何かあれば自分に言ってくれて構わない」

　と、また微妙な笑みを浮かべて言った。

　きっと俺を怖がらせない様に気を遣った上での、あの表情なのだろう。

　この期に及んでまだ子供扱いらしい。顔は確認したはずなのに。

　心配になり年齢の話を振ってみることにしたのだが、

「タイラーやスタークさんは、歳としはおいくつなんですか？　俺は25ですが、若く見えますか？」

　俺がそう言うなり２人はギョっとした顔で、

「25！　子供どころか赤ん坊じゃねえか！　おい、タイラー、大丈夫なのか!?」

「！　まさか25歳とは思いもよらなかったが……25にしては成長が早い。それなら変換期も未まだだろう。スターク、俺が近くにいない時は目を配っておいてくれないか、頼む」

「当たり前だ！　俺だってそんなに鬼じゃない！」

　と、目の前で勢いよく内緒話をするという偉業を成し遂げた。

　２人は深呼吸をすると、落ち着きを取り戻した様に此方に目を向けて、

「大丈夫だ、何も心配いらない。体調が悪くなったら直ぐに言うんだぞ。タイラーが居ない時は俺でもいいからな」

「そうだ。なるべく側にいるつもりだが、１人にはならない様にな。スタークに声をかけるといい」

　などと畳み掛けるように言ってきた。

　俺はどんな病弱設定なんだろうか。不安だ。

　それからは、出身地はどこかとか親はどうしたとか世間話程度の身辺調査を受けたが、２人が納得する答えを返せないままテントから出て、焚たき火びのすぐ近くまで連れて来られた。







　焚き火の近くに置いた平らな切り株の上に座らされた俺は、スタークからその場にいる人達に紹介された。

「今日からこの隊で面倒を見るチトセだ。まだ25歳らしいので、皆みんな気を配ってやってくれ。くれぐれも悪戯いたずらしたり虐いじめたりするなよ。手を出したりするのは以もつての外だ。以上、隊の移動は明朝８時！　朝食班は６時には起きろよ。特にテス、寝坊するなよ、わかったな！」

　大きな太い声で言うと、その場にいる全員が、『サー！』と叫ぶ様に返事をする。

　悪戯？　虐め？　手を出すって殴られるのか？　小学生なのかと思う注意事項もあったが、敢あえてスルーを決め込んでペコリと頭を下げておく。

　タイラーが、優しい風の様に俺の髪を撫なでた。







　そのままタイラーと焚き火の横に陣取った俺は、キャンプの人達の人間模様を何気なく眺めていた。

　寒いからと近寄った炎の熱気が頰に当たり、段々と頭がボーッとしてくる。

　急にタイラーが座っている反対側に人の気配を感じて顔を向けると、俺より若いと思おぼしき男が、ニコニコした顔を此方に近づけて来ていた。

　驚いて後ろに身体からだを引くとタイラーにぶつかってしまった。

「あ、ごめん……」

　タイラーに謝りを入れると、彼は片腕で俺の身体を支えながら、

「もたれているといい。ずっと同じ体勢だと疲れるだろう」

　と言った。ガッチリと胸から腰をホールドされた俺は大人しくタイラーにもたれた。諦あきらめの境地だ。







　その様子を見ていた、反対側に座ってきた若い男は、

「あ！　俺はテスっていうんだ。種族はマウンテンライオン。雌ライオンじゃないからね、似てるけど！　チトセは何の種族？　ネコ科なのは間違いないよね、この匂におい……」

　と、突拍子もない自己紹介をしてきた。

　マウンテンライオン？　好きな動物は何ですか、なんて質問はしていないはずだが。

　しかも俺の匂いが何だ？　俺は匂うのか？

　不安になり脇わきの下したを匂ってみたが、コートの上からでは何の匂いもしないはずだ。

　訳のわからない質問に、タイラーの顔を窺ってみると、彼は眉まゆ尻じりを下げた曖あい昧まいな笑みを浮かべている。

　なんだ？　何なんだ？　俺の知らない何かが胸を締め付ける様に息が詰まる。何故なぜだか、いきなり足元がグラつく様な不安に駆られた。

「ごめん、今日はちょっと疲れたみたい……。テスさん、でしたよね。また明日お話しさせて下さい。すいません……」

　俺はおぼつかない足取りで、テントに向かった。

　頭の中にはクエスチョンマークが飛び交う。種族って何だろう。ネコ科って何が。

　東京、ましてや日本を知らないってどうして。

　25歳は赤ん坊だなんてありえない。大人だろう。

　混乱した俺の頭はどうやらショートしたらしい。

　テントに入って毛布に突っ伏したあたりで、意識が無くなった。身体が睡眠に逃げた、とも言える。







　翌朝、俺は清すが々すがしい目覚めを迎えた。

　久しぶりに屋根の下で身体を伸ばして眠れたおかげだろうか。

　着たままだったはずのダッフルコートもきっとタイラーが脱がせてくれたのだろう、身体はすっかりリラックスして疲れは残っていない。

　ふと気になり、テントの中にタイラーの姿を探す。

　彼はテントの出入口近くで、昨日きのうの着衣のまま身体を横にして眠っていた。

　身体には何も掛けていない。

　俺にはモコモコになるくらい毛布が掛かっていたのに。どれだけ高待遇なんだろうか。

　俺にはこの厚意に返せるものなんて何も思いつかなくて心が痛む。眠るタイラーに毛布を掛けて、彼を跨またいでテントの外に出た。

　焚き火の前ではちょうど数人の隊員達が朝食の準備を始めるところだった。

　アウトドアの経験が殆ほとんどない俺は、見物させてもらう事にした。昨日少し話したテスも忙しそうに動き回っている。

　見ていると、どうやら彼は料理に慣れていない。野菜らしき物を刻む手付きはかなり危なっかしい。

　よく見れば、他の人達も似たり寄ったりの実力の様だ。隊の訓練に調理は含まれていないのだろうか。

　俺的には美味おいしい料理はライフラインだ。無いと生きていけない。

　昨日の肉と野菜の炒いため物を思い出す。

　塩辛いだけの肉の生臭さが残る代物だった。

　昨日だけだろうと不満を押し殺して鼻の息を止めて食べたが、もしかしてこれからもアレが続くのだろうか。文句を言う立場ではないが、正直アレは辛い。

　調味料は何があるのだろうか。

　スパイスやハーブがあるだけでかなり違うはずだ。

　料理する隊員の手元をよく見たが、塩とオイル以外の調味料が見当たらない。俺はここで数日でも生きていけるか不安になった。







　朝食班の恐怖のデス・クッキングが完成する頃ころ、他の隊員達も起きだして来たようだ。

　タイラーのテントからも、彼が慌ただしく外に出て周りを見渡している姿が見えた。

　あれはもしかして俺を探しているのだろうか。悪い事をしたかもしれない。

　タイラーを呼ぼうと口を開いたところで、彼と目が合った。

　明らかにホッとした様な表情になり、こちらに向かって歩いてくる。

「タイラーごめん。よく寝てたから、声かけないで出てきちゃった」

「いいんだ、チトセが無事なら。何か面白いものでもあったか？」

　謝罪の意を表すると、彼は笑顔で対応してくれた。

　優しい。……が、過保護だ。

　そこのところの誤解を解かない事には抜本的な解決には至らないであろう。

　ちょっと話す時間を作って貰もらおう。料理の事も含め。

　昨日の身体を締め付ける様な不安も、今朝けさの料理事情の前では霞かすんで見える。

　わからない事は聞けばいい、知らない事は覚えればいい。そして、無いものは作ればいい。

　自分の進むべき方向性がクッキリ見えてくると、不安はどんどん萎しぼんでいく。

　とりあえず、自分にできる事をするまでだ。今までと何ら変わりはない。

　タイラーの優しい笑顔を見ていたら、さっきと同じはずの空気がなぜか美味しく感じた。







「タイラー、折り入って話したい事があるんだ。時間があるときでいいんだ。いつ頃なら大丈夫かな？」

　俺は真剣な表情になり過ぎたらしい。

「どうした？　困った事なら今言うといい」

　タイラーはかなり心配そうに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「いや、ちょっと話が長くなりそうだから……今晩寝る前とか、どうかな？　あ！　それと違うけど今お願いしたい事がある！　今日、これからどこかに移動するんだよね？　薬草とかハーブとか途中であったら教えて欲しい。なんかこの地域の草は見慣れない種類が多くて……」

「それなら、今晩のキャンプ地は草原地帯だから、薬草がいくつか自生しているはずだ。途中の森でも見つけたら摘んでおこう。用途は夜にまとめて説明しよう」

「ありがとう！　助かるよ、タイラー！」

　とりあえず、一歩前進だ。
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　拷問の様な朝食を、引ひき攣つった笑顔でやり過ごした俺は、疲れ切っていた。

　タイラーがテントを畳んで荷物を纏まとめるのもただ見ているしか出来ない。

「ごめんね、タイラー……」

　俺は自分の不ふ甲斐がいなさに悲しくなるが、もし体調が万全でも戦力になったか微妙な所だろう。アウトドア素人しろうとの俺に出来ることは少ない。

　気にするな、という表情を作ってこちらを見たタイラーは直ぐに視線を俺の背後に向けた。

　後ろを振り向くと、テスがこちらに向かって、心配げな表情で歩いてきている所だった。

「チトセ、食欲なかったみたいだけど大丈夫だった？　たくさん食べないと成長が遅くなるよ」

　テスは今まで隊の中で一番の若手だったらしく、自分より下の人間が来て世話が焼きたいのだと、スタークが朝食の時に小声で教えてくれた。

　俺は曖昧な笑顔を作りながら答える。

「いつも朝食は食べないんだ。ありがとう、気を遣ってもらって」

　これは本当だ。いつも朝食は食べずにコーヒーだけで済ませている。噓うそはついていない。

　タイラーが居い心ごこ地ちの悪そうな俺に気づいてくれたらしく、荷物を纏めながら俺を呼んだ。

「あ！　呼ばれたみたい！　ごめんね、また後で」

　空気を読めるのは日本人だけと言っていたのは誰だれだったか。今なら俺は断言出来る。日本人以外にもいると。

　タイラーにお礼の視線を向けると、彼は眉まゆ尻じりを下げた笑顔で応えてくれた。







　隊の全員が荷物を纏め終わると、焚たき火びの跡に人が集まり出した。スタークが点呼を取りながらその中の数人の隊員の名前を呼ぶ。

「今日の荷物班は今言った５人だ。文句は受け付けない。直ぐに獣身になれ、背中に荷物を固定するぞ！」

　スタークが大声で指示すると、名前を呼ばれた隊員が隊服を脱ぎながら木々の間に消えてゆく。

　何が起こるのか想像もつかず立ち尽くす俺の前に、木々の間から隊服を咥くわえた大型のネコ科肉食獣がワラワラ出てきた。

　あれはジャガーだ。それに黒ジャガー、ヒョウに黒ヒョウ。

　スタークの前に並ぶと、彼に背中を向けて犬のお座りの様にして落ち着く。

　頭はこちらに向いている。何だ？　何なんだ？

　俺はあまりの衝撃に言葉も発せずにただ立ち尽くす。これは生命の危機なのではないだろうか。

　スターク、肉食獣の背中をパンパン叩たたくな！　逃げろ!!

　隊服を咥えているという事は、森に入って行った隊員達はどうなったのか……想像するのが怖くて頭が働かない。

　俺の脚も恐怖の為ためか震えてくる。

　隣に立つタイラーの隊服の袖そでを摑つかむので精いっぱいだ。

　いつ襲い掛かって来るかわからないので正面から目も離せない。

　自分の袖そで口ぐちに目を下ろしたタイラーが、俺の顔を見やるのを気配で感じた。

「どうした、チトセ？　ああ、もしかしてジャガーとヒョウの見分けがつかないのか？　恥ずかしい事じゃないぞ、模様をよく見てみろ。少し違うだろう？　それにジャガーの方が少し身体からだが大きくて脚が短い」

　命の危機の前では、何の役にもたたない知識だ。喰くわれるのに、ジャガーかヒョウかなんて関係ないだろう。

　するとスタークが、タイラーを呼んだ。

「タイラー、今日はお前のトランクはスペンサーに運んでもらえ。チトセを抱えて行くんだろう？　いいよな、スペンサー？」

　と黒ヒョウの背中に手を当てながら顔を覗のぞき込んでいる。スターク！　スペンサーに齧かじられるぞ！

　ん？……スペンサー？　それは先ほど隊服を脱ぎながら森に入って行った黒髪の隊員の名前ではないだろうか。

　スペンサーを喰らったから、スペンサー？

　いやいやいや、そんなシュールな名付けセンスはスタークには無いはずだ。

　俺はスタークを信じたい。しかもどれが誰を喰らったなんて確認が出来たはずもない。

　だとするとスターク達隊員の隊服がココにあるのは何故なぜだ。

　思考が行ったり来たり落ち着かない。

　これが所謂いわゆるひとつの、パニックと言う奴やつだろうか。

　立ち竦すくんで震えている俺に、やっとタイラーが気づいた様だ。

「どうしたんだチトセ？　もしかして誰が誰だかわからないのか？　ああ、獣身を見た事なかったもんな、そうだな。左からマイルズ、ゼファー、アシュトン、マーリーン、そして黒ヒョウがスペンサーだよ」

　覚えきれない！

　いや、そこじゃ無い、論点が違う。

　何故肉食獣に隊員の名前がついているのか。俺は考えた。

　もし、俺のこの荒こう唐とう無む稽けいな推測が正しいとしたら。昨日きのう、テスは俺に何と言っていた？

　種族はマウンテンライオン？　それってピューマだろう！

　俺にもネコ科の匂においだと言っていた。

　……前頭葉が痛い。

　脳が許容量超えたのだろうか。

　地面が近づいて来る。何故だろう。

　自分の意識レベルが下がっていくのを、他人ひと事ごとの様に俺は感じていた。







　気がつくと空は赤く染まっており、先ほどまでの森の空気とは明らかに違う風が頰を撫なぜていた。

　俺は平原で寝ていた様だ。１人きりではなく、後ろから何人かの気配がする。

「目が覚めたか、チトセ。いきなり倒れるから驚いたぞ。もしかして何か持病でもあるのか？　それで薬草が……」

　身体を起こした俺に、タイラーが後ろから話しかけてきた。

「……違うよタイラー。後でゆっくり話したい」

　俺の前方で、丈の長い草地に隊服を咥えて入っていくヒョウの姿が見えた。

　ややあって、茶金の髪の隊員が隊服を整えながら出てきた。

　俺の記憶が正しければ、マイルズだ。

「タイラー、あれはマイルズさんだよね？」

　そう聞けば、

「ああそうだ。マイルズだ。あいつの獣身は少し小柄に感じるが、見た目より力も強く俊敏だ。侮れない奴だな」

　と、さっき倒れる前に行き着いた俺の推測を、肯定する様な答えが返ってくる。

　俺は日没を遠い眼まな差ざしで眺めた。

　夕焼けは赤く空を染めているが、上弦の太陽だ。俺の知っている太陽なら日につ蝕しよくでもない限り丸いはずだが。

　もう腹をくくるしかない。

　やはりここは、俺の住んでいた世界と違う。地球では無いのだと。

　心臓が口から出そうだ。しかし、タイラーに聞かなくてはいけない。

　これは、必要不可欠な質問のはずだ。

　これを確認しないでは前には進めない。

　回答によっては、これからの話の内容も変わってくるだろう。出てきた声は、思ったより掠かすれていた。




「ねえ、タイラー。俺の種族は何かな。タイラーはどう思う？」
















はじまりのさき
















　テントの周りの人の気配で目が覚めた。

　寝不足と浅い睡眠のせいで頭が鈍く痛んで重い。

　昨夜はあれから拷問にも値する夕食を体調不良という印いん籠ろうを翳かざして回避した後、テントでタイラーと２人で話す時間を貰もらった。

　結論から言うと、あの俺の荒こう唐とう無む稽けいともいえる推測はほぼ正解だった。

　ここは地球ではない。

　大地が球体だという観念がまだ無いらしく、惑星の位置や名前は特定できなかった。

　タイラーから聞いた話を要約すると、こうだ。




　大陸は大きく２つあり、人族と獣族が分かれて生活している。今まで他に大陸は発見されていない。

　まあ、人族の中にコロンブスみたいな人が現れたらまた違ってくるのだろうが。

　人族の国はまたその大陸の中で細分化されているが、勢力図がすぐに書き換えられるため、獣族の国には詳しい最新の地図は無い。

　今、詳しい地図作成の為ために、人族の国にサル族の人達を斥候に送っている最中だそうだ。

　何故なぜ今になって詳細な地図が必要になったかは、人間の習性を考えれば想像に容易たやすい。

　人口が増えすぎて食料が足りなくなったらしく、土地を奪いに攻めてくるのだ。

　海で隔てられてはいるが、船を操り頻繁にやってきては略奪を繰り返す。

　以前にも人族が攻めて来ることは何度かあったが、戦闘能力の違いから簡単に撃退出来ていた。

　しかし今は、獣人国も見逃せない程に被害が拡大している。人族も侵略しか道が残されていないのだ。撤退は国民の餓死に直結なのだから。

　今回の偵察には海沿いの街の新しい砦とりでの視察もあったそうだ。

　因ちなみにその街はタイラーの生まれた場所らしく、こちら方面の偵察には土地勘のあるタイラーが出来る限り参加して方々を見て回っている。スタークの村も近いらしい。

　俺がタイラーに拾われた山の反対側が海だと教えて貰った。
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　今俺がいる偵察部隊の種族は主に大型ネコ科の肉食獣で編成されている。

　先程目にしたジャガー、黒ジャガー、ヒョウ、黒ヒョウ、他にもトラとピューマとウンピョウがいる。

　タイラーとスタークはトラ、テスはピューマだ。あとは２人、鳥族の伝令が含まれる。

　大型猫族は機動力と戦闘力があり、もし１人逸れた時の個体能力は随一だ。生き残る確率が一番高い（ゆえに、群れで生活するライオンは、偵察の編成には組み込まれていない）。

　他にも大型の肉食獣には大まかに、巨体と力を誇る熊族、集団行動に特化したオオカミ族、大空を駆る鳥族、水の中に住む強力な顎あごを持つワニ族、人族の大陸と反対側の海岸線に住むシャチ族などがいる。

　獣族の殆どは肉食の大型動物だが、少ないながらに雑食の中型動物もいる。

　犬やネコ、サルやイタチやカワウソも、これに含まれる。

　獣族は種族毎ごとに別々の生活圏を持っており、有事の際には種族の中で選抜された人達が集まって防衛にあたる。

　獣人はやはりというか嗅きゆう覚かくが発達しており、同じ種族の匂においはわかるのだと言う。

　ここで気になるのがテスが言っていた俺のネコ臭なのだが、どうやらヒョウ系の匂いがするらしい。

　獣人は生まれた時は殆ほとんどが獣身で、変換期という時期を越えて人身を持つらしい。変換期には２～３段階があり、高熱を発症して身体からだが創り変わる。

　完全な人身と獣身両方を取れるのは獣人全体の半数程で、特に魔力が高い。

　この世界での魔力とは変体の際に使う力で、普段でも能力に影響を及ぼす。

　戦闘時の肉体強化が主だが、視力や聴力、探索能力、寿命まで多岐にわたる。

　稀まれに人身で生まれてくる場合もあって、その個体はおしなべて魔力が高い。

　俺はそれに当たるのでは、とタイラーは言っていた。

　寿命についてだが、大型の獣族は５００～９００歳位、中型で２００～４００位歳とまちまちだ。

　獣人の人達は普段はあまり年齢に頓とん着ちやくせず、タイラーも、大体３００歳くらい？　程度の認識だそうだ。これだけ永ながく生きればそうなるのも頷うなずける。

　戸籍の様な物は存在するらしく、調べれば生まれた日時や血縁などの詳細もわかるらしい。

　もしかして暦が地球と違うのか？　と執念深く確認したが、たいした誤差は無いようだ。

　……25歳で赤ん坊と言われた理由がよくわかった。







　この世界の仕組については大体は摑つかめた気がする。でもまだ何がわからないかもわからないので、ゆっくり覚えていこうと思う。タイラーもそれが良いと言ってくれた。

　この世界の基本的過ぎる質問にも、面倒がらず丁寧に答えてくれていたタイラーだったが、彼も俺に聞きたい事があると言った。

「チトセはどこから来たんだ？」







　悲痛そうな表情で、そう質問してきたタイラーは最悪の事態も想定していたらしい。

　彼の言う最悪の事態とは、俺が人族からのスパイであるという事らしかった。

　大型肉食獣を人間が使役するなど、許せない蛮行であるらしい。

　もしそうだとしても絶対に保護するつもりだったらしいが、スタークはその可能性も考え、俺の動向を監視する意味でも、キャンプと行動を共にする事を許したらしい。

　スタークを悪く思わないであげて欲しいと言われたが、この今の時勢では当然だろう。

　雪山で只ただの迷まい子ごとは、俺が考えてもかなり怪しい。

　全く気にしていないと言っておいたら、安心した表情を見せていた。しかし、現実はもっと理解不能な状況だ。

　俺はタイラーに全すべて本当の事を話した。

　これだけ世話になっているのに、後から噓うそをつかれていたと知ったらタイラーは傷付くだろう。

　話しても信じてもらえなかったら俺は少し寂しいだろうが、彼に噓をつきたくなかった。

　タイラーは、俺の話を真剣に聞いてくれた。

　俺はこことは違う人間界に住んでおり、自分は人間だと思って生きてきた事。

　あちらの世界には人間と動物だけで、獣族はいなかった事。歳としは今25歳だが、人間の寿命は80歳位だろう事。

　そして気がついたら雪山を歩いていたと。

　結構細かく話したが、要約するとこんな感じだ。







　タイラーは俺の話を黙って聞いた後、目を閉じて考えていた。

　俺がスパイじゃない事は確かだが、それよりも状況は悪いかもしれない。わからない事ばかりなのだ。

　暫しばらくして、目を開けた彼は言った。

「シュレイクスの都に行こう。あそこに行けばわかることもあるかもしれない。それに医師もいる。チトセが獣族なのは確かだが、種族も気になるし、25で人身が成体なんて初めて見た。身体に負担がかかっているはずだ。変換期の心配もある。急いだ方がいいだろうな……」

　シュレイクスは、獣族の大陸のほぼ中心にあり色々な種族が混じり合って生活する一番大きい街だそうだ。大陸唯一の学校もあり、都とも呼ばれる大都市らしい。

　今の偵察任務はここから半日ほど離れた村を確認したら終了で、報告は鳥族がシュレイクスの都まで飛んで行う予定だが、俺達も歩いて向かう。通常徒歩だと２週間位かかるらしいが、スタークが走れば１週間かからずに行けるだろうとの事だ。

　タイラーには世話になり通しで心苦しくはあるが、今放り出されても野垂れ死ぬだけだろう。

　とりあえずシュレイクスまでお願いしよう、と考えていた。







　そろそろ朝食の時間だろうか。

　眠っているタイラーに軽く声をかけると、目ま蓋ぶたを重そうに開けるのが見えた。

　２人揃そろってテントから出ると、俺は温かいお茶をもらった。これが俺の朝食だ。

　タイラーはパサパサのパンに焼いた肉か何かが挟まった様なものを食べている。

　昨日の朝食から後、何も食べていないので、空腹ではあるが、不思議と耐えられた。

　今日こそは、食料事情を少しでも改善したい。ハーブがあれば。

　そう考えてた俺は、タイラーに草摘みに行ける時間はないか尋ねる。タイラーは少し考えた後、スタークと話して来ると言って席を外した。







　タイラーとスタークの話し合いで、どうやら今日の予定が変更になったようだ。

　焚たき火びの横で、スタークが全体に向けて言う。

「ルルド村は小さな村だから、全隊員で向かうと迷惑になるだろう。マリル・クリル兄弟とテス、ゼファーは俺とルルド村に向かう。マイカはもしもの時は伝令としてキャンプに飛んでもらう。今から出発し、ルルド村へは午前中の到着を予定。村を回って問題が無ければ暗くなる前にはキャンプに戻ってくる。タイラーとマイルズ、アシュトン、マーリーン、スペンサーはここに残り、近くを通る街道を調査してくれ。ホセはキャンプで何かあれば俺の所に伝えに来て欲しい。チトセはキャンプで待機だ。質問はあるか？　無ければ以上だ」

　タイラー以外の隊員達が、『サー！』と叫ぶ様な返事をして立ち上がった。

　ルルド村へ向かうメンバーは出発の準備を始めている。タイラーが、

「キャンプに残る隊員はこちらに集まってくれ」

　と言うと、マイルズ、アシュトン、マーリーンとスペンサーが集まった。

「４人はキャンプから東に向かって街道に出てくれ。街道に出たらマイルズとアシュトンは南西に、マーリーンとスペンサーは北東に街道沿いに半日程進んで、問題が無ければ暗くなる前にキャンプに帰投するように。途中誰かに会った際は身元と用件、馬車なら積荷も確認してくれ。俺とホセとチトセはキャンプにて待機。夕食の準備を行う。何か質問はあるか？」

　タイラーがそう言うと、スペンサーが手を挙げて質問した。

「抵抗されたら実力行使は有りなのか？」

「なるべく衝突は避けたいので、丁重にお願いしてくれ。どうしても抵抗したり逃げ出したりする場合は実力行使を許可するが、くれぐれも殺さないように。問題が起きたら、２人のどちらかがキャンプまで走れ。俺も向かう。歩いて半日の距離なら、獣身で駆ければ30分以内だろう。よろしく頼む」

　タイラーが小さく笑いながら答えると、隊員達はまた『サー！』と叫ぶ様な返事をした。

　スターク達が、残留組に声をかけながら出掛けて行くのが見える。

　街道に向かうメンバーも軽く手を振りながら林の中に消えて行った。

「ホセ、狩りを頼めるだろうか」

　タイラーが言うとホセはニヤリと笑って、

「任せろ」

　と言いながら林に入っていった。

　ホセを見送ると、タイラーが優しい顔をしながら俺の方を向く。タイラーと俺はこれから草摘みタイムだ。

　もしかしなくても、彼が態わざ々わざ時間を創り出してくれたのがわかる。申し訳ない気持ちになったが、夕食の料理で貢献しようと俺は心に決めた。







「タイラー、これは食べられる？」

「ああ、コレは食べられるが匂においが強いのであまり好まれない。何処かの村でお茶にしていると聞いたことがあるが」

　チクチクと草を摘みながら食べられる草や植物の根、薬草などを教えてもらう。

　ローズマリー、チャイブ、バジル、ディル、それにガーリックらしき根っ子も発見した。豊作だ。

　乾燥させて保存したいので、摘めるだけ摘む。

　ルッコラらしき葉っぱも見つけたのでサラダ用にたくさん摘む。なんせ13人の大所帯だ。

　キャンプの場所に戻った俺達は、残りの食材を確認する。

　半乾燥させた骨付き肉。鳥っぽい。

　大根、トマト、ナス、ピーマン、玉ねぎ……の様な野菜。全体的に大きいが、それ以外は変わらないようだ。

　チーズの様なもの。小麦粉。

　パサパサのパンが麻袋に半分、２日分位はあるだろう。あとは、葡ぶ萄どう酒と塩だ。

　メニューは乾燥骨で出汁だしを取った肉と野菜のスープとピーマンの肉詰めでいいだろうか。ピーマンっぽい野菜がたくさん残っているのだ。

　……サラダも作ろう。トマトとルッコラとバジルとチーズを和あえれば、塩とオイルだけで大丈夫だろう。

　色合い的にも悪くない。

　出来れば、スープは明日の朝の分も用意したい。

　タイラーに聞いたら、鍋なべは余分にあるから問題なさそうだ。

　タイラーに借りたナイフでスープの野菜を刻んでいると、ホセが鹿と思わしき動物を担いで帰ってきた。もう血抜きもしてきたらしく、手際よく解体を始めた。

　タイラーは沢に水を汲くみに行っている。

「料理できるのか？」

　ホセが俺の手元を見ながら言った。

「任せて大丈夫そうだな。手伝う事はあるか？」

　と聞いてきたので、鹿肉の半分位を大きいナイフで叩たたいてミンチにして貰もらえる様に頼む。

　何故なぜ態々肉を細かくするのか不思議そうにしていたが、文句も言わずに作業をしてくれる。

　タイラーが帰ってきたので、鍋に水と乾燥骨を入れて火にかけて出汁を取る。かなりの量だ。

　玉ねぎを微み塵じん切ぎりにして、ハーブも刻んだ。パサパサのパンも細かく細かく千切った。

　あとは鹿肉のミンチと塩とこれらを合わせてよく捏こねて寝かせる。

　手の平大もあるピーマンを縦に切り、内側に小麦粉をはたく。

　鍋でスープの野菜を炒いためたら、ヒタヒタまで出汁を入れて煮立たせた後、出汁を取った骨についていた肉を外はずして鍋に入れる。暫く煮たらまた出汁を加えて塩で味を調えた。悪くない味だ。皆んなが帰って来るまでに良い味に仕上がるだろう。

　鹿肉ミンチにのタネを手早くピーマンに詰めていく。特大ピーマン15個分だ。

　肉詰めは30個作るので、タネの配分を考えてみたがちょうど良さそうだ。

　かなり集中していた様で、気がつくと１人で鍋に向かっていた。

　タイラーとホセはキャンプの入口辺りの切株の上でボードゲームをしている。

　一心不乱な俺に、きっと気を遣ってくれたのだろう。気分転換にサラダ用の草を千切った。







　焚き火で大きな鉄板を熱していると、遠くから隊員達の声がしてきた。ルルド村に行ったチームが戻ってきたのだろうか。

　鉄板が熱くなったので、ピーマンの肉詰めを焼いていく。２回転で全すべて焼けそうだ。

　肉に焼き目が付いたらバナナの様な葉で覆い、葡萄酒で蒸し焼きにしよう。肉汁と葡萄酒であとは味を調えればソースになる。

　久々に柔らかい挽ひき肉にくが食べたい。







　街道をパトロールしてきた隊員達も戻り、全員が揃そろった様だ。獣人達が見慣れない料理に興味深げだ。

　並んだ隊員達のトレーに、俺がピーマンの肉詰め、トマトとチーズと野草のサラダ、パンをのせると、タイラーがマグカップにスープを入れていく。

　全員に行き届いた様なので、俺とタイラーの分も用意した。

「今日の夕食はチトセが作ってくれたそうだ。ありがとう。それでは皆で頂こう」

　普段はしない食事の前の挨あい拶さつをしたスタークが料理に手をつけると、他の隊員達も食べだした。

　俺は、久々に食事の楽しみを満喫しようと自分のトレーに目を落とした。

　ピーマンが大きいので中まで火が通っているか心配だったが、杞き憂ゆうだった様だ。

　柔らかく焼けた挽肉にフォークを入れると肉汁が溢あふれ出す。葡萄酒のソースと絡めて食べると思いのほか風味もよい。バターがあれば完かん璧ぺきだったろうか。しかし、新鮮な鹿肉を使えたことが勝因だろう、満足のいく仕上がりだ。

　サラダは淡白な味のチーズとトマトの酸味、バジルのアクセントで、塩とオイルだけにもかかわらずいい味に仕上がってる。生野菜が食べたかったのだ。ルッコラも新鮮でいい歯ざわりだ。

　スープもじっくりと煮込んだ野菜の味が染み出しており、初めて食べたが干し肉もホロホロと柔らかく美味だ。俺は、久々に食の喜びを感じていた。

　久しぶりの慣れ親しんだ自分の料理を堪能していると、ふと周りの様子がおかしいことに気がついた。

　いつもなら隊員たちは談笑しながら賑にぎやかに食事を摂とっているのだが、やけに静かなのだ。

　不思議に思い視線を上げて正面に座っているスタークを見てみると、いつになく真剣な顔でピーマンの肉詰めにかぶりついている。いつにも増してワイルドだ。

　他の隊員も一様にトレーの上だけに視線を注ぎ、ひたすらにフォークを口元に運んでいる。

　焚たき火びの中の薪まきが爆はぜるパチッという音と、食器が擦れるカチカチという音、それと隊員たちの咀そ嚼しやくする音しかしない。不気味だ。

　不安になりタイラーの方を窺うかがうと、彼は早々と完食したトレーを寂しそうに見つめていた。どうやら口に合った様で安心する。

　皆のトレーにのせたピーマンの肉詰めは１つだけで、火から下ろした鉄板の上には第２弾が焼きあがっている。彼らのいつもの食欲を考えると１つでは足りないのだろう。俺はもう満腹なのだが。

「タイラー、肉詰めおかわりあるよ、食べる？」

　と声をかけると、彼は物もの凄すごい勢いでこちらを向いた。

「いいのか!?」

　ビックリするような大きい声で返事が返ってきた。

「う、うん。あ、皆さんももしよかったらおかわりしてくださいね、たくさん焼きましたから！」

　勢いに押されつつも隊員全員に向けて言った、そのとたんに隊員達が俺に向かって突進してきた。俺の横にある鉄板に隊員達が群がる。

「み、皆さんお腹なか空すいてたんですね、皆さんの分ちゃんとありますから！　ゆっくり取ってください！」

　俺は皆の血走ったような目に気け圧おされて少し離れた場所に避難した。おかわりが全員に行き届いた様で、隊員達は再び自分のいた場所に腰を下ろす。

　すると、トレーにのったピーマンの肉詰めを見詰めながらスタークが沈黙を破った。

「チトセ、お前は特別な料理人か何かなのか？　俺は３００年以上生きているが、こんなに旨うまいモノを食ったのは初めてだ。どうやって作った、魔力なのか？」

　ギラギラとした、俺を射るような眼まな差ざしを向けてくる。返答に困った俺は視線でタイラーに助けを求めた。

「鹿はホセが狩った。材料はこの隊の食料から使っている。あとはチトセと俺が摘んだ薬草を使っているのだと思う。違うか？　チトセ」

「うん、そんな特別な事はしていないよ。俺は肉の匂においが苦手だから、香りの強い草を使っただけ。皆の口に合ったのならいいんだけど」

　俺が困った顔で微笑ほほえむと、途端に今まで静かだった隊員達が騒ぎ出した。

「凄すごいよ、チトセ！」

「こんな旨い食事初めてだ！　身体からだが喜んでいるのがわかる！」

「俺と番つがいにならないか、苦労はさせないぞ」

「美味おいしくてびっくりだよ!!　初めて食べるけど、この生の野菜もいい！」

「もしかして、まだおかわりはあるのか？」

「ありえない！　ありえないぞ！　こんなのありえないぞ！」

「スープもおかわりしていいのか？」

「うまい！　うまい!!」

　喜んでくれているようなので五月蠅うるさいと言うのも憚はばかられて、俺は引きつった笑いで頷うなずくだけに留める。

　ふと、タイラーの方を見ると、表情の無い顔でこちらを見ていた。

「タイラー？　どうした？　もっと食べる？　まだあると思うよ」

　もう一つピーマンの肉詰めを鉄板の上から持ち上げると、彼は素直にトレーをこちらに寄よ越こした。

「チトセはどこで料理を覚えたんだ？　仕事は何をしていた？」

　彼は、トレーにのせたピーマンの肉詰めにフォークを刺しながら質問してきた。

「仕事？　んん、俺は薬剤を売る仕事をしていたんだ。料理は独り暮らしが長かった分、いつのまにか覚えてたんだよね。特に料理を勉強したことはないよ」

「凄いな。この料理はチトセが考え出したのか。もしよかったら、また作ってくれないだろうか」

　真剣な顔で、大したことないお願いをしてくるタイラーが可笑おかしくて、俺は小さく噴き出した。

「大おお袈げ裟さだよ、タイラー。俺の住んでいた場所では、わりと定番のメニューなんだ。俺は凝った料理や、特別な料理は出来ないんだ。あくまで、男の独り暮らし料理って感じだよ」

　俺が笑って答えると、タイラーは神妙な面持ちで重ねて言う。

「それでも、だよチトセ。俺はチトセにお願いしたい」

「もちろん、料理はこちらからお願いしたいくらいだよ。どうやら食事で苦労しそうな予感がビシバシするんだ。自分でつくれれば嬉うれしいよ」

　俺がそう返すと、タイラーは輝くように破顔した。







　夕食の後は、隊員達は葡ぶ萄どう酒を持ち出して酒盛りを始めた。偵察任務も今日で終わり、やっと気を抜けるのだろう。

　俺は残しておいた鹿肉を薄く切り、ローズマリー、ガーリックと塩を揉もみ込んで明日の下した拵ごしらえをする。

　珍しそうに俺の手元を覗のぞき込んでいたテスが話しかけてくる。

「チトセ、それは明日の分？　楽しみだな～！」

　横にいたホセが会話に入ってきた。

「何か足りない物はないか？　あれば明日の朝、調達出来そうなら探してくるぞ」

「あ、そしたら食べられる卵とかどこかにないかな？　難しいかな……あったらでいいよ」

　そう俺がお願いすると、

「今日狩りの途中でホロホロ鳥の群れを見かけた。多分大丈夫だろう」

　ホセは満足そうに答えてくれた。

　やった。朝食の定番、目玉焼きが食べられるかもしれない。

　２人は酒盛りに参加する様で、皆んなの輪の方に向かって行った。俺はまだ横に残っていたタイラーに話しかける。

「タイラーは酒盛りに参加しないの？　行ってくればいいのに」

「いや、俺はいい。チトセは行かなくていいのか？」

　そう言ったタイラーに、

「いやー、今日はなんか疲れたしいいや。タイラー、明日の朝でいいんだけど水浴びとかできる場所ないかな。なんか身体がベトベトする気が……たくさん料理したから油が飛んだみたいなんだよね」

　俺がそう言うとタイラーは答えてくれた。

「今日水を汲くんだ沢が丁度いいだろう。道は憶おぼえてるから今からでも行けるぞ。寒いが大丈夫か？」

「本音を言えば温かい風ふ呂ろに浸つかりたいんだけどね。キャンプでそんな贅ぜい沢たくは言わないよ。とりあえず身体を拭ふければいいかな。じゃあ、今からお願いしていいかな？」

　そう俺が笑うと、

「わかった。身体を拭ける布を準備してくる。次の村では風呂のある宿に泊まろう。明後日あさつての夜には着けるだろう」

　と言ってくれた。

　毎日シャワーを浴びていた俺としては本気で助かった。それだけで救われた気分になる。







　布を持ってきてくれたタイラーと一緒に明るい月の夜道を歩く。林の中にも月光が差し込んでおり、足元は危なくない。

　10分ほど歩くと近くから水音がしてきた。沢が近いのだろう。

　林がぽっかりと抜けた所に小さな沢があった。水は澄んでいる。

　俺が着ていたダッフルコートに手をかけると、タイラーが大きさの違う布を２枚渡しながら、

「この布を濡ぬらして身体を拭ぬぐうといい。水から上がったら、この布を使え。俺はあの木の下で見張っているからゆっくりでいいぞ」

　と言ってくれたので、お言葉に甘える事にした。

　素早く服を脱ぎさり沢に座り込む。水はそれ程冷たくない。水に浸れた場所は手で擦り、肩などは小さめの布で拭っていく。

　それだけでかなりサッパリしたが、髪の毛も濯すすいだらやはり寒さがこたえたようで、クシュッとクシャミが出た。

　木の陰から、「大丈夫か？」と声がかかる。相変わらず過保護だ。

「大丈夫、もう身体拭いて終わりだよ。タイラーも水浴びしたら？」

　俺が聞くと、

「そうだな、気持ち良さそうだ。服を着終わったら言ってくれ」

　と言われた。男同士だから問題無いように思うのだが、タイラーは紳士なのだろう。

　寒いので素早く服を着て、タイラーを呼んだ。

「もう大丈夫だよ、こっちきて」

　木の陰から、バサバサと隊服を脱ぎ去りながら、タイラーが出てきた。自分は驚くほど無む頓とん着ちやくに裸になる。

　沢に入りバシャバシャと豪快に水浴びをはじめた。

　なんだか動物みたいだ。

　獣人だから間違ってはいないが、あまりの大胆さに驚く。先ほどまで俺に細々と気を配ってくれていた人とは別人の様だ。

　暫しばらくすると彼は、沢から全裸で歩いてきた。月明かりに照らされたタイラーは、完成された男の身体を惜しげもなく晒さらし、濡れた髪をかきあげている。

　俺は誘われるように、視線を彼の輪郭に沿って這はわせる。

　盛り上がった胸筋、太い二の腕、硬く割れた腹筋に、髪と同じ色の下生えは臍へそから下まで繫つながっている様だ。

　俺は平静を装いながら乾いた布を手渡した。

　タイラーは受け取った布で、こちらをジッと見詰めながら身体からだを拭っていく。

　この空気は何なんだ。俺の知らない何かだろう。濃密な空気が２人の間を支配していた。

　自分のクシャミで、一瞬にして危うい意識から放たれた俺は、忘れていた寒さに身ぶるいをした。

　タイラーも、ハッと今気がついたように表情を心配そうなものに変えた。







　帰り道はタイラーに抱き上げられて移動した。身体が冷えているからとタイラーが一歩も譲らなかったのだ。

　確かにタイラーの腕の中は暖かく、冷えた身体が息を吹き返した様に強こわ張ばりが抜けていく。

　タイラーは一言も話さなかった。

　また、あの濃密な空気がぶり返して来そうだ。しかし、何故か苦痛では無い。

　初めての感覚に戸惑い、タイラーの胸に顔を埋めてやり過ごした。

　キャンプに着くと、焚たき火びの前に下ろされて後ろから抱える様に支えられた。

　背後から抱きしめられている様だ。

　焚き火に近いせいだろうか、やけに顔が火照る。

　グッタリして来た俺は、テントに向かいたいと視線で促す。

　タイラーは俺の言わんとした事を察した様で、そのまま抱きかかえられてテントに連れて行かれた。

　隊員達の酒盛りの喧けん騒そうが遠くに聞こえる。

　その晩、俺は、タイラーに抱きしめられて眠りに就いた。







　ゆっくりと意識が浮上していく。俺は温かくて、ガッシリとした何かに包まれた状態で目が覚めた。

　目の前には、穏やかな寝息を立てるタイラーの顔がある。

　俺が身み動じろぐと、タイラーの腕と脚が引き寄せる様に緩く締め付けてくる。

　眠っている相手に優しくされたような行動は、どこかくすぐったくて、俺の口元に小さく笑いが零こぼれた。

　絡みついた脚は温かく湿っていて、肌の触れ合いを認識させる。

　昨晩、身体を拭いた俺は、タイラーの清潔な肌着を借りて寝た。俺には彼の服は大きく、短めのワンピースの様な状態だったので、上だけで良いと判断したのだ。

　暫くすると、タイラーの口元がむにゃむにゃと動いてゆっくりと目ま蓋ぶたが持ち上がってきた。目が覚めた様だ。

「……おはよう、チトセ。よく眠れたか？」

　タイラーはそう聞きながら、片腕を上げて俺の髪を手て櫛ぐしで梳といた。

「チトセは随分髪が短いな、伸ばさないのか？」

　髪の間に優しく指を差し入れながら聞いてくる。

「おはよう。髪に特に拘こだわりはないんだ。短い方が扱いが楽だから……」

　日本の男性会社員は短髪が通常だが、今彼にそれを説明するのもなんだか憚はばかられて、思った事だけを口に出した。

　２人とも身体を起こして、俺はテントの外を窺うが、まだ他の隊員達の気配は無い。

　昨晩の酒盛りの様子から察するに、まだ皆んな夢の中なのだろうか。横ではタイラーが俺の後頭部の寝癖を必死な表情で撫なで付つけている。俺が大人しくしていると、彼は暫くしてから満足げな溜ため息いきをついて腕を下ろした。

　俺達は、服を着替えてテントの外に出た。朝食の準備に取り掛かるのに早過ぎることはないだろう。

　残してあるスープに火を入れつつ、焚き火の横でうつらうつらしていると、ホセがマイカと一緒にテントから出てきた。

　そのまま２人は林の中に消えてゆく。

　どうやらテントは１人１台ではなく、数人の同じ種族で共有している様だった。

　１人用テントを使用しているのは、タイラーとスタークだけらしい。虎は１人が好きなのか？　と、取り留めのないことを考えていると、他の隊員達も段々と起き出してきた。

　沢に行く人達、テントの入口の暖の簾れんを上げて中で寛くつろぐ人達、めいめいに時間を過ごしている。

　いつもと比べると、だいぶ遅い朝食になりそうだ。







　スタークがこちらに歩いて来て、俺の横に腰を下ろした。

「おはよう、チトセ。昨日きのうで任務も終わったから、今日は自由解散にするつもりだ。朝飯は昼飯と兼ねる感じになるが、頼んでもいいか？」

　と神妙な顔で言ってきたので、俺は笑いつつ、

「おはよう。朝食の準備はもうしてあるよ。二日ふつか酔よいだろうし、スープとパンでいいかな？　足りなければサンドイッチでも作ろうかと思ってるけど……」

　俺がそう答えると、素晴らしい笑顔で頷うなずいてくれた。

　出発の為ための片付けをしていたらしいタイラーが、テントの中から顔を出してスタークを呼んだ。

「スターク、俺とチトセはこれからシュレイクスに向かう。道すがら宿に泊まるつもりだ。テントの管理を頼んでもいいか？」

「ああ、構わない。郷さとまでそんなに遠くないしな。また任務があれば、持って行ってやるよ。シュレイクスに向かうのか？　それなら買ってきて欲しいものがある。後でリストを渡す。代わりに頼まれてくれるよな？」

　と、砕けた表情でやり取りをしている。

　確かにこの装備を頼むなら、それくらいはして当然だろう。タイラーは神妙な面持ちで頷いていた。







　隊員達にスープを配ると、皆んな嚙かみ締しめる様にゆっくりと食事をしていた。

　タイラーもまた、直ぐに完食して寂しい顔をしていたので、残り少なくなったスープのおかわりを勧めた。

　どうやら無事に全部無くなりそうだ。

　今いま迄まで自分の為にしか料理をしてこなかった俺は、食べて貰もらうという喜びを初めて感じた。

　朝、林から帰ってきたホセとマイカが両手一杯に抱えてきた卵で目玉焼きを作り、昨日下した拵ごしらえをしておいた鹿肉を焼き、サンドイッチを作る。朝行った沢で摘んだクレソンも入れよう。

　これから隊員達は分かれて、それぞれの村や町に帰るらしいので、お弁当代わりになれば良い。







　荷物を纏まとめた隊員達がタイラーとスタークに挨あい拶さつに来た。

　次の任務はまだ決まっていないらしいので、其それまでは皆んな自宅待機らしい。

　俺はもう、彼らにはいつ会えるかわからない。

　挨拶の終わった人達に、お礼を言いながら油紙で包んだサンドイッチを渡していく。

　皆んな驚くほど喜んでくれた。また任務で会おうと言ってくれたが、俺のこれからは、俺にもわからないのだ。

　俺は曖あい昧まいな笑顔で頷くしか出来なかった。







　気がつくとキャンプには、もうタイラーとスターク、それとホセとマイカしか残っていなかった。

　テントはタイラーとスタークの分が畳まれて、地面に置いてある。あんなにコンパクトになるなんて驚きだ。

　ホセとマイカのテントは他の隊員が持って行ったらしい。

　マイカが、スタークから報告書の様な物を受け取っている。それを筒状の肩掛け鞄かばんにしまってから、こちらを向いた。

「短い時間だったけど、会えて良かった。これからシュレイクスに向かうと聞いたよ。僕達は一足先に帰るけど、良かったらうちにも顔を出してくれると嬉うれしいな。ね、ホセ？」

　とホセにも同意を求めながら俺に言ってくれた。

　俺がタイラーに視線を投げると、タイラーがホセに言う。

「そうだな、一度顔を出すよ。たしか隊の官舎にいたよな？」

「いや、あそこは去年出たんだ。今は近くに家を借りてる。本部に顔を出してくれれば会えるはずだ。その時案内するよ」

　ホセがマイカの肩を抱きながら答えた。

　他人の家に行けるなんて楽しみで仕方ない。日本にいた時もそんな機会は殆ほとんど無かった。

　俺は笑顔で２人にお礼を言った。

　ひとしきり別れを惜しむと、２人は林の中に消えていった。疑問に思いタイラーに伺うと、

「ああ、彼奴あいつらは林の向こうの高台から飛び立つ。見てろよ……ほら、アレだ！」

　と空を指差して言った。ピィーと甲高い声が聞こえて、驚くほど大きな鳥と、それよりはひと回り小さいがそれでも大きな鳥が、２羽飛び立って行くのが見える。

　そうだ。忘れていたが、２人は鳥族だった。姿から察するに、鷲わしと鷹たかの様だ。

　俺が遠い眼まな差ざしを空に送っていると、スタークがニヤリと悪そうに言った。

「俺達もそろそろ行くか。今日の移動だと方向が同じだろう、今晩までは一緒だな。夕食が楽しみだ」

「チトセ、夜に食事の準備を頼んでも良いだろうか。スターク、その代わりお前が何か狩れよ」

　とタイラーが溜め息をつきながら答える。

　俺は初めからそのつもりだったので、問題ないと頷いた。







　結論から言うと、獣身のスタークは凄すごい迫力だった。

　人身でも巨人だと思っていたが、獣身だと３ｍを超える巨体だ。

　これならテントがもう１張り増えても運べるはずである。

　タイラーは、林から隊服を咥くわえて出てきた茶色の虎の巨体をバシバシ叩たたき、声をかけた。

「背中に荷物固定するから動くなよ。ああ、寝転ぶな！　伏せでもいいからじっとしてろ！　おいっ！」

　俺の目の前で繰り広げられる光景に、少し気が遠くなる。

「ほら、チトセを見てみろ！　呆あきれているじゃないか」

　と此方こちらに水を向ける始末だ。しかし、虎はこちらをチラッと見ると急にシャキン！　とした表情になり大人しくなる。

　嗚呼ああ、中身はスタークなんだ……と俺はしみじみ実感した。
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　半日程走って陽ひが傾いてきた頃ころ、森の中で今晩のキャンプを張った。タイラーと火を起こしていると、林の中からいつもよりラフな格好のスタークが出てきた。

　狩りの成果物も持っている。うさぎの様だ。

　タイラーは森の中でサラダ用の草摘み、スタークはうさぎを捌さばき、俺は夕飯のシチューの準備をする。

　メニューはうさぎのトマトシチューだ。

　完成した夕飯を食べながら話していると、いつの間にかホセとマイカの新居の話題になっていた。

「あいつら一緒に住み出したんだな」

「結局番つがったんだな、面白くない」

「まあ、自然な流れだろう」

「だから面白くないんじゃないか。なんかこう、スリルとかサスペンスとかに欠ける」

「番にサスペンスとかあったら事件だろう。まあ、お前の趣味なら止めはしないが。お前の番に会ったら言っておくよ」

「……しかし、このシチューも美味うまいな」

　２人は気心知れた会話を繰り広げている。スタークのサスペンスも気になるが、それより気になる単語があった。

　番とは？　もしや、狼おおかみとか鳥とかにある雄雌の組み合わせの事だろうか。この場合は多分夫婦の意味だろう。獣人だし、そう表現するのかもしれない。

　確かに２人は鳥だ。しかし２人とも男性だ。

「え？　あそこってカップルだったの？　全然気がつかなかった」

　俺が驚くと、

「２人で住み始めたと言うことは、番になったんだろう」

　スタークが口を尖とがらせながら答えた。







　身の回りにはいなかったが、俺は男同士の恋愛を差別はしていない。

　もしかすると恋愛経験の乏しい自分の、想像の許容範囲を超えていただけかもしれないが。

　勿もち論ろん、俺にも淡い初恋の思い出位ある。

　中学校の１つ上の先輩で、女子バスケ部のキャプテンだった女性だ。背が高くてスラッとした美人。ショートカットでノーメーク、すれ違うといつも爽さわやかな汗の香りがした。

　ほとんど会話などなかったが、彼女を見かけると少しだけドキドキしたのを覚えている。

　25歳ともなれば、女性とも一応お付き合いの経験もある。

　しかし、あの香水と化粧品の匂においがどうしても好きになれずに終わってしまった。

　昔一度、雰囲気でキスをしたら、グロスか口紅かわからないが石油の匂いのするヌルヌルした口を、思う存分押し付けられて驚いた。顔中からも粉っぽい匂いがして、彼女達がどうして平気なのか理解できない。

　しかも俺に近づいてくる女性は肉食系ばかりで気が抜けないのだ。

　だからと言って男性に心を寄せる事もなく、淡々と日々をやり過ごしていただけだ。

　思い返せば寂しい青春だったかもしれないが、特に不自由を感じた事もなかった。

　あまり興味がなかったのだろう。

　ここにきて常識が違う事に戸惑いもするが、所変われば色々違って当たり前だろうと、拒絶反応も無く受け入れられるのはそのせいかもしれない。

　しかし、この番のシステムは、俺の知っている結婚とは違う可能性もある。

　デリケートな話題かもしれないので、これはタイラーと２人の時に質問しようと思った。

　俺は、この獣人の番システムを〝要確認事項〟と記憶した。







　２人はシュレイクスでの買い物の話をしていたが、俺は朝早くから活動して疲れたのか、段々身体からだが重くなってきたので、２人に断って早めにテントに入った。

　その後も２人は何か話し合っていた様子だったが俺は睡魔に負けていつのまにか眠りに就いた。

　翌朝目覚めると、またタイラーに抱き込まれていた。

　彼を揺すって起こすと、既に起きていたスタークと３人で昨日きのうの残りで簡単に朝食を済まし、出立の準備をした。

　スタークとの別れはあっけなく、獣身になった彼の背にタイラーが荷物を固定すると、『じゃあ、また』といった雰囲気でこちらを見た後、すぐに森の中に走り去って行った。

　俺達はまた２人になった。







　トランクを背負ったタイラーが俺を抱き抱えて走り、暗くなる頃に宿屋のある町に着いた。

『金の尻尾しつぽ亭』というファンシーな看板のその宿は、入ってみればガタイの良い男達の巣そう窟くつだった。

　雰囲気から察するに、大型ネコ科肉食獣の獣人達だろう。何故なぜだか俺にもわかった。

　焼いた肉と固いパンの夕食を済まし、宿の風ふ呂ろを借りた。客室は多分20室位だろうか、部屋には風呂は無く、１階にある風呂を貸し切って使うシステムだ。

　久々の温かい湯を張った湯槽に興奮気味だった俺は、急せく気持ちを抑えながらも泡立ちの良くない石せつ鹼けんで身体を念入りに何度も洗っていた。俺の背後にいたタイラーが俺の髪を洗いたがるのでそれに任せたが、大きい身体で絡まる髪と格闘するタイラーが面白くて笑ってしまったのは秘密だ。

　一足先に湯槽に浸つかり、身体を洗っているタイラーを見やると、広く逞たくましい背中が目に入る。

　温まってきたので先ほどのお礼に彼の髪を洗ってやったが、肩に届くか届かないかの長さの彼の髪は、驚くほどに柔らかかった。

　いたく満足げなタイラーと風呂を後にした俺は、借りていた２階の部屋に戻る。

　部屋にはダブルサイズ程のベッドが２つとテーブルと椅子が２つ。簡素な作りだが清潔に調えられていた。

　タイラーはこの宿が気に入ったらしく、２泊しようと提案してきたが、俺に断る選択肢はない。風呂はあるしベッドの上で眠れる、大賛成だ。

　俺達は１つのベッドに横になり、色々な話をした。
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　タイラーは番について尋ねた俺に、言葉を選びつつも丁寧に説明してくれた。

　要約するとこんな感じだろうか。




　大型の獣人は大体、最後の変換期が終わる２００歳前後から番を探す。

　どうやら俺の知っている夫婦とあまり変わりがない様だが、獣人には離婚の感覚は無く、死別以外での別れは殆どない。

　たまに番を作れないまま歳としを重ねる獣人もいるが、殆どは３００～４００歳までには見つけることが多い。

　３００歳のスタークにも同じ村に番候補がいるらしいが、１００年以上も保留のまま自由気ままに暮らしている。

　婚約中、というところだろうか。

　サスペンスを拗こじらせたスタークは、素直になれないだけで気持ちはあるそうで、往生際の悪い男はどこにでもいるらしい。

　タイラーにはまだ番はいないそうだ。

　スタークと同世代らしいので、遅い方なのかもしれない。

　獣族の番に制約はなく、基本雄雌・雄雄・雌雌のどれでも番える。雄雌の番は多産だが、違う種族と子供を作ると血が混じる。

　混血は魔力が薄れて完全な獣身になれない事が多く、あまり歓迎されない。

　従って同族同士の番が殆ほとんどだ。

　雄雄の番は子供の出来る確率は少ないが、産まれた子供は親のどちらかの特徴を持ち、血が混じる事なく魔力も高い事が多い。

　雌雌の番は自力で子を生なす事は出来ないが、医者の手を借りれば可能で、こちらも血は混じらず魔力の強い子供が生まれやすい。

　獣人は大型になればなる程長寿で、子孫繁栄にはそれ程執着しない。それ故、雌雄以外の番も自然に受け入れられている。

　大陸の中央に位置するシュレイクスにはもともとはライオン族が住んでいたが、今は里を離れた混血獣人や中型獣族も多く住んで都を形成している。

　商業が盛んな事に加え、手先の器用な獣人達で生活必需品や工芸品など色々生産されており、ここに行けば揃そろわない物はない。

　唯一の学校もあり、大陸中の知識が集まる場所だ。

　獣族、特に大型肉食獣の獣人には大陸に天敵はいない。

　大昔には縄張り争いなどもあったらしいが、この何千年も起こっていない。

　獣人は穏やかにその長い生を生きている。







　昨日、話しながら眠ってしまったのだろう、タイラーの腕の中で目覚めた俺は、用を足しにベッドを出た。

　部屋に戻ると、タイラーが不安そうな顔でベッドの上に座っていた。俺の姿を見つけると、ほっとした様な笑顔で抱きしめてくる。

　なんだか悪い事をした様な気持ちになり、彼の背中に腕を回した。

　タイラーに丹念に髪を手て櫛ぐしで梳とかされた後、着替えて朝食を摂り、宿に延泊の予定を伝えて買い物に出掛けた。

　洋服屋で着替えを一式揃えてもらい、ダッフルコート以外の着ていた服とタイラーの何日分かの服を洗濯屋に出した。明朝には仕上げて宿に届けてくれるらしい。

　上衣には、フード付きのグレーのポンチョを買って貰もらった。見た目はダッフルコートと代わり映えしないが、だいぶこちらの様式に倣ならった様子だ。

　作りも思ったより悪くなく、暖かくて気に入った。

　小さい町なので大した店はなかったが、タイラーは小間物屋で毛の細かいブラシを購入していた。







　次の朝、昨日買ったブラシでタイラーに念入りに髪をブラッシングされた後、宿を後にして次の町に向かった。
















はじまりのなか
















　シュレイクスの都に到着すると、タイラーの馴な染じみの宿『草原の牙きば亭』に部屋を取った。

　クイーンサイズのベッドが１つとダイニングセットの部屋だ。

　なんだか考え直すべき事がある気がしたが、俺は潔く思考を諦あきらめた。

『金の尻尾しつぽ亭』から６日程の日程をかけてシュレイクスに辿たどり着ついたが、タイラーは毎日宿のある町を選んでくれていた。

　あまりに快適な旅路で、一文無しの俺は大変申し訳ない気持ちで一杯だ。

　もう俺は元の世界には帰れない、そんな気はしている。

　最期の記憶は曖あい昧まいだが、あれは多分──。

　考えたくないが、生きている可能性は低いのでは無いだろうか。

　しかし今、俺は生きている。

　待っている家族もいないし、恋人もいない。

　落ち着いたらここで、俺でも出来る仕事を何か見つけよう。

　生きて行くには働かなければならないし、タイラーにもお金を返したい。

　その為ためにも、解消できる不安は解消しておきたい。

　土地勘もお金も無い俺は、タイラーの言葉に甘えて医師の所まで連れて行ってもらうしかないだろう。

　頭を切り換えて、前に進むことにする。

　とりあえず、よく眠ろう。今出来る事はないのだから。







　翌朝また、タイラーから丁寧なブラッシングを受けた後に俺達は部屋を出た。

　タイラーが宿で聞いた、最近評判の診療所に向かう。

　到着した診療所はそれなりに混んでおり、少し待たされたが、昼過ぎには診察を受ける事ができた。
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　診察室に入り、簡単な問診を受ける。

　25歳である事と、変換期について聞いてみたが、俺には返事が返ってこない。

　この医師の眼まな差ざしと表情筋の動き、これとよく似た表情を日本で見たことがある。

　こちらから少しでも質問すると『病状から病名を判断するのは医者の仕事だ。素人しろうとは黙って質問だけに答えていろ』と不ぶ躾しつけな反応で、最後まで本人には知らせない。

　医者にしてみれば『知らせる必要がないから』らしいが、最後まで病気の本人に知らせず誰だれに知らせるつもりだったのだろう。

　俺の人生だったのに。

　まだ幼かった俺は交通事故の後、半年以上はベッドの住人で、その間毎日この表情を見ていたから嫌でも忘れない。

　社会人になって製薬会社に勤めて何人もの医師に会ったが、『お前に言ってもわからないだろう』という表情を見ると、嫌な気持ちになったものだ。

　こと、薬に関しては俺の方が詳しいはずなのだが。

　25歳はこの世界では赤ん坊の年齢だから仕方ないのかもしれないが、自分的には歴れつきとした成人男性だ。

　きっとこの医師は子供が苦手なのだろうと思ったが、それにしても俺の頭越しにタイラーとばかり話されるのは流石さすがに気分が悪い。

　しかし、ここで俺が余計な事を言って話が拗れるのも頂けないので、物言いたげな視線をタイラーに注ぐだけに留めた。

　タイラーもそんな俺の気配を感じ、早々にその診療所を退出した。

「評判の良い診療所なんだが、あの医師は頭が固くて駄目だな。他にも伝つてがあるからそちらに行こう」

　タイラーの判断にホッと息を吐いて、違う医師に会いに行った。
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　次に向かった診療所は、先程よりもこぢんまりとした民家のような場所だった。

　タイラー曰いわく、こちらの医師は大型肉食獣にしてもかなりの長寿で７００年以上生きており、知識と経験は桁けた外はずれだが、患者を選ぶのであまり好かれていないそうだ。

　学校にも医療を教えに行っているらしい。

　気難しいが腕は確かだと、タイラーは笑って言う。昔お世話になった事があるようだ。

　診療所の扉を開けると、堆うずたかく積まれた本に圧倒され、中に入るのを戸惑う。

　本の塔の向こうの机に向かっているのが、件くだんの医師の様だ。

「すいません……お邪魔します……」

　俺が恐る恐る声をかけると、横にいたタイラーが奥に向かって叫ぶ様に言った。

「おい！　バルテシオンはいるか？　タイラーだ。診てもらいたい患者がいる」

　すると、バタバタと本を倒しながら巨体が姿を見せた。白しら髪が混じりの茶色い髪をしている。

「タイラーじゃないか！　久しぶりだな、随分立派になった様じゃないか。何か面白い話を持ってきたのか？」

　と巨体に似合わず、細く小さな目でこちらを見やる。

　ああ、これは熊だ。熊の獣人に違いないと、何故か俺は確信する。

　タイラーも『バルテシオンはクマ族だ』と囁ささやくように教えてくれた。







　タイラーとバルテシオンの昔話がひとしきり終わったあと、バルテシオンは、

「ああ、立ち話もなんだな。とにかく入れ。患者はこの美人でいいのか？」

　と中に案内してくれた。

　赤ん坊扱いもアレだが、美人扱いも微妙だ。

　俺は身長も１８０近くある細身だが、筋肉質な成人男性で、顔もサッパリ系の一般的な男だ。

　確かに、この世界に来てから出会うのはゴツい系のワイルド肉食獣人が多かったが、マイカやテスは俺とそう変わらない体格だった。マイカは整った顔立ち、テスの顔立ちなんか可愛かわいい方に入るのではないだろうか。

　俺が物言いたげな顔でタイラーを見やると、タイラーは何故か照れた様にこちらを見ていた。







　本に埋め尽くされた部屋の奥に、もう１つ部屋があり、そちらが診療室になっていた。

　簡易ベッドに座らされた俺は、診察を受けながらバルテシオンの質問に答えていく。

　気がついたら雪山を歩いていたこと。

　それまでは、こことは違う人間界に住んでいたこと。自分は人間だと思って生きてきたこと。

　俺の世界には人間と動物だけで、変体できる獣人はいなかったこと。歳としは今25歳だが、俺の世界の人間の寿命は80歳位なこと。

　バルテシオンは簡易ベッドに横になる様に言うと、詳しく診察を始めた。

　ひどく真剣な顔付きで診察していたが、暫しばらくしてこちらに顔を向けると、安心させる様にニカッと笑い、

「今はまだ想定なのでハッキリとは言えないが、確認したい事がある。また３日後に来てくれないか。儂わしの考えが正しければ……。いや、ウチに来てくれて良かった、本当に。あ、変換期だが、タイラーの心配通りいつ来てもおかしくない。遠出はやめておけ。体調に変化があれば、直ぐに来いよ。３日後じゃなくていいからな」

　とも言い添えてくれた。

　調べる事があるからと、バタバタと出掛けるバルテシオンと一緒に俺達も診療所を後にした。







　それから空いた時間に、俺達はシュレイクスの都を歩いて回った。

　スタークからの買い物リストをタイラーから見せて貰もらったところ、今流行はやりのお菓子・流行りのシャツ・飾りの綺き麗れいな高級ブラシ・高級茶葉……と、これは間違いなく番の人へのプレゼントだろう品々ばかりで、素直じゃないスタークを２人で笑った。

　スタークの買い物をしながら店々を巡り、気が向くと食べ物を買い食いする。

　やはり味には馴染めないが、初めて見る食べ物や飲み物に目が輝く。スパイスも買ってもらい俺的にも満足だ。

　タイラーはまた高級ブラシの棚で真剣に悩んでいたが、あれはスタークの為ために悩んでいたと思いたい。袋が多かったのは気のせいだろうか……。

　俺の服もまた増えたのは言うまでもない。

　穏やかに数日が過ぎた。
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　俺達は約束の３日後に、バルテシオンの診療所に向かった。

　迎えてくれたバルテシオンは俺達を椅子に座らせると『先ずは聞いて欲しい』と昔話を始めた。




　北方のババル山の噴火は約２５０年程前のことで、それは突然だった。

　その雪山の山頂近くにあった里にはユキヒョウの一族が住んでいたが、前兆も無かった噴火に避難も出来ずに、里は全滅した。

　一族は特に魔力が強く、美しい毛並みだった為に、他の大型ネコ科との番のトラブルが絶えず、山奥でひっそりと生活していたのだ。

　里には当時50人位の獣人がいたそうだが、その後、誰一人としてその一族の姿を見た者はいない。

　他のヒョウ族は嘆き悲しみ、生存者の捜索は１００年にもわたったそうだ。




　バルテシオンはそんな話をした後に、真剣な顔でこちらを見て言った。

「チトセはユキヒョウ族じゃないかと思う。きっと魔力の強いユキヒョウ族が、生まれたばかりのチトセを異界に送ったのではないだろうか」

　話の流れから何となく予感していた俺は、バルテシオンから瞳ひとみを逸そらさずに、小さく頷うなずいて返した。

「建国図書館でユキヒョウ族の魔力について調べて見たが、それらしい記述があった。異界渡りというらしい、ユキヒョウ族の命を糧に発動させる禁術で、もう使える者はいないのだが……」

　バルテシオンはゆっくりと瞬きをすると、さらに言葉を紡ぐ。

「変換期が来ない事にはハッキリしないが、そう考えるとチトセは２５０歳位の筈はずだ。変換期が無かったのは異界と時間の流れが違う影響だろうが、変換期が来れば身体からだにかなりの負担がかかるだろう。２５０年分が一度に来るのだからな。変換期の間は高熱が出るし、何が起きるかわからん。その時は不測の事態に備えて、こちらに入院するといい。直ぐに準備をしよう」

　確かにタイラーは以前、俺がヒョウ系の匂においがすると言っていたが、異界渡りなんてそんな事はありえるのだろうか。

　しかし、今ここに自分がいる以上、無いとも言い切れない。

　俺の親は交通事故で死んだはずだが、彼等かれらは本当の産みの親では無かったのか。それは今となっては確認のしようが無い事だ。

　何か、何か忘れていないだろうか。

　答えに繫つながる何かを俺は知っているはずだ。

　俺はバルテシオンにお礼を言い、茫ぼう然ぜんとしたままその場を退出する。今はただ、独りで考える時間が欲しかった。




　俺達は黙々とただ前だけを見て歩き、宿に帰った。

　部屋に入るとタイラーはこちらを見ていた様だが、暫くすると気を遣った様子で『少し街をぶらついて来る』と言って出掛けて行った。




　その晩、俺は高熱を出した。
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　寒い。凍える様に寒くて歯がカチカチと鳴る。身体を丸めて暖を取ろうとするが、芯しんから侵食する様な寒さは全く治おさまらない。

　ギュッと目を瞑つぶり震えていると、何か温かい物に包まれた気がするが、遠のいて行く意識の中では、目ま蓋ぶたを持ち上げて確認する事もできなかった。

　熱い。皮膚が沸騰する様に熱く、グラグラとして平衡感覚もおかしい。

　身体中の骨がバキバキと音を立てる様に痛む。

　目を開いているのか閉じているのかもわからないまま、意識が暗い場所へ落ちてゆく。
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　俺は雪山を走っていた。いつもより身体が軽く、解放感が身体の中を駆け巡る。まるで、力が漲みなぎる様だ。

　全速力で雪山を駆け抜けると、崖がけの上に出た。懐かしい、懐かしい景け色しきだった。

　眼下には雪に烟る森が広がっていて、遠くまで見通せる空には、三日月が皓こう々こうと輝いてる。

　何故なぜ忘れていたのだろうか。

　ここは幼い頃ころに子虎に会った、あの崖の上だ。

　……そして最近、タイラーに拾われた場所。

　頭の中の雲が晴れていく様な、清々しい気分に目を閉じた。
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　フワフワとした気分で意識が持ち上がってくる。優しい手に髪を撫でられている様だ。

　……誰だろう。

　さっきまで俺は雪山を走っていたのだ。喉のどが渇いて痛む。

　目を開けようとするが、目蓋が張り付いた様にビクともしない。

　声を上げようとするが、ひゅうひゅうと空気が通り抜ける様な音がするだけだ。

　近くで『ガタン』と音がして、温かく濡ぬれた布で優しく顔を拭ぬぐわれる。

　やっと目が開けられる。

　タイラーの心配そうな顔が視界に入る。目め尻じりの下がった、この表情は何度か目にしたものだ。

　ああ、心配させてしまった様だと思う。

　喉を触って目を眇すがめると、俺の身体を起こして水を飲ませてくれた。冷たい水が渇いた身体に染み渡る様に、頭まで覚かく醒せいしてくる。

　どうやら、やっと声を出せそうな気がする。

「……タイラーありがとう。俺、どうしたのかな……」

　状況がわからない不安で質問してみたが、思っていたより声が震えた。

「大丈夫か？　辛いところはないか？　変換期の熱だよ。２週間程寝込んでいたんだ。覚えていないか？　ここはバルテシオンの診療所だ。今、バルテシオンを呼んでくる。すぐ戻ってくるから心配するな、そのまま寝ていろよ」

　タイラーはそう言うと、急せく様に部屋を出て行った。







「おお、目が覚めたかい、姫さん。良かったなあ、身体におかしく感じるところは無いか？　ちょっと診察させて貰もらおうかな」

　タイラーに連れてこられたバルテシオンは、ベッドに身体を起こした俺を見ると、笑顔で言った。

　腕を上げたり、脚を曲げたりと、不具合が無いか身体中を確認していく。

　どうやら、病み上がりで怠だるさが残る以外は、問題はない様だ。

「良かったな、問題は無さそうだ。しかし、２週間もベッドの上だったんだ、運動は控えて少しずつ調子をみていけよ。２、３日は外出しない方がいいだろう。まあ、何かあればタイラーが飛んで来るから大丈夫だろうがな」

　カッカッカと笑いながらバルテシオンは言うが、タイラーは神妙な顔でこちらを見たまま動かない。

「いやーあの晩直ぐに、取り乱したタイラーがお前さんを担いで来た時には、焦った焦った。何か別の事態でも起こったかと驚いたよ。変換期も無事に終わった様だし、暫しばらくしたら獣身になる練習でもしてみるか。あれだ、ほら、人身になるのと逆の要領だな。タイラー、明日くらいから少しずつみてやったらどうだ？」

　俺とタイラーに提案してきた。

「バルテシオン、余計な事は言わなくてもいい。……獣身になる訓練か、まだ早いんじゃないか？　急がなくとも、その内でいいだろう」

「いや、早過ぎる事はないぞ。姫さんの場合は儂わし達の時とは違うんだ。当たり前の感覚が無い分、難しいかもしれん」

　確かに、急に獣身になれと言われて成れるものでは無い。俺は人間だったんだ。

　しかし、こちらの世界に来てから、人間だ何だと拘るのは取るに足らない事の様な気がしてきている。世界が違えば常識も違うのだ。

　臨機応変でいかなければ、生きていくのが辛いだけだろう。

　幸いにも俺は順応性は高い。元の世界に帰る事が出来ないならば、こちらで生きる術すべを見み出いだすしかない。

　人生あと50～60年頑張れば終わると思っていたが、人生設計を建て直す必要もありそうだ。

　予定より、だいぶ長生きしてしまう様だから。人生をやり直すチャンスを貰えたんだと思おう。

「タイラー、俺やってみる。迷惑じゃなかったら手伝ってもらえる？」

　今度こそ、ちゃんと生きてみよう。

「その、姫さんっていうのはやめて下さい……」

　諦あきらめるのも止やめにする。







　それから丸一日は眠ったり起きたりを繰り返していたが、目が覚めた時はいつもタイラーが枕元に居てくれた。

　どうやらタイラーは着替えと仮眠だけに宿に戻り、他の殆ほとんどの時間を診療所で俺の看病に費やしてくれていたらしい。

　単純に考えても、２週間以上は熟睡していない事になる。

　体調も快方に向かってきた俺は、タイラーの身体からだが心配だから、宿でよく休んで欲しいと訴えた。

　タイラーは初めは渋っていたが、バルテシオンの進言もあり、今晩は宿で眠ることを約束してくれた。

　夕方になると、バルテシオンがお茶を持って俺とタイラーの居る部屋にやって来て言った。

「少しいいかな？　ちと話したい事があるんだ」

　タイラーが席を外そうか聞いてきたが、同席してもらう様お願いする。

「実はな、５００年以上前の話なんだが、儂はユキヒョウ族を見たことがあるんだ。皆一様に黒髪で、黄味がかった肌理きめの細い肌に、幼くも見える美しい顔立ちをしていてなぁ。お前さんを見た時、直ぐに彼らの姿が頭に浮かんだんだよ。確証は無かったが、調べてみて可能性としてはかなり高いと思っていたんだ。まず間違い無いだろう。でもな、疑問も残るんだ。里の誰かの魔力で、お前さんをあちらの世界に送れたとしよう。しかし帰りはどうやったんだ？　魔力を知らないと言っていたお前さんには無理だろうに」

　とバルテシオンは眉み間けんを指で揉もみながら言った。俺はゆっくりと、考えていた事を口にする。

「昔、大きな事故に遭って死にかけた事があるんです。両親が死んだ事故です。その時夢の中で、俺はこちら側の世界に来ていた気がするんです。今の今まで、ずっと夢だと思っていましたけど、これって多分無関係じゃないですよね？」

　バルテシオンは小さな目を細めながら、少しの間思案していた。

「そうか。その時亡くなられたご両親のどちらかが、お前さんをこちらに戻したのかもしれんな。しかしお前さんは何故か向こうに戻されて、術だけが残っていたのかもしれぬ。こちらに来る直前の様子は覚えてはいるか？」

「はい、なんとなくですが、多分。死んだと思います」

　ガタッと大きな音を立てて椅子から立ち上がったタイラーは、俺とバルテシオンの会話に動揺した様子で、

「し、死んだとは？　チトセが死んだとはどういう事だ？」

　と、混乱気味に尋ねていたが、

「まあ、落ち着け、タイラー。そうかチトセ、辛い事を思い出させて悪いな。しかしまあ、なんだ。今、お前さんはこうして生きている訳だしな。まだ若いんだ。これからどうするかを考えた方がいいな。どれだけ考えても過去は変わらんもんだ」

　バルテシオンの言葉に平静を取り戻して、椅子に座り直した。

「そうだな、チトセは確かに生きている。ここにいれば大丈夫だ、俺がいる。何にも遠慮しなくていいから、ずっと一緒にいればいいんだ」

　タイラーの過保護に、バルテシオンが人の悪い顔でニヤニヤする。しかし俺は25歳の赤ん坊改め、２５０歳の大人だ。

「俺は２５０歳らしいからな。子供のイメージは改めて貰わないと」

　口を尖とがらせて言うが、タイラーは『わかっている』と、優しく笑うだけだった。







　それからタイラーはバルテシオンに急せかされて、名残惜しそうにしながらも宿に引きあげて行く。

　バルテシオンは『仕方のない奴やつだな』と笑っていたが、俺も索然たる思いを感じていた。

　久しぶりの独りきりのベッドは、俺を落ち着かない気持ちにさせた。







「おはようチトセ。体調はどうだ？」

　翌朝タイラーは、かなり早い時間に朝食を持って現れた。

　甲斐かい甲斐がいしく食事の介護をした後は、俺の髪を念入りにブラッシングする。

「ブラシとか、風ふ呂ろ入った後でいいんだけど……。なんでいつもそんなに髪を手入れしたがるんだ？　俺の髪、いつもそんなにボサボサかなあ？」

　俺が疑問を口にすると、タイラーは憮ぶ然ぜんとして『獣人としての身み嗜だしなみだ』と呟つぶやく。

　それならタイラー自身も、もっとブラッシングするべきではないだろうかと俺は思う。自分はいつもサッと済ましてしまうのに。

　俺の髪は扱いやすい筈はずだし、特に興味がないので、タイラーの好きにして貰もらおうと大人しく従った。誰だれしもこだわりの１つや２つあっておかしくはない。

　その後は件の、獣身への変体の練習をする。獣身から人身への変化は、親などの身近な人身の指先などを細かく想像して行くとやり易いらしいが、ヒョウの手などなかなか心に描くのは難しい。

　肉球は何色だろうかと考える。

　何事にもイメージトレーニングは大切だが、これはその最高峰ではないだろうか。暫く俺が唸うなっていると、タイラーがお手本を見せてくれると言う。

　タイラーはベッドから離れて、部屋の真ん中辺りで後ろを向いて服を脱ぎ出す。

　彼の分厚い背中の筋肉や腕の筋肉が、服を脱ぐ度に大きく盛り上がり身体に陰影が走る。

　ゆっくりと腰こし紐ひもを緩めて下した穿ばきを落とすと、逞たくましく男らしい臀でん部ぶと太ふと腿ももも露あらわになる。

　その雄々しくも美しい肉体美に、俺の目は釘くぎ付づけになった。

　全すべての衣を身体から脱ぎ捨てたタイラーは、横を向き目線だけをこちらに寄越すと、一瞬視線が交差する。

　彼が再び前を向いた途端、空気がザワッと騒ぐ気配がした。

　腕をダランと前に出したと思うと、背中の辺りからバキバキと音を立てて骨格が変化していく。グングンと白っぽい毛が全身を覆い尽くし、最も早はや前脚に変化した両腕を床に着ける。

　３ｍを越す巨体のホワイトタイガーが、そこにいた。

　純白の毛に、タイラーの頭髪よりもワントーン下がった錆さび色いろに燻くすんだ金色の縞しま模も様ようが入っている。

　虎は短く唸ると、振り向きながら身体をこちらにむけて、両前脚を綺き麗れいに揃えたエジプト座りをした。

　透き通った青色の瞳ひとみをこちらに向けると、少し目を伏せる。

　俺は息をするのも忘れて、その壮麗な姿に目を奪われる。指先が小さく震えているのは恐怖からではない。

　スタークの獣身の大きさにも驚いたが、この白びやつ虎こは同じか、それよりも大きい位かもしれない。

　しかし、こちらを窺うかがう様に見る双そう眸ぼうは間違いなくタイラーの物だ。だからだろうか、恐ろしさは全く感じない。

　俺はゆっくりと近づき白虎の身体に腕を回した。他より長い首元の毛に顔を埋めるとタイラーと同じ香りが鼻をくすぐる。

　グルグルと喉のどを鳴らす音が、耳に直接響いてきた。

　なんて気持ちがいいのだろうか。表面の毛並みは硬くしっかりしているが、内側の下毛や腹の毛は驚くほど柔らかい。

　俺は手の平に触れる毛並みを、時間を忘れて思う存分指の間の皮膚で味わう。

　そのまま大人しくしていた白虎は、身体の力を抜くと、俺の頰をその分厚い舌で舐なめ上げた。

　後ろ髪を引かれながらも、少し顔を引いて白虎と目を合わせると、何故か泣きそうになる気持ちを抑えて俺は微笑ほほえんだ。







　暫しばらくすると、白虎はガウッと小さく鳴き、『もう戻ってもいいか？』と言いたいのが伝わってくる。

　俺がベッドに身体を戻すと、タイラーが先程の逆回転の様に人身に戻り、着衣を整えた。

　キャンプで隊員が森の中に入って変体した理由が理解できた。確かに公衆の面前で全裸になるのは度胸がいる。雄同士での恋愛が可能なら然しかるべきだろう。

　人身に戻ったタイラーに、獣身になった時の感覚を聞いてみる。

　全身を魔力が包んで力が漲みなぎるような感じで、人の様に話す事は出来ないが、言いたい事は通じるらしい。

　確かに、さっきタイラーの言いたい事は伝わって来た。頭に直接響いてくる様な感覚だ。

　不思議とすんなり理解する事ができた。

　これなら獣身を取れる日も近いかもしれないと思う。

　扉をノックする音と同時にバルテシオンが顔を覗のぞかせて、

「もうそろそろ昼にしないか？　今日は近くに食べに行こう！」

　と何故か愉快そうに言った。
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　タイラーとバルテシオン、俺の３人で診療所の近くにあるバルテシオン行きつけの食事処どころに入る。

　昼時だからか、かなり混み合っていた。

　バルテシオンは店内を見渡して、奥に空いているテーブルを目ざとく見つけると、大きな身体からだで器用に人混みを搔かき分わけて席に着く。俺達も急いでその後を追って席に着いた。

　全員が着席した所で、妙齢の女性の獣人がオーダーを取りにこちらに近づいて、

「あらー、バルさん。隅に置けないじゃないの、こんな美人連れちゃって！　そちらの男前も初めてみる顔ね。今日はナイショでサービスしちゃうわよ」

　親しげな様子で話しかけてきた。

　体格は俺よりひと回り小さい位だろうか、髪から犬の様な枯かれ草くさ色いろの耳が立ち上がっており、日に焼けた飾り気の無い笑顔を向けてくる。

「おー、いいだろう。日替わりの定食を３つ頼むよ。サービスなら麦酒がうれしいなあ」

「もう。図ずう々ずうしいんだから！　わかったわよー。麦酒も３つね！」

　と軽口を叩たたき合う。ずいぶんと親しげな様子だ。バルテシオンに尋ねると、彼女の母親を診ているらしいので、持ちつ持たれつという事だろうか。

『器量は大したことはないが、気立ては良い娘だ』などとバルテシオンは余計な事を口にして、丁度後ろを通りかかった彼女に背中を叩かれて唸っている。タイラーが珍しく大きな声で笑っていたが、店内の喧けん騒そうの中では際立った様子は無い。

　それにしても賑にぎわっている。

　タイラーに変体を見せて貰った話をしていると、木のジョッキに入った麦酒と思おぼしき飲み物と一緒に、食事がテーブルに運ばれてきた。相変わらずワイルドな量と盛り付けだ。やはり、これがこの世界のデフォルトなのだろう。しかも味もワイルドなのは既知の事実である。




　２人が食事に手を付けたので、俺も『頂きます』と手を合わせてから食事を口に運ぶ。

　２人は変体について話しながらも、凄すごいスピードで食事を胃袋に収めていく。俺が半分の量で躓つまずいている頃ころには、既に完食していた。

　俺はタイラーに目配せをして、半分残っている皿とタイラーの空の皿を交換してもらう。これでもこちらに来た頃よりは、かなり食べられる様になった。味にも慣れてきたのだろうか。

　麦酒はビールよりかなり雑味のある濁った飲み物だったが、初めての物珍しさからか、全部飲み干した。アルコール度数は低い。

　バルテシオンは俺に『随分と少食なんだな』と言いながらも、タイラーを見遣りいつもの人の悪い笑顔を浮かべていた。

　テーブルで会計をして店を出ると、買い物に立ち寄る話になった。バルテシオンの案内で、薬草や薬品を取扱う店が並ぶ通りを歩く。

　キャンプ地の近くで見た薬草や、まだ目にした事の無い品々が所狭しと積んであるのが見える。

　俺が前職からの興味もあり、店の主人に色々尋ねていると、バルテシオンが目を光らせた。

「チトセは薬草に興味があるのか？」

　前の世界では製薬会社で働いていたとわかりやすく説明すると、バルテシオンは下を見て少し考えている様子だったが、俺はすぐに他の薬草に興味が移り、近くにいた店員に質問をぶつける事に夢中になった。タイラーも興味深げに店内を見て回っていた様だ。

　バルテシオンが大きな袋をタイラーに持たせて店々を回り、通りを出る頃には既に陽ひが落ちかけていた。

　バルテシオンの診療所に荷物を置くと、タイラーから宿に戻ろうと提案があった。風ふ呂ろに入る許可がバルテシオンから出たらしく、俺は小躍りするくらい喜んでその提案に点てん頭とうする。

　その日から俺も宿に戻る事となり、明日また来る約束をして診療所を後にした。
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　久しぶりに宿に戻ると、宿の部屋の中はすっかりタイラーの匂においが定着しており、俺は深呼吸しながら大きなベッドに腰を下ろす。何故か安心する香りだ。

　タイラーは荷物をごそごそと探ると、大きめの布を何枚かと服を取り出して来た。相変わらず準備が素早い。

　宿の人に断りを入れて風呂を使わせてもらうが、ここも貸切にして使う様式だった。

　タイラーはまた俺の髪を洗い、満足げに頷うなずいたあと、並んで各自の身体を洗った。

　久しぶりの風呂は日本人だった俺に安息を齎もたらしてくれる。

　湯船の中で目を閉じて幸せな溜ため息いきをついていると、タイラーの腕が、俺を後ろから抱き込んできた。

　驚いてタイラーを振り返ると、タイラーも目を瞑つぶり、頭を後ろの壁に凭もたせ掛けている。

　これは無意識の行動なのだろうか。俺の肩や脚に、たまに触れるタイラーの引き締まった筋肉を感じ、平静を装って無心にただ前をひたすら見詰めていた。

　風呂場の窓の磨すりガラス向こうに、月が滲にじんで見えた。

　２人で風呂から上がり、身体を拭ふいて清潔な衣類に包まれると、サッパリとして軽くなった様な気分だ。

　宿の人に声をかけてから部屋に戻ると、タイラーがまたどこからかブラシを持ち出して、ブラッシングに誘ってくる。

　ここまで来ると、髪を預けないと自分が悪い事をしている様だ。文化の違いだろうが、執念の様なものを感じる。

　俺もお返しにタイラーの髪をブラッシングしながら、今度は是非にも獣身の時にブラッシングさせて貰もらおう、ネコ科ならば嫌いでは無いはずと独り企たくらんだ。

　ブラッシングが終わりブラシをタイラーに渡すと、彼はそれをベッドサイドのチェストの引出しに大事そうに仕舞う。チラッと中を覗くと、何本かのブラシが見えた。増えているのは気のせいではないだろう。

　２人で同じベッドに横になり、今日の出来事を話していると、いつの間にか抱きしめられて穏やかな眠りに就いていた。

　俺はまた、雪山を走る夢を見た様な気がした。










　朝目覚めると、いつも真っ先に目に入るタイラーの顔が見えない。

　不思議に思い周りを眺めると、上体を起こし啞あ然ぜんとした顔でこちらを見る彼が視界に入った。

　どうしたのだろうか？

　伸びをすると、長く間抜けな声で欠伸あくびが出た。

　彼の視線を追って自分の身体に目をやると、そこには白しろ地じに黒っぽい所謂いわゆるヒョウ柄の毛皮があった。

　全体的に毛足が長く背中の毛は少しクリーム色で、一際長い腹毛に向かって白にグラデーションしている。太い腕と脚まで、見たこともないくらい高密度に毛が生えており、大きい足の裏にも毛が生えている。

　肉球はピンクだ。

　この身体で地面を歩いた事がないからだろうかと、ぼんやりと考える。

　どうやら眠っている間に獣身に変体していた様だが、自分で思っていたよりもすんなりとその事実を受け止める事ができた。

　昔、夢の中で仔ヒョウの姿で少しの間だけでも生活した事があったからかもしれない。

　急に背中に人間の手の感触があった。タイラーが毛並みに沿って首元から尻尾しつぽまで、優しく背中を撫なでてくれる。

　これは想像していたよりもずっと気持ちが良い。

　体幹が気になり、ベッドから降りて四本足で立ってみるが、違和感は無い。太いフワフワの尻尾が目に入り、動かしたり追いかけたりクルクルと回って遊んだ。尻尾の先を咥くわえて落ち着いた所で、タイラーの視線を感じてハッと我に返る。

　不味まずい、これでは仔ヒョウと言われてしまう。

　澄ました顔で、昨日きのうのタイラーの様にエジプト座りをしたが、時既に遅しの感は否めない。

　タイラーは横を向いて、肩を揺らしながら口元を押さえていた。やはり手遅れだった様だ。

　俺は眉み間けんに皺しわを寄せて、そろそろ人身になろうとイメージする。自分の身体の全体を見ておきたかったが、姿見がないので諦あきらめるしかない。

　獣身から人身に戻るのは造作も無かった。変体中に身体から鳴る骨の音にビクビクしたが、痛みもそれほど無く、使い慣れた元の身体にすんなり帰ってこれた。

　俺はふて腐れながら、まだ笑っているタイラーから手渡された服を着る。

　昨日着て寝た服はベッドの上で残ざん骸がいと化していたので、これからは気をつけないといけないと自省した。




　　　　＊




　昼過ぎには２人でバルテシオンの診療所に向かった。

　先ずは変換期の間、寝ていた部屋のベッドを片付けたい。

　１人で部屋に入ると、俺が使わせて貰っていたベッドのシーツを剝はがす。洗濯はどうするかシーツを持って聞きに戻ると、２人の話し声が聞こえてきた。

『……当たり前だ。魔力に引き摺ずられたのか時間の流れが違うのかは分からん。儂わしが診た時に人身は２５０歳位の発育だったが、獣身まで急激に成長したんだ、暫しばらくは様子見が必要だろう』

『25歳にしては人身が育ち過ぎているとは思っていたんだ』

『獣身はどの程度の大きさだった？』

『もう成体だ。身体からだに悪い影響はないのか？』

『儂の診立てでは問題ない。25歳にしては精神も大人びているが、言っていた様な80歳で死んだりする事はないはずだ。寿命も５００～９００歳辺りで間違い無いだろうが、暫くは定期的に診察に連れて来いよ』

『そのつもりだ、しばらくはシュレイクスに滞在する』

　俺の話をしていると感じ、俺は黙って聞き耳を立てていたが、今更ながら気がついた。

　彼らの認識では、身体は２５０歳程度まで成長してはいるが、生まれてからはたった25年しか経たっていない子供なのだ。心と体のバランスが悪いので、より憂慮が必要、という所だろうか。

　俺としては満を持しての２５０歳扱い希望だったが、25歳認定の初めから何も変わっていない。逆戻りというよりは、これでは元もとの木もく阿あ弥みだろう。

　大人扱いして貰える筈はずだと糠ぬか喜よろこびした分ダメージも大きかった。

　俺はシーツを抱えて部屋に戻り、打ち拉ひしがれて部屋の掃除に取り掛かった。







　黙々と部屋の掃除をしていると、タイラーが部屋に現れた。

「随分と綺き麗れいになったな。見違える様だが、ここまでする必要はないんじゃないか？」

　確かに、部屋を使う前より綺麗になっている筈だ。気がついて手を止めた。

「バルテシオンが言っていたんだが、チトセは薬草に興味があるのか？　奴やつは前から助手を探していたみたいで、チトセに頼みたい様子だった。どうする？　好きにしていいんだ。まだ知らない事も多いだろうし、暫くはゆっくり休みながら都を見て回ってもいい」

　タイラーは俺の手を濡ぬれた布で拭ぬぐい、視線を手に落としたまま聞いてきた。

　彼は心配してくれているのだろう、ありありと彼の気持ちが感じ取れる。

　俺の薬剤知識はこちらで役に立つかどうかもわからない。俺もどうしたら良いか考えるが答えが出ないので、先ずはバルテシオンと話してみようと思った。

　バルテシオンに聞いてみると、どうやら彼が往診に出ている間の留守番や書類整理、常備が必要な薬草の簡単な加工などをしてくれる助手が欲しいらしかった。

　俺にも出来そうな内容だったし、何より少ないが給金も出してくれるつもりらしい。

　これなら、少しでもタイラーにお金を返せるかもしれない。

　毎日じゃなくていいとの事なので、往診のある週３回のペースで働く話がついた。

　タイラーは『無理に働かなくてもいいんだよ？』と本当は賛成ではない様子を見せていたが、バルテシオンに『過保護過ぎると嫌われるぞ～』と笑われて憮ぶ然ぜんとしていた。

　俺からすると、そう言うバルテシオンも過保護に違いない。この助手の話も、大方俺の体調を案じての提案だろう。

　……しかし様子を見るに、往診の間留守になるのも患者さんに不親切だし、本が積まれた机の上に乱雑に置いてあるカルテの整理も必要な気がするし、湿布薬などを作るのも手間がかかる作業のはずだ。俺にできることがあるなら、やってみようと思った。

　取り敢えずは、本とカルテの整理だけでも役に立てるはずだ。その後の事はその時に考えればいい。

　俺はやっと、この世界で一歩足を踏み出せる様な気がした。







　バルテシオンから診察を受けた後に、軽く助手の仕事の説明を受けると『仕事は３日後から頼むな。朝９時位に来てくれればいい』と言われて、俺とタイラーは診療所を後にした。

　まだ昼にもならない時間だったので、俺達は取り敢えず宿に戻る事にした。

　部屋に到着すると、タイラーはトランクの中の荷物を入念に確認し始める。中身を出したり仕舞ったり、首を捻ひねって考え込んだりしている。何をしているのだろうか。

　探し物だろうか、もしかして家に置いて来たんじゃないかと言おうとして、そう言えば、タイラーの家を知らない事に思い当たった。シュレイクスの都では無いはずだ。家族はいるのか？　仕事は普段は何をしている？　俺はタイラーの事をほとんど知らない事に今更ながら気がついた。

「ねえタイラー、タイラーの家はどこにあるの？」

　彼なら多分、質問を嫌がったり面倒がったりしないはずだと思い聞いてみる。

「ああ、家はあのババル山の麓ふもとの崖がけから俺の足で歩きで半日の所に山小屋を建てて住んでいる。１年の半分位は隊の任務であちこちに出ているから、家にいるのは冬の間の数ヶ月だけだ。今年は冬に任務が入って過ごす事が出来なかったが……」

　あの崖はババル山の麓にあったのかと、俺は少し驚いた。

「隊の任務ってどんなの？」

「普段は橋や砦とりでの建設や、交易の要人の警護、災害時の救援なんかだ。今回みたいな人族の侵攻の関連任務もあるな」

　獣人は種族毎に別々の生活圏を持っており、有事の際には種族の中で選抜された人達が集まって防衛にあたると聞いたが、常勤で通常任務にあたる隊員もいるのだろう。

　多分ホセやマイカがその筈だ、以前は隊の官舎に住んでいたと話していた。

「家族はいる？　一緒に住んではいないの？」

「家族は大陸の東側にあるドリスという港町に住んでいる。トラ族が多い街だ。親も兄弟もいるが、色々と煩うるさくてね。離れて住んでいるんだ。この間任務でドリスに行った時会ったが、皆元気にしていた」

　成人すれば、独り立ちするのは別におかしくはない。山の中に独りきりなんだろうか、タイラーが誰かと暮らしている想像がつかない。

「山小屋って、独りで住んでるの？　誰かと一緒？」

「ああ、独り暮らしだ。今は空き家状態だがな。住み出して１００年位になるかな」

　タイラーは今３００歳位の筈だから、２００歳から山小屋に住んでいる計算になる。大人になってからずっと住んでいるんだ、と漠然と思った。

　この間の話では、次の任務はまだ決まっていないという。しかも季節は今、冬だ。

　もしかしてタイラーは山小屋に帰りたいのだろうか。俺がいるからタイラーは帰れないのではないかと考えが至る。

「タイラー、山小屋にはいつ帰る予定？　俺の事気にしてくれてるよね、やっぱり……」

　タイラーが荷物を動かす手を止めてこちらを見て、真剣に言う。

「今年は帰らないよ。心配しなくていい、置いて行ったりはしない絶対に。俺が守ると約束した」

　確かにキャンプに合流する時に『守ってやる』と言ってくれたが、それに甘え過ぎではないだろうか。この期に及んで迷惑をかけている自分に気がつき、不安になる。

　するとタイラーは俺の気持ちを敏感に察した様子で、重ねる様に言ってきた。

「チトセ、問題ないから心配しなくていい。都にはどうせ来る必要があったし、暫く任務もない。それに山小屋にも、もう帰らなくてもいいと思っている。丁度良い機会かもしれないな……。どうせ荷物も大したもの置いてない」

　彼が１００年も住んだ思い入れのある家のはずなのだ、本気で言っている訳では無いだろうと思う。そんな事を言わせてしまった自分が不ふ甲斐がいなくて、視界が僅わずかににじんでくる。

　そんな顔はタイラーには見せられない。俺は下を向いて、

「タイラー、俺、迷惑かけてるのは知ってるんだ。でも、もう少し一緒にいてくれるかな。俺、ちゃんとやっていけるように頑張るから。あとちょっとだけでいい……」

　今まで独りで生きて来たんだ、これからだってやって行けないはずはない。

　これまで甘えられる人がいなかった俺は、どこまでが他人に甘えていいラインかの判別が出来なくて、心こころ許もとない気持ちになる。正解がわからないのだ。

　しかしそれだけじゃなく、何故かタイラーと別れ難く想おもう自分がいるのを俺は知っている。

　タイラーは荷物から離れて俺の側そばまで歩いて来ると俺の横の椅子に座り、俺の髪を撫なで、背中を摩さすり、優しく抱きしめてくれた。

　優しくされると涙が止まらなくなる事を、俺は今日初めて知った気がする。

　タイラーは俺の頭頂部に頰擦りしていたが、髪に口を付けて、

「チトセ、もっと甘えてくれていいんだ。そんなに頑張らなくていい。俺がそうして欲しいんだ、頼む」

　と囁ささやくように言った。

　俺は嗚お咽えつが漏れて言葉が出ず、ただ頷うなずく事しか出来なかった。







　タイラーは俺が落ち着くまでそうしていてくれたが、嗚咽が収まってきた頃ころに、椅子から抱き上げられてベッドの上に降ろされた。ベッドに座ったタイラーは俺を膝ひざの上に横向きに座らせると、身体からだを屈かがめて俺の上半身を包む様に抱き直した。

　リズムを取ってゆっくりと小さく揺れるタイラーの上でうとうとする。

　先ほどまで俺の心の中を吹き荒れていた焦燥感が、段々と凪ないでくるのがわかる。

「ずっと、側にいればいい」

　タイラーの呟つぶやきは、眠りの世界に漂い込んだ俺の耳に届いていただろうか。










　ふわふわと心ここ地ち良い意識が上昇してくる。

　温かく安心する匂においの中で微睡まどろむ俺は、悦よろこびを表現する様に周囲に身体を擦り付ける。

　なんて幸せなんだろうか、いつまでもここにいたい。

　全身を小さく揺らして、その快こころよい場所を思う存分堪能する。







　ゆっくりと目が覚めてくると、温かい何かに抱き付いている俺の頰を、緩く動く柔らかい毛がくすぐっている。まだ身体は完全には覚かく醒せいしていない。

　どうやら俺は、獣身のタイラーの腹の辺りで眠っていた様だ。

　俺が目を覚ましているのに気がついていない獣身のタイラーは、ふんふんと俺の髪や脇わき辺りの匂いを嗅かいで、起こさない様にか小さい動作で顔や髪を舐なめている。

　ふと、タイラーの身体が遠のいて心細い気持ちになるが、人身に戻った彼が下した穿ばきだけで戻ってきて俺を抱きしめ直したので安心する。

　彼の裸の胸に頰擦りをすると、頭頂部に口付けられる感触があった。

　獣身と人身の両方を堪能できるなんて何のご褒美なんだろうかと惚ほうけた頭で考えていたが、そろそろ夕食どきらしく、外から肉を焼く香りが漂ってきた。

　そういえば昼食を食べ損ねたから、俺はともかくタイラーは空腹の筈はずだ。

　俺はまるで今目が覚めた様な顔でタイラーに『おはよう』と声をかけた。

　タイラーは『おはよう』と返しながら、俺を抱いたまま身体を動かして、ヘッドボードに凭もたせ掛ける。

「よく眠れたか？　そろそろ夕食を食べに行こうか。少しこのままにしててくれ、髪を梳とかすから」

　とチェストに手を伸ばした。片手でブラシを取り出すと俺の髪をすいていく。

　念入りに何種類かのブラシでブラッシングしたタイラーは、満足そうにすると、ブラシを仕舞おうとした。

「俺もタイラーのブラッシングしたい。いい？」

　いつもはお返しにという感じだったが、今日は自発的にお願いした。タイラーはこぼれる様な笑みで、頭を下げてブラシをかけやすい体勢を取ってくれた。

　タイラーの髪が今までにないくらい艶つややかな仕上がりになったが、やり過ぎただろうか。

　ブラシをチェストに戻しながら、思い出した事を口にする。

「あ、そうだ、タイラー。この間買ったスパイスと、摘んで乾燥させたハーブ出してもらえる？」

　頼むと、立ち上がって荷物から何種類かの小瓶と小袋を出してくれた。

　俺は、それらのスパイスとハーブと塩を紙の上で混ぜると、空いた小瓶に戻し入れた。自作でシーズニングソルトを作ってみたのだ。これなら焼いただけの肉を美味おいしくいただける筈だ。

「完成ー！　よし、夕食を食べに行こう、楽しみ！」

　手元を覗のぞいていたタイラーは、いつもよりテンションの高い俺に不思議そうにしていたが、微笑ほほえんで俺の頭を撫でると部屋の外にエスコートしてくれた。







　宿の食堂はそれなりに混み合っていたが、俺達は直ぐに外に近いテーブルを見つけて席に着いた。

「今日は俺がメニューを決めたい」

　と言うと、タイラーは『珍しい』と驚きながらも壁にあるメニューを読み上げてくれた。

　ステーキらしきメニューは１種類だったので、早速それと飲み物を２人分注文してもらう。

　周りをキョロキョロと見ながら、他の人が食べているものを観察する。

　サラダは誰だれも食べていない様子から、食べる文化が無いのだろうか、しかしパスタのような物があるのを発見してほくそ笑んだ。ペスカトーレが食べたかったんだ。

　そうしているうちに、ステーキが運ばれて来る。２キロはあろうかという肉の塊を焼いた物が２人分、テーブルの上に置かれる。

　気持ち程度で焼いた野菜も添えてあった。いつも通りの光景に、俺は目を細めた。

『いただきます』と手を合わせると、ポケットから小瓶を取り出し、おもむろに肉にふりかける。

　肉塊を細かく切ってまたふりかけたら、フォークに刺して口に運んだ。

　……美味うまい。差しの無い肉は少し硬いが、赤身の肉の旨うま味みが口の中に広がり、胡こ椒しようがピリリとアクセントに来て、シーズニングのハーブの香りが鼻を通り過ぎていく。

　これなら、これから外食生活が続いてもなんとかなりそうだ。

　シーズニングソルトも何種類か作ってみようと考えていると、タイラーがこちらを凝視していた。

「タ、タイラー、そんなにジロジロ見ないでよ。恥ずかしいなー。タイラーもこれかける？　俺の好きな味になっちゃってるけど……」

　タイラーはステーキの皿をこちらに寄せて来たので、俺が首を傾かしげて『俺がかける？』のリアクションをすると、彼は珍しく焦った様に数回頷いた。

　タイラーは、シーズニングソルトをかけてフォークに刺した俺には大きすぎる一口を、一瞬間を置いてから勢いよく口に入れた。

　２、３回嚙かんだ後、目を大きく見開いて、急激に増したスピードで肉を口に入れていく。

　タイラーの皿が空になりそうな気配に気づき、俺の皿に最初から切り分けてあった半分くらいのステーキをタイラーの皿に移す。

　俺達は微笑みを交わし合い、残りの夕食を食べた。
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　２人揃そろって部屋に戻り、準備をしてから宿で風ふ呂ろを借りた。

　シャワーは無いが、獣人の身体が大きいからか風呂場が広く浴槽も大きいので、俺はとても気に入っている。髪を洗い合って、部屋に戻った。

　だらしなくベッドに寝転がりながら、明日の予定を話す。

　タイラーは買いたい物があるとの事だったので、買い物と散策に行く事にした。

　寝る前にまた念入りにブラッシングをされたので、俺もタイラーをブラッシングする。俺がブラッシングに熱意を持ち出したのを、タイラーは喜んでいる様子だった。

　風呂上がりの身体は温かく、タイラーに腕枕をしてもらい背中を撫なぜられていると、自然に目ま蓋ぶたが落ちてくる。

　俺は今までの人生の中で、感じた事の無い安らぎを覚えならが眠りに就いた。







　朝はいつもの通り、タイラーに抱き締められながら目を覚ました。互いにブラシを掛け合い、朝食は宿の食堂でスープとパンで軽く済ませる。

　今日は、タイラーの買い物に付き合う予定だ。

　何を買いに行くのか聞いていなかったが、行けばわかると気にせずについて行った。

　中心街の方へ歩いて行くと、役所の様な雰囲気の建物に入っていく。

『ここで座って待っていて欲しい』とホールのベンチに座らされると、タイラーは人のいるカウンターへ歩いて行った。

　30分位待っていると、タイラーは何枚かの紙と木の板を持って戻ってくる。

　よくわからないが、用事は済んだのだろうか。質問しようとすると、

「これから２、３ヶ所見に行くがいいか？」

　と聞かれたので、取り敢えず頷うなずいておく。行けばわかるはずだ。







　暫しばらく歩いていると、見慣れた景け色しきな事に気がついた。宿から診療所へ向かう道だ。

　今日は診療所に用事はないはずだが、と思っていると、長屋の様なこぢんまりとした一軒家の前で立ち止まった。

　タイラーが『ここだ』と言って、先ほど持ってきた木の板に紐ひもで繫つないである鍵かぎを使って扉を開けている。

　木の板はどうやらキーホルダーの役目をしているらしいが、俺の感覚からすると大き過ぎる。

　多分、大雑把な獣人が無くさないようにする手段なのだろう。

　タイラーは中に入ると次々に家中の扉を開けて中を点検していく。ひとしきり見て行くが、風呂場を確認した所で、タイラーは引き返して来て『行こう』と外へ促す。

　次は２階建の一軒家で、先ほどより陽ひ当たりの良さそうな可愛かわいらしい家だった。

　鍵を使って中に入ると、また次々に家中を点検していく。

　俺はその頃ころになって、もしかして住む家を探しに来たのではないかという可能性に行き着いた。

　タイラーは２階まで全すべて確認すると、

「どうだ？　気に入ったか？　ここなら診療所も近いし、風呂場も広い。部屋も明るく風通しもいい」

　……やはりその様だ。

　しかも俺に意見を求めているらしい。

「タイラー、もしかして部屋を探してるの？」

　と聞いてみると、タイラーは当然といった風で、

「ああ。俺はここが良いと思うが、チトセが気に入らないなら他も見てみようか？」

　と言ってくれた。俺の事を考えてくれているのがわかるので、説明がなかった事に関して文句を言うのは控えておく。

　実は、俺は初見からこの家を気に入っていた。

「うん、ここがいい。気に入ったよ」

　と言うと、タイラーも満足そうに頷いた。

　１階は全体が１つの部屋で、風呂場とトイレ以外には部屋の右奥にあるキッチンにも仕切りはない。

　左手には暖炉があり、部屋全面に窓が設置されているので部屋中どこにいてもに陽が入る様になっている。

　風呂場も広く、浴槽も２人で十分入れるサイズだ。

　左奥の階段を上がった２階にも陽当たりの良い部屋が２つあり、部屋数も十分だろう。

　何より、俺にとっては大きすぎないのが丁度良い。広すぎる家は落ち着かない。

　鍵をかけて家を出ると、また役所の様な建物に歩いて戻る。途中の道すがら近所を見て回ったが、治安の良い地域の様だ。

　借りていた他の家の鍵を返して、手続きをしたら契約は終了した。ずいぶんと簡単だが、もう今日から住む事ができる。

　タイラーの話では、土地に所有権はなく、建てた家の持ち主に権利は帰属する。売買はあまり盛んではなく、長期賃貸で一括前払いの契約が一般的らしい。

　豪快なシステムに驚いたが、自由に生きる獣人達には丁度良いのかもしれないと思った。
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　宿への帰りの道を歩いていると、高級そうなヌイグルミの店が目に入った。精巧に作られた色々な種類の動物達がこちらを見ている。俺は物珍しさから、長い間立ち止まって見ていたらしい。

　タイラーに、「欲しいのか？」と聞かれて慌てて否定した。

　話を聞くと、このヌイグルミは魔ま除よけの身代わり人形で、赤ん坊が生まれるとその子とソックリのヌイグルミを持たせて病気や怪け我がを代わってもらうという風習があるらしい。

　カモノハシのヌイグルミなんて初めて見たが、ここに人形がある意味としては、獣人がいると言う事になる。いつか会えるだろうかと興味深くウィンドーを見つめていると、タイラーが中に入って行った。驚いたが急いでついて行くと、何やら探している様子だ。

　俺は一番目立つ場所にあったホワイトタイガーのヌイグルミを手に取ってみた。

　昔会った子虎を髣ほう髴ふつとさせる青い瞳ひとみと濃い影色の縞しま模も様ように頰が緩む。

　いつの間にか後ろに来たタイラーが、

「チトセは小さい頃に買って貰もらわなかったのか？」

　と聞いてきたが、そんな風習自体が無いのでもちろん持っているはずはない。

　ヌイグルミはあるが一般的には女子のオモチャという認識で、それに施設では私物をあまり持っていなかったし、独り暮らしを始めてからは最低限の物しか持っていなかった。

　ポツポツとそんな事を話す。

　ホワイトタイガーのヌイグルミの毛並みを楽しんでいると、タイラーに素早く掠かすめ取られた。

　驚いて文句を言おうとしたが、タイラーが奥にいた店員にその人形を渡して紙で包んで貰っているのを見て、今度は違う意味で驚いた。

　タイラーは支払いを済ませて俺を促して店から出ると、先ほどの包装されたヌイグルミを俺に渡して来た。

「ユキヒョウは見つからなかった。チトセは俺が守るから、コレで我慢してくれ」

　仰ぎ見たタイラーは、真剣な顔をしていた。

　ヌイグルミなんて要らないと思っていたが、ジワジワと喜びが到来する。

　俺の記憶の中で、人生初めて手にする自分用のヌイグルミだ。

「大事にするね」

　俺が包みを見つめながら呟つぶやくと、タイラーは照れたのか少しぶっきらぼうな声で、

「宿から荷物を運ぼう。掃除を済ませば今日から住める。買い物も必要だから忙しいぞ」

　と言ってきた。確かにマットレス、チェスト、クローゼット、調理器具に鍋なべ釜かまと考えただけでも疲れる位たくさんある。

　それでもいつもより胸が温かいのは、抱いているヌイグルミのお陰かもしれないと思うと、我慢しても緩んでくる口元を何度も直さなくてはいけなかった。







　ヌイグルミ店以外にも色々な店を見て回った。特にタイラーがこだわりを見せたのが絨じゆう毯たんで、かなりの量を見比べた後にクッションやブランケットなどの組み合わせまで入念だった。他にも、キングサイズは有ろうかというベッドマットにシーツに枕、チェストを何棹さおかとダイニングセット、トランクの様な箱もいくつかと衝つい立たてまで選んで取り置きして行く。

　先ずは調理器具と掃除用具で、後は追い追い揃えていけば良いと考えていたが、どうやらタイラーは違う様子だ。

　意外にも家具選びに並々ならぬ情熱を持っているらしく、精力的に取り掛かっているので、大人しく彼に任せる事にする。

　たまに俺に意見を求めてくるタイラーを、後ろから微笑ほほえましく眺めていた。

　俺達は掃除用具だけをその場で買い求め、借りた家に持って戻る。

　早速俺は、風呂場やトイレ、キッチンの掃除から開始する。綺き麗れいに管理されていたので、時間はそれ程かからないだろう。

　水回りの掃除がいち段落ついて、気がつくとタイラーが居ない。出掛けた様子だったが、気にせずに２階の部屋の拭ふき掃そう除じに取り掛かった。

　何も言わなくても役割分担が決まるのは、とても気持ちがいい。

　下からのガタガタという音で気がつくと、既に２階の掃除もほぼ終わりだった。

　タイラーが帰ってきたのだろう。１階に降りて行くと、取り置きしていた家具を運び込んでいる所だった。

「あ、言ってくれれば俺も一緒に運んだのに。大変だったよねー、これ」

　と俺がチェストを触りながら言うと、タイラーは、

「たいした事はない。後一回戻れば終わりだ」

　と事も無げに答えた。

「あ！　タイラー、お願いがあったんだ……。無理だったらいいんだけどさ、この家、靴脱いで生活してもいいかな？　部屋の中が汚れるから出来ればそうしたいんだよね」

　そう伺うと、

「靴を脱ぐのか？　良いかもしれないな。そうしたら、ドアの内側にマットも買ってこよう」

　と、俺の言わんとした事を直ぐに察してくれたので嬉うれしくなった。

　タイラーが２階にベッドの類いを運んでいる間に１階の床掃除を済ませたいのだが、広いのでかなり気合が入る。

　彼はまた出掛けて行ったが、俺は床の水みず拭ぶきに精を出し、裸足での生活に夢を馳はせる。

　暖炉の掃除だけは、どうして良いかわからないのでタイラーに任せよう。







　綺麗になった暖炉の前に、10畳はあろうかという絨毯を２人で敷き終えた頃ころには、窓の外は既に夕闇に包まれる時間帯になっていた。

　ひと通り作業が終わると、昼食も摂らずに熱中していた事に気づいて２人で笑いあう。

　タイラーの空腹具合は推して知るべしだ。

　今日は宿に泊まり明日チェックアウトしようと、家の鍵かぎを閉めて昏くらくなりつつある屋外に出た。

　外から家を眺めると、ここに住むんだという実感が湧わいてくる。借家とはいえ、憧あこがれの一軒家だ。

　侘わびしい男の独り暮らしのアパートとは何もかも違っていて、輝いてすら見える。

　タイラーと２人だからだろうか、なんとも言えない幸福な充足感が、抑えても抑えてもヒタヒタと胸にこみ上げて来た。

　暫しばらく家を眺めた俺達は、夕食を食べて帰ろうと宿の方向に足を向ける。

　冬の夕刻の冷え込みも、２人だと何故なぜだか和らいで感じた。
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　上機嫌のタイラーを眺めながら夕食を終えようとした頃、俺の知らない獣人が近くのテーブルからタイラーに話しかけてきた。

「お!?　タイラーじゃないか、こんな時期に珍しい。任務は今は無い筈はずだろう、どうしたんだ」

　ドカッと音を立てて俺の隣の席に座って来る。俺がビクッとすると、初めて俺の存在に気づいた様に、

「あ、すまないね。おお、これはまた……初めて見る顔だが、タイラーの知り合いか？」

　と、急に距離を詰めてきたので、俺は椅子を横にずらして距離を取る。

「あー、なんか身持の堅い感じいいねぇ。そうそう、そうゆう警戒心は大事だよ。うんうん。ガンガン来られるのもたまには良いけど、やっぱり基本は奥ゆかしいのがいいよね！」

　と腕を組んで頷うなずき１人で納得している。

　この人、ライオンだ。

『浮気じゃない、皆んなに本気』とか宣のたまうタイプの男だ。直感で察し、冷ややかな視線を送る。

『ライオンはハーレムで生活するから本能なのかもしれない、第一印象からの決めつけは良く無いな』

　そう思いながらも俺には関係無い話なので、前を向いて視界から抹消する。

　きっと、愚痴か惚のろ気けかわからない話を延々としそうな、友達としても面倒くさいジャンルの人だ。

　タイラーを見ると背中から怒りの炎がユラユラと立ち昇っているが、男はまだ気づかない様子で『ガード固いなー、いいなー』となどと吞のん気きに言っている。

　少し心配になった俺はタイラーに『大丈夫、相手にしないから』と目配せをしておいた。

「おいドミニク、何の用だ。見ればわかると思うが、俺達はまだ食事中だ」

　とタイラーが硬い声を出すと、

「そうだ、タイラーだ。で、この子はどんな知り合いだ？　紹介してくれよ」

　と悪びれずに言うが、タイラーは彼の腕を摑つかんで立ち上がると引き摺る様に元いた席に連れて行く。

　そこで一言二言話すと、直ぐに席に戻って来た。

　タイラー曰いわく、ドミニクはシュレイクスに古くから住まうライオンの獣人で、この辺りに定住する隊員達を纏まとめる地位にいるらしい。悪い奴やつではないが、あの通りの性格なので耳を貸さなくていい、との注釈付きだった。

　俺が『全然気にしていないから大丈夫だよ、でもあんまりお近づきにはなりたくないかな。』と言うと、やっと笑ってくれた。

　こちらの世界での恋愛は男女に限らないとは知ってはいたが、ああも露骨に秋波を向けられたのは初めてだったので、苦笑いが出る。

　聞きかじるのと体験するのは違うものだな、と身を以て実感した。

　それでも落ち着かない様子のタイラーに笑いながら、テーブルで会計を済ませて店を出る。

　宿に帰ると、掃除で埃ほこりっぽくなった服を着替えたくて直ぐに風ふ呂ろに向かう。

　念入りに身体からだを流してから、ゆっくり湯に浸つかると、一日の疲れがお湯に溶け出す様だった。

　今日はなかなか濃い１日だったと話しながら、俺達は早々に床とこに就いた。

　宿での最後の夜だと思うと少し感慨深い。

　当たり前だが、明日からはもうここには帰ってこないのだ。

　睡魔はもうすぐそこまでやって来ている。

　タイラーの腕の中で幸せな溜ため息いきをつき身体の力を抜くと、すぐに眠りに就いた。







　翌朝は目覚めると直ただちに荷物を纏め、宿をチェックアウトした。もちろん、朝食後にブラッシングも忘れない。

　家に着くと早速荷物を解いて、クローゼットにした部屋に収納する。

　２階の２部屋は、ひとつをベッドルームに、ひとつをクローゼットにするつもりだ。

　寝室は、最初は１人１部屋ずつを提案したのだが、ベッドが１つなのを理由に却下された。

　確かにあのサイズのベッドを置くと、ベッドとサイドチェストだけで部屋が埋まってしまう。

　タイラーの中ではベッドを分けると言う選択肢は無い様だったので、俺も大人しく従う振りをした。

　実は、部屋が足りれば分けるのが大人の男としては当然だろうと思いながらも、分けたら分けたで寂しくなるとも感じていた。

　彼が当たり前の様に『同じベッドで寝る』と言ってくれたのは、安心したし嬉しくもあった。

　この複雑な心境は理解してもらえない気がするのだ。

　タイラーは家の中をのしのし歩き回り、最後に１階を見渡して満足げにひと息つく。

　そんなタイラーを、絨じゆう毯たんに置かれているクッションに埋もれながら、ヌイグルミと一緒に眺めていた。

　彼は絨毯に横たわる俺を見み遣やり、蕩とろけるような笑みを浮かべながら隣までやって来ると、しゃがんで目線を近づけた。

「腹が減ったな。久しぶりにチトセの作った料理がたべたい」

　そう言って、俺の両りよう脇わきに手を入れて立たせてくれる。

　新しいキッチンでの料理を思うと、俺も顔が緩んでくるのを止められない。もし家が決まったらチャレンジしたかったレシピがたくさんあるのだ。

　俺達は揃そろって食材を買いに出かけた。

　楽しい買い物の途中、キャンプで摘んだハーブを見かけた。値段を聞いてみて高級品なのだと初めて知る。

　たまに摘みに行けば節約出来るかもしれないと考えながら、俺はふと思った。

　そんなハーブの事よりも、俺は家の金額を知らないのだ。どうやら、俺は浮かれ過ぎていた様だ。

　タイラーに謝罪すると『問題ない』と簡単に言われてしまった。

　隊で働いた給金が、気がついたら１００年分貯たまっていて、かなりの金額になっているらしい。

　休暇をほぼ山小屋の自給自足の生活で過ごしていた彼には使い道が無く、貯まる一方だそうだ。

　まだ半分以上は残っているはずだと、暗算する様に上を向きながら答えてくれた。

　考えてみれば確かに、人間は働いても40～50年で、タイラーは既にその倍は働いている。

　しかも自給自足で、山小屋も自分で建てたらしい。

　これから働いていく時間を考えても、まだまだ貯まっていくお金に対してそれ程の価値は見み出いだしていない様子だった。

　常識も感性も、生きる長さでこれ程までに変わってくる、面白いものだ。

　俺は、今までの常識に囚とらわれず、ありのままをそのままに受け止めていくべきだと思った。

　俺にも少なくともあと３００年はある。もしくはそれ以上だ。

　少しくらいは気を抜いて行かないと、途中で潰つぶれてしまいそうになる。

　何故なぜなら、人生が全然儚はかなくないのだから。

　遠い眼めをして黙り込んだ俺を、タイラーが不思議そうな顔で見ている。

　俺は牛らしき肉の塊を指差して『あれが欲しい』と知らせると、タイラーは嬉うれしそうな顔で俺が思った数倍の大きさの肉を購入している。

　……まだまだ受け入れられない事もある、当然だろう。

　焦らず、急がず、倦うまず、弛たゆまず、止とどまらず、だ。

　今は冬場だから肉も腐ることはないだろうと、頭を切り替えて買い物を続ける。

　とりあえず、今日の夕飯はビフカツにしようかと思う。

　……このビフカツは、タイラーの大好物となった。







　風呂の湯はタイラーが沸かしてくれた。

　魔力で沸かしているそうだが、俺から見るとガス式の給湯器と違いがないので、使い方はそのうち覚えていくだろう。

　キッチンが問題無く使えたからには、大丈夫なはずだ。

　俺達はゆっくりと風呂を楽しむと、暖炉の前に移動した。暖炉もタイラーが火を入れてくれてある。

　絨毯の上でクッションに埋もれてブランケットに丸まり、これでもかというくらいに寛ぐ。

　ヌイグルミと一緒にゴロゴロと転がりながら絨毯やクッション１つ１つの感触を確かめるが、ここから動きたく無いと思う程度には気持ちが良い。

　そう、最高なのだ。

　色々な形や素材のクッションは絨毯と同じ暖色系で統一されており、視覚的にも暖かく、その中でも一際大きな羽毛のクッションが俺はお気に入りだ。

　タイラーは珍しく葡ぶ萄どう酒を飲みながら、眩まぶしそうに目を細めてこちらを眺めている。

　暫しばらくすると、ダイニングテーブルにグラスを置いたタイラーが『獣身になれる？』と聞いてきたので、この間のお浚さらいかと思い、羽織っていた服を脱いで獣身を取るイメージをする。

　直ぐに身体が音を立てて変体してきた。上手うまく行った様だ。

　俺は一度回って尻尾しつぽの先まで確認する。

　前脚をひと舐なめした後にスフィンクス座りになり、『出来たでしょう？』とナーと鳴いて伝える。

　それを見ていたタイラーも服を脱ぎながら、急せく様に獣身になる。

　四つ足になり音も無く歩いてきた彼は、首を下げてふんふんと俺の匂においを嗅かいだ後、横面に頭部を擦り付けてきた。

　大変力強くて頭がブレる。

　数回そうした後、俺の横腹に倒れ掛かり身体を捩ねじって背中を擦り付けている。

　仰向けで耳を甘あま嚙がみをしてくるので、柔らかそうなお腹なかが丸見えだ。俺も何だかウズウズしてきた。

　俺の知らない獣身のマナーとか暗黙の了解とかは存在するのか疑問に思い、『やってはいけない事とかはある？』と伝えたが、タイラーは『堅苦しく考えなくていい』と喉のどをグルグル言わせて笑っているだけだ。

　初めての獣身と獣身の触れ合いに、緊張気味なのは許してもらいたい。

　タイラーだから手荒な真似まねはしないとわかってはいるが、力の差があるのは歴然としている。

　思い切り戯じゃれて、虎パンチをお見舞いされたら敵かなわないのだ。

　彼の獣身は足も身体からだも全すべて大きく、横から背中にのしかかられると、俺の獣身はその下にすっぽりと隠れてしまうだろう。

　彼は身体をズラして側面をぴったりと寄せると、肩の辺りに片方の前脚を乗せて、ザリザリと大きな舌で俺の耳から頰を舐めてきた。

　気持ちは良いが、驚く程ワンストロークが強勢である。

　段々と、顔から肩、そして背中へと、そしてまた耳まで戻って前に回り込み、反対側の耳まで舐めてきた。

　俺はなされるがままだったが、段々と緊張も解ほぐれてきたので前脚で彼の頭を押さえて耳の付け根を舐め返してみる。

　舌の凹凸の間を抜ける毛が何だか楽しい。

　タイラーは一瞬動きを止めてキョトンとしたが、次の瞬間には俺の身体を横に押し倒すと腹毛を思う存分舐めてきた。

　たまに前脚の付け根や首に歯を当てて来るが、痛くも怖くもなかった。

　俺もタイラーの真似をして押し倒したり甘嚙みをしたりしているうちに、お互いに段々エキサイトして縺もつれ合うように転がった。

　タイラーが俺に抱きついたままで急に人身へ変体すると、大笑いしながら俺の腹毛をワシワシと撫なぜてきた。

　やはり人身の手の平で撫ぜられるのは気持ちが良い。指の力加減が絶妙だ。

　俺の喉が知らないうちにグルグル鳴っていて、ハッと我に返る。

　タイラーは『ちょっと待っていて』と指を出して顔の前に示し、立ち上がってブラシを持って帰ってきた。

　何本かのブラシを使い分け、俺の毛並みを鼻歌を歌う勢いでブラッシングしていく。

　俺は頭を床に下ろして寛いでいたが、視界に入った絨じゆう毯たんを眺めて、タイラーがやけに念入りに絨毯の大きさや手触りを吟味していた理由に思い当たる。

　……随分大きいとは思ったが、この為ためだったのか。

　タイラーが満足した様子でブラシを置いたので、俺も身体を伸ばして人身に戻った。

　だいぶスムーズに変体できる様になって来ている。

　俺達はクッションを搔かき集あつめて下に敷き、裸のまま抱きしめ合った。おでこを付けて、お互いの獣身の美しさを讃たたえ合う。

　今まで俺は男性との恋愛に興味はなかった。１ミリも、考えた事すら無い。

　しかし、タイラーとの触れ合いに抵抗はない。

　それどころか彼の強きよう靭じんな肉体に魅力すら感じてきている自分に気づく。

　タイラーは俺をどうしたいのだろうか。憎からず思っていてくれるのはわかる。

　この甘ったるい程の優しさは、子供扱いなのか、恋愛対象に対するものなのか。

　間違いたくないのだ。

　間違ってタイラーを無くす事は、今の俺には出来ない。臆おく病びようだと何だと言われようが仕方がないのだ。

　俺は生きてきて初めて『欲しい』と言う感情を知ったのだから。







　俺達はあのまま、絨毯の上で抱き合って朝を迎えた。

　触れ合うタイラーの身体は熱いくらいで、ブランケットも被かぶっていた所為せいか寒くはないが、少し身体が痛い。

　俺は近くにあったブラシを手繰り寄せると、寝ているタイラーの髪にブラシをかける。

　穏やかな朝だ。

　目覚めたタイラーがチラリとこちらに視線を寄越すが、そのまま俺の膝ひざに顔を埋うずめてじっとしている。

　俺がブラシを離そうとすると直ぐにタイラーが奪い取り、上体を起こして俺の髪をブラッシングし始めた。

　俺は裸なのが気恥ずかしく、寒そうなフリをしてブランケットを身体に巻いたが、タイラーはブラッシングに夢中で気にしてはいない様だった。

　タイラーが２階に上がって洋服を持って来てくれたので、俺はそれを着て朝食の準備を始める。

　タイラーは２階に戻り荷物の整理をしている様だ。

　朝食が出来たのでタイラーを呼ぼうと振り向くと、彼は階段の中程に座り、肘ひじをついてこちらを眺めていた。

「ちょっと、タイラー。見てないでテーブルに着いてよ？」

　俺は何だか照れ臭くて口を尖とがらせてタイラーに言った。

　朝あさ陽ひの入る部屋で、２人食卓を囲む。会話は無かったが幸せな時間だ。

　誰かと食べる食事は１人の時よりも美味おいしく感じるものらしい。タイラーもそう感じてくれていると良いなと思う。

　朝食は彼の口に合った様で、いつもにも増してたくさん食べてくれた。

　食後にお茶を飲みながら、俺は前々から気になっていた洗濯について尋ねてみた。

「タイラー、洗濯物っていつも洗濯屋さんにお願いするのかな？　洗濯機とかある？　無ければ洗濯板とか……」

　手洗いは面倒だから避けたいが、無ければ仕方がない。

「洋服は洗濯屋に頼む。その方が服が長持ちするからな。布類は風ふ呂ろ場ばで踏み洗いすればいい。たしか洗濯板は売っているのを見かけたことがある」

　と教えてくれた。踏み洗いならそれ程大変そうじゃないので、近々やってみようと思う。やれば出来るはずだ。

「今日は診療所に行く日だよね。タイラーはどうする？」

　予定について聞いてみると、

「診療所まで送って行く。その後少し隊に顔を出すつもりだ。帰りに迎えに行くから待っていてくれ」

　もう決めてあるらしく、すぐに返事が返ってきた。もうすぐ出掛ける時間だ。

　俺達は立ち上がって準備を始めた。
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　診療所に着くと入口は空いていたので勝手に入らせて貰もらったが、バルテシオンはまだ寝ていた。

　二日ふつか酔よいらしき雰囲気だが、何も言わずに水を渡した。きっと長く生きていると色々あるのだろう。

　10時を過ぎた頃ころにバルテシオンは大きい鞄かばんを携たずさえて起きてきた。

「誰か来たら、２時には戻るからその時間にまた来る様に言ってくれ。その間は、この部屋の掃除を頼む。悪いがチトセの昼飯は儂が帰ってきてからでいいか？」

　そう言い残して足早に出掛けて行く。







　俺は本が堆く積まれた部屋を振り返る。先ずは、分類と選別だろうか。

　文字の意味はわからないが、同じ文字が含まれる書籍を纏まとめて、後はバルテシオンに確認して貰えばいい。




　獣人国での識字率はそれ程高くはない。

　獣人達は必要になった時に覚えればそれで良い、とあまり熱心に学ばないからだ。

　それ故か、学校はシュレイクスに一校しかない。

　学校とは言っても、入学時期もまちまちで卒業資格も特になく、勉強したい人がしたいだけ在籍するシステムだ。

　斬新に感じるが、能力も寿命も違う獣人達が一緒に学ぶには、無駄が少なく都合が良いらしい。

　タイラーに聞いた時は驚いたが、今となっては特に疑問は感じない。俺もいつか学校に行ってみても良いかもしれないとすら考えている。

　タイラーは育った街に海洋学の研究者がいて、その人から勉強を教えて貰ったそうだ。

　大体の獣人はそんな風に文字を覚えていく。

　俺もそのうちに覚えよう。

　言語の分野は不得意では無かったから、苦労はしないはずだ。

　本の表紙の象形文字の様なフォルムから判断し、一冊一冊ホコリを拭ふき取り部屋の隅に纏めていく。

　本棚の中も乱雑で有効に使われていないので、中身を出して拭いておく。

　なんせ本の数が多いので、何日かかかりそうだ。俺が拭き掃そう除じに集中していると、

「すいませーん！　誰かいますかー！」

　と言う声が出入口の方からして来た。俺は本の間から抜け出し、

「あ、すいません、お待たせしました。今、バルテシオンさんは出掛けています。２時には戻って来る予定ですが」

　と声をかけると、こちらを振り向いた獣人は俺の顔を見て驚いた表情になる。頭の先から足の先まで何往復も視線を泳がせて、

「あ、あ、すいません！　また来ます！」

　と叫んで、走り去って行った。

　お化けか何かに見えたのだろうか。

　俺は頭を搔きながら、また掃除に戻った。







　いつの間にか集中していた様で、バルテシオンに声をかけられて初めて彼の帰りに気がついた。

「おお、だいぶ進んだ様だな。本も分けてあるのか、凄すごいじゃないか」

　とバルテシオンは、纏めてあった本を手に取りながら言った。

「そういえば、お客さんが１人来ましたよ。俺と同じ位の歳としで黄色っぽい髪をした、多分……キツネ？　の獣人の人でした。走って出て行ってしまったので、用件は聞けませんでしたが……」

　俺が報告すると、

「ははは、わかった。またすぐ来るから大丈夫だ。あいつはよく傷薬を取りにくるんだ」

　と思い出し笑いをする様に答えた。

　お昼ご飯はバルテシオンが買ってきてくれた、野菜炒いための挟まったサンドイッチを食べた。

「お前さんは野菜が好きそうだったからな。ここの野菜炒めはうまいんだよ」

　気を遣ってくれた様だ。

　久しぶりに肉以外の物を食べた気がしたが、野菜を口にするとサラダが恋しくて仕方がなくなる。

　生で食べられる野菜を売っている場所を探す事を心に誓う。

　お茶を飲んで休憩していると、バルテシオンが纏めてあった本の表紙の文字を教えてくれた。

　俺が認識していたのは『薬草』と『解剖』だったらしく、いい勘をしていると褒められた。

　それからは、バルテシオンに指示を受けながら薬草をすり潰つぶしていた。葉が固くて時間が掛かるが、興味深い。

　そういえば、製薬会社で働いている時は、こうして一から薬を作るのに憧あこがれていたのだ。

　こちらに来てまさか好きな仕事が出来るとは、不思議な感じがした。







　16時を過ぎた頃には、タイラーが迎えに来た。

　バルテシオンに聞くと、平均的な労働時間は大体９時～16時らしい。

　日本人からすると羨うらやましい労働環境だ。

『明後日あさつてまた９時に来てくれ』と言われたので頷うなずいた。







　診療所を後にした俺達は、野菜を見に商店へ向かった。

　八や百お屋やさんなのだが、種とか苗まで売っているので、なんとなく八百屋と言いにくい。

　サラダにできる野菜はないか聞いてみたが、取り扱いは無いそうだ。今度他も当たってみようと思いながら、スープに使う野菜を買っておく。

　初めて見る野菜に驚いていたら『試してみるといい』と八百屋の若い獣人さんが少しずつ野菜を分けてくれた。

　トウモロコシに似た緑色の野菜があったので、何を作ろうか考えるだけで楽しみだ。

　他にも乳製品を扱う商店にも寄り、ミルクやバター、チーズを手に入れた。

　新作だと言うモッツァレラっぽいチーズも、サービスで貰った。

　何のミルクかはわからず仕舞いだが、あまり気にしない事にする。

　買い物が終わった頃に、太陽が傾いてきた空の下を２人帰途に就く。

「ねえタイラー、前から思ってたんだけど獣人の男の人達って皆んな親切だね。お店の人も色々オマケしてくれるし、人にぶつかっても心配してくれるんだ。俺のいた世界はもっと殺伐としていたよ」

　俺が歩きながら機嫌よく話しかけると、タイラーは一瞬立ち止まったが、直ぐに難しい顔をしてまた歩き出した。

　なんか変な事を言っただろうか。

「それは多分チトセだからだと思う。確かに無闇に争ったりはしないが、特に親切という事もない。何と言うか、チトセは……美しいからな」

　俺はタイラーの言葉に吃驚びつくりして、トウモロコシの入った袋を落としかけた。

　美しい、とはまた、何とも古風な。

　しかし、美人さんとか姫さんとか、最近そんなワードを耳が拾った記憶がある。

　日本とは美的感覚が違うのだろうか。

「チトセは向こうの世界では求愛されたことはないのか？」

「いや、無い事は無いけど。肉食系女子、ああいや、違う、積極的な女の人に好かれたりはあったかな。男の人からは一度もないよ。こちらで言う、雄同士？　は少数派だったからね」

「向こうで25歳は成人なんだろう？　恋の相手や番は居なかったのか」

「俺はあんまり興味無かったからなー。生きて行くので精一杯って感じだったし。なんか積極的な女の人って怖くてさ。タイラーにはわからないかもしれないけど……」

　話していると、タイラーの表情が段々と元に戻ってきた。

「そうか。向こうに想おもいを残す事にならなくて良かったな」

　タイラーは優しい声でそう言ってくれた。

「うん、今となっては決まった相手がいなくて良かったかな。タイラーは、番とか、その……恋の相手？　とかはいないの？」

「ああ、番はいない。恋の相手はいなかった訳ではないが、短い間だし決まった相手でもない」

「そっか。それなら今、俺がタイラーと一緒にいても大丈夫だね。良かった」

　俺はタイラーの横に居ていいみたいだ。タイラーに聞こえない様に、ほっと息をついた。

「でもなー、美人とか言われても……。向こうでは言われた事なかったよ」

　もしかすると、こちらの人は東洋系が好みなのだろうか？　幼く見られる事は確かだが……と思っていると、

「本当か？　信じられないが……何人位に求愛は受けたんだ？」

「人生で？　小さい頃ころも含めれば……んー、20～30人位？　あ、いや、もうちょっといるかな？」

「雄から食べ物や何か貰もらったりしたことはないか？」

「学生の頃は友達がよく飲み物とか奢おごってくれたなぁ……いいって言ってるのに。働き出してからは、お客さんとかによく食事に誘われたよ。お客さんに奢って貰うなんて本末転倒だからね、お断りしてたけど」

　タイラーが、細い目をしてこちらを見ている。

「え！　何か意味があったの!?」

「それは求愛行動だ、チトセ。間違いない」

　俺は衝撃の事実に打ちひしがれた。

　しかし日本はこちらとは違う。全部が全部そうだとは限らないはずだ、とも考えて落ち着きを取り戻す。

　余計な事を思い出さない為ためにも、ただ前方を見て歩く事に専念した。
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　家に帰ると俺は、一心不乱に料理に打ち込んだ。

　夕食がいつもより豪華になってしまった事は許して欲しい。明日の朝の仕込みまで万全だ。

　タイラーは喜んでいた様なので結果的には悪くはないが、複雑な心境である。

　夕食後に暖炉の前で寛ぎながら、今日１日の話をする。

　タイラーは隊の詰所でホセと会ったそうだ。チトセと会いたがっていた、と教えてくれた。

　俺は、今日診療所に顔を出した獣人さんの話をした。俺の顔を見て逃げて行ったと話すと、タイラーは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何族の奴だった？」

「多分キツネかな？　黄色い頭してたよ」

「キツネか……それなら問題ないだろう。しかし、あまり２人になるなよ」

　険しい顔で言われる。確かに、診療所に来る人と俺が２人になっても意味がない。

　皆さん、バルテシオンに診てもらいにくるのだから。

　いや、もしかするとこれは、雄の獣人と２人きりになるな、という意だろうか。

　どちらにせよ、俺の意図するところではない。

　留守番の時は仕方がないが、お客さんには必ず出直して貰う様にしよう。

　タイラーからブラッシングを受けながら方向性を固めた。







　今晩はベッドで寝ようね、と笑いながら階段を登る。

　タイラーはベッドに肘ひじを突いて寝転び、横になっている俺の髪を優しく梳すいてくる。

「チトセは……」

　タイラーが呟つぶやく様な小さな声で何か言っていた。

　聞き直すと『何でもない』と小さく笑った空気を頰の辺りに感じる。

　枕に頭を預けた俺は、タイラーのその表情を確認する間もなく就眠していた。







　朝あさ陽ひの眩まぶしさで目を開くと、視界が真っ白だった。今朝けさは、タイラーに背中から抱きしめられて寝ていた。腕枕も付いている。

　目が痛いと思ったら、目の前の窓にはカーテンがまだ付いていなかった。

　今日買いに行こう、と心に決めながら、再びの夢の中へ旅立った。







　キッチンからカチャカチャと音がする。

　不思議に思いながら、寝ぼけ眼まなこで見遣るとタイラーがキッチンに立っていた。

　そういえば、昨夜は夕食の片付けをしていなかったかもしれない。食器を洗ってくれているのだろうか。

　俺は起き上がって、背後からタイラーに抱きつく。

　……逞たくましい背中に顔が当たった。

　俺の想像したのとは違う結果になったが、タイラーが振り向いて抱きしめてくれたので良しとする。

　タイラーは濡ぬれた手を俺の背中で拭ふきながら『どうした？』と優しい声を出してきた。

　俺は背中を振り向いて、またタイラーの顔に視線を戻す。タイラーは悪戯いたずらそうな表情で俺の前髪を搔かき上げた。

　タイラーを誘ってまた暖炉の前に戻り、獣身に変体してくれる様に強請ねだる。

　背中で手を拭かれた俺はいつもより少し強気だ。

　彼は笑って服を脱いで、獣身に変体してくれた。

　白虎に変体したタイラーを横に押し倒し、その腹にもたれて暖炉の火を眺める。

　柔らかい腹毛に頰擦りしながら、左手で白虎の顎あごの下をくすぐる。耳の下から顎の周りの毛は長くなっており、そこも指で摑つかむ様にして梳いて行く。

　彼は気持ちが良いのか、グルグルと喉のどを鳴らす音が身体からだから響いて聞こえてきた。

　まるで微温ぬるま湯ゆに浸つかっているみたいに、身体中から指の先々までまったりとした幸せに包まれる。

　暫しばらくそうしていたが、タイラーはゆっくりと、俺が身体を打ち付けないように身を起こし人身に変体した。

　俺を背中から抱き込んで、胸の前でクロスさせた腕を動かして肩を摩る。

　今ここには、俺とタイラーだけの特別な時間が流れている。

　この感覚を感じているのが俺だけではないと、今は信じていたい。
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　ブランチは、昨晩下した拵ごしらえがしてあったのですぐに準備が出来た。

　緑色のコーンスープと、塩漬けにした肉とチーズのパニーニもどきだ。

　タイラーは、今日も美味おいしそうに食事を摂る。

　大きめのパニーニを神速で食べ終わると、いつの間にか空いた皿を寂しそうに見つめている。

　デジャブではないだろうか。

　俺は可笑しくなって、キッチンでもう１つパニーニを作る。

　皿から俺に視線を移したタイラーは、こちらの様子をジッと窺うかがっている。

　空いた皿にパニーニをのせると、満面の笑顔で俺の腰に抱きついた。頭を擦り付ける姿は、まるで獣身の時の彼のそれだ。

　俺は笑いがこみ上げて来て堪こらえられずに、お腹なかが痛くなるまで笑った。

　前にこんなに笑ったのはいつだろうかと思う位の大笑いだ。

　息も絶え絶えで自分の席に戻った時には、タイラーの皿は既に空になっていた。

　彼のカップにまたコーンスープを注いで、俺は残りのパニーニを口にする。

　午後は、カーテンを買いに行きたいと思う。







　午後になり、恙つつが無なくブラッシングを終えた俺達は街に出た。

　窓のサイズは測って来たので、カーテンはオーダーするらしい。

　この世界の布は日本とは少し柄や触り心地が違う様に思うので、選ぶのが楽しみだ。

　布地を扱う店が建ち並ぶ通りを、順々に見て回る。

　どの獣族の手による物かにより、織り方や染め方が違うので、布地は種族毎で取扱う商店が変わるらしい。

　一軒で全部揃えられないのは不便だが、個性が出ていて中々面白い。

　１階の分は俺が、２階の分をタイラーが選ぶ事にして２人で一緒に見て回る。

　俺はイタチ族とサル族の店で合計３種類、タイラーはヒョウ族の店で２種類のカーテンの布地を選んで購入し、縫製専門の店に持ち込んでオーダーする。

　明日には出来上がるので、タイラーが取りに来てくれるそうだ。

　布地の通りの筋すじ違かいには木細工の通りがあり、籠かごや竹細工が多く売られていた。

　チェストの上に置く小物を入れる籠があると便利だと思い、タイラーと向かう。

　蔓つるで作られた素朴な籠を手に取ってみる。

　作りも頑丈そうで編みも凝っているので、汎はん用よう性がありそうだと考えていると、『その蔓は殺菌作用もあるので、食品を保管するのにも適していますよ』と声が聞こえた。

　振り返ると、赤褐色の髪の細身のトラ族だった。俺より少し若いだろうか。

　ここはトラ族の店なんだと漠然と考えていると、彼は何故かタイラーをジッと見つめている様だった。

『知り合いかな？』と思ったが、俺には関わりがない事と大して気にせずに、少し離れた場所で籠を物色していた。

　タイラーは『違う店も見てみよう』と俺に声をかけて店を出ようとするが、先ほどの若いトラ族の獣人が、タイラーの腕を摑んで身体を擦り付ける様な仕草をした。

　タイラーが『やめろ』と言ってやんわりと腕を外すと、トラ族の彼はタイラーに何か囁ささやいて店の奥に戻って行く。

　俺は息を飲んでただ見ていたが、これは、『タイラーが求愛されていた』という認識で良いのだろうか。

　獣人の求愛は随分と直ちよく截せつなんだなと驚きつつも、タイラーが求愛を受ける事については不思議には思わない。

　タイラーは男前だし、体格にも恵まれている。きっと引く手数多あまただろう。

　タイラーと目が合ったので『良かったの？』と聞くが、彼は目を逸そらして先に歩き出した。

　俺は反射的に、タイラーの摑まれていた腕とは反対側に並んだ。それからグルグルと歩き、欲しかった食材を買って回る。

　かなりの量になっているが、タイラーも何も言わないので他にも見に行く。

　小麦粉も欲しかったのだ。結局、籠は買わなかった。







　家に着くと、俺は食材を小分けにしたり収納したりと忙しく動いていた。

　タイラーは珍しく１人で風ふ呂ろに入っている。

　上手うまく説明できないが、いつもと流れる空気が違っている。

　俺は料理をする気が無くなり、ダイニングの椅子に座ってテーブルの板目を見詰めた。

　意味もなくテーブルの天板を指で擦る。

　タイラーが風呂から上がってくると、俺を見て立ち止まった様だ。こちらを見ている気配がする。

「晩ご飯、外でもいいかな」

　俺がそう言うと、少しした後、

「ああ、構わない」

　と小さな声で返事が聞こえた。

　俺達は近所の食堂で、静かな夕食を済ませた。







　いつもの様に２人でベッドに横になるが、俺はタイラーに背を向けてボーっと壁を眺めていた。

　30分程そうしていたが、頼みの綱の睡魔は訪れて来そうもない。横でタイラーが身体を起こす気配がする。

　暫くすると俺の頭の両側に手を置いて、上から俺の顔を覗のぞき込んできた。

「どう思った？」

　タイラーは静かに聞いてくる。

「チトセは、どう思った？」

　もう一度聞かれたが、俺は顔を逸らして『何が？』と言う。何を聞かれているかは、もちろんわかっている。

　あの若いトラ族の求愛の事だ。

　それしかないだろう。

　あれは誰だれが悪い訳でもない、むしろ誰も悪くないのだ。俺も怒っている訳ではない。

　しかし俺は今も胸に陣取る、ぼんやりと重くて昏いこの気持ちを知らない。

　初めての感情を持て余して、タイラーへの態度が悪くなっている事は自覚してはいるのだ。

　タイラーは小さく溜ため息いきをつくと、身体からだを倒して横になった様だった。

　俺は急に態度を改めるのも気き不味まずく、そのまま固く目を瞑つぶった。

　明日の朝食はタイラーの好物を作ろう、量もたっぷり作っておこう。

　そう思っていたら、いつの間にかうとうとしていた様だ。

　タイラーに背を向けた俺の背中に、彼の背中がぴったりとくっつけられたのを感じた。

　俺は少し安心して眠りに身を任せた。







　早朝、まだ夜が明ける前に１人で目が覚める。

　背後に目をやれば、こちらに背を向けたタイラーの姿が視界に入った。

　大きな背中を丸めて、何故か寂しそうに見える。

　タイラーの身体に毛布を掛け直すと、音を立てない様に気をつけて１階に降りた。

　台所に立つとおもむろに鶏ガラを洗い、スープの仕込みを始める。時間もたくさんある。今晩と明日の分まで準備しよう。

　朝食は、塩漬け肉ベーコンと目玉焼きのつもりだが、昼食も準備しておこうかと思った。

　置いておけば、食べてくれるだろう。

　俺もサンドイッチ位なら持って行ける。ビフカツサンドにしようか。







　タイラーが２階から降りて来た様だ。

　ゆっくりとした足取りだが、少し緊張した面持ちだ。

　俺は振り向いて、

「おはよう、タイラー。朝食いつでも準備出来るけどすぐ食べる？」

　と笑顔で聞いた。

　タイラーは少しの間、固まった様に動かなかったたが、

「あ、ああ、すぐ食べたい。あ、うん、頼むよ、チトセ」

　勢いが過ぎて吃どもる様に答え、すぐに足早に俺の後ろまで歩いて来た。タイラーは俺の背後で小さく息を整えると、背中からギュッと抱きしめてきた。

「おはよう、チトセ」

　タイラーは俺に頰擦りをして、耳みみ許もとに口を付けながら言う。

　頰がチクチクしてくすぐったい。クスクス笑いながら料理を再開した。

　根菜のミルクスープと、ベーコンエッグ、それにバターを塗ってフライパンで焼き目を付けたパンの朝食を準備した。

　スープは鍋なべをテーブルまで持ってきてあるのでお代わりし放題、タイラーのベーコンエッグは卵３つにベーコンも厚めの物を６枚。

　しかもバタートーストは山盛り準備した。

　タイラーはテーブルの上に並んだ朝食を見にすると、明白あからさまに目を輝かせる。

　タイラーはよく食べた。

　朝食中にほとんど会話は無かったが、昨日きのうとは明らかに違う、いつもの穏やかな空気が流れていた。







　タイラーに診療所まで送ってもらい、今日は起きていたバルテシオンに挨あい拶さつをする。

　カルテの整理を手伝っていたが、10時位になると、また往診に出かけて行った。

　本の整理をしながら、タイラーはビフカツサンドに気がついたかな？　と考える。

　出掛けに『良かったらお昼に食べてね』と布ふ巾きんを掛けて置いたお皿を指差して、言い残してきたのだ。

　喜んでくれるだろうか。

　布巾の中を見たタイラーの顔を想像して独りで笑う。







　カタッという音がしたので振り向くと、見たことのない獣人が入口に立っていた。

　灰色の髪をした、精せい悍かんな顔立ちの大人の男だ。オオカミの獣人だろうか。

「あ、すいません。バルテシオンさんは往診に出掛けています。２時位にまたいらして頂けますか？」

　事務的に応対するが、何も言わずにジッとこちらを見ている。

　なんだか嫌な感じだ。

　昔からたまにこういう目で見てくる男はいたが、俺はどうも好きになれない。

「すみません、２時過ぎに出直してもらえますか？」

　もう一度、さっきより大きな声を出した。

　男は無表情のまま『わかった』と言い、俺の全身を舐なめる様に見てから、踵きびすを返した。

　男の姿が出入口から消えるのを見届けて、俺は詰めていた息を吐き出した。

　棚の整理を再開すべく本を手に取るが、集中力が途切れてしまった様で、表紙の文字が頭に入ってこない。

　俺は諦あきらめて、早めの昼食にする事にした。件の、ビフカツサンドである。

　ソースに潜らせたビフカツがパンの間に挟まっている。

　野菜も入っていない、只ただ其れだけの食べ物なのだが、なかなかに美味おいしかった。

　これならタイラーも喜んでくれるはずだ。食休みをしたら、また作業を始めた。

　14時を半刻程過ぎた後、バルテシオンが賑にぎやかな音を立てて戻ってきた。

「いやーすまん、すまん。帰りに偶然知り合いにばったり会ってな。立ち話していたら遅くなってしまったよ」

　カッカッカと笑いながら、大きな鞄かばんをデスクの横に置く。

「今日は11時半位に、灰色の髪で３００～４００歳のオオカミの獣人らしき人が来ました。用件は仰おつしやられませんでしたが、14時以降にまた来てくださるように言ってあります」

　俺がそう言うと、バルテシオンは顎あごに手をあてて、

「オオカミね……他には何か言っていなかったか？」

　と確認してきた。

「何も言わなかったです。でも、あの人、俺ヒトのことジロジロ見てきて気分がよくなかったです」

　俺がそう答えると、バルテシオンは少し考えて、

「次の仕事は３日後でいいぞ。それと、往診は無いから、昼からでいい」

　と言ってきた。

　話は逸れたが、特に気にする事も無いだろうと思い、そのまま作業の続きに戻る。

　最後の１時間位は、バルテシオンから文字を教わった。これで本の分類もやり易くなるだろう。

　一生懸命文字を書き写していると、タイラーが迎えに来た様だ。タイラーとバルテシオンは隣の部屋で何か話していた様だが、

「おいタイラー、次は３日後でいいからな。姫さんを何処どこか連れて行ってやったらどうだ？」

　などと話しながら部屋から出て来た。

　何処かとは。そう言えば、こちらの世界では休日はどう過ごすのだろう。

　テーマパークや遊園地などは聞いたことが無いし、動物園や水族館と言うのも……何かおかしな感じになる。

　まあ俺はあまりそういった場所に縁がなかったし興味も無いから関係ないか、と思いながら帰り支度をした。







　家に着くと、全すべての窓にカーテンがついていて感動した。

　２階の部屋までチェックするが、全部屋それぞれ雰囲気が違っていて素敵になっている。

　今まで家は寝るだけの場所だと思っていたが、この家は違う。

　ビフカツサンドは完食されて、お皿も洗ってあった。

　俺の視線にタイラーが気づき、お昼のビフカツサンドがいかに美味しくて幸せだったかを一生懸命に教えてくれている。

　こんなに喜んでくれるなら、これからは可能な時はお昼の準備をして行こうと思った。

　晩ご飯は朝に仕込みをしておいたので、直ぐに準備が出来る。

　オニオンスープに火を入れて、分厚い肉にシーズニングソルトで味付けして焼くだけだ。







　今日あった事を話しながら、和やかに夕食を摂る。

　タイラーはカーテンを部屋に設置した後に散歩に出掛けて、途中で見つけた綺き麗れいなガラス瓶をいくつか買ったそうだ。

　俺に使って欲しいと言って見せたそれは丁度使いやすいサイズで、こんなにも細やかに配慮してくれるタイラーに心が温まる。

　俺は今日覚えた文字をいくつか披露した後に、灰色のオオカミの獣人が来た話をした。

　彼は黙って聞いていたが、その獣人を街で見かけたら教える様にお願いされた。

　俺はもちろん報告すると頷うなずく。

　食後は暖炉の前に移動して憩いの時間を楽しむ。

　ヌイグルミを撫なぜながら、タイラーにブラッシングをしてもらう。

　タイラーは優しい手つきで髪を梳すきながら、何か足りない物や欲しい物があれはいつでも用意するから言う様に、と言い含める。

　……今はサラダ用の生野菜位だろうか。

　なんだかすぐにそれを言うのは憚はばかられて、頷くに留めておいた。暖炉からはパチリと木の爆はぜる音がする。

　この場所は、俺の知っているどんな場所より暖かい。
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　獣族の大陸は、北側は険しい山脈が続き、一年の半分を雪に覆われる。

　南側はジャングルが広がり、大河がうねる様に豊かな大地を潤している。

　その真ん中辺りにあるシュレイクスの都は温暖で乾燥した土地だ。季節は冬と夏だけで成り立っており、冬は冷え込むが夏は過ごしやすい気温になる。

　獣人に決まった発情期はないが、大体は春先から夏にかけてが恋の季節になるらしい。

　日本でも出会いと別れの季節だ。

　特に最後の変換期を終えた若い雄の獣人には注意が必要だとバルテシオンに注意を受けていた。

　成体に変化した身体からだを持て余して強引に誘いをかけてくるから、と。







　自分の身体の不調に気がついたのは、朝起きてすぐだった。微熱がある様に足元が少しフワフワしていた。

　寝れば良くなるだろうと、朝食の後ベッドに戻り二度寝をする。

　そして次に昼間に目を覚ました時には、身体の中に熱が燻くすぶり、腰の奥辺りがジンジンとしていた。目の奥までが熱い。

　風邪をひいたのだろうと、タイラーに感染うつるといけないから治るまでは別々に居ようと提案した所、激しく反発を受けて抱き竦すくめられた。

　彼は俺に鼻を近づけてスンスンと匂においを嗅かいでから、首元の辺りで深呼吸をすると困ったような顔で言った。

「チトセ、なんか良い匂いがするよ」

　良い匂いとは、何だろうか。

　悪い気はしないが、いつもと変わらない筈はずなので疑問に思う。自分ではどんなに嗅かいでみても、熱っぽい匂いがするだけだ。

　少し冷たく感じるタイラーの手の平で身体を撫なでられると、腰の奥に熱が溜たまってきて、自分の雄が立ち上がりかけてくるのがわかる。

　その段になって初めて、『これはまずい』と気がついた。

　身体を放してくれる様にしどろもどろになりながらもお願いするが、言い募れば募る程、心配そうな顔でどんどん抱き締める腕が強くなってくる。

　下半身まで密着した所で、やっとそれに気がついた様だ。

　俺の服を押し上げているシルエットにタイラーの目が釘くぎ付づけになっている。

　居た堪たまれない事、この上ない。

　赤くなっているだろう顔を背けながら、

「なんか、そういうことみたいだから。その、身体を放してくれるかな？」

　再度、俺が小さい声でお願いする。

　彼は少しの間考えていた様子だったが、おもむろに俺の身体をベッドに引き倒した。

「大丈夫だ、心配ない。俺に任せておけ」

　こんな状況下で他人に任せる事など何も無い。

　驚いて顔を窺うかがうと、彼の表情が消えて、いつの間にか目が据わっている。

　彼は俺の頭を抱いて自分の胸に押し付けると、２人の間に手を差し入れて、俺の雄を大きな手の平で包んできた。

　緩く膨らむ全体を揉もみながら、頭の上で荒く息を吐いている。

「大丈夫だよ、大丈夫だ」

　タイラーは言い聞かせる様に繰り返しながら、段々と手の平の動きを複雑にしていく。

　……バルテシオンからそれとなく聞いた話によると、変換期を終えて初めて精通を迎える者もいて、身近にいる年上の雄が導いて射精を促す事も珍しくないらしいのだが……。

　こちらでは子供かもしれないが、日本ではいい歳としの大人だった。手しゆ淫いんの経験位はあるし、タイラーの介助は必要ない。

　しかし、他人との触れ合いには慣れていない、と言うか正直初めてだ。

　硬直している俺に構う事なく、彼は俺の下した穿ばきの中に手を入れてきた。

　冷たい手の平と指が、直接俺のモノに触れると、迷い無く握り込んでくる。

　タイラーの大きくて骨張った男らしい手や、器用そうな指、形の良い爪先を思い出して、俺は身体を震わせる。

「身体に熱が籠こもって辛いだろう、早く熱を逃がした方が楽になる」

　彼は、頭を抱いた方の手で髪を撫ぜながら言う。

『だから、初めてじゃない』と言いたいが、パニックで上手うまく言葉に出来ない。

　彼の親指が亀頭を強く撫ぜて、他の指をバラバラに動かしながら刺激してくる。

　そのうちに４本の指と手の平で竿さおを握り、上下に抜きだした。微かすかな水音が俺のなけなしの羞しゆう恥ち心しんを更に刺激する。

　彼は俺の髪に口を付けながら『大丈夫』と言うが、彼のその震える熱い息が耳にかかり俺から正常な思考を奪っていく。

　全く大丈夫ではない！

　強く抱き締められて、抜かれて、彼の匂いに包まれながら、俺は果てた。

　射精の瞬間、身体に籠った力が徐々に抜けてゆく。

　俺は啞あ然ぜんとして熱い息を吐き出す他に微動だにできないのに、身体中の指先までがジンジンと脈打っている。

　彼は暫しばらくそのままの俺を抱き締めていたが、下穿きから手を抜くと、俺に毛布を掛け直し、ゆっくりと身体を離す。

　何も考えられない俺は、ベッドの端に腰掛けて座ったタイラーに背を向けひたすら息を整えた。

　タイラーは俺の後ろで黙って座っている。

　俺が気配を殺す様にジッとしていると、寝付いたと思ったのか、背中の後ろに手をついて座り直した様子だ。

　暫くそうしていると、ピチャピチャと何かを舐なめ取る様な音がしてきた。

　何を舐めているのか、怖ろしい気がして突き詰めようとする思考を放棄する。

　俺は答えを知っているはずだが、理解わかりたくなかった。

　……考える事を諦あきらめた俺は、無理矢理に睡魔の懐に逃げ込んだ。







　夜遅くに目覚めると、いたく心配そうに見詰めるタイラーと目が合った。

　俺はまだ微熱がある様で、タイラーは気が気ではなかったらしい。

　先程の事が走馬灯の様に頭を駆け巡り、身み悶もだえした俺は、枕に顔を埋めて『大丈夫です……』と呟つぶやくしかできなかった。

　タイラーはまた俺の下半身に手をやり、眉まゆ尻じりを下げて『まだ辛いか？』と聞いてくるが、その優しさが辛いとは言い難にくい。

　俺が小さく呻うめくと、緩く膨らむソレを服の上から抜いて来た。

　既に侵略された俺の聖地をまた暴きにかかる手と、俺の理性が、一進一退の攻防を繰り広げる。

「タイラー、ちょ、ちょっと待って！　聞いて！　あのね、俺、むこうでは大人だったんだ。だから精通は来てたし、１人で致したことあるし、出来るんだよ。だから、大丈夫だから。ね？」

　俺が彼の手を摑つかんで訴える様に言うと、タイラーは少し考えてから、

「今は独りじゃないだろう？　独りでしなくても俺がいるんだ、寂しい思いはさせない」

　甘い声を出して、俺の下半身に再び手を伸ばしてきた。

　俺も他に言葉を探しながら、彼の手を摑む手に力を入れる。

　タイラーは焦じれた様に俺の下穿きを剝はぎ取ると、俺をベッドに磔はりつけの様に押さえ付けた。

　痛みは全く無いが体重を乗せて押さえられ、身動きを取る事が出来ずに焦り、じんわりと汗ばんでくる。

　彼は下だけを脱がされた俺の局部を、舐める様に見詰めていた。

　俺は羞しゆう恥ちから、身体からだが段々と火照ってくるのがわかる。

　視線に耐えられなくなり小さく身体を捩ねじると、タイラーはハッと気づいた様に俺の表情を窺ってきた。

　俺は固く目を瞑つぶり、心許なく揺れる下半身の感覚を遣り過ごす。

「そのまま、目を閉じているといい」

　小さくそう言ったタイラーは、俺を押さえていた両手を外すと、腰を摑み、持ち上げる様にして顔を俺の下腹部に近づけた。

　タイラーの鼻が、俺の下生えを擽くすぐる。

　ふんふんと匂いを嗅かいで満足げに息を吐くと、下にある双球に舌を這はわす。

　その大きな口に俺の両球を含むと、優しく舌で転がして感触を楽しんでいる様だ。

　腰だけが浮いた不安定な体勢に翻ほん弄ろうされ、俺は腕でシーツを搔かくしか出来ない。

　彼が腰にあった両手を尻しりたぶの方まで滑らすと、手の平で摑んで固定する。

　目を見開いて硬直している俺を見遣り、目を細めるとゆっくりと口を開いた。

　つぎの瞬間、俺の雄がタイラーの口の中に吸い込まれて行くのを俺はしっかりと目にしてしまう。

「ぁぁぁああああ！」

　俺はその視覚の暴力と、柔らかくも温かい感触に飲まれる快感に身体を震わせた。

　持ち上げる様に固定した俺の腰と、彼の頭を上下させて、長いストロークで濡ぬれた口の中を出入りさせる。

　ジュッジュッと湿った音が、俺の頭の中を支配していく。

　俺は一生懸命両りよう肘ひじを後ろに立てて自分の身体を支えるのが精一杯で、抵抗らしい抵抗は何も出来ていない。

　腰を中心に持ち上がった身体が上下に揺れている。

　俺は初めて受ける激しい口こう淫いんに翻弄され、快感を逃す様に下腹に力を入れるが、もうすぐ解放の時が近い事を察した。

「っ、だめ、くち、放して……出る、イッちゃう、イッちゃうよ、タイラー！」

　俺は叫ぶ様に言い、一瞬、ピンと伸びていく両足を他人ひと事ごとの様に眺める。

　駆け上る様な快感の波に持ち上がった身体が、頂点まで行って、平衡感覚を失った様に落ちてゆく。

　身体が何度も痙けい攣れんする様に波打つ。

　タイラーの喉のどから液体を嚥えん下かする音が聞こえてきた。

　俺はまた啞然としたまま、タイラーに優しく身体を下ろされて下穿きを整えられた。
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　暫くして我に返った俺は、毛布にくるまって身体を丸め、今更込み上げてくる衝撃に涙した。

　泣いている俺に気がついたタイラーは、

「痛かったか!?　どこか痛むのか？　大丈夫か!?」

　と焦って、立ったり座ったりを繰り返し、

「違う……初めてで、ビックリして……」

　と俺がやっとの事で口にするまで、彼まで泣きそうな顔で俺の背中を必死に撫なぜていた。

　俺が落ち着きを取り戻し、タイラーの腕の中でうとうとしていると、

「何か食べたい物はないか？　欲しい物があれば言ってくれ」

　タイラーが何度も言うので、

「サラダにする生野菜が食べたい」

　と口にした気がする。

　タイラーは『わかった』と言っていた様だったが、精神的な疲労からか、瞼まぶたが閉じて行く俺には確認できなかった。
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　階下の扉の開閉する音で目が覚めた。

　窓の外では、既に太陽が高く昇っている。

　ややあって、裸足で階段を登る足音がしてきた。

　何故か泥だらけになったタイラーが、満面の笑みで手招きして、

「チトセ！　この間キャンプで食べた草を摘んできたぞ。食べたかったんだろう？」

　と懐柔する様に甘い声で言う。

　気がついたら、12時間以上眠っていたらしく、固まった身体を伸ばしてから１階に降りた。

　タイラーは俺を抱いて行こうとしたが、泥だらけなので丁重にお断りしたら、悲しそうにしていたが、先ずは風ふ呂ろで身体を流してもらわねば。

　ダイニングテーブルの上には、両手で抱えきれないほどのルッコラとクレソンが積まれており、タイラーが誇らしげにこちらを見る。

「ありがとう！　今すぐたべたいな、いいかな？」

　俺がそう言うと、溢あふれんばかりの笑顔で頷うなずいてくれた。

　ベーコンを炒いためて簡単にホットサラダを作ると、２人でモリモリと生野菜を消費した。

　野菜はどこに生えていたのかタイラーに尋ねると、彼は片道約半日も走って草原まで行き、摘んできてくれたらしい。

　泥は、帰りにホロホロ鳥を見つけて狩る途中に、地面に伏せて付いたとのことだ。

　鳥は血抜きもしてあったので、ありがたく頂ちよう戴だいする。

　十分睡眠を取った俺は、風呂に入りサッパリしたタイラーに獣身になって貰もらい、丁寧にブラッシングをして彼の労ろうを労ねぎらった。

　いつの間にか眠っていたタイラーのお腹なかに抱きついて、クッションとヌイグルミに埋もれていたら、穏やかな眠りに包まれていった。







　その日俺は珍しく、バルテシオンからお使いを頼まれて自宅近くまで来ていた。

　タイラーの後ろ姿を見つけて話しかけようと足を踏み出したが、ふと立ち止まる。

　彼の横に見慣れない姿を見つけたからだ。

　タイラーに話しかけている人影は、珍しい白い髪をした２００歳前後のヒョウ族の男性だった。

　親しげにタイラーの腕を叩たたきながら話している。

　タイラーの表情は見えないが、どう見ても知り合いの様子だ。

　俺は気になりながらも、久しぶりに会った人なら邪魔はしない方がいいかと思い踵きびすを返した。

　診療所に帰り、バルテシオンと雑談をしている中で、なんとなしに白はく髪はつのヒョウ族の話をする。

「タイラーの知り合いみたいなんだよね。隊の人かなぁ」

　俺がそう言うと、バルテシオンは少し考えた後にニヤっと笑い、

「ああ、それは多分隊の奴やつじゃないな。ここ何十年かは見かけなかったが、また戻ってきたのか。また凄すごいタイミングだな」

　悪そうな顔でこちらを見ている。

　何か含みがある様だ。

　これは薮やぶ蛇へびをつつきそうな気配がする。

　これまでの人生経験から、この話は終わらせた方が身のためだと感じて話を逸そらした。

「そういえば、ホセさんとマイカさんはご存知ですか？　隊の官舎にお住まいだった……」

「知ってるぞ。あのタカ族の番だろう。あそこは堅いな。隊で知り合ったらしいが、雛ひなが生まれるのも、そう遠くないかもしれん」

　確かに仲は良かったが、俺にはまだ２人が夫婦関係だという実感が湧わかないのが現実だ。

　キャンプでは隊の一員として働いており、そんな雰囲気も薄かった。

「お家うちに遊びにおいで、と誘って頂いているんです。ご迷惑じゃないですかね？」

　と聞いてみると、

「お前さん達には良い刺激になるだろう。行ってくるといいさ」

　そんな返事が返ってきた。

　その後も、お家にお邪魔する際のマナーなどを聞いてみたが日本と変わりないようで安心した。




　　　　＊




　診療所に迎えに来たタイラーと、買い物をしながら家までの短い道程を歩く。

　ホセさんとマイカさんに会いたいと言うと、明日にでも行ってみようという話になった。

　家で晩ご飯を作りながら、何かお土産を作ろうと考える。

　キッシュとか喜ばれる気がする、と思い材料を確認したが間に合いそうだ。

　いつも通り今日１日の話をしながら、夕飯を食べる。

　俺は何故か、白髪のヒョウ族を見た話はしなかった。タイラーからも話は出ない。

　少し気持ちがザワザワしたが、『大した事ではないはずだ』と思って心に蓋ふたをする。

　明日は朝からキッシュを作るのだ。楽しい１日になると良い。




　　　　＊




　翌朝、早起きしてキノコとホロホロ鳥でキッシュを焼いた。中々の出来だ。

　軽く朝食を食べてから、ホセとマイカの家に向かう。

　突撃訪問になるからと心配したが、タイラーに隊員達はいつもそんな感じだから大丈夫だと言われて、そんなものかと思い、ついて行く。

　２人の家までは歩いて20分程で到着した。隊の詰所まで５分位の場所らしい。

　タイラーが扉を叩くと、マイカが顔を出した。

「タイラー！　久しぶり、前回の任務以来だね。あ、チトセも一緒!?　上がって、上がって！」

　と笑顔で招き入れてくれた。お土産のキッシュを渡すと、

「良い香りするよ！　楽しみ～」

　と喜んでくれた。奥から出て来たホセも、覗のぞき込んで興味深そうにしている。

　頑張ってみて良かったとホッとする。

　４人でダイニングに座り、近況を報告し合った。

　偵察任務は最近は落ち着いているらしく、タカ族の２人も自宅待機で暇にしていたらしい。

　人族も、春の種たね蒔まきと秋の収穫の時期はあまり攻めて来ない様で、タイミングが良かったと笑い合う。

　マイカが淹いれてくれたお茶をご馳ち走そうになりながら、春らしい話をという事で、恋の話が挙がる。

「こちらの常駐隊員にも最近、番が出来たよ。ね？　ホセ。タイラーはあの組み合わせ、きっと驚くよ」

「恋の相手でなく、番か？　随分早いが……それは楽しみだな」

　３人が面白そうに頷き合う。

「そういえば、ドミニクのところ、また子供が増えたらしい。雌と番うと凄いな、ポンポン生まれるが大丈夫なのか？」

　意外にもホセが言うと、

「あそこはハーレムだからな。俺等には理解できないよ」

　タイラーが苦笑いしながら答えた。

　マイカも口元だけで笑う。

　ライオン族は獣の習性を多く遺のこしているのだろうか、ドミニクの好色な顔を思い出して考えた。

　他にも隊員達の近況を３人は話している。聞いたことの無い名前がたくさん出て来たが、知らない獣族の話は聞いているだけで面白い。

　気がついたら、お昼時になっていたのでマイカが料理を作ってくれる事になった。

　何か手伝う事はないかと、俺も一緒にキッチンに向かう。

「ステーキでいいかな？　チトセのお土産に合うかな？」

「うん、大丈夫だよ。ステーキは何のお肉？」

「昨日きのう、ホセがガル牛の肉を買って来てくれたんだ。どうかな？」

「いいね、美味おいしそう。お皿はこれでいいかな？」

　マイカに聞いてお皿を取り出した。

　会話をしていて、最近持ち歩いているシーズニングソルトを思い出す。

　昨日、中身を詰め直したばかりだからたくさんあるはずだ。

「そういえば、味付けはどうしてる？」

「ん？　岩塩があるから削って使おうかな」

「そしたら、これ使ってみない？　気に入ったら置いていくよ」

　とシーズニングソルトを取り出した。マイカは興味津々で、

「是非お願い！　食べてみたい！」

　と乗り気だったので、シーズニングソルトを肉に擦り込んでから、マイカに肉を焼いてもらう。

　美味しそうに焼けた肉とパンを皿に盛り、キッシュも切り分けてテーブルに運ぶ。

　流石さすが獣人さん、お肉を焼くのがすこぶる上手うまい。お手本にさせて頂こうと観察させて貰った。

　４人で食卓に着くと、タイラーとホセがお肉に食らいつくのを見て笑い、『いただきます』と小さく言って、お肉にナイフを入れた。

　マイカはキッシュがいたくお気に召した様だ。

　口いっぱいに頰ほお張ばってニコニコ笑っていて、俺まで笑顔になる。

　シーズニングソルトは大好評で、色々と中身の質問をされた。

　何故かタイラーは得意げに俺の料理の事を話すのでくすぐったい感じだったが、３人が楽しそうだったので放置を決め込んだ。

　シーズニングソルトの瓶をその場でマイカに渡すと、ホセがマイカから受け取り中身を舐なめている。

　驚いたように目を見開いて、何度もお礼を言われた。タイラーも嬉うれしそうに笑っていた。

　楽しい時間はすぐに過ぎてしまう様で、いつの間にか空が赤く染まっている。

　俺達４人は飲みに繰り出す話になり、俺も久々の外飲みに心が浮き立つ。

　日本では会社の付き合い以外ではあまり飲む事は無かったが、お酒が嫌いな訳ではないのだ。

　この世界ではまだ麦酒と葡ぶ萄どう酒しか試したことがないので興味もある。







　俺達は、隊員行きつけらしい酒場に足を踏み入れた。

　男ばかりの喧けん噪そうに少し驚くが、飲み屋はこうでないと楽しくない。

　４人席の空いたテーブルを見つけ、急いで席に着く。

　すると『とりあえずビール』な感じで自動的に麦酒が出て来た。凄すごいシステムに笑いが溢こぼれる。

　４人に麦酒が行き渡ると、皆んなでジョッキを持ち上げて乾杯した。この世界でもコレは変わらないのだなと嬉しくなってタイラーを見遣ると、タイラーもジョッキに口を付けながらこちらを見て微笑ほほえんでいた。







　４人で、良いペースでジョッキを空けて行く。

　俺はそろそろ違うお酒にトライしてみたい頃ころだ。

　隣のテーブルの人達の飲み物をチラっと覗いてみると、ウイスキーの様なお酒や果実酒の様な物も有りそうだ。

　ふと視線を感じ周りを見てみると、昨日タイラーと一緒にいるのを見かけた、白髪のヒョウ族の男性と目が合った気がした。

　ほんの一瞬だったので確かでは無いが、こちらを見ていた様子だ。

　同じ店で飲んでいるなんて奇遇だなと思いながらも、本人を紹介された訳では無いので、大笑いしているホセに視線を戻す。

　スタークの若い頃の任務での失敗談で３人とも大受けだ。

　タイラーに果実酒が飲んでみたいと伝えると、紫色の果実酒を注文してくれた。

　チビチビと舐めながら、皆の会話に聞き入る。スタークとは、なかなか面白い人物の様だ。

　俺はトイレに行きたくなり、タイラーに断って席を立つ。

　混み合った店内をトイレまで行くのに苦労するが、席に戻るにも酔っ払いに話しかけられたりと時間を食ってしまった。

　下を向いて椅子に足を取られない様に席に近づくと、マイカの話し声が聞こえて来た。

「タイラー、あの子、店にいるの気がついてる？　こっち見てるけど、大丈夫なの？」

「あー、本当だ。あいつ、暫しばらく都を離れてたみたいだけど何かあったのか？　アレとの恋の季節は、本物にはならなかったんだな、よかったよ。俺は何だか好かないな」

　ホセの声も聞こえてきた。

　席はもうすぐそこまで来ているが、俺は立ち止まった。

「もう数十年前の話だぞ、お前ら今更何言ってるんだ。もう過ぎた話だ、どうも無い」

　タイラーは真剣な様子で答えていた。

　そうか。あの白いヒョウの獣人はタイラーの恋の相手だったのか、と納得した。

　バルテシオンの言っていた意味も今なら理解出来る。

　しかし、数十年ぶりだと言う彼の登場は、今、何か意味があるのだろうか。

　３００年も生きていて、タイラーくらい男振りが良いとなれば、それなりに色々あっただろう。

　昔の話にはあまり興味は無いが、これからとなれば話は違う。しかし、タイラーは『もう過ぎた話』と言っていた。

　俺は、『トイレ遠いよー』と言いながら自分の席に座る。







　３人は何も無かったように、次の飲み物は何にするかと話し始めた。

　やはり、俺が首を突っ込まない方が良い話題の様だ。

　俺は少し薄くなった果実酒をゴクリと飲んだ。少し甘いが良い風味だ。

　それからもタイラーとホセのダメ出しのし合いを見て俺とマイカは大笑いしたり、マイカの惚のろ気け的な日常生活を聞いたりと賑にぎやかな時間を過ごして、店の前で解散となる。

「また近々会おうぜ！　今度はお前の家で家飲みしよう、隊の奴やつも誘ってさ」

「お前ら２人なら良いが、他の奴らは断る。暑苦しいだけだ」

「じゃあまたね、チトセも今日はありがとねー！」

　皆、お酒が入って砕けた感じでお別れをした。

　またすぐに会えると思うと、お別れもまた寂しくない。

　機嫌の良いタイラーと、酒場からの道をゆっくりと歩く。

　まだまだ冷たい風が頰を過ぎてゆくが、アルコールで火照った体には気持ちが良い。

　明日は診療所でお仕事だ。

　朝ご飯はスープでかるく済ませようと話しながら、愉快に過ごした時間の余韻を楽しんだ。




　　　　＊




　翌日の診療所は朝からバタバタしていた。

　タイラーと到着したタイミングで、急患がいると駆け込んだ人がいたのだ。

　バルテシオンは取るものも取り敢えず、鞄かばんだけ抱えて急いで出掛けて行った。

　タイラーは今日予定が無いらしく、バルテシオンが帰って来るまでいっしょに居てくれると言う。

　本の分類を手伝って貰いながら、昼ご飯の話をする。タイラーは一度家に戻り、置いて来たお昼のサンドイッチを取りに帰るそうだ。俺はタイラーを送り出して、また本の整理を続ける。

　人の気配がしたのでタイラーかと思い振り向くと、前にも来た灰色の髪のオオカミ族の獣人が立っていた。

「すみません。バルテシオンさんは今日は急患で出ています。帰り時間はわからないので、違う日にお願いできますか？」

　俺が話しかけると、部屋の匂においを嗅かぎながら難しい顔をして、

「では待たせて貰う」

　と、入口近くにある椅子に座ってしまった。

「帰り時間が本当にわからないので、今日はお帰り頂きたいのですが」

　俺は強めに言ったが、こちらをジロジロ見たまま返事は無い。前回もこんなやり取りをした気がする。

　……言葉が通じない相手らしい。

　俺は困り、上を向いて次に何と言うか考えた後、また視線を来客に戻した。

　視点が合わなくて、驚きに身体からだが揺れる。

　目を離した数秒の間に、すぐ近くの距離まで接近されていた。

　俺は咄とつ嗟さに距離を取ろうと後ろに足を踏み出したが、それより早く腕を摑つかまれて身体を引けない。

　これは不味まずい、さすがの俺でも嫌な感じがする。

「すいませんが、放してもらえますか？」

　俺は頭半分くらい大きい相手を睨にらみながら、硬い声を出す。

「お前は、まだ番はいないだろう」

　相手は真剣な顔で、俺の腕を引き寄せながら話しかけて来る。これは本格的に不味いやつだ。

「放せって言ってるだろう！　言葉が通じないのかよ、良い加減にしろよ！」

　俺は叫ぶ様に言って、痛むのも気にせず腕を無理やり引き抜こうとした。

　その瞬間、灰色のシルエットが目前から消えた。何かがぶつかって倒れる大きな音がする。

　俺は驚いて瞬きを繰り返し、外れた腕を眺めた。

　安心する香りに我に返り目の前を見ると、タイラーの背中しか見えない。

「こいつに何をしている！　バルテシオンはいない。帰れ」

　タイラーの怒りを押し殺した様な声が聞こえてくる。喉のどからは『ガルル』と唸うなり声も鳴っている。

　どうやらタイラーが、張り倒すか何かした様だ。

「……そういう事か。悪かったな」

　灰色のオオカミ獣人はそう言うと、何度もこちらを振り返る気配を見せながらも、去って行った様だ。

　タイラーは苦い表情をしながらも、

「大丈夫だったか？　何かされなかったか？」

　と言ってくれた。

　俺が『腕を摑まれただけだ』と言うと、袖そでを捲まくって確認する。肘ひじの少し上に、クッキリと赤い手形が残っていた。

　タイラーは更に苦い表情になりながら、『遅くなって悪かった』と小さな声で呟つぶやいた。

　確かに少し怖い思いはしたが、タイラーは十分間に合って助けてくれた。

　感謝の意を瞳ひとみに込めて『ありがとう』と言うと、困った顔で頷うなずいてくれた。







　それから２人でサンドイッチを食べた。

　今日はホロホロ鳥のローストチキンサンドだ。ルッコラもたくさん入っている。

　サンドイッチを半分くらい食べた頃ころ、バルテシオンが帰って来た。

　急患は商人が崩れた積荷に挟まれる事故だったらしい。片脚が取れかけたが、俺が縫い付けてやった、と笑っている。

　俺からすると全然笑えない内容だが、タイラーも笑っているので大事無いのかもしれない。

　獣人は身体が強いのだろうか。事実なら恐るべしである。

　バルテシオンは、俺の食べているサンドイッチをみて目を輝かせる。タイラーはもう綺き麗れいに平らげた後だ。

「昼飯も食べる時間無かったんだよ、一口くれ！」

　バルテシオンがそう言った時には、サンドイッチは彼の手の中にあった。







　ひと息ついたあと、タイラーは、

「前に聞いていたオオカミ族の奴だが、今日も来たぞ。チトセに言い寄っていた。今回は俺が居合わせたからいいが、何かあってからでは遅いんだ」

　と切り出した。バルテシオンは、

「あちゃー、タイミング悪かったな。悪い、会ったら話そうと思っていたんだが。奴やつは買い付けで１年に何度かやってくるんだ。悪い奴じゃないんだよ、ちょっと言葉が足りないが……」

　と言っている。

　そうか、言葉が通じない訳ではなく足りないのか。

　行動と照らし合わせてみると、何となくわかる気がした。

　タイラーは怒りは収まらない様だが、矛先を変え、

「チトセの腕を無理やり摑んで、痣あざを作って行ったぞ。薬を寄越せ」

　とバルテシオンに八つ当たりをしていた。

　タイラーにも思い当たる節があったのだろう。

　バルテシオンは俺の腕を診ると、打ち身の塗り薬を塗ってくれた。

「悪かったな」

　と言っていたが、ニヤニヤした表情では謝罪も締まらない。

　俺にはまだわからないが、種族によって個性とかあるのだろうか。トラ族は個人主義、オオカミは無口、とか……いや団体行動のオオカミ族にそれはないはずだ。

　そのうちに、聞いてみようかと思っていると、

「儂も今日は疲れたから仕事は終わりだ。もう帰っていいぞ、また明後日あさつて頼むな」

　と言われ、診療所を追い出される様に後にした。

　タイラーは『多分飲みに行くんだろう』と笑っていた。

　確かに、達成感のある仕事の後のお酒は美味おいしいはずだ。俺も『そうに違いない』と笑って応えた。







　今日はいつもより帰りが早いので、陽ひが落ちるまでにはまだまだ時間がある。

　灰色のオオカミ獣人の件はあったが、バルテシオンの反応からすると、きっと大した事にはならないだろう。

　気分転換の為ためにも、帰り道、少し遠回りをして肉屋に買い物に行く事にした。

　こちらに来てから肉の消費量が想像を遥はるかに超えていて、俺もこちらの食生活に馴な染じんで来ていると思う。

　賑にぎわった店内には色々な種類の肉が積まれており、塊で売れて行く。俺達もタイラーが好きだと言う、ブロ鹿の塊肉を購入した。前にキャンプで料理した鹿に似た動物だそうだ。クレソンがまだあるので合わせて食べると良いだろう。

　考えながら帰りの道を歩いていくと、どこからか視線を感じる。誰だれだろうと振り返るが、見当たらない。

　最近こんな事が増えた気がする。

　足が止まっていた様で、タイラーが数歩前で歩みを待ってくれている。

　タイラーが右腕を持ち上げて、手の平を上に向けた。

　俺はその手の平をジッと見詰めていたが、手を繫つなごうとしてくれていると気がつく。

　彼の顔を仰ぎ見るが、逆光でよく見えない。

　俺は眩まぶしさに目を細めて近づいて、彼の手に俺の手を乗せる。摑む手は力強くて、俺を何事からも守ってくれるだろう。

　……守ってもらうなんて、少し前まで考えた事も無かったのに、今では心ここ地ち良くすら感じている。

　変換期の熱を出した頃からだろうか、俺は確かに変わってきている。肉体的にも、精神的にも。

　自分が自分で無くなる様で、この変化を少し怖くも感じている。でも、昔の自分のままである必要があるのだろうか？

　俺はもう人ではないのだから。
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　夕食の後、暖炉の前でヌイグルミをお腹なかに載せて、タイラーの膝ひざ枕まくらでうとうとしていた。

　タイラーが優しい手つきで身体からだを撫なぜてくれている。

「チトセ、いいか？」

　タイラーが話しかけてきたが、俺は何がいいのかわからずに『ん？』と答えてぼんやりと何だろうかと考える。

　すると彼は膝ひざから俺の頭を外し、俺の横に身体を寄せてきた。

　温かい身体に気分が良くなるが、身体を撫ぜる手の動きに変化を感じて、薄く目を開く。

　タイラーが、熱い瞳でこちらを見ている。

　彼の手が俺の上着の中に入り、身体の線をなぞる様に上がってきた。

　そのまま上着を脱がされて、直接肌に口付けられながら、下した穿ばきにも手が掛けられる。

　生まれたままの姿になった俺は、正常に働かない頭のまま、彼が俺を怖がらせない様にか、ゆるりとした動作で自分の服を脱ぎ捨てるのを眺めた。

　タイラーの割れた腹筋、分厚い胸板、太い上腕、順番に逞たくましい上半身が露わになってくる。

　俺の目は彼のその美しい身体に釘くぎ付づけになり、気づけば厚い胸筋に手の平を当てて、感触を楽しんでいた。

　彼は擽くすぐったそうに小さく笑うと、俺の太ふと腿ももに手を掛けて開き、そこに身体を入れて俺の方に倒れてきた。

　大きな掌で俺の雄や双球全すべてを包んで優しく揉もみ、胸の頂きに舌を這はわせる。

　彼の舌は美味しいものでも舐なめるように俺の胸全体を余すところなく濡ぬらし、徐々に徐々に下腹部まで降りてきた。

　既に芯しんを持った俺の雄を下から上まで舐め上げて、太腿を両手で持ち上げると、その奥の狭はざ間ままで舌を伸ばした。

　俺はそこで漸ようやく彼の意図に気づき、

「あっ、タイラー、そこは、あっ、だめだよ、きたないから……」

　羞しゆう恥ちに泣きそうになりながらお願いしても、鼻を擦り付けて匂においを嗅かぎ、甘く囁ささやいてくる。

「汚くない、綺麗だよ。ほら、チトセはこんな場所まで美しい。ああ……、なんて綺麗なんだ」

　双球から、後ろの孔あなまでを何度も何度もふやけそうになるまで舐めてゆく。

　まるでそこだけ微温ぬるま湯ゆに浸った様に濡れて、段々と孔までがほぐれてゆく様に感じる程に。

　時間の流れが曖あい昧まいになるくらいの口こう淫いんを受けながら、ただ荒く息を繰り返す。

　タイラーの片手が太腿から臀でん部ぶに移り、親指で濡れた孔の入口を押す様に撫なでている。

　狭間を味わう様に舐めていた舌は、双球を舐め、竿さおも下から舐め上げた。

　亀頭から滲にじむ透明の液体も余すことなく舐め尽くすと、口の中に溜たまった唾だ液えきごと含んでいく。

　トロトロになるまで溶かされた俺の下半身はもう、どこから快感が上がって来ているのかさえ曖昧で、いつの間にか親指を孔に挿入されている事にも気づけない。

「アッ、アッ、そんな、ああ……」

　俺の口からは意味のない言葉が漏れているだけだ。

　熱く潤ったタイラーの咥こう内ないで舌を巻きつけられ、内頰で吸う様に締め付けられ、グチュッグチュッと響くいやらしい音に、聴覚までが犯されていく。

　初めは挿し入れられていただけの親指も、孔内を広げる様な動きで抜き挿しをされ、既に内側の快感をも感じている。

　急速に射精感が腰に集まって、俺の内うち腿ももが引ひき攣つる様に固くなる。

「あっ、タイラー、来る、なんか来るよ！」

　俺が叫ぶ様に言うと、タイラーの口淫のスピードが上がった。

「いく、いく、アアッ！」

　俺は凄すさまじい解放感に、一瞬意識が飛んだ。

　フラつく頭を持ち上げると、俺に未いまだ舌を絡ませているタイラーが目に入る。

　名残惜しそうに柔らかくなった俺の雄を口から放すと、少し厚いその唇を濡らす液体を舌で舐め取る。

　彼は絨じゆう毯たんに降ろした俺の肢体をじっくり眺めた後、抱き上げて俺を風ふ呂ろに連れて行った。
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　風呂場に着くと、タイラーは低めの風呂の椅子に脚を開いて座り、それを跨またぐ様に座らされる。

「首に摑つかまって」

　と言われるが、開脚した状態で足も床に着かず、縋すがり付く他に身体を支える術は無い。

　不安定な体勢に落ち着かず、

「タイラー、何するの？」

　と、俺が恐々と尋ねると、

「チトセと一緒に俺も気持ち良くなりたいんだ。怖くないよ、俺に摑まってて。チトセもまた気持ち良くなろう？」

　そう甘い声で言いながら、グッと腰を引き寄せると、タイラーの身体に見合ったサイズの雄が押し付けられた。

　タイラーは石せつ鹼けんを２人の間に垂らし、お互いの上半身全体を密着させて泡立てるようにして動かす。

　タイラーの雄と接触した俺の雄がいつの間にか立ち上がると、タイラーの中指が泡でぬかるんだ孔に挿し入れられた。

「タイラー、あっ、あっ……！」

　俺がたまらず声をあげると、タイラーは俺の耳を食はみながら、

「大丈夫、気持ち良くするだけだ。力を抜いていて」

　と言い、指を入れた方の手で俺の尻しりを鷲わし摑づかみにすると、そのまま持ち上げ、指を突き入れる様にして俺の身体を上下させる。

　いつの間にか、指は２本が挿入されているようだ。

　もう片方の手は背中から隙すき間まなく抱きしめ、お互いの身体を擦り合わせた。

「ぁぁぁああ……」

　俺の口はだらしなく開き、飲みきれない唾液が顎あごを伝う。

　身体全体で揉み込む様にする愛あい撫ぶでタイラー自身も感じており、熱い息を吐きながら俺の耳を舐めている。

　彼の息が段々荒くなってくると、それと共に身体を揺らす速度も上がる。

　タイラーが『チトセ！』と小さく叫ぶと同時に、痛い位にギュッと抱き締められる。

　ややあって、腹に温かい物がかかる感覚があった。

　その後も精液を擦り込む様にして、少し萎なえた彼のモノと腹筋で揉まれて、揺すられた俺は少し遅れて果てる。

　達した後もタイラーは、しばらく身体を味わう様に密着させていた。

「チトセが可愛かわいすぎて、直ぐに達してしまった……」

　と言いながら上気した頰で俺の頰を撫でる。

　身体からだに力が入らなくなった俺は、タイラーに甲斐かい甲斐がいしく身体を洗われ、湯に浸つかる。

　その頃ころにはもう、意識が朦もう朧ろうとしてきていたのは仕方がないだろう。

　タイラーが俺を抱き上げるのを、他人ひと事ごとの様に感じながらベッドまで連れて来られる。

　ベッドが大きく軋きしんで、温かく肌触りの良いものが身体を包んだ。頰擦りをしてタイラーの獣身だと感じ、身を擦り寄せてすわりの良い場所を探していると、意識は自然と落ちてゆく。

　今日は泥の様に眠れそうだと、かすかに思った。










　数日後、アシュトンとマーリーンがシュレイクスに到着したと、タイラーに連絡があった。

　２人はキャンプで一緒だったヒョウ族の隊員で、アシュトンは赤黄色の髪、マーリーンは土色の髪をした体格の良い雄の獣人だ。同郷で、行動を同じくしている事が多いらしい。

　まだ任務の通達は無いが、都で暫しばらく待機するそうだ。

　タイラーとも仲が良いらしく、飲みに行こうという話はすぐに決まった。

　夕方陽が落ちきる前に、この間来た隊員行きつけの酒場に足を運ぶ。

　既に奥の方に陣取っていたヒョウ族の２人がこちらに手を振ってきた。

「こっちだ、こっち！」

　アシュトンが叫んでいる。

　俺は２人の顔はわかるが、接点が無かったので殆ほとんど話したことはない。少し緊張感しながら挨あい拶さつすると、笑顔で応えてくれて安心した。

「タイラー元気そうだな。チトセも……なんか、少し雰囲気変わったか？」

　マーリーンがタイラーに挨拶し、俺に視線をスライドさせて首を傾かしげた。

「あ、あの、変換期が終わったから……かな？　多分」

　何故かこの話は照れるので、俺は少し顔を赤くして答えた。

「そうか、おめでとうだな！　しかし、もうすっかりヒョウ族だとわかるな。里はどこなんだ？」

「山奥で、家族だけで住んでいたから、里とか無いんだ。親が亡くなったんで街に出て来ることにしたんだよ」

　バルテシオンに、人から聞かれた時はこう言う様にと教えて貰もらっていた。

「そうか、寂しかったな……今度うちの里に遊びに来るといい。皆歓迎するぞ」

　マーリーンがそう言ってくれる。

　こんな時は細かい事を気にしない獣人達の性質がありがたい。

「しかしタイラーがこの時期に都にいるなんてな、初めてじゃないか？」

　話がタイラーに移って少しホッとする。しかし、この話題も俺的には居い心ごこ地ちが悪い。

「まーねぇ、驚きだよね。いつも雪が無くなるまで山やま籠ごもりだからね。何の心境の変化なんだか」

　アシュトンがニヤニヤして言うが、丁度その時ビールジョッキが運ばれてきたので皆で乾杯をする。

　……この店ルールに感謝である。

　それからは、マーリーンのお姉さんに子供が生まれた話や、アシュトンの恋のお相手の話などを聞いていた。

　どうやらアシュトンとマーリーンは正反対の性格らしく、マーリーンが『番を見つけるまで恋の相手はいらない』と言うと、アシュトンから『真面目まじめか！』とからかわれていた。

　アシュトンは、恋を渡り歩いて本当の相手を見つけるつもりなんだそうだ。彼が『そう言えば』と、思い出した様に、

「サイモンがこっちに来てるらしいな。会ったか？　あいつ……」

　タイラーに尋ねるが、マーリーンに肘ひじで突つつかれて話を途中で止めた。マーリーンの視線が、俺達の背後である入口付近のテーブルに注がれている。

　俺達が振り向いてみると、あの白髪のヒョウ族がいた。

　彼は他の体格の大きい獣人２～３人と来ている様だ。トラ族だろうか。

「あー、いるじゃん。やっぱりねぇ。未練タラタラなんじゃないのー？」

　とアシュトンはジョッキを口に付けタイラーに流し目をした。

　タイラーは『終わった話だ』と申し開きしていたが、前に座った２人が急に静かになる。

　彼らの視線の先を追うと、白髪のヒョウ族の男性が、こちらに近づいて来ているのが見えた。

　彼はタイラーの横に立つと、彼の肩に手を乗せて話しかけてくる。

「お久しぶり、アシュトンにマーリーン。君達も都に来たんだね。最近の里の様子はどう？」

　２人に聞きながらもタイラーを見遣り、

「タイラーはこの間ぶり、かな？　よく会うよねー」

　そう言うが、タイラーの匂においを嗅かぐと顔をしかめる様にして、その後に目を細めて笑顔を作る。

「サイモン、最近こっちに出てきたらしいな。どういった風の吹き回しだ？」

　アシュトンが話しかけると、

「僕もそろそろ相手をね、……ちゃんと番を見つけたいと思ってね。里では難しいからさ」

　タイラーを意味深な表情で見ながら答える。

「ふーん。あいつらは、トラ族か？　お前はトラ族好きだなぁ……」

　アシュトンが揶や揄ゆする様に口にすると、

「強いからね。いいだろ、皆其それ々ぞれ好みはあるんだ。タイラーだってそうだろ？　白いのばっかりじゃないか。好きなんだよ、ね？」

　サイモンは、タイラーの肩の手を肘に置き換えてタイラーの顔を覗のぞき込んだ。

「確かにタイラーの白毛好きは、有名だからな」

　アシュトンが苦笑いした。

　こちらをチラっと見たサイモンは、クスクスと含み笑いをする。

　……俺の黒髪を見て笑っている様だ。

「タイラー、白い髪が好みなの？」

　他人の好みにケチを付ける訳ではないが、白髪好きとは変わった趣味だ。

　俺が自分の黒い前髪を弄いじりなら聞くと、

「いや、違う……探してたんだ、それだけで、白が良いという訳じゃない」

　と言って俺の頭を撫なでるが、腑ふに落おちない答えだ。俯うつむいてジョッキを指で触りながら、もう一度聞いてみる。

「何を探してたの？」

「昔会った人だよ。でも、もう良いんだ」

　タイラーは、穏やかな顔で答えた。

　本当にもうどうでも良い、そんな表情だった。サイモンはタイラーの肩に顎あごを乗せつつ、

「もう良いの？　そろそろ、探してたのは誰か気がついた？　僕達、小さい頃ころに会ってるよね」

　と、此方こちらに挑戦的な表情を向けている。

　サイモンの言いたい事は、俺にもなんとなくわかった気がする。タイラーの表情はこちらからは見え無いが、

「サイモン、少し外で話そう」

　と２人で席を立って行った。

　アシュトンが頭の後ろで腕を組み、椅子に凭もたれて、

「あー、行っちゃったねー。どうすんだろ？」

　と面白そうに言った。この人は不謹慎に違いない。

「タイラーの初恋とかかなぁ？」

　と俺が呟つぶやくと、マーリーンが、

「いや、サイモンは違うよ。その探してる人ってのは詳しくは知らないんだ。タイラーも話さないしな。でも、いつもネコ科の白に近い髪の雄を恋の相手にしているのは確かだ。サイモンだけじゃないからな」

　25年しか生きていない俺からすると、数十年前の恋の相手と聞いても、随分と昔の話であまりピンとこない。

「チトセはタイラーとはどうなのよー？　変換期終わったんだっけ？　でもまだ早いのかな……。でもサイモンはなぁ、どーだろ？」

　俺はアシュトンに『俺は２５０歳前後らしい』と言おうと思ったが、詳細を聞かれても上手うまく説明できる自信が無い。

　どう話すか迷っていると、マーリーンが、

「ゆっくりでいいんじゃないか？　タイラーにも考えがあるんだろうしな」

　と俺を見て微笑ほほえんでくれた。アシュトンはまだ聞き足りなそうにしていたが、マーリーンに窘たしなめられてぶすくれた顔をしている。

　タイラーと俺の関係も、どう説明して良いかわからない。

　タイラーは最初から優しいし、今では身体からだを触れ合う関係でもあるが、こちらで言う恋の相手に相当するのだろうか？

　流石さすがに精通の手て解ほどきでは無いと、誤解は解けているはずだが……自分でも計りかねているのだ。

　そうこうしているうちに、タイラーが１人で席に戻ってきた。

「あれ？　１人？　話は終わったんだ？」

　アシュトンがニヤニヤと笑う。

「ああ、また話す機会は有るかもしれないが。今は此方に居を移したらしいからな」

　タイラーが落ち着いた声で言った。

　マーリーンが、店員に飲み物を注文している。

　４人で『仕切り直しだ』と言って再び乾杯をした。

　まだまだ飲むというアシュトンとマーリーンを残して、俺達は一足先に家路に就いた。

　タイラーは何か考え込んでいる様子で、俺達に会話は無い。

　俺はユラユラとする自分の足元に、そこはかとない不安を感じていた。







　その晩は『先に寝ていてくれ』と言われて、風ふ呂ろの後に独りでベッドに入った。

　タイラーは暖炉の前で、独りで遅くまで葡ぶ萄どう酒を飲んでいた様だ。

　あの時サイモンと、２人でどんな話をしたか俺は知らない。

　タイラーが今何を考えているか、俺にはわからない事が恐かった。
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　バルテシオンの診療所の仕事にも段々と慣れてきた。

　相変わらず本の整理は終わらないが、バルテシオンもゆっくりで良いと言ってくれているし、最近は薬草の調合の手伝いも始めている。

　診療所のご近所との付き合いも増えて、特に子育ての終わった雌の獣人達が差し入れを持って来てくれたりと可愛かわいがってくれている。ある日、バルテシオンがいない時を狙ねらって求愛に来た雄を追払ってくれてからは、何くれと気に掛けてくれている様でありがたい。

　あの灰色のオオカミ族の獣人も、最近は不審者を撃退する側になってくれている。

　バルテシオンの言う通り、言葉が足りないだけで良い人なんだろう。いつもバルテシオンが留守の時に現れて、黙って入口に立ち、彼の帰りを待ってから薬を買って帰って行く。







　俺がシュレイクスでの生活に慣れて来るにつれ、タイラーが隊の仕事に出掛ける事も多くなった。

　それにつき、不在も増える。

　相変わらず俺へのブラッシングには余念がないし、寝る時は抱きしめてくれる。

　しかし、少しの変化が、俺を心細くさせていた。
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　その日は隊の仕事でタイラーのお迎えが無く、俺は独りで家までの道を歩いていた。

　お昼のサンドイッチを包む油紙がそろそろ無いはず、と買いに寄ろうとしていた時だ。

「ねえ、ちょっと。黒髪のヒョウ族さん」

　背後から声をかけられた。

　振り向くと、白髪のヒョウ族、サイモンだった。

「……何か御用でしょうか」

　俺が固い表情で返事をすると、

「用っていうか……ふうん。タイラーは良くしてくれてる？」

　俺の匂においを嗅かいで、嘲あざけるような顔で笑って言う。

「あなたには、関係ないと思います。ご用件は何でしょうか」

「いや、彼がお世話になってるみたいだったからね、余計な心配だったみたいだけど」

「どういう意味ですか？」

「またそのうち会うだろうから、タイラーを宜しくね。黒ヒョウさん」

　鼻歌を歌いながら去って行った。

　鼻で笑った、今。間違いなく。もの凄すごく感じが悪い。

　何故か俺の事を黒ヒョウだと思っている様だった。

　確かに獣人は、人身の髪の色が獣身時の体毛に近い色をしている事が多い。

　すると彼は白いヒョウなのだろうか。珍しいがあり得なくはない、か。

　何にせよ、自分には関係ない話だ。

　俺は買い物をすべく、直ぐに踵きびすを返した。







　夕食の時間、サイモンに話しかけられた事をタイラーに話した。

　タイラーに一部始終を伝えると、少し考えていたが眉み間けんに皺しわを寄せて、

「悪かったな、嫌な思いさせたか？　サイモンは、40～50年ほど前の一時期の相手だったんだ。恋と言ってもな……チトセは気にしなくてもいい。昔の話なんだ。今も、これからもない」

　とフォークの先を見つめながら言った。

「俺はさ、正直、何十年前とか言われてもさ、25年しか生きてないからわからない。ただ、はじめにタイラーの口から聞きたかったな。俺に話す事じゃないと思うなら仕方ないけど」

　どうして、こんな嫌な言い方しか出来ないんだろう。自分が嫌になる。

「そうじゃない、チトセ。嫌な思いをさせたなら謝る」

「いいんだ、謝る必要はないよ。タイラーは何も悪くないだろ」

　俺は食欲が無くなり、席を立とうとした。タイラーは、俺の腕を摑つかんで、

「チトセ、聞いてくれ。今までの相手は、恋の相手と言ってもただその時だけの相手だ。サイモンもそうだ、関係ない。これからを考えた相手は、１人もいなかったんだ」

　訴える様に言い募る。俺は小さく頷うなずいて、風ふ呂ろ場ばに行った。服を脱ぎ捨てると、まだ冷たい浴槽の水を浴びる。

　こんなに悶もん々もんとするやりきれない想おもいは人生で初めてで、自分でこの感情をどう処理していいかわからない。

　タイラーが終わった話と言うからには、きっと終わった話なのだ。

　俺が、割り切れないだけ。それだけだ。

　ひとしきり冷たい水を浴び頭を冷やすと、身体からだを拭ふいて暖炉の前に腰を下ろした。

　直ぐにタイラーが背中から抱き締めてくる。暖炉の火を眺めながら、

「俺、関係なくないよね？」

　と呟つぶやくと、タイラーは、

「うん。チトセは関係なくない。……悪かった」

　と言ってくれた。少し目頭が熱くなる。

「身体が冷えてる。もしかして水でも浴びたのか？　だめだよ……、後で熱い風呂に入ろう？」

　俺は視界が滲にじむのを、ただ炎を見つめてやり過ごす。暫しばらく、暖炉の前でそうしていた。
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　タイラーに隊の招集がかかった。シュレイクスから少し南の街で、雪解け水による濁流により橋が流れ、改修工事が行われるらしい。

　朝食を摂りながら工事の内容などを聞いていたが、任期が２～３ヶ月にわたるとの事で、タイラーが参加を渋っているのだ。

「ねえタイラー、俺は大丈夫だよ？」

　バルテシオンの所で薬草の勉強に通う事を告げて、１人にならない様に努めると約束する。俺もタイラーの負担になりたくはない。

「……わかった。10日に一度は帰ってこられるはずだ。心細い思いをさせるかもしれないが、ここで待っていてくれ。ホセも参加するが、マイカはシュレイクスに残るはずだ。何があれは、バルテシオンかマイカを頼るんだよ？　いいね？」

　タイラーはよほど心配な様子で、何度も言い含める様に言う。

　……過保護はまだ卒業していないらしい。

　出発は明日と急なのだが、緊急事態なので止やむを得ないだろう。

　今回はドミニク率いるライオン族の雌雄混合隊と、丁度シュレイクスに滞在しているタイラー、アシュトン、マーリーンと他に何名か、それとホセが任務に当たる。

　それと、現地でクマ族の隊とも合流するらしい。

　今は、人族の大陸に近い海岸線にはオオカミ族、シャチ族、ワニ族が警備に当たっているそうなので、部隊は大忙しだ。

　人族の侵略が拡大すれば、他からも駆り出される可能性もある。

　今日は夕食にタイラーの好物を作って、英気を養って貰もらおうと考える。

　いつも通り俺を診療所に送ってくれると、後ろ髪を引かれる様に、隊に遠征の準備に出掛けて行った。

　バルテシオンに、暫くタイラーが不在になると伝えたところ、

「そうか、それならチトセの言う通り、時間がある時はここに来るといい。だいぶ文字もわかってきた様だし、薬の調合も覚えていくといいだろう。昼メシは２人分持って来てくれると、尚なお良し、だ！」

　とカッカッカといつもの様に笑って言ってくれた。
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　夕飯にビフカツを作るとタイラーは大層ご満悦の様子だったが、明日から俺の食事が食べられなくなると言い、直ぐに悲しげな表情になった。

　明日はお昼のランチボックスを持って行って貰おう。朝食にも力を入れようと、夕飯後に下した拵ごしらえをした。







　２人で風呂を使うと、ホカホカしたまま壁にもたれて水を飲んだ。

　染み渡る様で、とても美味おいしい。

　タイラーは俺の額に額をコツンと当てると、

「離れたくない。心配だ」

　と眉まゆ尻じりを下げて寂しげに言う。

　サイモンの件から、彼の態度は慎重だ。

　俺はタイラーに抱きついて、大丈夫だと全身で伝えた。

　こんなに心配してくれているが、本当なら俺の方が心配をするべきだろう。

　タイラーは俺の髪の匂においを嗅いで、大きい布を羽織っただけの俺の鎖骨を優しく嚙かんだ。

　その後も、肩から胸、胸から腹、と柔やわく歯型を残しては舐なめ、中心に向かう。

「んっ、んっ、ん」

　その度に俺の口からは抑えきれない声が漏れた。タイラーの温かい手の平も全身を這はう。

「チトセ、寂しくならない様にたくさん触らせて。俺の跡を付けたいんだ」

　そう言うタイラーがどういう気持ちで触れてくるのか、ハッキリと俺にはわかっていない。

　しかし、それを確認してしまうのは少し怖いと感じている。

　流されている訳ではないと、完全には言い切れない。だが、彼に触られるのは嫌いではない、むしろ喜びさえ覚えてしまうのだ。

　彼は膝ひざを突き、薄い下生えに鼻を入れ、大きく息を吸い満足げに微笑ほほえむと、俺の雄にも鼻を付けながら付け根からチロチロと舐め上げる。

　俺の位置から彼の口元がイヤらしく動くのが見え、壁に爪を立てて必死に快感を逃した。

　俺の雄が腹に付くほど立ち上がる頃ころ、片脚をタイラーの肩に掛けさせ、奥の隘あい路ろまで舌を伸ばす。

「あっ、タイラー、そこは……」

　俺の言葉など聞こえないような素振りで、双丘をグッと両手で開き、孔に舌をねじ込む様に動かして中まで濡ぬらして来る。

　彼の分厚く感じる舌が孔を出入りする感覚に、肌が粟あわ立だつのがわかる。いつの間にか、舌と一緒に両手の親指まで挿し入れられており、指を開いて広げると、更に奥まで腔内を舐め上げた。

「うっ、うっ、だめ、だめだよ、タイラー。そんなとこ、だめだよ。お願い」

　俺が音を上げると、両指をゆっくりと抜いて、手を臀でん部ぶの後ろに回し、尻しりの肉を揉もむ様にして摑んだ。

　一度俺の顔を見遣ると、目を合わせたまま陰茎を口に含んでいく。

「タイラー、タイラー、ああっ！」

　俺が彼の髪を摑つかむと、俺の腰を引き寄せながら、喉のどまで使い一気に口中に収めた。

　口を窄つぼめて内頰を使い、ジュッジュッと音を立てスライドさせて、激しく抜き差しを繰り返す。

　尻を揉んでいた両手は、柔らかくなった後孔に、気がつかないようにゆっくりと両薬指を入れていた。

　押し開く様に動かしたり、内壁を擦る様に触ったりと予想出来ない動きで下半身がグチャグチャに溶かされていく。

　脚がガクガクと震え自力では立っていられず、タイラーの頭に置いた両手と、壁に付いた背中だけで体重を支える事になってしまう。彼の両薬指が更に深く胎内に刺さり、搔かき回まわされる。

「あうっ、あうっ、ぁぁぁ……」

　俺は歯を食いしばり、最早嗚お咽えつにしか聞こえない喘あえぎを繰り返した。

「タイラー、タイラー、ああっ、イッちゃう、イッちゃう、もう、……アアッ！　アー!!」

　俺の腰が小さく痙けい攣れんを起こす。放出の最中にも口こう淫いんは続き、俺は悲鳴をあげながら長い絶頂を味わった。

　タイラーは全すべてを飲み干して、陰茎を綺き麗れいに舐め清めると、やっと口を離した。

　身体からだの力が抜けた俺を抱き絨じゆう毯たんに連れて行くと、うつ伏せに寝かせる。

　両手で俺の腰を摑み、タイラーの太ふと腿ももで俺の両脚を挟むと、彼の雄を俺の内腿の間に挿し入れた。

　タイラーの熱く濡れた雄が股またの間を行き来する度に、双球から陰茎までを一気に擦っていく。背筋から駆け抜ける様に快感が走り、直ぐに下腹辺りにグルグルと渦巻いてきた。

　上から俺の孔口に唾だ液えきを垂らすと、両手の親指を付け根まで挿入し、指を折って内壁を探る。

「あっ、なに、なに？　ああっ、何してるの？　ウッ！」

　想像していなかった、見えない場所で行われている淫いん行こうに、俺はただ揺さ振られて、快感に喘ぐことしか出来ない。

「チトセっ、チトセっ！」

　タイラーは俺の名を抑えた声で叫びながら、腰の振りを激しくしていく。

　俺は再び、長く痺しびれる様な絶頂を迎えていた。

「アアーッ、アアーッ！」

　俺の口から叫び声が出る頃、股の間から彼の雄を抜き、後孔にもう一本指を入れ大きく開くと、尿道口を当てた。

　俺は自分の孔口に熱く湿った何かが押し当てられ、次の瞬間に胎壁に熱い液体が打ち付けられるのを感じた。

　注がれてゆく液体は俺の胎内の奥まで入り、下腹が張って来る。

　ハァ、と後ろから溜ため息いきが聞こえてきた。

　だらしなく口を開いているだろう、俺の孔口にタイラーの親指が触れる。

　段々と、皺しわが引き絞られていき、孔が元の密ひそやかさを取り戻すまで、親指は優しく撫なぜていた。

　支えていた腕を失った俺は、ゆっくりと地面に崩れ落ちる。

「身体は拭ふいておくから、風呂にはなるべく入らないで。ね？」

　タイラーが耳許で囁ささやく。

　既に意識の落ちかけていた俺は頷うなずく事で精一杯だったが、それすら出来ていたかも定かではない。

　ただ、音の無い世界に沈み込んだ。
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　目覚めると、身体が熱い何かで締め付けられて身動きが出来なかった。

　驚いて身み動じろぐと、更に締め付けが強くなる。

　全裸のタイラーに抱き締められている様だ。ご丁寧に、脚までホールドされている。

　俺はタイラーの太い腕をペシペシ叩たたいて、

「タイラー、タイラー！　起きろ！　放せ！」

　と耳許で小さめに叫ぶ。

　タイラーは『ん？』と言いながら、薄く眼めを開けた。

　俺が一生懸命に苦しいと訴えると、やっと身体を解いてくれた。

　仰向けに寝転がった彼は、蕩とろける様に微笑んで目を細めてこちらを見ている。

　何故かイラつく。どうしてだろうか。

　俺はタイラーを置いて、階段を降りた。

　顔を洗って鏡を見ると、身体中に嚙み跡と鬱うつ血けつ痕こんが残っているのを見つけた。

　全部服を着たら見えない場所なのは確信犯に違いないだろう。

　文句を言いたいところだが、出掛けの朝に小言を言いたくはない。諦あきらめの境地で朝食の支度に取り掛かった。
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　タイラーが２階から降りてくる。もう出立の準備も万端の様だ。

　これから暫しばらくこんな朝も迎えられないと思うと、急に薄寂しい気持ちに襲われる。

　タイラーに背を向け、出来るだけ元気な声を出した。

「朝ご飯の準備は出来てるよ！　席に着いてー」

　朝食は、ベーコンとチーズオムレツにバタートースト、それにカボチャのポタージュスープだ。今朝けさは大量に用意した。

　タイラーは、眼を輝かせてテーブルに着いてくれた。

　凄すごいスピードで口に運んではいるが、食べ方は思うより綺麗だ。カボチャのスープを飲んで『美味おいしい』と微笑ほほえんでくれる。

　幸せな食卓の景け色しきだ。

　朝食の後は絨毯の上に座らされてブラッシングを受けた。いつもより入念で、真剣な顔をしていた。

　髪の手入れが終わると、後ろから抱き締めて髪の香りを嗅かいでくる。俺はジッと彼の体温を背中に感じていた。

　準備が整うと荷物を持って玄関で立ち止まり、

「じゃあ、行ってくる。なるべく早く一度戻ってくるから。本当に困ったら、マイカに飛んでもらえばいい。２日で戻れる」

「うん。でも何もないように気をつける。タイラーも怪け我がに気をつけて」

　タイラーは別れを惜しんで出掛けるのを躊ちゆう躇ちよしている。

「これ！　途中で食べて。たくさん作り過ぎたけど大丈夫だよね。ホセさんとかと食べて。行ってらっしゃい」

　とサンドイッチの詰め合わせを渡すと、タイラーは嬉うれしそうに微笑んだ。扉を開けて彼を送り出す。

「ここでいい。行ってくる」

　途中まで送ろうとした俺にタイラーは言う。

「気をつけて！　無理するなよ！」

　タイラーは何度も振り返り手を振ってくれた。

　俺も、彼の背中が見えなくなっても手を振っていた。
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　タイラーの居ない部屋は広くて静かだ。

　俺はたくさん作り過ぎたサンドイッチの残りを持って診療所に顔を出した。

「おーう。今日は今までになく凄いな、タイラーの匂においがプンプンするぞ。あいつ、余程心配なんだな？」

　といやらしい表情で笑う。

　タイラーの匂い？　俺は自分の身体からだを嗅いで、はたと気がついた。

　それは、もしかして、俺の身体からタイラーの体液の匂いがするという事だろうか。

　俺はそう思い当たると、顔が発火しそうに熱くなった。

「こりゃ、そろそろ話しとかなきゃイカンかったかな。獣人の習性だ、恥ずかしがる事ないぞ」

　そう言ってバルテシオンが教えてくれた内容は、俺が日本の保健体育で習った物とはだいぶ違っていた。要約すると、こうだ。

　獣人は、恋の相手や番が出来ると、相手の身体に自分の体液を残す習性がある。

　唾液であったり精液であったり色々だが、身体を舐なめたり、口から摂取したり、性交から胎内に残したりと、様々な形で行う。

　種族により、嗅きゆう覚かく、体臭の強さ、執着度合いなどからも影響を受け、程度は変わる。

　雄同士の場合は特に、子供を生む雄の身体に精液を残す事で、長い時間をかけ、妊娠可能な身体に変化させて行く為ためにも行われる。

　子を生すには、何年も定期的に摂取を必要とすることが多い。

　番同士では、お互いの魔力を融合させる事によって親和性も高まり、低い側の能力が上がる事もある。

　寿命が長い方に近づく事も稀まれにあるらしい。

「ほら、雄の性器の形を考えてみろ、カリが張ってるだろ？　あれはな、先に入っている他の雄の精液を搔かき出すようになってるんだ。で、代わりに相手の腹に自分の精液を吸収させるんだよ。ま、そうじゃなくてもマーキングの意味もあるんだ。強い雄の匂においがプンプンする相手には、なかなか手を出す奴やつはいない。だろ？」

　……なかなかに強烈な習性だ。

　最近よく身体を嗅がれる事があったのはこの事か、と気がついた。タイラーが風ふ呂ろに入らないで、と言っていた理由にも。

　思い当たる事がたくさんあり過ぎる。

　これではプライベートが丸裸で困る事はないのだろうか。

　今ばっかりは獣人の大らかさが恨めしい。俺は俯うつむいて溜ため息いきを吐くしかなかった。

　目の裏に、昨晩のタイラーが思い出されて顔の赤みが引く気がしない。困った。

　しかし、タイラーが俺に匂い付けをして行ったという事実に、密やかな充足感を感じてしまう。

『関係なくない』

　彼はそう言ってくれたのだ。

　２人の関係がこれからどうなるかはわからない。

　でも、タイラーは俺を傷付ける事はしないはずだ。今は、それだけは信じられた。
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　それからは毎日、診療所で薬草の種類や薬の調合をバルテシオンから習っていた。

　打撲、切傷、解熱、化か膿のう止どめ、他には二日ふつか酔よいなど、日常生活で消耗の激しい薬は１人でも調薬出来る様になった。

　こちらの薬草の効能は著しく高く、かなりの効果が見込める事には驚かされた。獣人の強健な肉体と合わされば、これで殆ほとんどは治ってしまうのではと思う。

　獣人には、先天的な物以外の内臓疾患が何故か少ないのだ。これは変体を繰り返す事による魔力の循環が影響しているのでは、と俺は考えている。

　いつか、薬草を摘みに行ってみたい。自分で摘んだ薬草で薬剤を調合してみたい、心の中にそんな思いを馳はせていた。










　そんなある日、診療所でいつも通り留守番をしながら本の整理をしていると、入口に気配を感じた。

「すまん、隊の者だが、こちらにチトセというヒョウ族はいるか」

　黒髪のヒョウ族でかなり大柄だ。肌が焼けて浅黒く筋肉隆々、眼光も鋭くかなり威圧感がある。大体４００～４５０歳位だろうか。

　外にもう１人いる気配がするが入ってこない。

「……何か御用でしょうか」

「お前がチトセか。隊の本部に来てもらう。こちらへ来い」

　随分と高飛車な物言いで、彼の容姿と相まって高圧的に感じる。俺はこの獣人を知らない。

「それは強制ですか、任意ですか」

「は？」

　あ、これは違う。日本の警察に聞く質問だ。

「私は今、この診療所の留守を預かっています。給金を頂いて働いてる責任がありますので、ここを離れる訳にはいきません」

　当たり前の事だが、一応説明してみる。わかってくれるだろうか。

「隊に、身元不明のヒョウ族を保護したと報告があった。事情を聞く」

　俺がシュレイクスに来てから、２ヶ月以上経たっているはずだ。今さらだし、隊は有志の選抜で成り立っていて義務は発生しないはずだ。特に俺はどこの郷にも属していない。

「随分と遅い対応ですね。それで何か緊急を要する事が？」

　あ、これ嫌味に聞こえてしまったかもしれない。

　彼の目が釣り上がるのがわかる。

「つべこべ言わずに今すぐ来い。話を聞くだけだ！」

　イラついた様に大きな声で怒鳴ってくる。

　彼が俺の腕を摑つかもうとしたので、身体を躱かわす。

　そうそう、腕に手の跡を付けられる訳にはいかない。獣人は力が強い自覚が少し足りないんじゃないか。

　これは今行くと不味まずいヤツに違いない。バルテシオンに相談してからにしようと考えて、丁重にお断りする事にする。

「お断りします。ご用件があれば、日時を指定して下さい」

　そんなやり取りをしていると、場違いな笑い声が耳に入ってくる。

「あはっ、あはははは！　ごめん、悪い悪い！　こいつに悪気は無いんだよ～許してやってくれないか？　ププッ！」

　息も絶え絶えに、お腹なかを抱えて笑いながらキラッキラの金髪のヒョウ族が入ってきた。彼もなかなか大柄だか、着き瘦やせするタイプに感じる。顔立ちはかなり整っており、都会的な雰囲気だ。

　先程から、外に感じていた気配は彼のものだろう。暫しばらくヒーヒー言っていたが、落ち着くと、

「……すまない。隊からお迎えにきたんだ。遅くなったのは、ちょっとこちらの事情でね、悪かった。一緒に来てもらえると嬉うれしいんだが」

　優しい笑顔でお願いされたが、絆ほだされる訳にはいかない。バルテシオンに相談が必要だ。

「先程お話しした様に、今は無理です。診療所の医師が帰り次第、相談します」

「では、待たせて貰もらってもいいかな？」

「こちらには患者さんもいらっしゃいますので、２時過ぎに出直して頂いてよろしいですか？　その頃ころには、帰ってくる予定ですので」

「わかった。ではその頃また来る」

　金髪が言うと、黒髪が一歩まえに出て来た。また俺は身体からだを躱す。

「おいっ、今連れて行けばいいだろう。逃げられるかもしれん！」

　黒髪がなおも言い募るのを往いなしながら金髪は言った。

「それでは後程また。……おい、黙れ！　出ろ！」

　後半は黒髪に対してだ。２人は出ては行ったが、きっと外で様子を窺うかがっている筈はずだ。

　バルテシオンの帰りまで、あと１時間位だろうか。俺は窓の外の太陽の位置を見ながら思った。







「おーい、チトセ！　儂わしの分の昼メシはあるかー？」

　バルテシオンが戻って来た様だ。俺はサンドイッチを渡しながら、小声で迅速に先程の２人組の事を話す。多分外にいる事も。

　バルテシオンは、サンドイッチに齧かじり付きながらも、

「それなら儂も一緒に行こう。何を聞かれるかわからんからな」

　と言ってくれた。

「本当なら真実を話してもいいんだがな、秘術の話があるから不味いだろう。まず信じて貰えんだろうし、『やってみろ』とか言われないとも限らん。儂が話してやるから、大人しくしてるといい。隊には知り合いも多いから大丈夫だろう」

　指に付いたサンドイッチのソースを舐なめながら、真面目まじめな顔をした。外から２人組の気配が近づいて来るのを感じる。

　何の目的で、何を聞かれるのか。

　まだ人族のスパイを疑われているのだろうか。俺は不安で、手の平を強く握り締めていた。







　隊員のヒョウ族の２人組に連れられて、バルテシオンと共に隊本部に向かう。

　バルテシオンが一緒に行く事も、思ったより呆あつ気けなく承諾された。

「あれが、詰所だよ。俺は普段あそこにいるから、いつでも来てくれていい」

　バルテシオン越しに金髪が話しかけてくる。この金髪は、当たりが柔らかいが、それだけではなさそうだ。

「チトセは詰所は知っているよな？　都に来てだいぶ経つからな」

　途中何かと俺に話しかけてくるのを、バルテシオンが対応してくれている。ありがたい。

　黒髪は黙っており、たまにこちらの様子をチラチラと見ているだけだ。







　本部は、この辺りでは珍しい石造りの３階建の建物だった。俺達は２階の会議室の様な部屋に通される。

　椅子に座る様に促されると、金髪が出て行き、黒髪と俺達の３人になった。

「チトセ、多分事情を聞きたいだけだ。すぐに帰れる」

　表情の固い俺に、バルテシオンが気を遣ってくれている。

　部屋の外に何人かの気配がして、扉の開く音がした。

「すまないね、急に呼び出して」

　入って来たのは、暗い金髪のライオン族と金茶色の髪のヒョウ族、２人共に５００～６００歳位だろうか。

　もう１人は、黒髪で不思議な顔立ちをした４００歳位のヒョウ族、それと先程の金髪のヒョウ族、全員雄の獣人だ。

　俺は新しく部屋に入ってきた黒髪のヒョウ族から目が離せなくなる。何故か既視感があるのだ。

　……そうだ、東洋系の顔立ちなのだ。久方ぶりに目にした気がする。俺は納得して、視線を離した。

「今日来て貰ったのは他でも無い。トラ族のスタークから任務中に君を保護したと報告を受けていてね。問題無いとの事だったのでそのままにしていたのだが、その報告を読んだヒョウ族の長から、君と会いたいと依頼があったのだ」

　ライオン族の男性が言う。

「申し遅れた、私はライオン族の長をしているゲザー・ドルスト、こちらはヒョウ族の長おさのアルスト・リガード、向こうはヒョウ族のアイゼン・ゴドーだ。迎えに行った２人は知っているね？」

「いえ、存じ上げません」

「……お前達、名乗りもしなかったのか。召喚に応じて貰えなくて当然だろう。済まなかったね、失礼を詫わびさせて貰う。お前達２人は、ここまででいい」

　ライオン族のゲザー氏は礼儀正しく接してくれた。

　迎えに来た２人が退出するのを見て、俺は名乗る事にした。

「私は、チトセ・カガです」

「チトセか、よろしく頼む。バルテシオン、久しいな。息災そうで何より」

「久しぶりだなゲザー、それにアルストも」

　バルテシオンとも旧知の様子だ。

「それでだな、今日はどういった用件なんだ？　いきなり来て強引に連れて行かれそうになったとかで、チトセが怯おびえていたぞ」

　笑いながらバルテシオンは言うが、新しく紹介されたヒョウ族はこちらをジッと見つめている。

「済まないな、バルテシオン。気になる事があって、彼に会っておかねばと思ってな。聞いてもいいかな、チトセ」

「それでは、私から。よろしいか」

　アルスト氏が切り出した。

　バルテシオンを見遣ると頷うなずいたので、アルスト氏に視線を移した。

「報告書によると、ババル山の近くで君を保護したとあるが間違いないか？」

「はい。多分そうです」

「報告書には25歳とあったが、君を見ると２００歳は超えている様に見える。何故なぜかな」

「それには彼を診察した儂が答えよう。チトセから聞いたのだが、どうやら事故に遭い、25年間程の記憶しかないらしい。身体は２５０歳程度で、体調に問題は無い。しかし、かなりの記憶が曖あい昧まいになっているので、答えられる事は多くないかもしれん」

「そうか。親はいないとあるが、その事故の際に亡くなったのか？」

「はい、そうです」

「それまで何処に住んでいたのか、どのような事故で、何処で起こったのか詳しく説明して欲しい」

　俺がどう答えるべきか思量していると、今まで黙って聞いていたアイゼン氏が口を開いた。

「私から質問をよろしいか。親の名前を教えて欲しい」

　アルスト氏がアイゼン氏に頷いたのが見えた。

「父親はナオユキ・カガ、母親はナオミです」

「ナオミ……」

「アイゼン。どうだ、聞き覚えはあるか？」

　アルスト氏が真剣な面持ちで聞いた。

「はい、間違いないでしょう。私はナオミという雌にユキヒョウの里で会ったことがあります。生きていれば５００歳位でしょうか。番もユキヒョウ族の雄で間違いありませんが、ナオユキという名だったかは記憶にありません。ナオミは当時孕みごもっていたと記憶しています」

　アイゼン氏はこちらに向き直り、静かな声で俺に聞いた。

「君の親が死んだのは確かなんだな？」

「はい、それは確かです」

「そうか……」

「おい、アルスト、まさかそのヒョウ族は……」

　バルテシオンがアルスト氏に詰問しようと立ち上がりかける。

「アイゼンはヒョウ族とユキヒョウ族の混血だ。母親が雌のユキヒョウ族だった」

　アルスト氏が答えると、ゲザー氏が横で呟つぶやいた。

「そうか……。本当にユキヒョウ族が生き残っていたのだな。アルストから聞いたときはまさかとは思ったが……」

　しばらく沈黙が流れたが、アルスト氏が急に願い出て来た。

「チトセ、獣身になってみてはくれまいか。見てみたいのだ」

「……お断りします。他人の前で裸になる趣味はありませんので」

　俺が冷えた表情で答えると、アルスト氏は急に笑い出した。

「ああ、そうだな、そうだった。ユキヒョウ族はこうでないとな」

「ニールに聞いたが、召喚の際もデレクとやり合って、しかもやり込めたそうだ。見た目に寄らないらしいな」

「ユキヒョウ族は、可愛かわいい外な見りをしているが苛か烈れつな性質たちなんだ。そうだった。いや、懐かしい！」

　まだ笑っている。なんだか感じが悪い。

　ゲザー氏がこちらに水を向ける。

「バルテシオン、チトセはユキヒョウ族で間違い無いな？」

「ああ、俺は獣身を見ていないが、タイラーが確認している、間違い無いだろう」

「タイラー？　トラ族のタイラーか？　保護していると言うのは彼なのか？」

　アルスト氏が驚いた様にこちらを見た。

「はい、タイラー・ヘルムラインさんにお世話になっています」

「そうか……。確かタイラーはヘギュの護岸工事に行っていたな。一度呼び戻そう。もう一度来てもらう事になるがいいか？」

　ゲザー氏が自分の顎あごを撫なぜながらこちらを窺う。

「はい、構いません。タイラーと一緒にという事ですよね？」

「そうだ。よろしく頼む」

　今回で終わりではない様だが、次はタイラーも一緒ならもっと心強い。

　俺とバルテシオンは本部を後にした。帰る間際にアイゼン氏が、

「チトセ、君と話したい。診療所にお邪魔してもいいか」

　と聞いてきたので、バルテシオンを見遣ると、

「儂わしは構わんぞ」

　と言ってくれたので、頷いておく。

　午後の陽射しの中、アイゼン氏の控えめな笑顔が印象に残った。




　　　　＊




「……どう思いました？　彼等、俺がユキヒョウ族だってわかってて確認しに来た様に思えたんですけど……」

「ヒョウ族にとっては念願だったからな。もしかすると捜索はまだ続いていたのかもしれん」

「でも、何でそんなにユキヒョウ族に拘るんでしょうか？」

「ユキヒョウ族は、ヒョウ族と近しいとは言え、独自で長も立ててたはず。与くみする訳ではないんだが……。どうもネコ科大型肉食獣の庇ひ護ご欲をそそる容姿のようだな。あ、拗すねるなよ。実際は、個体数が少なく魔力が強く独特ってのもあるんだろう。そのへんは、アイゼンに聞いてみるのがいいかもしれん」

　バルテシオンと診療所でお茶をしながら話す。

　己の与あずかり知らない所で自分の事を決められるのには、嫌悪感を覚える。そうならない様に警戒するに越した事はない。

　タイラーが出発してから１週間近く経たつはずだ。もうすぐ帰って来るだろう。

　今日の会遇が、今の穏やかな生活を脅かさなければいいのだが。

　……これは、俺自身について知るいい機会なのかもしれない。きっとそうだ。

　今は、そう思う事にした。







　翌日バルテシオンの往診は無く、診療所で薬草の調薬を試していた。

「すまない、チトセはいるか」

　アイゼン氏の声がして、彼が診療所の入口に立っているのが見えた。

「おお、アイゼンだな。いるぞ、おいチトセ！　アイゼンが来たぞ。お茶でも淹れてこっちにこい」

「あ、いやお構いなく」

　アイゼン氏は胸の前で小さく手を振るが、笑ってお茶の準備に向かう。

「はーい。アイゼンさん、今行きますので、少しお待ち下さい」

　俺は薬草茶をポットに入れて、湯ゆ吞のみを３つ用意した。

「お待たせしました」

　俺が顔を出すと、控えめな笑顔で応えてくれた。やはり東洋系の顔は親近感が湧わく。

「昨日きのうは急に呼び立てて済まなかった。長からどうしてもと言われてね。自分としても早めに会っておきたかったのもあって、強く止めなかったんだ。悪かったと思っている」

　申し訳なさそうに言ってくれている。

「いえ、構いません。バルテシオンさんにも同行して頂けましたし。でも、迎えに来た２人のヒョウ族の方には驚きましたけど、正直。特に黒髪の人が」

　俺が素直に答えると、アイゼン氏は眉まゆを下げて苦笑いしながら、

「デレクか……。本当に悪かった。あいつは機微という物に欠けるんだ」

　そう言った。俺も同感の意を表する。

　バルテシオンに勧められて３人で椅子に腰を下ろした。お茶の香りを嗅かいだアイゼン氏が、

「懐かしいな、薬草茶だ。昔、母が好んでいたんだ」

　目を細めて味わってくれている。

　先日、本を見ながら自分で配合したお茶だったので俺も嬉うれしくなった。

「良かった。アイゼンさんのお母様は今はヒョウ族の里に？」

　俺が聞くと、アイゼン氏はお茶を見つめたまま言った。

「いや、１５０年程前に亡くなったんだ。ああ、気にしないでくれ。昔の話だ」

　俺の『やってしまった』感たっぷりの表情を見て、彼は笑って小さく首を振った。

　その後暫しばらくお茶を眺めていたが、目を上げると、

「それで今日お邪魔したのは、話しておきたい事があるからだ。申し訳ないが、チトセと２人で話せないだろうか」

　アイゼン氏が真剣な顔で切り出した。

「いえ、バルテシオンさんには聞いて貰もらいたいです。私の事情は全すべて知っていますので」

　俺がそう答えると、彼は少し考えた後『わかった』と言ってくれた。

「正直に答えて欲しい。私と君だけの話だと約束しよう。記憶が25年分しかないと言っていたが、本当は違う理由ではないか？……記憶はあるのだろう？」

　アイゼンさんはこちらをジッと見つめる。俺がバルテシオンを仰ぐと、頷うなずくのが見えた。

「……はい、違います。でも真実を話しても信じて頂けないと思いまして」

「教えて欲しい。何を聞いても信じると約束する」

　アイゼンさんの真剣な眼まな差ざしに、信じてみようと思った。

「そうですか……わかりました。実は俺にもよくわからないんですが、こことは違う場所にいました。……本当に25年しか生きていないんです。記憶が無いんじゃなく。多分私は、違う世界で生きていました。そこでは寿命がだいたい80歳位でしたので、25歳で私の今の年齢です。ババル山の火山が２５０年前だとすると、こちらの10年であちらの１年の計算になりますね……。実は私もまだ半信半疑なんですが、今ここに居ますので信じる他にない訳です」

　上手うまく説明出来ないのがもどかしい。しかし、自分もよく理解していないのだから仕方がない。

「そうか。やはり……異界渡り、か。どうやってこちらに帰って来たんだ？」

「それもわかりません。でも……向こうでの自分は死んだように思えます」

「時間の流れが違う場所があると聞いた事がある。しかし、秘術を知らないチトセがどうやってこちらへ……」

　アイゼンさんは思索に耽ふける。暫く沈黙が続いたところで、バルテシオンが口火を切った。

「儂からいいかな？　チトセから聞いた話を色々考えてみたんだが……ああ。秘術のことは知っておる。心配ない。チトセは、ババル山の噴火の際に一族の誰かに母と２人で異界に送られた。そして異界の事故で母親が死ぬ時に、チトセをこちらに戻した。そう考えておる。時間差があるんだが、それは異界でのチトセの生命の危機がキッカケになったんだろう。憶測の域を超えんがな」

「……そうでしたか。だいたいの事情はわかりました。異界渡りの秘術に関しては、これからも他言無用でお願いします。使える者は、もうチトセと自分だけでしょうから。ヒョウ族の長にも話していません。誰だれにも知られる訳にはいかないんです」

「でもバルテシオンさんは知っていましたよね、何故なぜ？」

　俺は不思議に思った。

「文献で見た時にはどんな意味の術かわからんかったんだが、チトセから話を聞いた時に思い出したんだ。昔、流れの薬くす師しから聞いたんだよ。異世界に行く術があるとな。子供だった儂わしはお伽とぎ話ばなしだと思っていたんだが」

「流れの薬師ですか……」

「その薬師も６００年前に７００を越しておったからな、もう生きてはいまい」

「そうですね。他にも知っている者がいる可能性は否定できませんが、今考えても答えは出ません。チトセ、今残っているユキヒョウ族の血は私と君だけなんだ。……いきなり出てきた者に急に言われても難しいとは思うが、何かあればいつでも相談して欲しい。出来る限り力になりたいと思っている。チトセの母上とも私は会ったことがあるんだ。母の幼おさな馴な染じみだったが、魔力も強く美しい雌だった。少し君に似ているよ」

　アイゼンさんが真剣な面持ちで俺を見つめて言った。

　正直、両親の事はよく覚えていない。事故の後遺症だろうとは病院で言われていた。

　薄情かもしれないが、あまり興味も持てなかった。そこで俺は改めて気になっていた事を聞いてみる。

「アイゼンさん、番はいらっしゃいますか？」

　急に変わった話題にアイゼンさんは戸惑いながらも、『ああ、いる』と答えてくれた。少し苦笑いだ。

　俺は、嫌な予想が当たったと確信する。

「デレクさん、ですか？　彼は黒ヒョウですよね。どこまでご存知なんでしょうか。彼は私に良い心象を持っていない様ですから、交友は難しいかもしれませんね」

　俺がつられて苦笑いすると、アイゼンさんは、

「あれはデレクなりに俺を想おもっての行動なんだ。許して欲しい。あのあと反省していたんだ。君の対応が堪えたらしいよ。デレクはヒョウ族だ、もちろん秘術の話はしていない。これからも教えるつもりはない」

　思い出した様に溜ため息いきをついた。

「そうでしたか。こちらは、バルテシオンさんとトラ族のタイラーが知っています。タイラーには俺がこちらに来てすぐに、山で遭難しているのを助けて貰いました。今も彼の家に世話になっています。バルテシオンさんには、タイラーと俺が何もわからずにいた所を相談に乗っていただきました。変換期もまだでしたので、お会い出来ていなかったらと思うと怖いです。今も診療所で働かせていただいています。２人は大丈夫です、他人に話したりはしません」

「……そうか。大変だったな。バルテシオンには私からも礼を言わせて頂きたい」

　アイゼンさんは立ち上がり、腰を深く折った。

「チトセは、そのトラ族のタイラーとは……いや、会ってから確認しよう。こちらの話だ。それでは今日はこれで失礼する。……また来ても構わないだろうか？」

　こちらを窺うかがうアイゼンさんに、俺は『もちろん！』と頷いた。

　アイゼンさんを出口で見送った後、バルテシオンが、

「良かったな、チトセ。あいつは悪い奴やつじゃなさそうだ。ああっ！　魔力について聞き忘れたじゃないか！　文献で調べてみたが、わからない記述があったんだ。せっかくの機会が、ああああ……」

　急に頭を抱えて座り込む。

　そう言えば、研究者にはこういう人が多かったな……と久しぶりに在りし日の生活を思い懐かしんだ。




　　　　＊




　タイラーが本部に戻った、と隊から迎えに来たのはアイゼンとデレクだった。

　アイゼンは優しく微笑ほほえんで俺の体調を気遣ってくれている。昨日会ったばかりだと言うのに。

　デレクは相変わらずこちらをチラチラと見ているだけだが、俺はもう何とも思わない事にする。

　今日は、バルテシオンは行かないので、３人で隊本部へ向かう。

　タイラーが来るのと、アイゼンがいるから大丈夫だとの判断らしい。

　タイラーは直接本部に呼ばれたらしく、まだ家にも戻っていないと聞いた。

　会うのは久しぶりだ。９日ぶりだろうか。

　俺は心が浮き立つのを抑える事が難しく、早足で本部までの道程を歩いた。







　本部に着くと、先日と同じ部屋に通された。タイラーは未まだの様だ。

　アイゼンは『待っていてくれ』と言い残し、部屋を出て行ったので、必然的に黒髪のデレクと２人になる。

「……先日は名乗りもせず悪かった。ヒョウ族のデレクだ」

　視線は俺を向かないままデレクが口に出した。

「いえ」

「しかし、俺はまだお前を信用した訳では無い。不審な点が多いし、何か隠している。アイゼンが目を掛けている様だが、あいつを騙だましたり利用するつもりなら容赦はしない。よく覚えておけ」

　以前から俺は、自分に悪意のある人間には仕事以外ではなるべく近づかない様にしていた。面倒な事、特に人間関係は得意ではないので、なるべく避けて通りたい。デレクの反応は想定通りだったので、アイゼンさんには悪いが、仲良くなるのは難しいだろう。

「はい。では、アイゼンさんにお伝え下さい。私から親しくする予定はありませんので、私とは関わらない様にと。アイゼンさんから話しかけられる事もあるかもしれませんので、近寄らない様に仰おつしやっられると良いでしょう。それで問題はないですか？」

「あ、ああ。いや、俺はそういう意味ではなく……」

　デレクが何か言いかけると、ガチャリと音を立てて扉が開いた。

「お待たせしました」

　アイゼンを先頭に数人が入って来る。

　タイラーは大おお股またで部屋を横切り俺の前に来ると、俺の肩を摩り顔を見詰めながら言った。

「チトセ、大丈夫だったか。何も無かったか？」

「大丈夫。タイラーこそ怪け我がはない？　とりあえず座ろう？」

　彼は俺の頭に手を置き、親指で生え際を撫なでる。

「タイラー、そろそろいいか。チトセの処遇について話がしたい」

　ゲザー氏が咳せき払ばらいをしながら言った。

　部屋にはタイラーと俺、その前にゲザー氏、アルスト氏とアイゼンが座り、デレクはアイゼンの隣に立っている。

「タイラー、チトセはユキヒョウ族で間違いないんだな？」

　アルスト氏が切り出した。

「はい、間違いないです。……しかしこれはどんな質疑なんですか」

「何故ユキヒョウ族を発見したと報告しなかった」

　タイラーに対して険を感じるのは気のせいではないはずだ。

「チトセがユキヒョウ族とわかったのはひと月程前の話です。以前スタークから報告が行った筈はずですし、いまさら報告義務はないかと。そんな公示は受けていません」

「確かに報告義務はない。しかし我らヒョウ族がユキヒョウを捜索していたのは周知の筈だ」

「それはヒョウ族側の話です。チトセ自身はそう望んではおりませんでしたので」

「そうか、……済んだ事はもう良いだろう。ババル山で保護してくれた事もある。それについては礼を言わなければならないしな。これからのチトセの処遇についてだが、ヒョウ族で保護する事になる。負担を掛けたがもう心配はいらない。こちらで引き取る故、心置き無く任務に戻ると良い」

　アルスト氏とタイラーのやり取りに、啞あ然ぜんとして言葉が出てこない。これは、俺の話ををしているのだろうか。

「チトセ、準備をして来るが良い。必要な物はこちらで用意するが、どうしても持って行きたい物があれは取りにいく事を許す」

　横で空気がざわめくのを感じてタイラーを見遣ると、顔色が真っ白になりコメカミの血管が浮き出ている。

　これは不味まずい、俺は直感した。

　タイラーの手に手の平を乗せ、親指で撫なぜる。こちらを見たタイラーに微笑んで『大丈夫』と知らせると、俺は前を見て口を開いた。

「……あの、今のは私のこれからについての話ですか？」

「もちろんだ、もう心配はいらない。安心してヒョウ族の里で過ごすと良い」

　アルスト氏が満足げに答えた。

「私の意思には関係なく、誰方どなたが決めたのですか？」

「長である私と、ヒョウ族の総意だ。皆喜んで受け入れると申している」

　俺は目を瞑つぶり深呼吸をして、荒あらぶる気持ちを抑える。何故なぜ、俺の話を俺抜きで決めるのか。

「私はヒョウ族の里には行くつもりはありません」

　アルスト氏が目を見開き、驚きを表した。

「何故だ？　面倒をみてやろうと言っているんだ。勝手は許すわけにはいかん」

　俺はゲザー氏を向き、冷静を努め質問をする。

「ゲザーさん、ユキヒョウ族は独自に長を立てヒョウ族に与くみするものではないと聞いていますが、間違いはないですか？」

「あ、ああ。ババル山で一族が消滅するまではそうだったと記憶している」

「では、何故ヒョウ族が私の身柄を拘束しようとしているのですか？」

「ヒョウ族は善意で保護を願い出ているだけだ。拘束ではない」

「では、私が従う義務は無い筈ですね？」

「義務ではないが、そうした方が君の為ためだろう」

「私の為とは何ですか？」

「25年の記憶しか無いなら苦労もするだろう。生活の心配もあるだろうが、ヒョウ族は全すべて面倒を見ると言っている。悪い話では無い筈だ」

「その苦労や心配は、既にこの２ヶ月で解決しました。私はここで仕事も持っています」

「しばらくは、働かせるつもりはないそうだ。安心できる場所で、ゆっくり番を探すと良いだろう」

「……そうですか。理解しました。私を拘束して、ヒョウ族の里に幽閉し、ユキヒョウ族の子供を産ませる、そういう事ですね？　それとも他に利用価値があるのでしょうか」

　俺が口にした途端、アルスト氏が焦った様に言う。

「な、そんなつもりは毛頭無い！　大切に保護してやると言っているだけで他意は無い！」

「では、何故、私の事を、私が決める事ができないのですか？　私に希望を尋ねないのは何故ですか？　私がアルストさんに行動の許可が必要なのは何故ですか？　それに先ほどデレクさんから、『お前の事は信用出来ない、何かあれば容赦はしない』と言われたばかりです。ヒョウ族の総意と仰られましたが、ここですら３人の内１人が反対の様ですから、信用に値しません」

「デレク、お前はっ！……チトセ、我らヒョウ族はユキヒョウ族をずっと探していたんだ。心配は要らない。話も聞いてやる、こちらに来るのだ。悪い様にはしないと言っている」

　アルスト氏が懐柔する仕草で、こちらに手を伸ばしてきた。

　先程まで唯ただ顔色を悪くしていただけのアイゼンさんが表情を無くし、隣に座るアルスト氏を射殺さんばかりに睨にらんだのが視界に入った。

「先程からお断りしているのですが……私の意思は取るに足らない、聞く必要はない、とお考えだと受け取って宜しいですね？　もう一度申し上げますが、ヒョウ族の里に行くつもりも、お世話になる事も一切ありません。これからは私に干渉しないで下さい。はぁ……タイラー、家に帰ろう？　ここに居たくない」

　タイラーは直ぐ様立ち上がり、俺を抱き上げると部屋を後にする。背後から何か言う声や追いかけてくる気配がしたが、タイラーの胸で丸くなり、外部の雑音から五感を閉ざした。

　ユキヒョウ族はヒョウ族から離れて生活していたと聞いている。現状で理由は不明だが、俺もそうしたいと思った。

　アイゼンには悪いけど、ヒョウ族の里には近づかない。そう心に決めた。







　タイラーに抱えられて家に帰ると、靴を脱いで絨じゆう毯たんに上がり暖炉の前のクッションに埋もれる。

　ジッと息を殺して、やり切れない思いを体から逃がそうとしていた。

　それでも胸に滞る澱おりをどうにも出来ず、俺は服を脱いで獣身を取った。

　クッションを咥くわえて振り回したり絨毯に背中を擦り付けてたりして平静を取り戻そうとしていると、タイラーも獣身になり首の後ろを舐なめてくれた。

　タイラーに体当たりをして、思う存分に頭を擦り付ける。

　俺が落ち着きを取り戻しゴロンと横になると、腹の毛をザリザリと丁寧に舐め梳とかしてくれた。

　良い気持ちだ。緊張が解れた身体からだを弛し緩かんさせて目を瞑つぶる。

　暫しばらくすると人身に戻り、近くに座ったタイラーが口を開いた。

「明日本部に行って今の任務を辞退し、荷物を纏まとめてくる。ヒョウ族の依頼を蹴けるにせよ、俺が隊を抜けるにせよ、一度トラ族の郷に行った方がいいだろう。俺が生まれた街の近くだよ。それに、育った場所でもある。チトセ一緒に行かないか？」

　尻尾しつぽを咥えていた俺は、直ぐに人身に変体する。

「うん、行こう。でもタイラー、隊を辞めるの？　仕事楽しいんだろ？　それに俺、この家好きだよ。また帰ってこれる？」

「大丈夫だ。家は１００年借りてある。心配ない、いつでも帰ってこられるよ。それに隊の仕事は好きだとも何とも思ってないんだ、未練はない。……チトセ、久しぶりにスタークに会えるぞ？　お土産持って行かないとな」

　タイラーは安心させる様に笑ってくれた。

「あー、バルテシオンに今日行けないと言わないと心配するかな？　それに当分休む事も伝えないと……」

「そうだな、俺が行ってこよう。少しの間１人になるが待てるか？　欲しい物が有れば買ってくる」

「そうしたら、バルテシオンから薬草の本で貸せるのが有れば貸してもらって来て欲しい。もしダメだったら、聞いて本の題名をメモして来てくれないかな」

　すぐに頷うなずいてくれる。これがあれは旅の途中にもできる事がたくさんある。

　準備をするとタイラーは心配そうに、

「誰が来ても絶対に扉を開けない様に」

　と言い含めて出掛けて行った。







　俺は家にある日持ちのしない食材を使い切るべく料理に励む。明日の昼のサンドイッチも必要だ。調味料やシーズニングソルトなど、持って行く物も纏めておく。

　着替えも準備しなくては。







　夜になってタイラーが荷物を抱えて帰ってきた。本部にも寄り、マイカに事情を話した後にタイラーの荷物も回収してきたらしい。

「バルテシオンが途中まで一緒に行くそうだ。丁度薬草を摘みに行く時期だったらしい。明日の早朝に街はずれで待ち合わせた」

　タイラーの話に俺は喜んだ。バルテシオンにお礼も言わずに出しゆつ立たつしてしまうのは心苦しかったのだ。

　俺が部屋を片付けていると、タイラーは外で窓に板を打ち付けて長く留守にする準備をしている。

　粗方準備を済ますと、２人で遅い夕食を摂った。

　久しぶりの家での夕食にタイラーはいたく喜び、物もの凄すごい勢いで食べてくれたので、生モノは殆ほとんど消費できた。俺の心配は杞き憂ゆうに終わった様だ。

　２人で風ふ呂ろに入り、身体をお互いに洗い合う。久しぶりにタイラーに髪を洗われて心ここ地ち好よい溜ため息いきをついた。

　ブラッシングも久しぶりだ。地肌をブラシが気持ち良い圧で通り、まるでマッサージを受けている様だ。

　タイラーが毎日手入れをしてくれていた、当たり前だと思っていたこの行為に、特別な幸せを嚙かみ締しめた。

　その日はベッドでただ抱き合っていた。

　タイラーの体温に、只それだけで指先まで暖かくなる様な気がする。俺達は、穏やかな眠りに就いた。







　翌朝は目覚めてブラッシングをした後、すぐに家中のチェックをした。

　次にここに帰って来られるのはいつになるだろうか。俺は寂しい気持ちになりながら部屋を見渡す。




　……これを忘れてはいけない。最後にヌイグルミを鞄かばんに詰める。

　扉の鍵かぎを閉めているタイラーの横で、俺は家を眺めた。

　住んだのは２ヶ月にも満たないが、いつの間にか俺にとって大切な場所になっていた様だ。

　俺は『行ってきます。また絶対帰ってくるから待っていて』と心の中で呟つぶやいた。







　早朝まだ暗い都を過ぎ、街はずれの大木の下にバルテシオンの姿を見つけた。

　バルテシオンは、手を振りながら、

「時間通りだな！　久々の薬草採取だ、チトセに本も持ってきたぞ」

　そう笑って迎えてくれる。

　少し落ちていた気持ちが解れて、俺も笑顔になれた。

　予期せず都を出る事にはなったが、別に疚やましいことは無い。無論、罪を犯した訳でも。

　これから、東に向かう。

　旅を楽しもうと俺達は笑った。
















たびのとちゅう
















　シュレイクスの都を出るとはじめに、南東の薬草の生える草原を目的地とした。

　荷物は相変わらずタイラーが背負ってくれているが、今回は俺も自分で走ってみたかった。

　少しずつスピードを上げてもらったが、付いていける自分に思わず驚きの声を上げた。

　身体からだが軽い、疾はやい、跳べる！

　確実に肉体が変化しているのをヒシヒシと体感する。

　宿のある町もいくつか通り過ぎ、林の中でキャンプを張る。

　テントはバルテシオンが持参していたが、前に見た隊のティピィのようなデザインとは違っていた。モンゴルのゲルに似たそのテントはかなり旧式で複雑らしく、タイラーが楽しそうに設営しているのが微笑ほほえましい。

　男子が組立モノが好きなのは、どこでも変わらない様である。

　町に寄らずに移動しているのは、追跡を警戒しているのだろうか。俺は何も言わずについて行った。







　３日程走った場所にある町で初めて宿を取った。

　バルテシオンの麦酒コールと、俺の風ふ呂ろプレッシャーの所為せいだ。

　タイラーも、もうここまで来たら大丈夫だろうと笑っていた。

　宿の風呂は貸切制で、俺とタイラーが風呂を借りている間にバルテシオンは食堂で飲み始めているらしい。

　実はバルテシオンと飲む機会は初めてで、あの巨体にどれ位の酒量が収まるのか恐々としている。

　ブラッシングを終えて借りた部屋から１階の食堂に降りると、酒場らしい喧けん噪そうが聞こえてきた。

「楽しそうな音がするね」

　なんだか俺まで楽しげな気持ちになってくる。軽やかな気分だ。タイラーもニヤリと笑って同意を示してくれた。

　食堂は既に酒場の様相で、オオカミ、ジャガー、ヒョウ、クマ、それに獣耳の見える獣人まで様々な種族でひしめき合っていた。

　人いきれで酔いそうだと思いながら、バルテシオンのいるテーブルに着く。

「ここの麦酒は旨うまいぞ！　当たりだな！」

　バルテシオンはご機嫌だ。

　俺達も麦酒を２杯頼み、夕食のメニューに目を通す。タイラーが何品か纏まとめて注文してくれた。

　麦酒が来たところで、俺達は杯を打ち鳴らして乾杯をする。

　バルテシオンの言う通りいつもの麦酒より味わいが豊かで香りも良い。何よりもキンキンに冷えているのが嬉うれしかった。

「あと２日くらいかな、薬草の草原までは。頼りにしているからな、チトセ！」

　バルテシオンの声に首を傾かしげる。何故なぜ俺を頼りにするのだ。猫の手位にしかならないだろうに。ああ、本ネ物コっぽくて嫌だ……。

「チトセの種族の魔力が強いのは話したよな？　何か自分で思い当たる節はないか？」

　最近の自分の生活を思い出してみるが、何も思い当たらない。

「わからんか？　儂わしは見ていて思ったんだが、チトセは獣人の種族とか年齢がだいたいわかるみたいだな？　どうだ？」

「ええ。なんとなく。でも皆わかりますよね？」

「わからないな。だから皆、名乗る時には種族を言うんだ」

　タイラーも、バルテシオンに同意する。

「そうだ、自分の種族や近しい種族は感じるが、他はよくわからん。年齢もそうだ、身体を診察して初めてわかる」

「え？　そうなんですか、何でだろう？　でも、何となくなんですよ」

「それと、先日も建物の外にいる者を感じておったな？」

　確かに、入ってくる前にだいたいの人数を感じる事が多い。いつからだろうか？

「気配だけですけど。そう言えば、気配に敏感になった気はします」

　少し敏感になった程度だと思う。変換期を終えてからだろうか。上がった身体能力に比べれば微々たる感覚なんだが。

「調べてみたんだがな、チトセの種族は魔力感知の力が強いらしいぞ。記録では数十キロ先の位置や人数、種族まで察知できる者もいたらしい」

「それは凄すごいな。斥候ならそれだけで戦力だ」

　タイラーも目を見開く。

「チトセ、薬草と只ただの草の差はわかるか？」

「薬効があるかどうかですか？」

「ふむ。それは二次的要素でな。基本は、魔力を含むかどうか、なんだ」

　魔力!?　こちらの薬草はヤケに効きが良いのはその所為だったのか！　俺は脱力した。

「あー、なんか違うなとは思っていたんです。確かに」

「魔力感知が出来れば、薬草の位置もわかる。薬師を生なり業わいとする者が多かったのも頷うなずけるな。チトセを見ていると調合のセンスもカンも良い。まさに天職かもしれんな」

　バルテシオンはカッカッカッと楽しげに笑う。

　俺は日本にいる時から薬学を学び仕事にしていた。

　日本には魔力など無いのに、自然とその仕事を選んでいた自分に驚くが、同時に喜びも感じる。

　知らず知らずのうちに、生まれ持った力を使おうとしていたのだろうか。

「そうですか……。なんか、しっくり来ました。薬草、見つけられる様になりたいです」

　まるで日本にいた時から、こちらの自分と繫つながっている様で、擽ったい気分だ。

「そうだな、明日から少し鍛錬してみるか。なあ、タイラー？」

「ああ、ありそうな場所を通ったら止まる様にするよ。少しずつでいいんじゃないか？」

　バルテシオンの提案に、タイラーは興味深そうに頷いた。

「儂ら獣人も種族によって魔力の形が違うしな、年齢で内包する魔力量も違うんだ。人族には魔力が無いらしいから、チトセがどう感じていたかはわからんがな」

　どうだろう。魔力……体の中を流れる『気』みたいなモノなんだろうか。そう考えると、俺は昔からソレを知っていた気がする。

　自分の手の平を眺めながら考え込んでいた様だ。

　２人の強い視線で、ハッと我に返った。

「あ……悪い、魔力について考えてたんだ」

「魔力はな、腹を開いても出てこない、目に見えないもんだ。身体中を巡る力の素だな。強ければ強い程、獣身も大きい」

　バルテシオンの説明はわかりやすい。

　獣身が大きい方が魔力が強いとなると……。

「じゃあ、タイラーやスタークは魔力が強いって事かな？」

「そうだ！　２人はかなりのもんだぞ」

「バルテシオンも相当だがな」

　俺はまだ漠然としか魔力を捉とらえられていないから、量を目測したり出来ない。

　種族や年齢、個体差などで変わってくる力……確かに、獣人の歳としの取り方は緩やかで外見では判断出来ない。

「まだ上手うまく測れないです……。練習で上達しますかね？」

「何事も慣れだろう。魔力が強くなると、儂らクマ族は嗅きゆう覚かくが強くなる傾向があるし、タイラーのトラ族は肉体の強化が出来る。最後の変換期が終わると魔力が安定するから、能力を使い熟こなす鍛錬はみな行うもんだ。まあ、あせりなさんな」

「わかりました。頑張ってみます」

「おし！　いい返事だ！　そうと決まれば飲むぞ！」

「バルテシオンはいつでも飲むんだろう。まあ、ここからは急ぐわけでも無いからな。チトセも飲むか」

　珍しくタイラーまで参戦の様だし、俺も飲みたい気分だったんだ！

「おー！　飲むぞー！」

　俺は温ぬるくなりだしたジョッキを呷あおった。







　じっとりと温い汗が体に纏わりつく不快感で目が覚める。

　視界いっぱいに広がるタイラーの胸の香りを嗅かぐが、いつもと違いアルコールの匂においがする気がする。

　完全に飲み過ぎた。

　久しぶりの二日ふつか酔よいに痛む頭を抱えた。

「チトセおはよう。体調は悪くないか？」

　タイラーは通常運転らしい。

「……おはよ。頭痛い。お風ふ呂ろって朝から入れるかな？」

　タイラーは軽快に立ち上がり、宿に聞きに行ってくれた様だ。

　……ありがたいが、理不尽な怒りを感じるのは俺だけだろうか。

　俺は頭を振って、頭痛の程度を確かめながらベッドに座った。

　グラスに水差しから水をなみなみと注つぐと、一気に飲み干す。だいぶスッキリした。

　タイラーが扉から顔を出し、風呂に行こうと言っている。洗濯に出していた着替えも受け取って来てくれた様だ。

　隣のバルテシオンの部屋を通り過ぎる際、豪快なイビキが聞こえていて、タイラーと顔を見合わせて笑う。予想を裏切らない人だ……。

　風呂に着くと、俺は念入りに全身を洗った。体内のアルコール成分まで流れ落ちた様に体が軽くなる。

「ハァー」

「ウウゥ……」

　湯船に浸つかり、２人同時に溜ため息いきをつく。

　風呂に入って正解だ。これで生き返った。

　タイラーに促されて彼の胸に寄りかかる。素直に体を弛し緩かんさせると、逞たくましい腕が支えてくれた。

　ポーっと頭を空にしていると、タイラーが俺の首すじを甘あま嚙がみしている事に気がついた。

　あ、そこは頸けい動どう脈みやく……身体からだが生命の危機を感じて少しドキドキしたが放っておく。

　タイラーは気が済むまで嚙かんでは舐なめを繰り返していたが、暫しばらくすると俺の身体をきつく抱き締めて息をついた。

　ゆっくりと朝の風呂を楽しんだ後、部屋でブラッシングをしているとノックの音がした。

　バルテシオンだろう、目が覚めたらしい。

　３人で食堂の朝食を頂いた後、すぐに出立した。

　また暫くはキャンプになるらしいが、英気を充じゆう塡てんできた様で清々しい気分だ。







　小さい町だったらしく、歩いていると直ぐに木々に囲まれた街道になった。

　薬草の草原はこの先の獣道に入り約１日走った場所にあるらしい。途中林の中で、バルテシオンがストップをかけた。

「チトセ、これが薬草だ。何か感じるか？」

　しゃがんで、小さい草をつまんで示す。

「……なんだか、輪郭がハッキリしていると言うか、上手く表現出来ませんが存在感ハンパ無い感じですね。診療所にあった乾燥した薬草とはパワーが違う印象です」

　他の草とは明らかに違う。草なのに、こちらを見ている感じがするのだ。

「そうだろう、やはり摘みたての薬草は効きが違う。それだけわかれば大丈夫だ。集中して探ってみろ」

「え？　このままで？」

　俺は、木々の間で立ち尽くしているのだが。

「そう、そのまま、立ったままでだ」

　……わかりました。俺は目を閉じて辺りの気配を探る。タイラーとバルテシオンの位置は直ぐにわかった。

　呼吸を制御して、集中力を高めて行く。

　……ポゥッ、と赤い揺らめきが頭に浮かんだ。

　すると次々に数え切れない位の揺らめきが頭に浮かび、頭ず蓋がいが揺さぶられる感覚に驚いて声が出た。

　思わず目を開いてその場にしゃがみ込む。

　心臓が凄すごい勢いでバクバク音を立てているのがわかる。

「チトセ！　大丈夫か！」

　タイラーが走り寄って背中を摩ってくれた。

「だ、大丈夫、かな？　びっくりした……」

　バルテシオンは真面目まじめな顔でこちらを見ている。

「どんな風に感じたんだ？」

「あー、赤い光がポゥッと……凄い数で気分が悪くなりました」

　するとバルテシオンは大笑いをはじめ、涙目でタイラーをバシバシ叩たたいている。

「そうか！　きっと見込みがあるな。後は慣れだろうから、気が向いたら探ってみろ。……先ずは、どの辺にたくさん生えていたか？」

　俺は右手の方向を指差して、

「あっちに、かなり有るみたいです。自分で確認してみます」

　歩いて行くと、２人も後ろを付いてきた。

　確かこの辺り……大振りのシダ植物をかき分けると、大葉の様な草が群生している。

「おお！　やったな、チトセ！　これは二日酔いに効くんだ、今の気分にぴったりだな」

　バルテシオンは次々と摘み取って行く。

　……なんだか、お気遣いありがとうございます？　そんな気分だ。いつの間にかタイラーも草を嚙んでいる。

　これが魔力なら、近くなら場所もわかるかもしれないが、遠くまでとなると数も増えるし距離感が計れない。空間認識が肝になるだろう。

　こいつはなかなか手こずりそうだ。

「練習あるのみ、ですね……」

　大漁を喜ぶバルテシオンを尻しり目めに、俺は小さく呟つぶやいた。







　バルテシオンが満足するまで待った後、また俺達は先を目指した。今度はゆっくりと歩きながら気配を読み、俺の感覚を養うらしい。

　なかなかの重労働だ。

　結局その日は薬草の草原まで辿たどり着つけずに、途中の林の中でキャンプを張った。

　俺は倒れ込む様に横になり、そのまま眠ってしまった様だ。

　気がつくとテントの中で、タイラーに抱き込まれて目が覚めた。

　目の前にある分厚い胸板に擦り寄り、タイラーの香りで肺をいっぱいにする。

　寝返りを打つタイミングを見計らい、腕の中から這はい出ると、テントの外を窺うかがう。

　まだ薄暗く、冷たく湿った空気が草を濡ぬらしている。

　朝露を踏みしめながら外に出ると、腕を曇色の空に伸ばし欠伸をした。

「ふぁー」

　声が出ると、近くの草くさ叢むらからカサッと音がする。うさぎか何かだろうか。

　深呼吸をして新鮮な空気を吸い込むと、細く呼吸をして集中する。

　気配を探る様に、意識を周りに漂わせる。

　放射線状に意識範囲をどんどん広げていく。すると随分遠くにポゥッと赤く人形が２つ浮かび上がった。魔力は強くない。

　十何キロか先の街道寄りで、獣人が野営をしているのだろうか。のんびりとしている様なので、放っておいても良さそうだ。

　次に薬草の気配を探る。近くには見当たらないが、視力で捉とらえられない程遠くにたくさんの薬草の気配を感じる。

　あちらが薬草の草原だろうか。

　俺はゆっくりと目を開いてテントを振り返った。

　そろそろ朝食の準備に取り掛かるのも良いかもしれない。

　昨日きのうは晩ご飯を食べ損ねたから、朝食は少し豪勢にしようか。

　タイラーが起き出して来たので、一緒に沢に行った。

　顔を洗い身体を拭ぬぐうと、鍋なべにスープ用の水を汲くんでキャンプに戻る。

　野菜を刻みながら、タイラーにさっき感じた獣人の気配の話をすると、様子を見に出かけて行った。

　干し肉と野菜のスープが出来上がる頃ころ、タイラーが小ぶりな猪を仕留めて帰ってきた。

　様子を見に行ったはずなのだが。

　猪は血抜きをして塩水で茹ゆで、即席アイスバインを作った。中々の出来栄えだ。

　バルテシオンがテントから出てくると、テントを解体し出す。タイラーと２人で、いとも簡単そうに終えている。

　俺はあれが難しい事を知っているが、横目でチラリと見るに止とどめた。

　朝食は干し肉と野菜のスープ、アイスバインとザワークラウトもどきだ。

　２人とも気に入った様で、無言でおかわりを要求された。

　タイラーは相変わらず、皿が空になると寂しそうに眉まゆを下げる。なんだか堪たまらない表情だ。

　食事が終わると、先程タイラーが確認して来た獣人の様子を教えてくれた。

　半獣姿の獣人が狩りに来ていて、こちらには全く気がついていないとの事だ。

　あの魔力からして、キツネかタヌキあたりだと思うが、こんな近くに虎と熊がいると知っていたら、あんなにのんびりとはしていないはずだ。

　できれば暗くなる前には薬草の草原に到着したい。気配を読む鍛錬をしながらの移動だが、今日は省エネを目指すつもりだ。また倒れたくはない。

　荷物を纏まとめると俺達は、獣人達とは逆方向に向かい出発した。







　３人で道無き道を行く。

　感受範囲を広げて行くと、視野が広くなり３６０度見渡せる様になる。

　近くを歩くバルテシオンやタイラーの魔力は強く強烈だ。眩まぶしくて大変なので、感覚と視力の調整が難しい。

「むー」

　目で見ている訳ではないのに、目の奥が疲れて痛む。指で眉み間けんの皺しわを揉もんだ。

　感覚をいつも通りに戻そうとするが、今度は戻すことがままならない。俺は立ち止まって、目を瞑つぶり深呼吸をした。

　……よし。もとに戻った。

　スイッチオフのイメージだな。

　心配そうにこちらを窺っていたタイラーに『大丈夫』と微笑ほほえんだ。







　そこからは少し走り、まだ陽ひが高い内に薬草の草原に辿り着いた。

　何種類もの薬草が草原に自生している。

　水も湧わいており、その近くには魔力の強い薬草が多く感じる。俺達は虫むし除よけの薬草の近くにキャンプを張った。

「バルテシオン、食用に出来る薬草はありますか？　夕飯にサラダが食べたいんで、後で摘みに行きたいんです」

　テントを張り終わり、火を起こそうとしているバルテシオンに聞いてみた。

「儂わしも見に行こう。ここは薬草ばかりだからな、食べられるのは……お、これもイケるぞ。ほら、これもだ」

　そこら中に食べられる薬草がある様だ。

　食べる直前にタイラーと摘みに行こうと、何種類か摘んでもらい見本にしておく。

　タイラーが早速狩ってきた鳥は丸焼きにしよう。シーズニングソルトを馴な染じませておき、腹には薬草を詰めた。鳥の焼ける芳こうばしい香りがしてくる。

　食べ終わったあとの鳥の骨は、明朝のスープの出汁だしに使えそうだ。チャパティの様なパンを焼き、野菜をスパイスで炒いためて煮る。

　あとはサラダだ。

「タイラー、サラダの草摘みに行こう？」

　俺が声をかけると、頷うなずいて立ち上がった。

　鳥の火加減をバルテシオンに頼み、サラダの薬草を探しに行く。食べる分だけ摘むと、湧水で洗った。

　……山葵わさびがありそうだ。

　明日探してみようかと思っていると、湧水の中から小さな魔力を感じた。

　目を凝らして見ると、黒いイモリの姿がたくさん見える。

　バルテシオンの診療所で、瓶に入った干からびたイモリを見かけた覚えがある。

　１匹捕まえてタライに入れた。







　３人で夕食に舌鼓を打ってると、ふと思い出してタライのイモリをバルテシオンに見せた。まだ生きている。

「うおおおお！　チトセ、どこで見つけたんだ！　ヤクオウイモリじゃあないかあああ！　これは薬効は高いが高価でなかなか手が出せない……希少だぞ！」

「たくさん見つけたから、明日捕りにいきましょ。ここで干物にして持って帰ります？」

「あ、ああ！　そうだな！　そうだな！」

　狂喜乱舞ってのはこんな感じだろうか。

　タイラーは黙々と食事をしながら、たまに観察する様にバルテシオンを見ている。

　タイラーの皿が空になりそうになると、本人が気がつく前に鶏とり肉にくをのせてやる。

　目を皿に戻した時に安心した様に嬉うれしそうにしているのを見て、俺は密ひそかに楽しんだ。

　バルテシオンの強い希望で、ここで３～４日滞在する話になる。

　明日からは、タイラーは狩りを、バルテシオンはイモリの干物作り、俺は薬草採取と丸薬の調合だ。

　実に充実した１日１日になりそうである。







　寝る前に水浴びをしたくなり、タイラーについて来てもらう。この湧水は、温いくらいの温度で気持ち良さそうだ。

　服を脱いで少し深めの場所まで移動するが、それでも水は俺の腰辺りまでしかない。

　タイラーも近くまで来ると、布を水に浸して背後から身体からだを拭ふいてくれる。肩から二の腕、脇の下、肘ひじ……指先まで丁寧に拭われる。

　後ろから抱きしめる様にして胸までも。

　俺の視界には、彼の太く逞たくましい腕の筋肉の動きが見えた。彼の身体は熱く、触れるか触れないかの俺の背中の皮膚が粟立つのがわかる。

　視界の腕から濡ぬれた布を奪うと、後ろを振り向き分厚く張り詰めた彼の胸に手の平を這はわす。

　熱く水を弾はじく様な感触に眩暈めまいを覚えなから、目の前にある塊に身体を預けた。

　背中に走る筋肉の溝に指先を走らせ、時折ピクッと身体が揺れるのを感じる。

　頭の上からは熱い息遣いが聞こえ、少しずつ濡れてくるようだ。タイラーはこんな時、いつもどんな顔をしていただろうか。

　少し身体を離すと、タイラーの顔を仰ぎ見た。

　月明かりを背にして、陰になった彼の表情は窺うかがい知れない。俺はゆっくりと目ま蓋ぶたを閉じ、魔力を感じる感覚を開く。

　強烈に眩しい。目蓋は閉じているのに、光を遮断する事ができない。太陽フレアの様に彼の身体から揺らめく魔力に、感覚の全すべてを奪われる。

　俺は視界の明度を下げようと必死に意識から距離を取る。離れれば、眩しさは和らぐはず。

　意識を遠くに飛ばし、分散させる。

　自分の足の感覚が無くなり重力から放たれた。

　俺という存在が細かい粒子になり大気と混じり合う。近くも遠くも同じで、熱いも冷たいも同じだ。

　空気中から湧水の中、色々な場所から微細な魔力の輝きが湧き上がり、赤い世界を創り出す。

　あまりの美しさに、自分の身体の上を高速でクルクルと回る。そして、タイラーの周りに降り注ぐ。

　意識を収束させ、タイラーの顔を光で捉とらえた。感じる魔力を調整しながら、彼の毛細血管や産毛までを感じてゆく。

　見えてきた。表情を無くした様な彼の顔からは、眼めだけが昏く輝く。いつもは優しく愛情に溢あふれる眼まな差ざしが、全く違う色彩を放っているのだ。

　ギラギラとして何かを堪える様な、初めて見るような眼差しだ。どうしたの？

　俺は心配になり、彼の身体を包むように薄く纏わせる。

　彼がハッとした様に身体を揺らした。

「チトセ？」

　呼ばれた様子だ。振動を感じた。

　目蓋を持ち上げる様にして目を開きながら、自分の身体に俺を戻す。皮膚が、境界線がハッキリと別わかたれた。

「どうしたの？」

　自分の声はこんなだっただろうか？

「……どこに行っていた？」

　タイラーは言った。

　俺は何と答えて良いかわからずに黙り込んだ。

　彼は俺の答えを待っている。

「わからない。多分、ここにいたよ？　タイラーの近く」

　俺が小さく答えると、

「……そうか。勝手にいなくなるなよ」

　タイラーが腕の中に俺を閉じ込める。俺は頷いて、彼の背中に手を回した。







　翌朝は具沢山のスープで朝食を済ませ、直ぐに湧水に向かった。

　イモリの様子見である。

　今が繁殖期なのか凄すごい数で、１００～２００匹取っても全く影響無さそうだ。

　バルテシオンと一緒に捕まえて、タライに入れていく。

　トラ族の郷に行くのに手土産の１つも無いことにふと気がつき、イモリの干物を持って行こうかとバルテシオンに相談すると、『絶対喜ばれる』とお墨付きを頂いた。

　バルテシオンがイモリの干物を量産する。

　俺は魔力のある草を片っ端から採取して本で調べる。

　タイラーは、……狩る。

　食事は贅ぜい沢たくなステーキが連投している。

　２日間は直ぐに通り過ぎて行った。







　４日目になると、かなりの薬草の名前と効能、加工法を覚えた。

　こちらの薬学はとにかくシンプルで覚えやすい。要は薬草と只ただの草の見分けが一番重要、それさえクリアすればあとは鮮度だ。乾燥させる場合はかなり薬効が落ちるが、大きい街や薬師のいない村ではこちらが主流らしい。

　ユキヒョウ族は薬師を生なり業わいとしていたらしいから、ありがたがられたはずだ。

　バルテシオンからイモリの干物を受け取り、俺からは薬草と丸薬を渡す。

　彼とは、今はここでお別れだ。

「バルテシオン、色々ありがとう！　また都に戻ったら診療所に顔出すね！」

「おお。こちらこそ、ヤクオウイモリはかなり助かった。これで10年分位の酒代には困らん」

　カッカッカッと笑うバルテシオンの顔を見て、俺達も笑う。

　イモリはそんなに高価だったのか。干物の作り方を教えて貰もらえて助かったのはこちらかもしれない。

「バルテシオン、息災でな。また会おう」

　別れを惜しむ雰囲気はなく、明るく旅立つ。また会える時はあるはずだ。

　獣人の一生は長いのだから。

　これからバルテシオンは西へ戻り、俺達は東のトラ族の郷へ向かう。俺達はまた２人になった。
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　テントの無い俺達は、たまに野宿をしながら宿屋のある町や村を通り、ゆっくりと郷へ向かっていた。







　薬草の草原でタイラーが狩ってきた鹿肉を燻くん製せいにしており、それを出汁だしにしてスープを作る。肉は途中で獲とったうさぎを焼いた。シーズニングソルトが大活躍している毎日だ。

「チトセと出会ってから、食事がこんなにも楽しいものだと初めて知った気がする。今では狩りまで楽しいんだ。ありがとう、な」

　焚たき火びに赤く照らされたタイラーが嬉うれしそうに言う。

「こちらこそだよ！　いろいろ我わが儘まま聞いてもらって、食材集めてもらったりしてさ。ほんと、……ありがたいよ。タイラーに会わなかったら、俺ここで早々に餓死してたかもしれない」

　驚いた俺が両手を広げて感謝の意を表すると、タイラーは照れ臭さそうに棒切れで火を混ぜた。

「俺は、何があってもチトセを守る。何も遠慮はしないで欲しい。いつでも俺に出来る限りの事はしたいんだ。だから、何でも言ってくれ。料理の代わりとかじゃない。ただ、そうしたいんだ」

　タイラーが呟つぶやく様に紡ぎ出した言葉が、俺の中に染み込んでくる。パチッと木の爆はぜる音しかしない、静かな時間だった。




　夜が更ふけると焚火の脇わきでタイラーと一緒に毛布に包くるまる。

　もう野宿も慣れたものだ。

「チトセ、身体からだは辛くないか。もっとこちらにおいで」

　タイラーが優しく囁ささやく。

「大丈夫。暖かいし、快適だよ」

　俺が言うと、タイラーも幸せそうに笑った。

　しばらくタイラーの腕の中でうとうとしていると、彼が俺の頭の下から腕を抜いた。

　どうしたんだろうとタイラーを仰ぎ見ると、服を脱いで獣身に変体し始める。

『グル』と悪戯いたずらそうに唸うなり、白く柔らかい腹毛を見せて俺を誘ってきた。

　俺は笑いながら全身で飛びつき、思う存分に撫なで回す。相変わらず最高の毛並みだ。

　腹毛に顔を寄せて深呼吸をしていると、タイラーがその太い虎の腕で俺を優しく転がし『チトセも獣身になれ』と伝えてくる。

　俺も服を脱ぎながら変体すると、再びタイラーの腹に全力で突っ込んだ。

　タイラーは危なげ無く獣身の俺を受け止め、またしても俺を転がす。何度も何度も突進を繰り返し、飽きてきた俺はだらしなく仰向けになり息を整えた。

　木々の間から星の瞬きが見える。

　彼は静かに俺に近づき、腹毛をザリザリと舐なめた。

　腹毛に満足すると獣身の俺を軽々とひっくり返し、背毛にまで舌を伸ばしてくる。

　俺も目の前に突いた彼の前脚を舐めてみると、タイラーが何故か少しだけ身体を起こした。

　俺は自分の太い尻尾しつぽをタイラーの後脚に絡ませ、顎あごの横の少し長い毛を舐め梳とかす。ここの毛がかっこいいのだ。

　しばらく無心で顎まわりを舐めていたが、タイラーが本格的に身体を起こす。

　彼は近くにボロ切れの様に落ちていた毛布を咥くわえて来てこの上に横になれと示すので、遠慮なく身体を擦り付けながら良い場所を探した。

　獣身のまま寄り添い、タイラーの前脚の間に顔を埋めて身体を弛し緩かんさせる。開放感で身体が浮き上がる様だ。

　今日はこのまま眠ろう。俺達はそのままゆっくりと睡魔に身を任せた。







　明日トラ族の郷に入るという夜に、久々に宿に泊まった。風ふ呂ろを借りてサッパリした後に食堂に降りる。

　郷が近いだけあって、食堂にはトラ族の姿が目立つ。夕食時のメニューも極めてワイルドだ。

「ブロ鹿のステーキ、ガル牛の窯焼き、ゲイル牛の串くし焼やき……」

　俺はタイラーが読み上げてくれたメニューを復唱する。

　隣席を見ると４キロ以上の肉塊をペロリと……あ、追加ですか。そうですか。

　タイラーは大食いって訳ではなかったんだね、ごめん。今まで勘違いしてた、と心の中で謝罪をしておく。

　俺が少し取り乱している間にタイラーは注文を済ませ、麦酒を手にこちらを見ている。

「ああ、ありがとう。あ、乾杯ね！」

　杯を鳴らして麦酒に口を付けた。

　酒場らしい喧けん噪そうの中で何と無く、こんなにたくさんのトラの獣人達を見るのは初めてだと気がつく。

　最近思うのだが、トラ族の肉体強化とか、俺からすると飛べないスーパーマンの域だ。

　初めの頃ころは純粋に凄すごいなとしか思わなかったが、自分が変わりつつある今、更に、タイラーの肉体強化の化け物じみた能力には驚かされる。

　脚が速いのは当たり前だが、力でも人族なんか一ひと捻ひねりだろう。きっと平手打ちで首の骨が折れる。もしかすると吹っ飛ぶかもしれない。

　まあ、俺は未まだこちらの人族に遭遇していない。人間と言えど、地球とは違う種類かもしれないから、何とも言えないが。

　食べる量も質も違って当然だろう。

　俺はタイラーの食事姿を感慨深く見つめた。

　そんなタイラーも、いつも俺には優しく触れてくる。部屋に戻り夜着に着替えると、

「いよいよ明日だな」

　そう言ってベッドサイドに立つ俺の頰に触れた。

　とうとう明日トラ族の郷に到着だと思うと、緊張しないかと言えば噓うそになるかもしれない。

　長おさと呼ばれる人達に良い印象は無い事は確かだ。しかし会った事の無い人達を嫌うほど、俺も視野が狭い訳ではない。

「大丈夫、だよね？　スタークに会えるのも楽しみだしね」

　俺は努めて明るく言った。

　タイラーも、小さく笑い頷うなずいてくれた。

「トラ族の郷に宿は無い。出来れば陽ひが落ちる前に到着したいのだが……途中、かなり道が険しくなる。獣身でないと難しい場所もあるだろう」

　彼はベッドに座ったまま俺を抱き寄せると、首元に口を付けた。そのまま自分の膝ひざの上に俺を促し、身体を優しく触る。

「少し大変かもしれないが、チトセなら問題ないはずだよ。俺もついている」

　タイラーの吐く息が俺の髪を揺らしている。

　最近は、タイラーとの触れ合いにも慣れてきた。こうやって優しく触れられると、他には無い安らぎを与えられているのを感じる。

「うん、足あし手で纏まといにならない様に……頑張るよ」

　俺は全身の力を抜いて、タイラーに身を任せた。本気で弛緩したが故に、首までも後ろに倒れている。

　彼の手が隙すき間まなく身体中を這はい回り、俺の快感を引き出しにかかる。その内に唇が、そして舌が加わり、俺を溶かして行くのだ。

「タイラー、タイラー……」

　俺が目を閉じて呟くと、眼まな差ざしがこちらに向けられる気配を感じる。

　身体中の皮膚がタイラーの唾だ液えきに濡ぬれ、彼と俺の境界線が曖あい昧まいになってくる。

　たまに強く摑つかまれる部分からも、緩い喜びが齎もたらされる。

　思い切り開脚した状態で両りよう腿ももを摑まれ、焦らす様に双球から亀頭、尿道までを何度も舐められた。

「タイラー、アアッ、お願い……」

　俺がイヤイヤをしながら吐息と共に言葉を吐き出すと、タイラーはその熱い舌を巻きつけ、口全体で抜き差しをしてくれる。

　彼の口内に収められた俺の雄が喜びの涙を流し始めると、タイラーは俺の後孔に指を伸ばした。

　自分の唾液で濡らした中指を回転させながらゆっくりと埋めてくる。すぐに人差し指も添えられ、緩く抜き差しを繰り返す。

　俺は、ココで感じることに疑問を感じない程、慣らされている事に気づいているのだろうか。

「タイラー、イっちゃうよ、あっ、イく……」

　俺は髪を振り乱して解放を願う。

　後孔がタイラーの２本の指を食い締め、内壁が奥へ奥へと蠕ぜん動どうを始める。

　しかし彼は俺の両脚を片腕で一ひと纏まとめに抱き上げ、２、３度俺の中を搔かき回まわすと指を抜いた。

　仰向けで両脚を持ち上げられた俺の股またに、タイラーの重い逸物が差し込まれ揺さぶられる。

　後孔から会陰部、陰茎までを彼の長大な熱で擦られて、射精直前だった身体に違う快感を与えられた俺は、ただ息をハクハクと吐き出しながらそれを享受する事しか出来ない。

　タイラーは荒く熱い呼吸を繰り返すと、抱いていた脚を抱え直し、緩く開いている俺の孔に親指を付け根まで一気に押し込む様に入れてきた。

　激しい摩擦と、開くように搔き回される指に、俺の理性が擦り切れる。

「あっ、あっ、あっ！　ううぅぅぅ……ウウッ！　ウウッ！」

　俺が歯を食いしばりながらも喘あえぐと、タイラーは淫いん蕩とうな微笑みを浮かべ腰の動きを速めてくる。

　タイラーのこんな猥わい褻せつな表情にまで喜びを感じてしまう。……まるで、心まで痺しびれる様だ。

　揺さ振られながら薄く開いた目に、彼の顔が快感に歪ゆがんでいくのが見える。

「チトセ……」

　俺を呼ぶタイラーの掠かすれた声が聞こえた気がした。

　その途端、彼は抱えていた両脚を俺の顔まで倒して押さえつけた。

　親指を入れていた孔に、更に２本の指を捻ねじ込み限界まで開く。

　胎内に冷たい空気を感じる間も無く、彼の尿道口が充てがわれると、瞬間に中を濡らす熱い液体を注がれた。

　弾ける様なショックと共に、視界がスパークした。

　一瞬にして、俺達を見下ろす様な景け色しきとタイラーの快感に薄く開かれた唇が点滅する様に視界を入れ替わる。

　下腹に溜たまっていくタイラーの熱に侵食され、酩めい酊ていした様な激しい眩暈めまいに心臓が破れそうになる。

　タイラーの魔力と、俺の魔力が混じり合い、身体中の細胞が喜びの歌を謳うたっている。

　彼は胎内にある３本の指を前後に動かし、奥の方まで精液を導く様な動きをした。

　俺の胎内の感触を楽しんでいる様でもある。

　しばらくして優しく指を引き抜くと、緩んだ孔に指を添え、たまに親指の先を出し入れしている。

　いつの間にか、激しい極みに達していた俺は、下腹を濡らしたまま放心していた。

　いつ射精したかもわからない。

　だんだんと全身に行き渡る熱に、眩暈も心臓の鼓動も治おさまりつつあった。

　タイラーは、俺が身体の自由を取り戻すのを待ってくれているらしい。

　脚をゆっくりと下ろされると、無理に曲げていた関節が悲鳴を上げた。

「くうっ……」

　つい、口をついて出た声にタイラーが反応する。

「大丈夫か？　どこか痛いのか？」

　初めは俺の表情を窺うかがっていたが、視線はだんだんと下腹部に移動していく。

　タイラーが、ゴクリと喉のどを鳴らした。

　胸から、下生えまでを、じっとりと濡らす俺の快楽の証あかしに舌を這わせ、丁寧に舐なめとってゆく。

　俺はどうしても、不味まずいはずだと思うのに、いつも美味うまそうにソレを口にするタイラーになんと言ったら良いかわからない。

　こちらの常識では、飲むモノなんだろうか？　不味くはないのだろうか？

　全すべてを舐め取り満足げに溜ため息いきをついたタイラーが、考え込む俺の顔を見た。

「チトセ、どうした？　やはりどこか痛むのか？」

　ついさっきまでのタイラーとは真逆の、情けなくも焦る彼に笑いが滲にじむ。

「大丈夫だよ、タイラー。良かったよ……」

　俺が小さく笑い素直に答えると、彼は甘い表情になり曖昧に頷いた。

「明日の朝は早い。もう休もう。良い夢を、な。チトセ」

　抱き締めてきた彼の胸からは、男らしい汗の匂においがする。

　舐めてみると塩辛くて、俺は小さく微笑ほほえみながら目を閉じた。明日は、もうすぐそこだ。
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　まだ仄ほの暗ぐらい早朝、俺達は出立した。

　今朝けさは宿の朝食も諦あきらめ、暫しばらく人身で走り途中で早めの昼食を摂るつもりだ。

　村の端までは早足で、森に出ると全速力でタイラーの後を行く。

　タイラーは俺がついて行けるギリギリの速度で走ってくれているのだ。

　これまでの旅の途中で、俺の体力や能力について色々と摺すり合わせて来た成果だろう。

　獣身と人身では発揮できる力に差がある。

　俺の獣身は、走るのは直線距離ではそこそこの速さだ。だが、山道や断だん崖がいの様な場所はかなり得意で木登りも上手うまい。

　力は、強いが……まあまあだろうか。しかし、特筆すべき能力もあった。

　ジャンプ力だ。垂直飛びで10ｍ近く、助走を付けて平行に飛べば20ｍ近く行く。

　これにはタイラーも驚いて、拍手をくれた。

　人身では、これらの半分位だろうか。それでも以前と比べるべくも無い。

　だがしかし、身体強化したタイラーと比較すれば、微々たる底上げに過ぎない。

　タイラーを基準にしてはいけないのは重々承知しているが、一番近くにいるのだ。仕方がないではないか。







　獣道を駆け抜け、山道に差し掛かる手前で休憩にした。

　宿で貰もらってきたパンに燻くん製せい肉と野菜を挟んで、簡単に昼食にする。水も近くの湧水から頂いた。

「ここからは獣身で行こうと思う。どうかな？　俺の獣身に荷物を固定して欲しいんだ。この鞄かばんは俺の獣身に合わせてあるから難しくは無い。お願いしていいか？」

　前にスタークの背中に固定するのを見ているから大丈夫だろう。

「勿もち論ろん。俺は何か持つものは？」

　俺はいつも手ぶらなんだ……。

「大丈夫だ。むしろ詰まっていないと、中身が揺れて動きにくい。このままで頼む」

　理論的にはわかるが、感情的にやるせない。

　……そのうちに俺の鞄を作ればいい。そう、気持ちを切り替えた。

　先ずはタイラーが獣身に変体した。獣身の背中に荷物を固定する。ベルトに従うだけで簡単に出来た。

　次に俺も服を脱ぎ、着ていた服をタイラーの服と一緒に荷物に入れた。服を入れるポケットが付いていて便利だ。

　忘れ物は無いか見渡して大丈夫だと確認し、俺も獣身を取った。

『グルル……』

　タイラーが笑っているのがわかる。

　裸でキョロキョロしていた俺が面白かったのだろうか。解せない。

　獣身の俺の前脚は太くて大きくて毛け塗まみれだ。それを自分の目で再確認する。

　その前脚を振り上げいきなりタイラーに飛びかかると、首に前脚を掛けて全力で引き倒し、口を開けて首元に歯を当てた。

　よし！　これでどうだ！

　駄目押しにパンチを数発繰り出してやると、タイラーは困り顔で動きを止める。

　笑いも止まった様だ。してやったぞ。

　俺は満足して『アーォ』と鳴き、行先を促した。







　初めは険しい山道だったが、そのうちに断崖絶壁の道に変わる。道と呼べるか怪しいものだが、一応足場があり人の気配はある。

　彼は大きな体たい軀くで器用にバランスを取り、こちらを振り返りながら崖がけを登って行く。俺も脚元をよく確認して、たまにジャンプでショートカットしつつ上を目指す。

　しかし、ここに来るまで誰だれともすれ違わなかったのが不思議だ。

　登り切ると、断崖を覆う木々の向こうに陽当たりの良い平地が見える。山の中腹に当たるだろうか。

『あそこが郷だ』タイラーの示す方向には、何十軒かの家影と人じん煙えんが見える。

　手前の林で人身に変体し服装を整え、気配を窺うが、誰も郷から出て来る様子はない。

「予定より早く着いたな。チトセは山道に強い」

　タイラーが嬉うれしそうに俺の髪を撫なでた。

「ありがと。これからの予定は立てているか？」

　照れ隠しではあるが一応、確認しておきたい。

「すぐに長おさに会えるかどうかだな。今晩か、明日か、そんなところだろう。宿は無いからどのみちどこかに泊めてもらうか……」

　ですよね、当然。いきなり来てすぐ会えるとは限らない。

「まあ、この辺りに野宿してもいいしね。なんとでもなるよ」

　俺が言うとタイラーは愉快そうに笑い

「そうだな、チトセの言う通りだ。なんとでもなる」

　そう言って、俺を抱き上げる。

　今ここでこの体勢かと驚いて彼を見遣ると、悪戯いたずらな表情で『いいだろ？』と目配せをしてきた。

　……入口までならいい……かな。

　タイラーの胸で丸くなり、しばし目を閉じ、知らず知らずの内に入っていた力を抜いた。




　　　　＊




　郷は、木造の平屋が点々と建ち並ぶ長閑のどかな村の様だった。

　20～30軒の家と、奥に大きめの屋敷の様な建物があるだけだ。

　家庭菜園があるが、大きな田畑は見当たらない。

　聞くと、郷には50～１００人程度しかおらず、近隣にある他の町に住んでいる人も多いらしい。タイラーの家族も海の近くの街に拠居を構えていると言う。

　郷の入口に立ち、タイラーの顔を見た。

　彼はいつになく謹厳な表情だったが、俺の視線に気がつくと微笑ほほえんで言った。

「行こうか、チトセ」

　頷うなずくと、俺達は歩き出した。







　トラ族の郷に入り、家々の間の小こ径みちを歩く。夕食どきにはまだ早いが、準備に煮炊きする煙が上がっている。

　誰ともすれ違わないので不安になるが、逆に人がたくさん居るよりは良いかと思い直す。

　細く曲がりくねった道を通り過ぎ、どうやら奥にチラッと見えていた屋敷に向かっている様だ。

　他の家の５倍はある屋敷の前で立ち止まった。近くで見ると思ったよりも大きい。

「すまない、ドリスのタイラーだ。誰かいないか」

　タイラーが引戸を開けて中に呼びかける。

　ドリスとはタイラーの生まれた海沿いの街の名前らしい。暫しばらくすると、玄関ホールに顔を出したのはスタークだった。

「おー！　タイラー、やっぱり来たな。チトセも久しぶりだ。あがれ、あがれ」

　スタークに招き入れられ、応接室の様な部屋に通される。

「久しぶりだな、スターク。この間は助かったよ」

　タイラーが挨あい拶さつをすると、スタークは笑ってこちらの用件を急ぐ様に言う。

「お前ら、長に会いに来たんだろ？　今、話しつけてくるからちょっと待ってろ」

　返事も聞かずにスタークは慌ただしく出て行った。

　タイラーに聞くと、スタークは長の息子に当たるらしい。１００歳程上の兄と２人兄弟との事だ。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たにしていると、雌の獣人がお茶を運んできてくれた。タイラーの事をチラチラ見ているが知り合いだろうか。タイラーに目で尋ねると、知らないらしい。

　トラ族だからといって全員知り合いという訳ではないんだな、と一応納得する。

　雌の獣人が立ち去らないので、しかたなく無言でお茶を口に運ぶ。またスタークが音もなく戻ってきた。

「おう、これから会えるぞ。２人ともこっちへ来いよ」

　俺達は荷物も持ったままスタークの後について部屋を出て廊下を歩く。

　渡り廊下を通ってガラス張りの明るい部屋に着くと、椅子を勧められた。

「ちょっと待ってろ、すぐ来るからな」

　と言い、また部屋を出て行く。

　どうやらスタークはせっかちの様だが、俺としては話が早くて好ましい。

　少しするとスタークと共に、６００～７００歳位の赤茶色の髪のトラ族の獣人が部屋に入って来た。

　俺達は立ち上がり、挨拶をする。

「お久しぶりです。ドリスのタイラーです。この度は急にもかかわらずお時間頂きましてありがとうございます。こちらは、ユキヒョウ族のチトセです」

「チトセ・カガです。よろしくお願いします」

　俺が名乗ると、長が口を開いた。

「久しいな、タイラー。元気にしておったか。もっと郷にも顔を出せと言っておるだろう。そう畏かしこまらんで良い。……そうか、そちらがチトセか。話は聞いておる。緊張しなくてもいいからな？」

　……後半俺に話しかける時、かなり優しい表情を作ってくれた様だ。これは、まさかの子供扱いだろうか。久しぶりだ。

「長、チトセの事でお話ししたい事があります。よろしいでしょうか？」

　長が頷いて目で促すと、タイラーが今回の経緯いきさつを説明してくれる。

　任務の途中、ババル山近くで俺を保護した事、事故で親を亡くし記憶も曖あい昧まいな事、バルテシオンの診断で２５０歳のユキヒョウ族とわかり、この間変換期も終わった事、本人の意思に反してヒョウ族の里に連れて行かれそうになった事。

　理路整然と話してくれたので、俺の補足も必要無さそうだ。

　長は暫く腕組みをして考えていたが、ゆっくりと口を開いた。

「そうか、だいたいの事情はわかった。こちらからも、幾つか質問をいいか」

　タイラーが頷くと、質問を始めた。

「チトセは、ユキヒョウ族で間違いないのだな？」

「はい。そうです」

　俺が答えると、うんうん、と頷いてくれる。

「で、ヒョウ族の里には行くつもりは無いと？」

「はい。何故か私の意思に関係なく連れて行かれそうになりまして。バルテシオンさんから強制では無いと聞いていましたのでお断りしました。問題はないかと思いますが、そう簡単には行かないかもしれないと心配したタイラーが、こちらに連れて来てくれた次第です」

「……うむ、わかった。怖い思いをした様だな。タイラー、チトセ、しばらくは郷に滞在すると良い。部屋は此処ここに用意させよう。頼むぞ、スターク。ユキヒョウ族のチトセはトラ族のタイラーがその庇ひ護ご下に置く、そう理解した。問題ないな？　では、そろそろ夕食の時間だな。広間に食事を用意させる。久しぶりに皆で飲むか」

　トラ族の思う所は俺にはわからない。でも、タイラーがお世話になると言うならきっと大丈夫なのだろう。

「ご迷惑をお掛けする事があるかもしれませんが、よろしくお願いします」

　俺が腰を折ると、

「問題ない。１人くらい食い扶持ぶちが増えた所でたいした事はないし、久しぶりに見合うユキヒョウ族だ。皆も喜ぶ」

　長は優しい表情でそう答えてくれた。







　スタークに客室に案内されて、部屋を見せてもらった。

　用意してくれていた部屋は１人部屋だったが、荷物を１つの鞄かばんにしてある事を伝え、２人部屋に変えてもらう。

　大きなベッドが２台とテーブルと椅子２脚の部屋だが、さすがトラ族！　という家具の大きさだ。椅子に座ると、つま先しか床に触れられない。

　荷物を適当に解くと、待っていたスタークと共に広間に向かった。

　広間のテーブルには既に、何人かのトラ族が着席していた。

　楕だ円えん形のテーブルに上座下座などはない様で、来た順に座っている。俺達も左手前の席を取った。

　最後に長が入室すると、空いていた一番奥の椅子に着席し、全員の顔を見渡す。

「今日はな、目め出で度たい日だ。……儂わしらネコ科大型肉食獣の仲間であるユキヒョウ族が喪うしなわれて久しいのは知っておろう。しかしな、今回そこにいるタイラーが任務中に保護したチトセは、そのユキヒョウ族だったのだ。２人は当分の間、郷に滞在する事になるが、他の郷の者には伏せておく様に。ヒョウ族から要らぬ追及を受けたらしいからな。よろしく頼む。では、今夜は無礼講だ。飲むぞ！」

　杯を持ち上げ『サー！』と叫ぶと、他の獣人もそれに倣う。いきなり、賑にぎやかな晩ばん餐さん会が始まった。

「チトセ、葡ぶ萄どう酒は飲めるか？　もし嫌いなら麦酒や果実酒もあるぞ。こうなると俺達トラ族はとことん飲むからな、シラフでいると後悔するぞ」

　スタークが親切風に助言をくれたので、郷に入れば郷に従えだと葡萄酒の杯を持った。

　タイラーも苦笑いで頷いている。

　長い夜になりそうだ、と葡萄酒を舐なめながら楽しみに思った。







　スタークの話通り物もの凄すごい速さで杯が空いて行く。同時に焼いた肉塊もどんどん皿から消えて行くのだ。ここまで来ると、気分は爽そう快かいだ。

　俺がテーブルの上を見ていると、目の前の席に座る雄の赤銅色の髪の獣人から話しかけられた。

「食べないのか？　すぐに無くなるぞ、ほらこれ食べろ」

　肉を切り分けた物を渡してくれようとした。

　するとタイラーが、

「チトセは少食なんだ、先ずは自分の皿の物を食べてからだな。お気遣いはありがたいが大丈夫だ」

　横から断りを入れた。

「そうだな、まだ皿がいっぱいだな。ゆっくり食べるといいよ。ああ、自己紹介がまだだったな。俺はトラ族のランドンだ。ここにいるメンバーは全員、隊の仕事に従事しているか経験者ばかりだ。右奥から、長のサルクス、その番のワイアット、隊の仕事をしているディラン、それと俺、ランドンだ。左奥は長の上の息子ルーカス、次の息子のスタークは知っているんだよな？」

　タイラーが感じの悪い断り方をしたと思うが、それには全く気にしていない様子で親切に教えてくれた。しかも笑顔と言うか、笑い顔だ。

　トラ族は大らかな人が多いのだろうか。

「はい、スタークにはキャンプでお世話になりました。ユキヒョウ族のチトセ・カガです。ご親切にありがとうございます、ランドンさん」

　ランドンさんは、満足げに微笑ほほえんでくれた。

「タイラーも久しぶりだ。なんだか本部で一ひと悶もん着ちやくあったらしいな、詳しく聞かせろよ」

　テーブルに肘ひじをついてタイラーに話しかけている。タイラーも苦笑いながらも気兼ねなく話している様子で、俺は安心した。ディランも加わり、隊の話に花が咲いている。

　するとスタークが、

「ここにいる奴やつは皆、番がいるから安心していいぞ」

　と、したり顔で言う。確かに、長おさ夫婦は６００歳は越えているし、他の人達も４００歳以上だろう。皆、橙黄だいだい色から赤茶色の髪で逞たくましい身体つきだ。

　スターク曰いわく、トラ族は強きよう靭じんな種族だが、その中でも特に力の強い雄、その有志の中から更に選抜され、隊の編制に入る。

　他の街に住んでいる入隊希望の若いトラ族達は、持ち回りで郷に滞在し訓練も行う。

　任務に出るのは２００～５００歳の個体が多く、それ以上になると長のサポート役として郷に移り住むか、自分達の街の守護に回る。この席には居ないが、郷には今隊員が他にも何人かいるとの事だ。

　更に、雌の中でも力が強いとされる者が、行儀見習いとして長の館やかたに何人か滞在しているらしい。

　ここで強い番を探す意味もあるそうだ。

　大所帯で色々ありそうだと思いながらスタークの話を聞いていると、奥のスタークのお兄さんから話しかけられた。

「初めまして、チトセ。スタークの兄のルーカスだ。スタークから話は聞いていたんだけど、会えて嬉うれしいよ」

　俺も自己紹介をしながらルーカスを観察する。

　赤茶色の髪に、逞しい身体からだ、首が太くガッシリとしている。顔もエラが少し張ってスタークそっくりだが、頰骨は滑らかで目元が少し優しい。

　ここの親子は、父親の遺伝子がガッツリ採用されている。

「トラ族はガタイが良いのばかりで窮屈じゃないか？　私はユキヒョウ族に会うのは初めてだけれど繊細な種族だと聞いているよ。何か困った事があればスタークに言うといい」

「ありがとうございます。確かに、トラ族の方々よりは少々小柄ですよね。私もユキヒョウ族は、私と混血の人の２人しか知らないので、詳しくは無いですが」

「混血？　もう１人いるのか？　会ったのか？」

　ルーカスさんだけてなく、スタークまで目を見開いた。

「ええ。シュレイクスで、ヒョウ族の長おさとお会いした時に一緒にいらしてました。黒ヒョウの番がいる、ヒョウ族とユキヒョウ族の混血の方です。とても良くして頂きました」

「そうなのか。長は知っていたか？」

　いつの間にか長も驚いた顔で、こちらの話を聞いていたようだ。

「いや、知らされておらん。初耳だ。常よりヒョウ族は秘密主義だとは思ってはいたが……。何か思う所があるやもしれぬ」

　シュレイクスの隊の本部で会ったのだ、秘密にしている訳ではないだろう。

「でも、ライオン族の長もご存知でしたよ？」

　長は顎あごを撫なでて考えているようだ。

「そうか。一度確認する必要があるな。名前はわかるか？」

「アイゼンさんです。黒髪で、私と似た系統の顔立なので直ぐにわかると思います」

「……そうか。ありがとう、チトセ。ああ、私の番の紹介がまだだったな。ワイアットだ。今は隊を抜けたが、郷の守護をしておる」

　ワイアットさんは橙黄色の髪の雄で、印象に残り難い平均的なトラ族だった。

「よろしく、チトセ。今度一緒に狩りに行こう。ここはあまり娯楽がないからね、狩りをしながら眺めの良い場所も教えてあげるよ」

「ありがとうございます！　楽しみです！」

　お礼を言いながら、お土産の事を失念していたと気がついた。

　タイラーに小声で伝えると、今渡すのが良いだろうと部屋まで取りに行ってくれる。

　油紙で簡単に梱こん包ぽうしたそれを、『これからお世話になります』と言いながら渡すと、開く前から贈り物という事だけで喜色満面だ。こうも喜んで貰もらえると、こちらまで嬉しくなる。

「開けて良いかな？」

　ソワソワとしながらも窺うかがうように聞かれたので、

「もちろん！」

　と答えると、ワイアットさんは丁寧に油紙を解いてくれた。周りのトラ族も興味深げに覗のぞいている。

　中身はイモリの干物を10匹ずつ草で纏まとめた物が３つ。30匹の干物だ。

　あまり色気のある贈り物ではない。

　油紙が開かれ中身が見えると、ワイアットさんが驚きよう愕がくの表情で固まった。

　あ、両生類苦手なタイプだったかな……下げようかと逡しゆん巡じゆんした瞬間、

「ヤクオウイモリの干物じゃないか！　こんなにたくさん！　貰えない！　でも欲しい！　いいのか？　いいのか？」

　大興奮で干物を胸に抱えた。

「あ……はい、どうぞ。ここに来る途中に見つけたのでバルテシオンが干物にしてくれた物です。気兼ねなく貰って下さい……」

　周りの人達も、急に騒ぎ出した。

「ヤクオウイモリだって？　本当か！」

「凄すごい数じゃないか！」

「こんなたくさん見たの初めてだよ、匂におい嗅かがせろ」

「チトセ、お前凄いな。ヤクオウイモリを狩れるなんて、魔力が高いんだな！」

　バルテシオンの狂喜乱舞の時も驚いたが、トラ族の喜び様も負けていない。

　強烈な食い付きに、俺は若干引き気味だ。タイラーを見ると、嬉しそうにこちらを見ている。

　どうやら、お土産作戦？　は成功らしい。

　イモリで好感度も何も微妙な心持ちではあるが……。

　結局、ここにいる全員に一匹ずつ、他は屋敷で管理することに落ち着いた様だ。

　それから和わ気き藹あい々あいと、かなり遅くまで酒宴は続いている。

　最後の辺りになると俺は座りながらうとうととしていたらしく、タイラーに抱き上げられて部屋に連れて行かれる。

　よろしくない、これではまるで子供ではないか。

　……しかし、タイラーの胸の温かさに言葉を飲み込み、しばし目を瞑つぶって堪能する。

　結局、部屋に着いた頃ころには俺は既に心ここ地ち良い夢の中だった。







　身体を覆う様な不快感に起床した。背中から俺を抱くタイラーの身体も熱くジットリと感じる。

　昨日きのう飲みすぎた、間違いない。……二日ふつか酔よいには薬草が効果覿てき面めん、丸薬を作っておいたはず。

　タイラーの腕を無理やり抜けると、荷物を漁あさった。

「なにしているんだ？」

　タイラーが目覚めたらしく、後ろから声が聞こえた。

「薬草はどこに入れたっけ？　二日酔いに効く丸薬探してるんだけど……」

　そう尋ねながら振り向くと、タイラーが不機嫌そうにベッドから身体を起こしていた。

　どうしたのだろうか？

　首を傾かしげてみた。タイラーはこちらに歩いてきて丸薬を袋ごと取り出してくれた。

「きっと他の連中もフーフー言っているはずだ。食堂に行く時に持って行ったらどうだ？」

　俺がトラ族の皆に早く馴な染じめる様、気を遣ってくれているのがわかる。

　もう機嫌も直ったようだ。

　俺達はお互いに軽くブラッシングを済ませると食堂に向かった。

　食堂に着くと、トレーに載った朝食をカウンターから受け取る。メニューは固定で日替わりメニューらしい。

　水は水差しごと席に持ってきた。体内のアルコール濃度を下げねば。

　先ずは丸薬を飲み、それから朝食を頂く。干し肉で出汁だしを取ったおじやの様な食べ物と焼いた肉塊だ。

　トラ族では米を食べる習慣があるのか。

　久々の米に、知らず知らずのうちにテンションが上がる。

「タイラー、お米だよ！　久しぶりだよ！」

「チトセはムル米が好きなのか？　良かったな、トラ族以外はあまり口にしないらしいからな」

　俺は何てツイているんだ！　感動に胸を打ち震わせていると、『ヴーヴー』という音が耳を掠かすめた。懐かしい携帯のバイブ音の様だ。

　周りを見渡し、音源を探す。

　ワイアットが隣のテーブルに突っ伏し、『ヴーヴー』と呻うめいているのが目に入ってきた。

　橙黄だいだい色の髪のツヤまでが衰えくすんで見える。

「……ワイアットさん、おはようございます。二日酔いに効く丸薬です、良かったらいかがですか？」

　俺が水と丸薬を差し出すと、奪い取る様にして丸薬を口にする。

　水もガブガブと飲み、２杯目を注いだ所で、クワッと眼めを見開いた。

「治った……」

　呟つぶやくと、俺を凝視して両手を取る。

「ありがとう、チトセ！　凄いよく効く薬草だ！　ルーカスにもいいか？」

　俺が気け圧おされながらも頷うなずくと、破顔一笑した。

　丸薬を持って食堂を飛び出すと、すぐにルーカスを伴い戻ってくる。

「こんなに効く薬は初めてだ！　これはどこの市で購入したんだ？　教えてくれ！」

　２人が興奮気味に迫ってきた。トラ族、大きいから威圧感がハンパないです……。

　スタークは二日酔いしていないはずだ、とするとワイアットからの遺伝がアルコール分解能力が少ないのだろう。

　なかなか興味深い。

「その丸薬は、郷に来る途中にチトセが作った物だ。鮮度が良いんだろう、効きもいいはずだ」

　タイラーが説明してくれると、２人は、

「「作った!?」」

　見事にハモった。

「はい、バルテシオンさんから師事を受けて薬師をしていこうと思っています」

　タイラー曰いわく、トラ族は力押しは得意だが、手先はあまり器用ではない。しかも、魔力はほぼ身体強化に回されてしまうので、魔力を感知するのが苦手らしい。

　聞くだけでもわかる。薬師に向いていない。

　だからトラ族は薬は高いお金を払って、乾燥した薬草や効きの良くない薬を購入しているのだそうだ。

　ワイアットは眼を爛らん々らんとさせて、

「手持ちの薬、買い取らせてくれないか？　もしよかったら……いや、是非とも頼む」

　また距離を詰めてきた。横でタイラーが溜ため息いきをつく気配がし、

「ワイアット、ルーカス、その話はまた別の機会を作ろう。チトセは前向きに検討してくれるはずだ。な？」

　こちらを見て聞いてきたので、俺は『もちろん！』と頷いた。
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　タイラーが長に呼ばれて行くと、ワイアットが屋敷を案内してくれると言うので、お言葉に甘える事にする。

　主屋には、客室と広間と会議室と食堂、風ふ呂ろ場ばなどがあり、俺はここだけで事足りるはずだ。

　奥に別棟が３棟あり、長おさ一家と、備品庫、預かりの若い雌が住んでいる。

　備品庫には金目の物全般、武器、薬草などが保管されていて、立ち入りは基本長と関係者数人だけになる。

　屋敷の中を歩き回り、気になる風呂場の使い方を教わったり、家庭菜園で作られている野菜について話したりしていると、いつの間にか昼時になっていた。

　ワイアットと２人で昼食にしようと食堂に移動すると、朝よりもかなり賑にぎやかな気配がする。

「あー、若い雄たちが狩りから返ってきたんだね。ちょっと煩いかも、サクッと食べて出ようかね？」

「あ、はい。そうしましょう」

　キッチンカウンターの近くには血抜きされた肉塊が並び、大きい獲物を仕留めた雄は声も高らかだ。食堂の其処そこ此処ここで、雌達が雄の側そばを陣取り、女の戦いを繰り広げている。

　コレ、俺の苦手なヤツだ……ワイアットが２人分の食事を取りに行ってくれたので、なるべく周りを見ない様にテーブルの突板の年輪を数える。

　俺のささやかな願いは届かなかったみたいだ。ワイアットと違う気配が背後から迫る。

「おい、見ない顔だな。お前何族だ？」

　黒髪のガタイの良い若い雄が、匂においを嗅かぐ仕草をしながら直ぐ後ろに立っている。

　俺が何と答えるか逡しゆん巡じゆんしていると、ワイアットがトレーを持って戻ってきた。

「長の客だ。お前達は構うな」

　助け船を出してくれる。

　若い雄が納得していない素振りを見せながらも立ち去ると、ワイアットが言った。

「悪いね、若いのは血の気の多いのばかりでさ。マナーも何もあったものじゃ無い。まあ、躾しつけはこれからしていかないとね」

　若い雌達がチラチラとこちらを見ながら話しているのを視界に入れ、少し顔を顰しかめている。

「しかたないんじゃないですか？　タイラーに聞いたら、郷は殆ほとんど人の出入りがない様ですし。知らない人がいたら気になりますよね」

「そう言ってくれると助かる。長にも郷の一族には説明する様に言っておくから。何か嫌な思いをしたら直ぐに教えてくれ」

「はい、必ず。お世話になります」

　俺達の周りだけやけに静かな食堂で、こちらの味付けの昼食を摂る。

　……自分で料理の出来る環境が欲しい。

　切実に思いながら、新しいレシピに思案を巡らせた。







　それからと言うもの、１人で歩いていると若い雄たちに頻繁に話しかけられる様になった。

　長が説明してくれたらしく、悪意のある接触をしてくる者はいないが、居い心ごこ地ちが良く無い。

　タイラーも気がついているらしく、なるべく行動を共にしてくれているが、会話を遮る様な事はしない。何故か寂しそうな顔を見せながらも、交流を促している様にすら感じる。

　郷に馴な染じめるようにと気を遣わせてしまっているのだろうか。

「こんばんは、チトセ。俺はギデオン、マルスの出だ」

　食堂でタイラーと夕食の途中、トレーを持った若い雄に同席を尋ねられた。

「郷の付近の哨しよう戒かいに出ていてね、今日戻ったんだ。噂うわさの獣人は君だろ？」

　焼いた肉を口に運びながらニヤリと笑う。

「噂かどうかは知らないけど、トラ族以外なら俺だろうね」

　俺が表情を変えずに答えると、

「そんなに警戒しなくても大丈夫、俺に邪心はない」

　両手を広げて大おお袈げ裟さに表情を作る。

「脳筋が多いからね、若い雄は。警戒するに越した事はないか。タイラーも久しぶり、最近のドリスの様子はどう？」

　ギデオンは黄味の濃い金髪の２５０歳位の雄で、体格は良いがスマートな印象を覚える。

　俺が観察している事にも気づきつつ、気にしていないと暗に伝えてくるそつの無さだ。

　タイラーとギデオンの話を聞き流しながら、黙々と口を動かしていると、

「おい、ギデオン。抜け駆けは頂けないぞ」

　何人かの若い雄達がこちらに来る。雌達の視線が痛い。

「抜け駆けって……挨あい拶さつをしているだけさ。皆はもう知っていたんだろう？　俺だけ挨拶が遅れたかと思ってね」

　最初に声をかけてきた黒髪の雄の姿も見える。トラ族に黒髪は少ないから直ぐにわかった。

「俺達もまだ名乗ってないよな、俺はイーデン、赤髪がリアム、そこの黒髪がダレンだ」

　オレンジ色の髪の雄が自己紹介を始める。

「滅めつ多たに見ない美人だからね、皆が浮ついているんだ。相手もいるんだかいないんだかハッキリしない様だし……」

　赤髪のリアムもタイラーをチラチラ見ながら会話に加わってきた。

「おいおい、まあ、美人な事は認めるけど、チトセも雄だからな。あからさまにそんな目で見られたら気分悪いと思うぞ。少しは頭使えよ、子供じゃあるまいし」

　ギデオンが諌いさめる様に立ち上がると、憮ぶ然ぜんとして『そんなんじゃない』と口々に言っている。

　話に付き合う義務はないはずだ。

　タイラーに、そろそろ風呂に行きたいと小声で伝えると頷うなずいてくれた。

「食事も終わったので、先に失礼するよ。話せて良かった、それじゃ」

　俺は立ち上がると、背中に感じる視線に無視を決め込んで足早に食堂を立ち去る。

　雌がたくさんいるんだ、そっちに行けばいいのに。俺は胸に渦巻く不快感に唇を嚙かんだ。
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　風呂場は箱型の木風呂で、ヒノキとは違うがいい香りのする木材が使われている。湧わいている熱い水を使っていると言っていたが、温泉の事ではないだろうか。誠に贅ぜい沢たくだ。

　ひとしきり身体からだを洗うと『フー』と鼻から息を出しながら、お湯に肩まで浸つかる。

　少し遅れてタイラーも入って来ると、かなりの量のお湯がザバーッとかけ流された。

「ねえタイラー、料理ってできる場所ないかな」

　タイラーの身体にもたれ、俺は目を閉じたまま口を開いた。

　ややあって、耳元からタイラーの声が聞こえる。

「ワイアットに相談して、空いてる時間に調理場を使わせてもらうか、もしくは郷に家を借りるか……少し考えてみてもいいか？」

「ごめんね、我わが儘まま言って。ワイアットに話す時は趣味だって強調しておいてくれるか？　料理が不味まずいと思ってるなんて勘違いされると困る」

　俺が顔に湯を掛けながら言うと、笑いながら『わかっている』と低く甘い声が背中に響いた。
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　その晩、タイラーが長に呼ばれて部屋を出て行った。きっと酒盛りに違いない。

　ベッドでウトウトしながら既にブラッシング終えていた俺は、行ってらっしゃいと手を振り、そのまま睡魔に身をまかせるに決め込んだ。







　夜中、何故か急に寝覚めた。

　部屋の中は、彼が灯あかりを消して出て行ったので真っ暗だ。

　不思議に思い身み動じろぐと、人の気配がする。一瞬、タイラーが帰って来たのかと思い探ると、魔力の反応が少し暗い。魔力が弱いのか？

　……違う、タイラーではない。

　俺は背筋に冷水を浴びせられた様にゾッとして、身体を固くした。

　息を潜めて様子を窺うかがう。

　気配の元はゆっくりとこちらに近づいている様だ。大きな影が暗くら闇やみに揺らぐのがわかる程接近すると、俺はベッドサイドのチェストに手を掛けて思い切り引き倒す。

　ガッシャーン、と大きな音を立てチェストが倒れると、『うわっ』と焦る様な声が聞こえた。

「おい！　やめろ、大きな音を立てるな！　危害を加えるつもりはない！」

　大声で叫ぼうとした俺にのしかかって、手の平で口を塞ふさいでくる。

「話をしたいだけだ！　暴れるな！」

　俺が口を塞ぐ手を振り払おうとすると、身体全体で動きを止められる。

　レスリングでホールドされている様な感じだろうが、なにせ階級が違いすぎる。

　身動きが取れずに『止めろ！』と言ったつもりが、『ウーウー』唸うなる事しかできない自分が不ふ甲斐がいない。

「聞いてくれ、俺の相手になって欲しいんだ。もちろん大事にする、苦労もさせない。いいだろ？　タイラーとは番じゃないよな、匂においはするが違うんだろ？」

　俺の夜着に手を掛けると、捲まくり上あげるようにして腕を固定しようとしてくる。

　駄目だ、このままでは敵わない。

　俺は咄とつ嗟さに、獣身に変体した。

　身体を捻ひねり拘束から抜けると『アーヴォー！』と吠ほえ、驚く暴漢に思い切り獣身をぶつける。

　向こうがよろめいた隙に扉まで飛とび退のいた。扉に前脚を掛けて開けようとするが、うまく開けられない。

　俺が背後に唸うなりながらドアノブをガチャガチャやっていると、

「何の音だ！　何かあったのか！」

　声と共に外側から開かれた。

　俺は獣身のまま、扉を開けた姿のランドンを飛び越すと、勢い余って廊下の壁に激突する。

『キャウン』と思ったより情けない声が出た。

　大きな物音にディランも自分の部屋から出て来る。

「なんだ！　何があった！……チトセ？　チトセなのか？　おい、ランドン、どうしたんだ!?」

「わからない！　おい、誰だ？　中にいるのか？」

　ランドンが中に入ると、同時に窓を破って誰かが出て行く音がした。ランドンは窓の外を覗のぞいていたが、直ぐに俺の様子を見に戻ってくる。

「誰かいた様だ……姿はもう見えない。大丈夫か？　チトセ、何があったんだ？」

　２人は俺を落ち着かせようと、膝ひざをついて手を伸ばしている。俺は獣身のまま蹲うずくまり、小さく唸った。

　今はまだ人身に戻れない。

　このまま人身に戻ると裸なのだ、心細くて変体は出来ない。俺は獣身のまま蹲り、小さく唸ると２人から距離を取る。

　今は、触られたくない。

　しばらくすると、幾つかの人の気配が近づいて来るのを感じた。

　……タイラーがいる。

　俺は顔を上げて耳を動かした。

　廊下の向こうから、タイラーと長おさ夫婦が走って来るのが見えてきた。

　俺は低い姿勢から勢いをつけてタイラーに飛び付き、首に獣身を巻きつける。

「おっと」

　タイラーはそのまま俺を抱えて、

「どうしたんだ？　ん？……ランドン、ディラン、何があったんだ？」

　と初めは俺に、直ぐ後２人に質問した。

「誰かが部屋に侵入した様だ。大きな音と唸り声がしたんで、扉を開けたらチトセが飛び出してきた。俺は姿は見ていないが、窓を破った音は聞いた」

　ランドンが説明すると、

「なんだって!?　屋敷の部屋に侵入？　ありえない、ありえないよ！　ここはトラ族の郷だぞ！　サルクス！　捕まえろ！」

　ワイアットが叫んだ。髪を振り乱して怒っている。

　……怒髪天を衝つくとはこのことだろうか。

　あまりのワイアットの取り乱し様に、見ていた俺は少し冷静さを取り戻した。

『アオン』と鳴き、タイラーに服が欲しいと伝えると、部屋に入り他の人を外に出してくれる。

　タイラーはベッドの上に俺を下ろすと、その大きな手の平で顎あご周りと背中を強めに撫なぜてくれた。

　気持ちの良い手に、段々と落ち着いてくる。俺は『フンッ』と鼻で息をして彼の膝に頭を乗せた。

　身体からだの強張りが解けてくるのがわかると、彼は獣身のままの俺に頰擦りをしてくれる。

『もう大丈夫だ』そう伝えて、俺はタイラーの顔をひと舐なめした。

　俺が人身に戻り服を着ている間、タイラーは部屋の中を隅々まで確認している。

　窓は割れ、チェストは倒れて酷ひどい有様だ。まだ荷物を廊下側に纏まとめてあったのは幸いだろう。

　服装を整え終わると直ぐ、タイラーが優しく俺を抱えた。

「お騒がせしてすみません……」

　廊下に出ると、今あった事をタイラーの腕の中から説明した。

　侵入者は暗くて顔も見ていない、雄のトラ族だった事しかわからないと伝える。

「そうか……でも本当にトラ族だった？　顔や姿は見てないんでしょ？」

　ワイアットの疑問は尤もつともだ。

　俺は落ち着いて話せる場所が欲しい、とお願いした。
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　長夫婦とランドン、ディラン、それに俺とタイラーで長の私室にお邪魔した。

　ソファーセットと執務机がある部屋だ。

　皆が着席したところで、タイラーが口を開いた。

「先ずは確認させて欲しい。皆はユキヒョウ族についてはどれ位知っている？」

「黒髪の美形が多くて薬師を生なり業わいとしている一族、それくらいのもんだ。実際、ユキヒョウの獣身を初めて見たが、想像より毛足が長く美しいな」

　ディランが答えると、ランドンが疑問を口にした。

「ただ気になる事もある。昔の隊の記録に『重要な哨しよう戒かい任務にはユキヒョウ族を重用せよ』とあるのを読んだ事がある。……理由はわからないが」

　長も、『気になっていた』と口にする。

「そうか。ユキヒョウ族の特性については知られるべきでは無いと俺達は考えている。出来れば、ランドンとディランには席を外して欲しい」

　タイラーが口を開くと、ランドンが大きく息を吸って発言した。

「考え直して貰もらえないか。俺達も郷を守る一柱として知っておかねばならないと思う。長、どうですか？」

「儂わしからも頼む。この２人無くして今のトラ族の平穏は無い。秘密は守ると保証する。なんなら誓いを立てさせる」

　長が頭を下げた。

「やめて下さい！　そんなに大した事では無いんです」

　タイラーにありがとうと伝えると、自分の口から話す事にした。

「端的にお話しすると、魔力が見えるんです。だから薬草を見つけられる。ユキヒョウ族に薬師が多いのはそれが理由ですね。魔力を探れば種族も大体の年齢もわかります」

「それはどれ位の範囲なんだ？」

「どうでしょう。俺自身はまだ使いこなせていないので……。目で見える範囲位でしょうか」

「……そうか。シャチ族は水の中の魔力を探る力がある。しかしアレは一個体でかなりの剛腕なのもあるが、水の中だけだ。ヒョウ族がユキヒョウ族に拘るのはそこか……」

「あー。ここ２００年ほど、出回る薬草の質が落ちているんだ。良い薬はヒョウ族の里から来ている物が多いと聞く。もしかするとユキヒョウ族が絶えたのも原因の１つなのかもしれない。アイゼンだっけ？　ヒョウ族の里にユキヒョウ族の混血がいるんだよね？　これ、問題じゃない？」

　そう言って、ワイアットが頭を抱える。

「純粋なユキヒョウ族は最早チトセだけだろう。これからも他に報しらせるつもりは無い。わかって貰えるだろうか」

　タイラーが慇いん懃ぎんな言葉とは裏腹に、周りを睥へい睨げいする。

「もちろんだ。チトセの身の安全に関わる問題だ。それに、すでに一族が居ないのだ、これは個人の問題になるだろう。儂らの口から漏れることはない。な、皆？」

　長が重い口を開くと、２人は『サー』と真剣な面持ちで答えた。ワイアットも『勿もち論ろんだ』と答えてくれている。

　……タイラーの顔が怖いのは、それ程に問題が大きいという事なのだろう。

　シュレイクスで感じたのと同じ、漠然とした不安が心を過よぎった。

　自分の生き方を、誰かに決められる事だけは避けたい。

　これからの永い人生を、自由に生きて行きたいと思うのだ。




　　　　＊




　その夜は、ワイアットが新しく部屋を用意してくれた。荷物を移し、２人でベッドに入る。

「……怖かっただろう。悪かった、１人にして」

　後ろから俺を抱きしめたタイラーが呟つぶやいた。

「……大丈夫。大した事は何もなかったんだ。それに今はタイラーが一緒だから、大丈夫」

　俺は、目を瞑つぶり小さく答える。

「今、除隊の件で長おさと話し合っている。もう暫しばらくかかりそうだが、ここにいても大丈夫か？……家を借りるのはやめた方がいいと思うが、どうだ？」

「うん、一軒家よりこっちの方がいいな。ワイアットもいるしね」

　薬草や備蓄薬についてワイアットとまだ話せていない。

　お世話になっているトラ族の人達に、自分の出来る限りのお手伝いがしたい。

　トラ族は、タイラーの一族だから。







　このまま屋敷に居る事に抵抗が無いと言ったら噓うそになる。しかし、起こってしまった事は仕方がない。

　男だからか、襲われたショックと言うものは余り無いようだ。それよりも、この一件がどう処理されるかが気にかかる。

　騒ぎ立てて事が大きくなると遺恨が残る可能性が有るが、味を占めた犯人が同じ事を繰り返す様な事態は回避したい。

　どうしたらいいのだろうか、思考が堂々巡りをしてしまう。きっと、俺が考えても詮方ないことだ。

　しばらくは静かにタイラーの息遣いを聞いていたが、俺は身体を返して彼に向き合い、その胸に頰を擦り付ける。

　彼の身体の熱さに、胸の奥が引き絞られる様な切なさを覚えた。

　……甘えたい。甘やかされたい。

　自分の中に今まで無かった感情が生まれてくる。タイラーなら、タイラーになら、いいだろうか。

「なあ、タイラー……いいか？」

　俺がタイラーの首元を齧かじるように口を付け、下から顔を窺うと、少し驚いた後に、彼は艶なまめいた微笑みを見せた。

　触って、体温を感じて、包まれたい。

　お互いに身体からだを弄いじり合い、服を脱がせていく。

　タイラーの裸の胸元からは、熟れた果実の様なアルコールの匂においがした。

　タイラーはいつもの様に俺の身体中に口を付け、舐なめ溶かしていく。しかし今日は、無心に肌を愛あい撫ぶする姿がいつもより嬉き々きとして感じる。

　……そう言えば、俺から求める様な態度を取ったのは初めてかもしれない。その所為せいだろうか？

　そうだったら嬉うれしい。

　俺の脚を持ち上げ折り畳むと、足の指を舐めながら、俺に膝ひざの裏を押さえる様に指示をする。少し持ち上がった腰の下にクッションを挟まれ、臀でん部ぶを曝さらけ出だす体勢になり小さく抵抗した。

「ちょ、何？　この格好やだよ……」

　俺が羞しゆう恥ちから身動ぐと、

「じっとして？　手はそのまま」

　そう言いながら俺の腰を押さえ、暴かれた秘部を余すところなく舐めると、自分の唾だ液えきで濡ぬらした中指を入れてきた。

　孔を舐めて唾液を足しながら、捻ひねる様にして小さく前後させて奥まで差し入れる。

　水みず搔かきの部分までギッチリと挿入すると、ゆっくりと引き抜いて人差し指を添えて同じ動きを繰り返す。

「うっ、うっ、ハァッ……」

　俺の喉のどから息が漏れて行くのが遠くに聞こえる。

「ハァ……可愛かわいいよ、チトセ」

　そう呟きながら、内壁を余すところなく触り、ゆっくりと指をなじませて行く。

　時々、胎な内かと入口を拡張する様に動かし、２本の指を開いて中までに舌を伸ばして唾液を足している。

　その内に内部がドロドロに溶けた様になり、呼吸と共に孔口が開閉しているのがわかる。

「胎な内かは気持ちいいか？　大丈夫だ、怖くない。今からもっと気持ち良くしてやるからな、力を抜いて」

　淫いん猥わいに微笑ほほえむと、開いた２本の指に沿わせてもう片方の手の人差し指を入れてきた。

　タイラーの微笑みに、尾び骶てい骨こつあたりが震える様にゾクゾクして下腹に快感が溜たまる。

　タイラーになら身体を明け渡しても大丈夫、そう思えてしまう。

　タイラーは人差し指で、慎重に陰茎の裏側辺りを、内部からなぜる様に蠢うごめかしている。

　彼の指が平らなシコリの様な物を捉とらえた途端、俺の身体が勝手に跳ねた。

「……ここだ。チトセの気持ち良い場所だ、覚えようね。何度達してもいい、怖くないよ」

　ひと際艶あでやかな笑みを浮かべ、人差し指に、中指を増やして集中的に陰茎の裏側を擦り出した。

　合計４本も指を入れられた俺の後孔は、それでも切れる事も無くタイラーの指を食はんでいる。痛みは無く、力を入れて押し出そうとしても、内部が指を緩く締め付けるだけだ。

　入口を舐めながら、指の間に唾液を垂らし、内部を十分に潤わせると、止まっていた２本の指を大きく前後に動かし始めた。入口から、初めて拓かれた様な奥まで、くまなく内壁を抉ぐるように愛撫されている。

　内壁の奥を触られると勝手に胎内に力が入り、指を強く締めてしまう。

「タイラー、アアッ、何？　何してるの？　アッ、アッ、アッ、ダメ、おかしくなるよ、お腹なか壊れるっ！　アアーッ！」

　タイラーの長くて太い指２本のストロークで筒内を、他の２本の指で竿さおの付け根を擦られる。

　入口、内壁、前ぜん立りつ腺せん、３ヶ所の責めに俺は咽むせび泣いた。

「アアーッ！　アーッ！　アーッ！　アー、アー、アアアアアアッ……！」

　口の端から流れた唾液を飲み込む余裕もなく、口からは意味のない音が、叫びか喘あえぎかわからないまま流れ出る。

　触られない陰茎からは、断続的に白濁が胸を濡らしている。

「アアッ！　イッてる、イッてるから！　お、お願い、止めろ、あ、ああ、アアッ！　アー！」

　始めは勢いのあった射精も、何度目かもわからなくなる頃ころから、壊れた蛇口の様にダラダラと垂れ流れているだけだ。

　出るものが何も無くなり、身体が震える様な反応だけになる頃、やっとタイラーが右手の指を抜いた。

　耳にはバクバクと心臓の音が鳴り、下半身全体が性器になったかの様にジンジンと痺しびれている。

　彼は俺の胎内から抜いた指を美味そうに舐めると、まだ２本指を残したままの後孔を見詰めながら、自分の雄を空いた右手で抜き始めた。

　一度指を全部抜き、３本にして捻る様に指の付け根まで押し込むと、内壁を味わう様に動かしている。

「ハァ、ハァ、ハァ、チトセ……」

　タイラーの息遣いと俺を呼ぶ声が聞こえる。

　胎内を出し入れする指と、自分の雄を擦る手を連動させている様だ。

　俺の身体はもう、制御が外れた様にビクビクと痙けい攣れんを繰り返すだけしか出来ない。

　目の前で行われている淫いん行こうに頭がついて行かず、過ぎた快感からか眩暈と頭痛に襲われて一瞬、意識が遠退いた。

　自分では、一瞬だった様に思う。

　フッと意識が上がって来た時には、全すべてが夢だった気さえする程に、穏やかな眼まな差ざしで俺の髪を梳すくタイラーが目の前に居た。

　体内にタイラーの魔力が渦巻き、徐々に吸収されている。

　指先までピリピリ痺れる様で自力では指一本動かす事ができない。

「大丈夫か？　身体は舐めて綺き麗れいにしたから、安心して眠るといい。俺はずっと側そばにいる」

　俺の額に口を付けながら静かに言うタイラーの声を最後まで聞けていたかは自信が無い。

　俺はまた、直ぐに意識が閉じて行くのを漫然と受け入れた。
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　陽ひが高い、明るい部屋の中で寝返りを打って、筋肉痛に驚き意識がはっきりと覚かく醒せいした。

　腹筋と太ふと腿ももの付け根が、筋肉痛で悲鳴を上げている。

　俺は顔をしかめながら、昨夜の恥ずかしい体勢を思い出してもんどりを打った。

　筋肉痛に痛む身体を鞭むち打うち、ベッドの上で転げ回る。

　１人きりのベッドは広い。

　暫しばらく暴れると、疲労からか放心状態になり動きを止めた。

　……タイラーがいない。

　久しぶりとも言える１人きりの目覚めに寂しくなり、徐々に感情が移ろう。

　恥ずかしくて、寂しくて、悲しくて、苛いら立だって、怒りがこみ上げてくる。

　俺は拗すねた。それも盛大に。

　こんな甘えた感情が、今まで俺の中のどこに潜んでいたかわからない。

　とにかく、理不尽な苛立ちを抑えられないのだ。

　裸だったのをいい事に、そのまま獣身になると思いっきりベッドに突っ伏した。

　枕を咥くわえて振り回し、中の羽毛を散乱させると、ふわふわと漂う羽毛に襲いかかる。

『ギャーオゥ！』と鳴きながら、可哀かわい想そうな羽毛に当たり散らした。獣身になると筋肉痛も気にならないのは幸いだ。

　しばらく羽毛と格闘すると、急に虚むなしさに襲われ身体を止めた。

　ベッドの上に散乱する白い羽根の上で丸くなると、俺は『アーォ……』と小く鳴いて尻尾しつぽを咥えて目を閉じる。

　そう言えば、つい最近もクッションに当たり散らしたばかりではなかっただろうか。

　俺はどうしてしまったんだろう。日本にいた頃には一度だってこんな事は無かったのに。

　不安になり、獣身を起こして荷物ににじり寄ると、中からヌイグルミを引き摺ずり出した。

　白い虎のヌイグルミはつぶらな瞳ひとみでこちらを見ている。

　咥えて行きベッドの上に置くと、その上に顔を乗せて匂においを嗅かいだ。




　……少し、タイラーの香りがする。

　目を瞑つぶり、その香りを深く吸い込んだ。
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　カチャッと音がして、トレーを持ったタイラーが扉を開けた。

　いくら待っても足を踏み入れる気配が無いので、顔をそちらに向けると、啞あ然ぜんとしたタイラーの顔が目に入る。

　俺は目を細めて鼻から『フンッ』と息を吐き出した。

『クックックッ』と小く笑う声が聞こえてくる。

「チトセ、どうした？　気は済んだのか？」

　部屋の惨状を見て察したらしいタイラーが、甘やかす様な声で尋ねてくるが、俺はあえて無視をした。

　彼はトレーをテーブルに置くと、シーツで包まれた俺は、彼の膝ひざに乗せられる。

　腕まで一緒に巻き込まれたので、本当の意味で手出し出来ない。

　片腕で俺をホールドすると、テーブルのトレーを手繰り寄せて、載っていたお椀わんを持ち上げた。

　俺から離した手でスプーンを持つと、お椀の中のおじやを掬すくい、自分の舌で温度を確認している。

「熱く無いな。ほら、口を開けろ」

　スプーンを俺の口元に当て、摂食を促してくる。俺は不ふ貞て腐くされたまま口を開けた。

「よしよし。今日は部屋から出なくていいからな。一日ここにいよう。外の事は他に任せておけばいい」

　タイラーに与えられるままに、スプーンを口に入れる。

「可愛かわいいな、チトセ。いつもこうでも良いんだぞ？」

　タイラーは何故か、機嫌良くおじやを俺の口に運ぶ。

　俺が『フンッ』と音を出して鼻から息を吐くと、タイラーは楽しそうに笑った。

　お椀が空になりトレーに戻した後も、タイラーは俺を背中から抱き締めて小さく身体からだを揺らしている。

「チトセ、昨日きのうの事だが……。犯人、会えばわかるんだろう？　どうしたい？　チトセが望むならこのまま郷を出てもいい」

　俺の考えている事なんか、直ぐにタイラーにはわかってしまうのか。

「わからない。でもワイアットと薬草の話をまだしてないんだ」

「そうだな。それが終わってからにしよう。郷としてもありがたい。優しいな、チトセは。ありがとうな」

　タイラーは考え込む様にしながらも、微笑ほほえんで俺の身体を摩ってくれた。

　シーツに包まれた俺を椅子に座らせると、手早く散らばった羽毛を片付け、窓を開けてヌイグルミを叩はたく。

　俺の膝にヌイグルミを乗せると、悪戯いたずらそうに口角を上げて、少し待っている様に言い部屋を出て行った。

　トレーを戻しに行ったらしい。

　恐る恐るシーツから腕を出し、ヌイグルミを抱えて窓の外を眺めた。いい天気だ。







　タイラーが部屋に帰ってきたので、俺はずっと考えていた事を口にした。

「明日、朝食は食堂で食べよう？　それと薬草摘みに行きたいから、そのあとワイアットにも声かける。……あと１人、連れて行きたいけどいいかな？」

　タイラーは何も聞かず『わかった』とだけ答えてくれた。







　朝起きると、タイラーと手を繫つないで食堂に向かう。手の平の温かさに、気持ちが落ち着いていく。

　触れ合っているのはこんなにも小さい面積なのに……不思議に思い、歩きながら結んだ手の平を少し眺めた。

　昨日の夜はタイラーに抱き締められて早めに就寝し、朝晩と丹念にブラッシングを受けた髪はツヤツヤだ。

　タイラーも、心なしか肌はだ艶つやが良い気がする。

　自分の伸びた前髪を摘つまんでサラッとした感触を確かめた後、ジッと彼の頰を見ていたら、こちらの視線に気がついたのか、嬉うれしそうに微笑んだ。

　繫いだ手にギュッと力が入る。

　食堂の一番端のテーブルに陣取ると、タイラーが朝食を取りに行った。

　俺は目を閉じてゆっくりと周りの魔力を捉とらえる。

　赤く灯ともる人形の中に覚えのある魔力を探して行く。

　……見つけた。

　その反対側からひと際強いひかりが近づいて来る。タイラーがトレーを持って戻ってきた様だ。

　俺は目を開いて微笑んだ。

「あそこの、黒髪の彼、一緒に薬草摘みに行こう。ワイアットに頼んでもらえるかな？」

　タイラーは頷うなずいて、表情のない顔で黒髪のトラ族を見ていた。
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　昼過ぎにワイアットとランドン、それと黒髪のダレンが屋敷の外で待っていた。

　ダレンは何故なぜ自分が呼ばれたかわからず、緊張気味だ。

　今日は東側の森を探索に行くらしい。

　少し予定を打合せすると、皆は揃そろって歩き出す。

　俺達が郷に入る時は南の崖がけから最短で来たらしく、郷の周辺は初めての散策になる。

　ワイアットが郷で備蓄している薬草の話をしながら、薬草がありそうな下草がたくさん生えていると言う場所へ向かった。

「ダレン、この辺りに詳しいらしいね」

　俺が声をかけると、少し緊張を解いた様子で答える。

「ああ、郷の警戒の見み廻まわりには一番多く出ている。この辺りに外敵は居ないが、郷には子供もいる。侵入者には常時気を配る必要があるからな」

　俺が南の崖から郷に来たと言うと、

「郷に入るにはあの道しかない。険しい箇所もあるから立ち入れる種族も限られるが、だからこそ警戒が必要なんだ」

　そう淀よどみなく返ってくる。どうやら真面目まじめな人柄の様だ。

　集落を抜けて30分程歩いた、少しだけ拓けた場所で俺は歩みを止めた。

　俺は生えている草を摘んで匂においを嗅ぐ。

「どうしてあんなことしたの？」

　俺が口を開くと、ダレンは一瞬硬直し、歩みが止まった。

「話したいなら、ドアをノックすればいいはずだ。何故侵入したの？」

　俺が振り向くと、表情を無くしたダレンが見える。

「俺は止やめろって言ったよね？」

　ダレンは顔をクシャッと顰しかめると、視線を逸そらした。

「……話すだけのつもりだった。２人で話したかっただけなんだ」

「俺も驚いて騒いだのは悪かったと思っている。今思えばもっと上手うまく立ち回れたはずだよな。でも、ああいうやり方には賛成出来ない」

　俺はダレンに対たい峙じした。

　他の３人は少し離れた場所でこちらの様子を見ている。

「……わるかった。怖がらせるつもりはなかったんだ、本当に。お前の納得する形で謝罪したい。俺をお前の相手として考えてくれないか。望む事はなんでもしてやるから」

「無理だよ、あんな行動に出る人を、俺は信用出来ない」

「もうしない、絶対だ」

「信頼はね、言葉からじゃ無くて行動から得るものなんだ。ダレン、俺は君を信頼出来ない」

　ダレンは眉み間けんに皺しわを寄せ、少し考えてから言う。

「タイラーは、あいつは信頼出来るって言うのか？　あんな風にお前に匂におい付けまでしておいて、お前を相手だとも番だとも言わない。どうなんだ？」

「タイラーとの事は今は関係ない」

「あるだろう。はっきりしないから気になるんだ。確かめたくなる！」

　俺は上を向いて大きく溜ため息いきをついた。

「これは俺達２人の問題だ。タイラーにも選ぶ自由があるし、俺のことは大事にしてくれてる。ダレンがどうこう言う事じゃない」

「タイラー！　どうなんだ!?」

　ダレンはタイラーに向かって叫んだ。

　タイラーは俺の隣まで静かに歩いてくると、口を開いた。

「チトセのことは大切に思っている」

「そんな事を聞いているんじゃない！　チトセはお前の相手なのか！　違うのか！　そうじゃないならチトセを解放しろ！」

　ダレンはタイラーに摑つかみかかる。

　ワイアットとランドンが、タイラーからダレンを引き離すが、ダレンはなおも叫ぶ。

「チトセは俺がもらう！　勝負しろ、タイラー！　怖おじ気け付くのか！」

　俺は心配になってタイラーを見るが、彼の表情からは何も読み取る事は出来ない。

　まさか、こんな馬鹿な挑発には乗らないはずだ。

「チトセは……チトセは、親以外で初めて見た獣人が俺なんだ。俺を頼りにするのは当然だろう。俺もチトセを愛いとしいと思う。だがチトセにはまだ早い、心の準備が出来ていない。チトセが、番を欲しいと思った時、その時にチトセ自身で決める事だ。俺達がここで戦ったところで何も得るものは無い。……しかし、どうしても今、お前がチトセを欲しがるなら話は別だ。チトセは俺が守る」

　タイラーは一歩前に踏み出した。

　ワイアットとランドンがダレンを放し、俺の腕を摑んで、睨にらみ合う２人から距離を取らせる。

　意味のない暴力を止めさせて欲しいと俺が訴えると、

「トラ族では強い者が正義、と言う考えが未いまだに根強い。決闘騒ぎもたまに起こるんだ。こうなったら見ている他無い」

　ランドンが対する２人から視線を外さずに、当たり前の様に言った。

「仕方ないよ。売られた勝負を買わない訳にはいかないからね。それに……チトセ、これが一番丸く収まる。やらせてやろう」

　ワイアットも重ねて言う。

　俺はただ、立ち竦すくんで見ているだけしか出来なかった。タイラーに無駄な争いなどして欲しくないと言うのに。

　２人の体格にそれ程差異は無く、勝負は拮きつ抗こうして見える。しかし、皆は気づいているのだろうか。

　ただその場に佇ちよ立りつするタイラーに、ダレンが雄お叫たけびを上げながら前傾姿勢で突っ込んで行った。

　２人の姿が重なると、大きなモノがぶつかり合う音がして、片方が跳ね返され転がるように倒れる。

　倒れた方はややあってフラフラと立ち上がるが、既に右腕が垂れ下がっている。肩が外れた様だ。

　それでもまた突進して行くが、身体からだを躱かわされた上、胸に膝ひざ蹴げりを入れられ、そのまま落ちる様にして土に塗れた。

　大地に伏したダレンは、もうピクリとも動かない。

　ランドンがダレンに駆け寄り、身体を確認し、

「気絶しているだけだ。問題無い。……肩を入れないと駄目だな」

　そう言っている。タイラーも様子を見に近づいて行った。

　俺は一瞬で終わった勝負に気が抜けて、そのまま地べたに座り込む。ワイアットも、そのまま俺の隣に座って膝ひざを抱えた。

「心配いらないよ、トラ族は身体が資本だからね。大丈夫、大丈夫！」

　俺を励ます様に言った後、こちらを窺うかがい、

「あのさ……チトセ、タイラーをどう思ってる？　余計なお世話だとわかってるんだけど……」

　小さな声で俺に聞いて来た。

「タイラーは、大事にしてくれています、これ以上無いくらいに。俺はタイラーが好きだけど、愛してるのかはまだわからない。それに、タイラーは誰かを探しています。誰かは知りませんが、大切な人みたいです。これからどうなるかはわからないけど、……今は出来れば、このままタイラーと一緒にいたい」

「そうか。まあ、これから長いしなぁ、10年や20年くらいは初々しい時を過ごすのも悪くないな。まあ、大丈夫だろう」

　ワイアットは悪戯いたずらそうに笑って、立ち上がりお尻しりの泥を叩はたいた。

「そう、これからまだまだ長いですからね」

　差し出されたワイアットの手を摑み立ち上がると、笑ってそう答えた。

　これからが今日の本当の目的だ。

　今日は目を開いたまま、薬草だけが探索の網にかかる様に調節して魔力を探る。……うまく出来た様だ。

　この辺りにはないが、もう少し奥に気配を感じる。

「あちらにありそうです。行きましょう」







　俺とワイアットは、３人を置いて薬草を摘みに林に入った。

「この辺りでは薬草を採ったりしないんですか？」

「昔は流れの薬師が来て、薬草摘んだりしていたみたいだけど、この３００年位は見かけていないな……。トラ族は薬草の知識に疎うとくて、普通の草と全く見分けがつかないんだよ」

　前にタイラーに聞いた通りだ。魔力を感知する事が出来ないらしい。すぐ足下に薬草があるが気がついていない。

「あ、ありました。これがそうです」

　俺は摘んでから周りを見渡すと、確かに此処ここは薬草と普通の草が混在しており、パッと見では見分けはつかない。

「こうやって口に入れて嚙かめばなんとなくわかるんだけど、全部嚙んで確認する訳にもいかないしなあ……」

　俺が摘んだ薬草を口に含みながらワイアットは感慨深く言った。

「じゃあ、ここにある分摘んじゃいましょう！」

　俺は、ワイアットが用意してくれた籠かごに薬草を摘んで入れて行く。ワイアットは驚いた様子で籠を持ったまま、俺の様子を見てついて来た。

　近場の薬草を粗方採取出来ただろうか。全すべては摘み取らず少し残しておく。

「このくらいですかね。今日はもう郷に戻りましょうか」

　俺が言うとワイアットは頷うなずいて、しばらく周りを見渡していた。

　３人がいる場所に戻ると、ダレンは既に目覚めていたが、悔しそうに大地に座り込んでいる。

「もう戻ろう。ダレン、１人で歩けるか？」

　ワイアットが言うと、辛そうに顔をしかめながらもダレンは危なげなく立ち上がる。……さすがトラ族、と言うところだろうか。

　俺達は無言で郷までの道を歩いた。

　途中に疎まだらに薬草を見かけたが、種類は先程と同じなので報告は必要無いだろう。

　屋敷に着くと、陽ひが傾きかけていた。

「ダレン、わかっていると思うが話がある。こちらへこい」

　そう言ってランドンが連行して行く。

「大丈夫だよ、もう解決したからね。一応、クギを刺しておくだけだ。それにしてもチトセ、本当にありがとう。おかげで丸く収まりそうだ。トラ族から代表して礼を言わせてもらう。薬草の事もまた話したい。いいかな？」

「はい、もちろん。では、また夕食のときに」

『ああ、また後で』と言いながらワイアットも屋敷に入って行った。

　タイラーはずっと黙っていたが、俺の顔を見ると小さく笑って

「風呂に入るか。今日は少し汚れたしな」

　と静かに言い、俺は頷いてタイラーの手を取った。




　　　　＊




　風呂場に着くと、タイラーが俺の身体を洗うと言うのでお願いする事にした。

　タイラーは真剣な顔で俺の身体を泡だてている。隅々までピカピカにするつもりだろうか。

「タイラー、今日はごめん。俺が我わが儘まま言ったから、あんな事になってしまって。タイラーに嫌な役目させた」

　俺が下を向き、泡を手で玩もてあそびながら言うと、

「いや、チトセの所為せいじゃない。あの時は、ああするのが一番良いと判断した。それに、チトセのおかげで郷は揉もめ事ごとを抱えずに済んだんだ。礼を言わなくてはならない。……でもあれで良かったのか？　また顔を合わせる事になるが大丈夫か？」

　タイラーは俺の足を洗いながら上目遣いでこちらを見る。

「問題ないよ。今日話したけど、大丈夫だった。まあ、タイラーの事は全然心配はしてなかったけどね！」

　俺がふざけて泡をぶつけると、笑いを殺しながら『何故なぜだ？』と聞いてくる。

「体格は同じくらいでも、魔力の強さが全然違う。黒髪の彼は普通……か、それより少し弱い感じだし」

「……そうなのか？　あいつは体格にも恵まれているし有望株らしい。少し真まっ直すぐすぎるきらいがあるが、魔力までは気がつかなかった」

「いや、この郷の人達と比べて、だから普通よりは強いのかな？　多分。普通って難しいね」

　俺は考え込んだ。

　すると彼は手て桶おけのお湯で俺の身体を流しながら説明してくれる。

「魔力が強いと身体も大きくなる。あいつは体格が良いから、それだけで魔力も強いと思ってるだろう。肉体強化と身体能力、力を発揮するにはバランスが重要だ。魔力が弱くとも、元の身体が強きよう靭じんなら問題はない。それに郷の獣人は皆、力の強い者ばかりだ。チトセの言う通り比較対象としては偏りがある」

「だよな。バランスが重要だ、何事も。……彼、多分混血だよね。少しジャガーが混じってる気がする。トラ族は純血を尊ぶところがあるのかな、もしかして」

「そうか。確かに郷では見ないな。トラ族は同族を好む傾向があるし、雄同士の番なら混血は生まれない。力の弱い混血を下に見る輩やからもいるだろう」

「わかった。じゃあ、ここだけの話にしよう。トラ族は力が正義！　なんだよな？　誰かが脳筋だって言ってたぞ」

　俺が意地悪く言うと、タイラーは声を立てて笑いながら俺の髪を濯すすいだ。







　風呂でゆっくり寛いだ後、食堂に向かっていた俺達をランドンが迎えに来た。

「良かった、入れ違いにならなくて済んだ。今晩は長が夕食を用意されているが、大丈夫か？」

「ああ、問題ないな？　チトセ」

　タイラーがこちらを見たので、頷いておく。

　俺達は、そのまま長おさの住む棟の広間に案内された。

「チトセ、今日は世話になった様だ。タイラーもだ、礼を言う。ダレンは50年の出郷禁止とした。こちらの目の届くところに置いて、こき使って反省させる」

「それでいいかな？　軽すぎる？」

　広間に入るなり、長とワイアットに詰め寄られる。

　呆あきれたタイラーが席に座らせてくれたので助かった。

「いえ、長にお任せします。同じ事を繰り返さなければ、それでいいので」

「任せてくれ。それとな、ワイアットが薬草の仕入れについて、商談がしたいそうなのだが……」

　長達も席に着き、今日はランドン含め５人の夕食の様だ。テーブルには何品もの料理が並べられている。

「はい、明日からまた郷の周りで採れる薬草を調べたいと思います。郷の周辺で採取出来なかった薬草を、俺の持っている分から買い取って頂ければいいかと」

「チトセが働き損にならない様にしなければいかんぞ。郷に生えている薬草も、儂わしらにとっては只ただの草と変わらん。代金は払わせて貰もらう」

「しかし、私の滞在費もお支払いしてませんし……。それでは、加工代だけお願いします。今回はそれでいかがでしょうか。次回からはまたお話しさせて頂くという事で」

　タイラーの顔を窺うと、優しく頷いている。良かった、間違えていない様だ。

「助かります、チトセ。最近は薬草代も馬鹿になりませんので。そのかわり、お手伝いはさせて頂きますから」

　ランドンのとりなしもあり、今回の話は纏まとまりそうだ。

「では、夕食とするか。皆、今日の糧に感謝しよう」

　長の声で和やかな夕ゆう餉げが始まった。




　　　　＊




「トラ族にも薬師がいるといいんだろうけどね」

　夕食の後部屋に戻り、ブラッシングをして貰いながら思っていた事を口にする。

「そうだな。薬師には色々な種族がいるから、トラ族にも出来ない事は無いはずだ。時間は掛かるが、考えてみる価値はある」

「だよね、バルテシオンだってクマ族だし。あ、でもクマ族は鼻が良いのか……」

　俺が思案していると、タイラーはブラシを徐々に毛の細かい物に変えながら丁寧に髪を梳すいてくれている。

「まあ、その辺りはワイアットの采さい配はいだ。また次に来る時までに考えておいてやってくれ。ワイアットもチトセと話すのが楽しい様だからな」

　穏やかな口調で言いながら、タイラーは満足そうに俺の髪を撫なぜた。

　俺の後ろでベッドに座っていたタイラーは、身体からだを伸ばし、チェストにブラシを置く。

　片肘ひじをついて横になった彼に顔を向けると、裸の上半身が眼前に晒さらされた。

　しっとりとした肌から、男の色気を感じるのは俺だけではないはずだ。

　身体を支える太く逞たくましい腕に、発達した胸筋。その下まで来ている腹筋は８つに割れて見える。幅だけでなく厚みのある胴体は、薄うっすらと脂肪に覆われているのか固いだけではなく、かなり実践的な筋肉の付き方をしている様だ。

　美しい雄だ。

　俺はいつ迄までこの雄と共に在るのか。……いつかは離れてしまうのだろうか。

　締まった臍へそ回りから繫つながる鈍い金髪の下生えが下した穿ばきに消えるまでを眺めて、視線を上げた。

　肩からの太い筋肉に覆われた首に支えられた顎あごは綺き麗れいに髭ひげが剃そられ、口角の上がった少し厚い唇が目に入る。

「どうした？」

　その唇が開き、音を出した。

　そう言えば、今まで俺はこの唇に触れた事はあっただろうか。身体や髪に口を付けられたのは覚えている。

　……いや、無い。記憶に無い。

　唇同士で触れ合ったことはないはずだ。

　俺の背中を、ザワッと冷たい何かが駆け上った。

　俺は彼の腹部に手をつき、ベッドに脚を上げると、その胴体を跨またいで乗り上げた。

　上から顔の脇わきに両手をついて、タイラーのその青い瞳ひとみを覗のぞく。

「タイラー、昼間、俺の事どう思ってるって言った？」

　タイラーは戸惑う様に目を細めこちらを窺うが、心を決めた様に真しん摯しな眼まな差ざしを俺に向ける。

「大切に思っている」

「うん、それから？」

「チトセを……愛いとしいと思っている。何よりも大切だ」

「うん、俺もタイラーが好きだ」

　どちらに転んでも良い。いや、逃すつもりはない。

「ただ、チトセはこちらに来て日が浅い。まだわからない事もたくさんあるだろう。時間をかけて、慣れていけばいい」

「うん、助かってる。急せかされるのは得意じゃない。それから？」

　タイラー、何を考えてる？

「チトセは……雌と番いたいんだろう？」

「どうだろう。あんまり想像できないな……」

　雌の獣人は何人も見たが、俺はあまり魅力を感じない。いかんせん逞し過ぎる。

　こちらでは丈夫なのが魅力らしいから俺は何とも言わないが。

「雄と雌だけが番う場所から来たチトセには、まだ心の準備が必要なはずだ。チトセが、番……相手を欲しいと思った時、その時にチトセ自身で相手を決めればいい」

「そう……。確かに、番ってよくわからないかな」

「番は、其れからの生を２人で全うする約束だ。出会えばわかる」

　タイラーには、もう他に番がいるのだろうか。

「あのさ、タイラーは誰か探してるよね？」

「……ああ、それはもういいんだ」

「諦あきらめたって事？」

「……いや、そうじゃない。探すのをやめたんだ。もう他に見つけてしまったから」

「そうか。俺は、タイラーが好きだよ。何か……足りないかな？　もしかして俺の思い違い？」

「刷り込みではないのか？　頼れるのが俺だけだったから……、これから他に出会えば変わるかもしれない。その時に、チトセに自由に選ばせてやりたいんだ」

　だめだよ、タイラー。逃さない。

「ありがとう、タイラー。俺よりも、俺の事を考えてくれていたんだね、嬉うれしいよ。でも……俺ね、気がついたら独りだったし、寂しいとも思った事ないんだ。欲しいと思った事もなかった、今までは」

「……チトセ、いいのか？　俺を、俺を欲しがってくれるのか？」

「ああ、タイラーが欲しい。タイラー以外欲しくないんだ。どうしたらいい？」

　タイラー、俺に応えて！

「嗚呼ああ、チトセ。……俺の相手になってくれるか？　ひと時の恋の相手ではなく、ずっと共にある愛し合う相手だ」

「タイラー、もちろんだよ。俺はもうそのつもりだった」

　この美しい雄は、俺の男だ。

「チトセ……！」

　青い瞳を潤ませたタイラーは、腕を持ち上げ俺の後頭部に手をやると身体を少し起こして額を付ける。

　もう、全すべて。唇も欲しい。

「……ねえ、タイラー、キスして……」

　俺が言葉を紡ぎ切る前に、タイラーの唇が俺の唇を覆った。







　タイラーの少し厚みのある唇が、俺の唇を覆っている。

　自分の唇の内側で、俺のそれを濡ぬらす様にして上唇、下唇と優しく食はんでくる。

　少し口を離すと、唇全体を舐なめた後、割れ目に舌を這はわせ俺の唇の内側に舌を這わせた。

　タイラーは『ンッ』と言う声と共に、俺ごと身体を反転させると、身体からだ全体を使ってのしかかる様に抱き締めた。

　背中に回った腕で身体が少し持ち上げられ、もう片方の手で俺の後頭部を摑つかむと、開いた口で味わう様に唇を合わせてくる。

　濡れた感触と共にその滑らかで弾力のある粘膜を擦り付けられた。

　たまらない。口唇からじわじわとタイラーが染み込んでくる様で、俺は薄く口を開いてその温い粘膜に舌で触れた。

　彼の動きが一瞬止まり、狭はざ間まから俺の口内に舌を進入させると、歯列を確認する様に表面を行き来させる。

　歯茎と上顎の間に溜たまった唾だ液えきを舐めとり、

「ハァ……チトセ、美味おいしいよ……」

　と熱い息を吹き込みながら囁ささやく。

　弛し緩かんして奥に佇たたずむ俺の舌を吸う様に引き出すと、彼の舌で包み込んで唾液を流し込んで来た。

　甘い、彼の甘く感じる唾液を味わい、柔らかく舌同士を絡み合わせる。

　身体がフワフワと浮き上がる様で、何故か重く感じる腕を持ち上げるとタイラーの背中に腕を回す。

　隙すき間ま無く合わさった身体からも、ジワジワと緩い快感が染み渡る様で、たまらず身をよじると、擦れる肌から更に快感を拾い上げ、つい声が漏れた。

「ア、ア、……ッウン」

　俺の喘あえぎ声を拾い、口角を上げたタイラーは身体を揺すりながら、舌を優しく吸い上げ、合わせ、絡める。

　何故なぜ、彼の体液はこんなにも甘く好ましく感じるのだろう。

　目を閉じているとタイラーの魔力で目ま蓋ぶたの裏が赤く光り、触れ合う皮膚は溶け合うように曖あい昧まいだ。

　まるで無重力の空間に漂うかの様な感覚に陥る。

『チュッ』っと音を立ててタイラーが離れて行く。

　熱い息を吐き出し薄っすらと目を開けると、透き通る様な青い瞳が愛しげにこちらを見つめていた。

　いつからか、タイラーはいつもこんな目で俺を見ていた気がする。答えは、俺の一番近くにあったのだ。

「タイラー、好きだよ……」

　密やかに呟つぶやくと、彼は俺に優しく触れるだけのキスを落とし、

「ああ、俺もだ。たまらないよ、チトセ……」

　そうささめく。

　俺はタイラーの顔を引き寄せ、頰擦りをした。







　どれくらいそうしていたかはわからない。

　ただ、気がつくと夜もかなり更ふけて来た様だ。

　俺の目が眠気でトロンとして来たらしく、タイラーがクスクスと小さく笑いながら、目元を撫なぜる。

「もうお休み、チトセ」

　タイラーが優しく囁き、耳に口付けを落とす。

　俺はそのまま、柔らかく温かい泥のような眠りに身体を沈ませた。




　　　　＊




　温かい場所にいる。




『チトセ、私のかわいいチトセ。あなたの名前はね、こちらの言葉で千年って言う意味なのよ。あなたは魔力が強いから、千年くらい長生きできるかしら。きっと出来るわ。幸せに長生きしてね、私のかわいい千歳……』




　……俺は泣いているのだろうか、顔が濡れているらしい。

　内容は思い出せないが、温かく優しい場所に居た様な気がする。幸せな気持ちで頭を横に倒すと、青い瞳ひとみがこちらを見ていた。

「どうした？　チトセ……。何か悲しいのか？」

　慎重な面持ちで、俺の表情を逃すまいと観察している。

「なんかね、幸せな夢を見た。どうして忘れてしまうんだろう、夢って」

　俺が微笑ほほえみながら言うと、タイラーは安心した様に手を伸ばし抱き締めて来る。

「幸せなら良いんだ。……よかった」

　タイラーは嚙かみ締しめるように囁き、俺の髪の匂においを嗅かぐ。朝までにはまだ時間がありそうだ。

　久しぶりに、タイラーに料理を作りたい。

　昼はアウトドア料理にしようかなと、まどろみながら思いを巡らせた。







　まだ、目を覚ましたくない。この暖かい場所から動きたくないのだ。

　そんな俺の意思とは別に、身体は段々と覚かく醒せいして行ってしまう。

　名残惜しくも目蓋を持ち上げると、身体に巻き付いた太い腕が目に入り顏がほころぶ。

　後ろからタイラーに抱き締められているらしい。

「おはよう、チトセ。目が覚めたか？」

　耳元に熱い息と共に声が吹き込まれた。

　俺は寝返りを打ちタイラーに顔を向けると、その唇に朝の挨あい拶さつをする。もうこの唇も俺のものだ。

「……ッ。おはよう、タイラー。おなかすいた？」

　タイラーは薄っすらと口だけに笑みを浮かべる。

「腹か？　いや、まだ大丈夫だ」

「そうしたら、外でブランチにしない？　薬草見に行って早めの昼にするのはどうかな。久々に料理したいなー、外でいいからさ」

「いいね、そうしよう。……起きるか」

　タイラーは俺の唇をひと舐めすると、名残惜しげに俺の腹から腕はずし身体を起こした。
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「チトセ、ミルクとバターと小麦粉はここに置いていいか？　何に使うんだ、こんな少量……」

　ジュージューと野菜と肉を炒いためる音で、ギデオンの声がよく聞こえない。

「え？……ああ、もう少し近くにお願いしてもいいかな？」

　多分、荷物をどこに置くか聞いてきたのだろう。ワイアットが中身を確認してくれている。

　郷の北西に２時間ほど歩いた森の中で昼食の準備中だ。

　俺とタイラー、ワイアットで薬草採取の途中のアウトドアクッキングである。

　ギデオンには後発でミルクとバターと小麦粉を持って来て貰もらい、たった今合流したところだ。

　タイラーは先程狩りに出てまだ帰って来ていない。

　ギデオンが鍋なべの中を見て鼻をクンクンさせている。彼がやると、子供っぽい仕草も様になっていて何故か面白い。

「ねえ、ギデオン。タイラーは何を捕って来るかな？　たのしみだな～」

「この辺りだと……いや、待つ楽しみもあるからね。考えないでおこう。鍋の中身も楽しみだ」

　俺達は顔を見合わせて笑った。

　浅めの鍋でバターを熱し、鍋を火から離して小麦粉を少量入れて混ぜる。これを繰り返してバタールーを作っておくのだ。

　炒めた具材の鍋に水と牛乳を入れて煮込んだら、バタールーを少しずつ入れてトロミがついたら出来上がり。緑の野菜は他に茹ゆでておいたものを後から入れよう。

　タイラーが既に解体された肉を担いで帰って来たが、遠目から見てもその姿はとてつもなくワイルドだ、凄すさまじい。

　……あの感じのボリュームだと、アレは彼の好物のブロ鹿だろうか。

「ただいま。かなり遠くまで良い香りがしたよ。今日はブロ鹿が捕れた」

　ギデオンが、大物だ！　とはしゃいでいる。

　やはりだ。……ハンバーグにしよう。

　タイラーとギデオンに頼んで、肉を叩たたいて粗あら挽びき位のミンチにしてもらう。叩き過ぎない様に注意しなくては。

　ソースはバターと葡ぶ萄どう酒で良いだろう。

　卵も少し持ってきたし、パンも食堂から頂いてきたから大丈夫だ。

　俺は久々の料理に、浮き立つ様な気分を味わっていた。全すべてがあるべき場所へ、流れる様に作業が進む。

「しかし意外だったね、チトセがこんなに料理好きとは」

「そうですね、どっちかと言うと食べる方専門な雰囲気ですよね」

「確かに……そう見えるかもしれないが、チトセの料理は素晴らしいぞ。俺が保証する」

　３人は後ろで何やら話している様だが、ご機嫌の俺は全く気にならない。

　ハンバーグを蒸し焼きにしていた鍋を開けると、肉の焼ける良い香りが漂い、俺は目を瞑つぶり深呼吸をしてその香りを満喫する。

「出来ました！　今日は、ブロ鹿肉のハンバーグと、ホワイトシチューです。スープボウルとお皿を人数分下さい」

　タイラーが摘んできてくれたルッコラも添えたら完成だ！　久々の生野菜が楽しみで仕方がない。

「ありがとう、チトセ。ご相伴にあずからせてもらう。……糧に感謝を」

　ワイアットがそう言うと、３人はすさまじい勢いでフォークを口に運び出す。ギデオンも、上品そうに見えてやはりトラ族なのだな……あまりの勢いに気け圧おされる。

「美味うまい、美味いよ、チトセ！　この白いスープ最高だ！」

　……ホワイトシチューですね。確かにこちらでは小麦粉をパンを作る以外ではあまり使わない様です。

「この細切れの肉の塊も柔らかくて良い香りだ！」

　……ハンバーグですね。パティにハーブ入れましたから。

「この草、食べられたんだ！　口がサッパリする、美味いぞ！」

　……ルッコラですね。タイラーもお気に入りです。摘んで来てくれてありがとう。

　詳しく聞かれないのをいい事に、頭の中だけで返事をする。なにせ、日本の知識については説明が難しいのだ。

　タイラーは無言でハンバーグを完食し、ホワイトシチューに突入している。今だ。

　俺はタイラーの視線がシチューに向かっている隙を見て、空いている皿にハンバーグを補充した。

　タイラーがチラッと名残惜しげに皿に視線をやり、皿にハンバーグが増えているのに気がついてパッと笑顔になった。それをこっそりと見て楽しむ、最近の俺の密ひそかな喜びだ。

　ハンバーグは大きめを１人４つの計算で焼いてあるので心配はいらない。

　どんどん食べてくれ給へ。

　俺は１人ゆっくりとシチューを口に運びながら、にんまりと笑った。







　皆が全ての料理を跡形も無く食べ尽くし、食後にフェンネルのハーブティーを振舞っていると、

「このお茶、なんだか胃が楽になる気がする。薬草なの？」

「いえ、ハーブです。あ、でも薬草の一種ですかね……。消化を助けるんですよ」

「チトセは薬草の造ぞう詣けいが深いね」

　ワイアットがお茶を見詰めながら、しみじみと言った。

　日本にいる時はハーブティーは女子の嗜たしなみで肩身の狭い思いをしたが、こちらに来てからハーブの知識は大層役に立った。

　今まで生きてきた全てが無駄になっていないのだな、と感慨深く思う。

「ハーブは趣味ですから。でも、薬師の習いに役立っています」

　ワイアットが大きく頷うなずいた。

「そうだね。両方の視点からアプローチすると幅が広がるかもしれない。……それにしてもタイラーは良い相手を見つけたね。料理上手で薬草の知識にも精通してて、しかも美人で魔力も強い。言う事ないね」

「正直、羨うらやましいですよ。チトセが来てから相手のいない雄達はざわついてましたからね」

　俺は、こちらの世界での己の女子力の高さに愕がく然ぜんとする。

　しかし、性的に見られるよりは、能力で評価された方が好ましい。これは甘んじるべきか。

「……ところで」

　途中で話を切り、大きく息を吸ってからワイアットが切り出した。

「ここを出たらどこに行くつもりでいる？　聞いたよ、タイラーは隊を抜けるって話らしいじゃないか」

「ああ。ヒョウ族の事があるから、暫しばらくは任務に出るつもりは無い。次はまだ決めていないんだ」

「そっか。まあ、こっちは大丈夫だよ。若手にも、外の経験を積ませないと。な、ギデオン？」

　ギデオンが噎むせた。

「ヒョウ族も心配いらないよ。タイラーの相手だ、……それに番うのもそう遠くないだろうしな。もちろんトラ族が後ろ盾になる。何か言われたら、こちらに伝えてくれ。長おさが黙っていないよ」

　ワイアットが頼もしく胸を叩き宣言した。ギデオンもカクカクと頷いている。

「……でも、有事の際は話が行くと思う。緊急の時は協力して欲しいんだ。チトセは郷で預かるし、希望するなら一緒に任務に参加してもいい」

　ワイアットが目め尻じりを下げてこちらを見る。

「……非常事態になれば別だ。人族と一戦交える様な事になれば個人の事情などは二の次だろう。力の強い者が出るべきだ。それはわかっている」

　タイラーには覚悟がある様だ。隊の仕事を１００年もやっていたんだ、きっと責任もあるだろう。

　しかし、俺としては危険には近づいて欲しくない。少し、我わが儘ままを言ってもいいだろうか。

「タイラーが行くなら、俺も一緒に行くよ。置いて行ったら、どこまででも迎えに行くからね」

　俺が目を細め、努めて真面目まじめな顔で嘯うそぶくと、タイラーは苦境に陥ったように顔を蒼あおくして頷いた。

　置いて行く気だったな、タイラー……。

　強い種族はたくさんいるんだ、俺はきっと後方支援になるだろう。薬師はきっと役に立つはず。怪け我がの治療法をおさらいしておこう。基礎はもう教えて貰もらったし、バルテシオンに借りた本にも詳しい記述があった。

　この辺りに自生している薬草で、出来るだけ効きの良い丸薬を作っておくべきか。

　使わなければその方が良いし、余ったら売ればいい。俺は風になびく薬草達を眺めながら考量していた。
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　数日をかけて郷付近の薬草を調べ、採取をした。かなりの量が採れたので、ワイアットから薬や研げんを借りて薬草をすり潰つぶしながら調薬していく。

　郷の周りには打ち身、切傷の外傷に効く薬草が多く、そこまでもトラ族らしくて笑いが溢あふれる。

　あとは、魔力の循環を促す薬草がもう少し採れるといい。

　あのヤクオウイモリはその最高峰で、所謂いわゆるハイエリクサー的な扱いらしい。

　道理でありがたがられたはずだ。まだまだあるが、また見つけたら干物を作っておこう。

　やる事があると言うのは良いな、と思いつつ手を止めて本を確認していると、タイラーが部屋に戻ってきた。

「随分と熱心だな、もう何日になる？」

　軽く俺の頰に口付けると、隣の椅子に座る。

「ああ、もうすぐ終わるよ。タイラーは長との話は終わったの？」

「もうこちらも大丈夫だ。それが終わったら移動するか？……俺の育ったドリスが近いんだが、今はキナ臭い話も聞くしな。どうするか」

「いいじゃん、行こうよ。ドリスって、この間任務で寄ったって言う、砦とりでのある海沿いの街だよね？　俺、海産物たべたいし」

　……ペスカトーレが食べられるかもしれない。俺はニッコリと行儀のいい笑みを浮かべた。

「ああ、海産物は特産だからな。行ってみるか。何か新しい情報も入っているかもしれない」

　タイラーは神妙な面持ちで頷くと、立ち上がって荷物の整理を始める。

「野菜と干し肉を貰って行こう。パンも欲しいな……。石せつ鹼けんは紫色と白いのでいいな？　洗濯は全部上がって来ているから……あとは何か欲しい物はあるか？」

　相変わらず準備に余念がない。流石さすがである。

「油とバターが欲しいかな」

　俺が言うと、食堂に伝えに出て行った。

　俺は本を確認して、またゴリゴリと薬研を動かした。







　食堂でタイラーと夕食を摂っていると、久しぶりにスタークが顔を出した。

「よお、お二人さん。なんか、たのしそうなイベントがあったみたいだな」

　ニヤニヤしながら俺達のテーブルに座った。ダレンの一件も、サスペンスを拗こじらしたスタークには楽しげに映るらしい。

「しばらく姿を見なかったが、どこへ行っていたんだ？」

　タイラーも親しげに返し、夕食を一緒にと誘う。

「ちょっと野暮用でな。お前ら、ドリスに行くらしいな。俺も行くつもりなんだ、同行してもいいか？」

「ああ、もちろんだ。明後日あさつての早朝に出るつもりだが、それでいいなら」

「ちょうどいい。頼むな、チトセもな」

　スタークはこちらを向き、ニカッと笑う。

「そういえば、スタークにお土産渡してないよね？」

　タイラーの脇わき腹ばらを肘ひじでつつくと、彼もハッとして『忘れていた』と呟つぶやいた。

「おー！　そういや、頼んであったな。後で部屋を訪ねてもいいか？」

「ああ、来いよ。いいだろ、チトセ？」

　もちろん構わないので、俺は頷いて返す。

　礼を言ったスタークは、タイラーと最近の狩りの成果について話し出した。
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　ノックの音と共にドアが開いて、スタークが顔を覗のぞかせた。

『よお』と言いながら入って来る。

　タイラーは用意してあった土産をテーブルに載せた。

「これで全部だ。それで、いつ渡すんだ？」

　タイラーがからかうように言うと、

「うるせえ。……明日渡して来るよ。一緒に行くか？」

　顔をしかめながらもタイラーを誘っている。スタークの相手……番にプレゼントだろう、確かリストはそんな感じだった。

「スタークの番は郷にいるの？　多分、俺は会ってないよね」

「ああ、郷にいる。ネイサンって言う雄のトラ族で、幼おさな馴な染じみなんだ」

　タイラーが教えてくれた。

「小さい時から魔力が強いと、変換期が大変だから郷に預けられる事があるんだ。タイラーもネイサンもそのクチだな。俺はここの生まれだけど」

「スタークの番も雄なんだね……」

　俺がしみじみと言うと、スタークが笑いながら答える。

「兄貴のルーカスの番は雌だぞ。魔力が強いとな、色々あって雄同士になる事が多いんだよ。まあ、お前らもそうだろうが」

　確かに他人の事は言えないが、スタークについては何となく意外な感じがしたのだ。

「ふうん。ま、どちらでもいいけどね、仲良しなら」

　俺が言うと、タイラーは大笑いして、スタークは苦々しい表情になった。

　これは面白そうな気配がする。明日は俺もついて行こうか。

「仲は悪くないんだけどな、最近よくわからんよ、あいつが」

　スタークが頭を搔かきながら大おお袈げ裟さに溜ため息いきをついた。

「昔から理解していたとは思えないが。最近ネイサンの顔も見てないな……チトセを紹介したいし、行くか」

　タイラーが言うと、スタークはパッと笑顔で面を上げた。

「そうか！　いや、良かった！　じゃあ、明日、朝食後に向かおう。それじゃ、明日な！」

　まるで俺達の気が変わるのを怖れるように、早々に退室していく。

「チトセ、勝手に決めてしまったが、いいか？」

　タイラーが窺うかがう様にこちらを見るので、俺は笑いながら『楽しみだね！』と返しておいた。







　長の屋敷から10分ほど歩いた郷の外れに目的地はあった。

　赤い屋根の可愛かわいらしい平屋の家の前に来ると、扉を叩たたきながら『俺だ！　スタークだ！』と叫んでいる。

　返事を待たずに扉を開けると、勝手知ったる何やらか、ズンズンと中に入って行った。

「おい、ネイサン！　久々にタイラーが顔出したぞ」

　そう言ったスタークの向こうから姿を現したのは、艶つややかな赤毛に翠みどりの眼めをした雄のトラ族だった。

　スタークの番のネイサンは、身長は１９０㎝を越した位だろうか、トラ族にしては其れ程大きくなく、スラッとして細身に見えるが、その魔力は強く鋭い。

　アーモンド形にややつり上がった双そう眸ぼうには、優しく理知的な光を宿している。

　歳としもスタークやタイラーと変わりないはずだが、少し幼く見える様だ。

「タイラー、久しぶり。珍しいね」

　あっさりとした挨あい拶さつの後、俺に視線を移し驚いた様に眼を見開いた。

「もしかして……」

「ああ、俺の相手のチトセだ」

　タイラーが俺を前に出して言う。

「タイラーから相手を紹介されるの初めてだ。真剣だって事かな。……ふーん」

　俺を値踏みする様に眺めている。

「お前な、チトセに失礼だろ」

　スタークがたしなめる様に言うと、渋々という感で自己紹介をしてきた。

「ネイサンだ。２人の昔むかし馴な染じみで、スタークの番だよ、不本意ながら」

　不本意なんだ……。なんと返せば良いのかわからないので、そこはスルーする事にした。

「初めまして、チトセ・カガです」

　こういう場合、種族も言うんだったろうか。言い忘れたものは仕方がない。

「まあ、玄関先で何だし。入りなよ」

　必要最低限といった家具しかないシンプルな内装の部屋に案内される。奥に敷いてある絨じゆう毯たんは緑色だ。

「タイラーがシュレイクスに行ったんで、お前の物買ってきて貰もらったぞ。見てみろよ」

　スタークは、テーブルの上にお土産の品々をガサガサと広げた。

　１つ１つ手に取り確認していたが、ネイサンは白い木も綿めんのシャツを見て眼を輝かせた。

　身体からだに宛ててサイズを見ているが、丁度良さそうだ。

「……ありがとう、こんなに仕立ての良いシャツはこの辺りではなかなか手に入らないからね。助かるよ」

　大切そうにたたむと、他のお土産と一緒に奥の部屋に仕舞いに行く。

　それからお茶をご馳ち走そうになったが、タイラーとスタークがまた狩りの話で盛り上がり、ノリノリのスタークに引き摺ずられて、２人は狩りに出掛けて行ってしまった。







　意図せず、ネイサンと２人きりになってしまい、かなり居い心ごこ地ちが良くない。

　彼の視線を頰に感じながら、無言でお茶を啜すすっていると、ついにネイサンが口を開いた。

「なあ、聞いていいか？　タイラーとはいつから？」

「出会ったのは三ヶ月程前です」

　付き合いだしたのはいつになるんだろうか？　まあ、厳密に答える必要もないだろうと思い直す。

「ふーん。俺がタイラーに出会ったのは生まれてすぐだから、３００年位経つかな。変換期も一緒に過ごしたからね、色々あったよ」

　思わせぶりな顔つきでこちらを見ると、脚を組み直している。

「そうですか」

「小さい時のタイラー、可愛かわいかったよ。まあ、直ぐに大きくなって相手には困ってなかったみたいだけどね。あいつモテるから、君も苦労するね」

　俺は何も言わずにお茶を口にした。何を言いたいのかわからないが、疲れる。

『ハア……』と溜め息をついて、お茶のカップをテーブルに置く。

「タイラーとは番ではないんだよな？」

　ネイサンが作り笑顔で聞いてきたので、俺も質問する事にした。

「……スタークと番になったのはいつですか？」

「10年位前かな、なぜだ？」

「いや、３００年前に知り合ったのなら、１００年前には番になってたのかな、と。ずいぶん時間がかかりましたね」

「……何が言いたいんだ」

「さあ？　別に。ネイサンは何が言いたいんですか？」

　俺がニッコリと笑って答えると、ネイサンは啞あ然ぜんとした顔から、急に笑い出した。

「ハーッハッハッハッ！　はー、こりゃいいや、いつもの感じと違うね！　さすがタイラーが選んだだけあるよ」

　涙を拭ぬぐいながら、『悪かった』と謝りを入れて来た。

「いや、タイラーってあの調子じゃん、いつも。なんか飄ひよう々ひようとしてるって言うか。でも、少しでも相手になった奴やつに優しいし、重複しないから調子に乗る奴多いんだよなー。あ、でも心配するなよ、タイラー自身から紹介されたのは初めてだからな」

「でも、試されるのは正直気分の良いもんじゃないですね」

「まあ、そう言うなよ。悪かったよ。いやさー、今まで嫌な思いさせられた事もあったからさ、こっちも慎重になるわけよ」

「……わかる気はします」

「あ、なんかあった？　既に」

「シュレイクスにいる時、サイモンってヒョウ族のプリプリした人に会いましたよ」

「プリプリって！　ププッ！　あいつね～、知ってるよ」

　ひとしきり笑うと、先程とは打って変わった打ち解けた笑顔を向けてくる。

　この人に変な遠慮は要らない様だ。

「でも、スタークとは上手うまく行ってるんですか？　なんか昨日きのう、聞いたら微妙な雰囲気出してましたけど」

「気心は知れてるし、情もあるんだけどさ……俺も雄だから、妙に優しくされたりすると雌扱いされてるみたいでさ。なんかね……」

「俺も母親が雌なんで、なんか雄同士ってピンとこなくて。タイラーは、俺より遥はるかに強いんで甘えるのには躊ちゆう躇ちよしなくなりましたけどね。確かに、幼馴染だと色々ありそうです」

「わかってくれる？　あの２人にはわからない悩みだからねー。嬉うれしいよ、同志よ！」

　背中をバンバン叩かれたが、地味に痛い。

　それから番について詳しく聞かせて貰った。

　獣人は、魔力が強い者を好む傾向があり、直感で相手を選ぶ。魔力が強いと魅力的に映るそうだ。

　そして魔力が強ければ強い程、雄同士でも孕はらむ確率も高くなる。

　一概には言えないが、大抵は雌より雄の方が魔力が強く身体も大きいので、力の強い雄は雌では満足出来ないことも多々ある。また魔力差があり過ぎると、体内に体液が取り込まれた時に強い魔力に耐えきれずに内臓の不調や魔力酔いを起こすのだ。

　普段丈夫な獣人にとって、これはかなり堪えるらしい。

　すると当然、魔力が弱い者に雌雄の番が多く、高くなれば雄同士が増える。

　まあ、中出ししなきゃいいんだが、とはネイサンの談だ。

　本気の相手にしかしない、体内へのマーキングに牽けん制せい効果があるのはその所為せいだ。

　番を決める時、魔力が拮きつ抗こうした者を多くが選ぶのは、そういう理由もあるらしい。

「まあ、そんなんでね、俺ら位魔力が強いと、あんまり雌に魅力感じないのよ。だけど向こうは、多少無理してでも力の強い子供が欲しいらしくて。屋敷にいる雌とか中途半端に魔力強くてめんどうなんだよねー」

　ネイサンは口を尖とがらせて椅子を揺らしている。

「変換期終わった直後とかは、かなり開放的になるじゃん？　色々関係持つからさ。番を持つと流石に無くなるけど、まだ色目使ってくるのとかいるし」

「変換期直後は開放的……それは何でしょうか」

　色々関係？　色目？　それって、もしかするともしかするのか。

　俺が恐る恐る尋ねると、ネイサンは驚いてピシッと姿勢を正した。

「え？　経験ない？　身体の熱を発散させるのに、仲の良い同族とまぐわうじゃん」

「俺、ユキヒョウ族なんですが、同族いないんですよ……。それに、ついこの間、変換期終わったばかりなんです」

「マジか。ユキヒョウかよ。そりゃ……わかんないか」

　ネイサンは少し考えた後、こちらを流し見て目を煌きらめかせた。

「……２人が帰ってきたら、さっきの話してみるかな。昼メシ、何だろうなー。楽しみだ！」

　何か、こう、ただならぬ予感がするのは俺だけだろうか。







　タイラーとスタークはホロホロ鳥の数を競って来たらしく、小一時間の成果で10羽近くあろう肉がテーブルにのった。

　男ってのは勝負となると気合が凄すごいな、と思わず笑えてくる。

　タイラーが持って来ていたシーズニングソルトを使い、ネイサンと２人で鳥の丸焼きを作った。

　ネイサンはかなり手際よく鳥を捌さばいていたので、料理は嫌いではないのだろう。

「また引き分けかよー。まあいいか、タイラーだしな。それより、今日の丸焼き美味うまいな……なんだこれ」

「チトセが作った調味料使ったんだよ。マジ美味いなコレ」

　スタークとネイサンが丸焼きに齧かじり付く。

「チトセがハーブ……薬草と塩を混ぜて作るんだ。チトセ、ネイサンに分けてやってもいいか？」

　タイラーが聞いてきたので、『もちろん』と頷うなずく。この間作った物がまだたくさんある筈はずだ。







　ひとしきり皆が食べ終わると、ネイサンがお茶を入れてくれた。

「ところでさー、さっきチトセと話してたんだけど……チトセ、ユキヒョウ族なんだって？　同族いないらしいじゃん？」

　タイラーとスタークは神妙な顔で俺を見遣る。どうやら気を遣わせたらしい。

　俺は『大丈夫』と２人に目配せした。

「でさ、変換期どうしたか聞いたら、最近終わったばっかりって！　いったいどうやって発散してたんだよ？」

　ネイサンは俺を見て、ニヤニヤと楽しそうに質問してくる。

　俺はどう反応していいかわからず、ただ視線を逸そらしてやり過ごした。何を答えろと仰おつしやるんですか、ネイサン。

「そういや、変換期まだだって言ってたな、あれ２、３ヶ月前か。無事終わったんだな」

　スタークが平然と答えると、

「俺達の時は大変だったじゃん？　３人でさー、色々したよなー」

　ネイサンの言葉に、タイラーが『グッ』っと喉のどを詰まらせた。

　色々あった様ですね……。

「俺達の通過儀礼、チトセも仲間に入れてあげようよ。タイラーの本当の相手なら俺達も是非仲良くしたいし、ペアだから問題無いよな？」

「チトセが良いなら、俺は大歓迎だ」

　ネイサンが振ると、スタークは、艶えん冶やな表情をこちらに向ける。

　タイラーはと言えば、眉まゆ尻じりを下げ困った様にしながらも妖あやしく曖あい昧まいな視線を向けてきた。

「チトセが良いなら……どうだ？　嫌なら嫌でいいぞ。でも嫌でないなら、少し試してみるか？」

　タイラーの反応が意外過ぎて、俺は脳のう味噌みそのピンが吹っ飛んだ様に固まった。

　タイラーにこんな一面があるとは……、獣人と言うのは思ったよりも享楽的な生き物なのだろうか。

「あ、固まった！　でも、嫌がってないな。こっちにおいでー、チトセー」

　ネイサンに抱きかかえられる様にして毛足の長い絨じゆう毯たんの上に連れて行かれ、シャツのボタンに手をかけられる。

「誰彼構わずヤリまくる奴やつもいたけど、俺達はいつも３人だったからな、安心しろよ」

　そう言いながらスタークは服を脱ぎ始め、タイラーは俺を安心させる様に後ろに座り俺の身体からだに腕を回した。

「チトセ、２人なら大丈夫だ。気持ちのいい事をするだけだよ。可愛かわいがってもらおうか、いいか？」

　タイラーは俺の顎あごを取り、後ろを向かせるとキスを落としながら優しく囁ささやく。

　俺はスタークとネイサンを視界に入れ考えた。

　２人とも素晴らしく魅力的な男性だ。戸惑いはあるが、タイラーの幼馴染でもある２人が嫌な訳ではない。

　目の前で上衣を脱ぎ去ったスタークは逞たくましい身体を晒さらし、ネイサンの服を脱がしにかかる。

「アアッ、ちょっと、脱がしてるだろ、オイッ！」

　ネイサンは、スタークに背中を舐なめられ、平らな胸を揉もまれて身体をくねらせた。

　振り返った頭で仰ぎ見ると、タイラーは、蕩とろける様な表情でこちらを見ている。

　……マジか。これは、タイラーもその気だ。

　タイラーが大丈夫というなら大丈夫なはずだ、もうこうなったら腹をくくるしかないかもしれない。

　変換期終えた時点で２００歳……そう考えると倫理観も人間と違って当然か。だって、その時点で普通の人間なら人生３周目なんだ。

　何事も経験だと、俺はヤケクソな気分で後ろに座るタイラーに身を任せた。







　すぐ横で半裸のスタークとネイサンが口付け合い、お互いの雄を服の上から擦りあっている。

　俺はと言うと、自分も上衣を脱いで胡座あぐらをかいたタイラーに背後から抱き締められ、片方の手を下した穿ばきの中に入れられ包むように雄を揉まれている状態だ。

　這はって来たネイサンに頰を舐められて、俺はビクンッと身体を揺らす。

「なあタイラー、チトセとはどこまで？　もう交尾はしたのか？」

「いや、まだだ。口こう淫いんもさせてない」

「そっか、チトセの体格だとタイラーのを受け入れるには時間かかるかもな」

「ああ。初めは変換期直後の匂においに我慢出来ずに手を出してしまったが、今はやっとチトセも俺の体温に慣れてきたところだ。最近は特に可愛い顔をする様になった」

「へえ、いいね。じゃあ今日は、……お口の練習からしようか？」

　ネイサンは自分の唇を舐めると、艶なまめかしく微笑ほほえんだ。

「先ずはお手本を見せないとな」

　そう言ったスタークが立ち上がり、俺の髪を撫なぜながら頭をタイラーの肩にもたせ掛ける。

　そしてタイラーの髪を優しく摑つかみ、その雄を彼の口元に当てた。

　眼前に曝さらけ出だされた赤黒いそれは、女の手首位あろうかという位に逞しく上向に反り返り、根元がやや太く残酷な程にカリが張り出している。

　タイラーは目を細めるとゆっくりと口を開き、少し顎を持ち上げそれを飲み込んでいった。

「ハァ……。いいぞタイラー」

　そう言うと一度根元までを口に押し込み、摑んだタイラーの頭部を前後に動かし抜き差しを始めた。

『ジュッ、ジュッ』とタイラーの口を鳴らしながら、そのスピードを上げて行く。

　精せい悍かんな雄のタイラーが眉み間けんに皺しわを寄せ、屈強な男性の逸物を咥くわえている……その倒錯的な姿に頭に血が上り、視野が狭まる様な感覚に陥った。まるでタイラーの大きく開いた唇だけしか見えていない様に感じる。

「ああー、そんな上級コースはいきなりじゃ無理だよ。イチから教えてあげないと。スタークもこっちに来いよー」

　ネイサンの声に、スタークはタイラーの口から名残惜しそうに雄を抜くと俺達の横に移動してきた。

　２人は、俺の顎や口を愛あい撫ぶする様に触れてくる。

　ネイサンが自身の口を開けて、俺に倣う様に示す。

「チトセ、口を大きく開けて。喉を開くってわかるかな？　そう、そのままオーって口をしてごらん」

　俺はタイラーを仰ぎ見ると、口を広げて喉を開いて見せる。

「ああ。偉いな、出来てるぞ。口は開けたままにしていろ」

　スタークが俺の顎を摑み、口を覗のぞき込んで答えた。

　タイラーは片手で俺の額を押さえ自分の胸に頭を固定すると、指を３本、俺の口に差し入れてきた。グッと拳こぶし近くまで入れ、指の腹で喉の内側を触る。

「歯は立てちゃ駄目だよ。そう、顎を出して、開けて。鼻で大きく息をするんだ。……いい子だ」

　えずくのを我慢してタイラーの言う通りにやってみるが、出来ているだろうか。

「上手だね、『オエッ』てなったら口を大きく開くんだ。そうそう……」

　ネイサンが俺の喉を外から触りながら教えてくれた。

「そろそろ大丈夫かな……」

　タイラーはそう呟つぶやくと指を引き抜き、濡ぬれた指で唇を撫ぜる。

　膝ひざ立ちになったタイラーは自分の陰茎を摑むと、俺に自分の方を向かせ角度を合わせて口に含ませた。

「リラックスして……顎の力を抜くんだ」

　太い……。タイラーの言うままに顎の力を一生懸命に抜く。

　何となく気づいてはいたが、俺は今までタイラーの雄を直視した事がなかったらしい。

　……こんなに大きいものなのか？

　先程見たタイラーのソレは、太さはスタークと同じ位だろうか、色は彼より幾分か薄いが、濃いサーモンピンクをしている。十分過ぎるほどに亀頭が大きく張り出し、根元からストレートに臍へその辺りまで伸びて腹を打つ程に立ち上がっていた。

　自問自答していると、タイラーは俺の側頭部を両手で優しく持ち直し、ゆっくりと己の陰茎を口奥に差し入れてきた。

　添えられた手の指が、気遣う様に俺の頭皮をくすぐる。

「鼻でゆっくりと大きく息をするんだ。舌はそのまま何もしなくていいから、先ずは喉のどを開け」

　スタークが俺の頭を撫ぜ、助言をくれる。

　俺は喉の奥の方までタイラーを招き入れるが、まだ全すべては収まりきれていない。

　既に口内をみっちりと塞ふさがれ、息が通る隙すき間ますら与えられ無い。

　それでも、先程のタイラーに倣って顎を少し上げ、喉の奥に招き入れる。限界だと思う寸前に、やっとタイラーの下生えが唇に触れた。

　そのまま様子を見ていたタイラーだが、暫しばらくすると軽く腰を揺すり、俺は喉をもっと深くまで開かれた。

　必死に鼻で息を吸い喉を開こうとするが、咽いん頭とう反応に視界が滲にじんできてしまう。

「ハァ……、その調子だ。上手だよ。大丈夫？」

　窮屈な喉奥の粘膜を緩く擦られ、後頭部からジワジワと初めての感覚が侵食してくる。

「喉の奥、気持ち良いだろう？　出て行く時、少し閉めてごらん」

　ネイサンが乾いてきた俺の唇を横から舐めて潤しながら囁く。

　これは快感なのだろうか。咽頭を擦られながら喉奥を突かれると、一瞬喉が締まる。ぴったりと嵌はまった様になった所を引き抜かれ、粘膜を引き摺ずられると頭の奥が痺しびれる様だ。

「ウッ、ウッ……」

　鼻から息が抜ける度に声が漏れた。

　タイラーに優しく髪を撫なでられると、褒められている様で嬉うれしくなる。

「チトセ、可愛かわいい」

「ああ、初々しくてそそるな」

「ヤバイね、見てたら勃たちすぎて痛くなってきた」

「俺もだ、……来いよ」

　話していた２人だったが、視界から消えると俺の背後で水音がした。

「ほら、こっちに集中して。どう？　苦しくない？」

　タイラーの問いに、大丈夫だと瞬きで答える。

「じゃあ、少しずつ大きく動かすから、無理だと思ったら叩たたいて教えて」

　そう言うと腰の振りを大きくし、グッと引き付ける時タイラーの下生えに鼻が埋まる。生々しい雄の匂いと、溢あふれてくる唾だ液えきに更に目が潤んでくる。

　俺が生理的な涙を流すと、タイラーは濃のう艶えんに微笑み親指でその水滴を拭ぬぐった。

「いくぞ」

　タイラーは言うと、俺の髪ごと頭を強く摑んで大きなストロークで出し入れを始める。

　速度はそれ程速くないのでついていけないこともない。だいぶ手加減してくれているのだろう。

「ハァ……イクぞ、チトセ。いいか？」

　彼の声に、俺は再び瞬きで答える。

「ウッ、ウッ、……クゥッ！」

　タイラーの押し殺した喘あえぎが聞こえてきて、ギュっと頭を抱える様にされた少し後、熱い液体が俺の喉の奥を叩いた。

　ドロッとしたそれは、纏まとわりつくように喉から食道へ下って行く。えずくのを必死に堪えながら飲み込んでいるとタイラーは、

「……チトセ、ありがとう。上手だったよ」

　と言いながら後頭部に口付け、俺の頭を解放した。

　精液は不味まずい筈はずだとかなり構えていたのだが、実際は少しエグ味があるものの、悪い味ではない事に驚く。自分の腹の中にタイラーの魔力が渦巻いているのがわかり、温かく気持ちが良い。

　俺がタイラーの陰茎に絡みついた精液を綺き麗れいに舐なめてから口を離すと、後ろから２人に抱きつかれ髪を撫でられた。

「どうだった、初めてのタイラーの味は？」

「チトセ、上手に出来たね！　偉い偉い」

　２人に揉もみくちゃにされている俺を、タイラーはしどけない微笑みを浮かべて眺めていた。







「チトセはこんな所まで綺麗なんだな。なんか感動だよ」

　ネイサンが言うとスタークも頷うなずき、俺の下半身に顔を寄せる。

　夢ゆめ現うつつとしていた俺は、タイラーに仰向けに羽交い締めの様にして後ろから支えられていた。酷使された顎あごを労わる様に撫なぜられ、唇を塞がれる。

　２人掛かりで陰茎を舐められ、４本の手で身体からだを隅々まで慰い撫ぶされると、快感に慣れない俺は身体の力が抜けてしまう。

「気持ちいい事に弱いのかな？　やっぱり可愛いなー」

　ネイサンが俺の興奮の度合いを確認する様に瞳ひとみを覗き込む。

　スタークはネイサンにキスをしながら俺の太ふと腿ももの内側を揉むように摑つかみ、

「タイラー、後ろを舐めてやっていいか？……広げてやるよ」

　そう言って片脚を引き寄せる。

「ああ、頼むよ。ソコの快感をやっと覚えてきたところなんだ。指は４本目まで入れた」

　うう……タイラー、そんな申告いりますか？

　俺のそんな葛かつ藤とうを余所よそに、３人はクスクスと笑い、囁ささやき、睦むつみ合う。

　……本当に仲が良いんだ、何故か俺は妙な感動を覚える。

「チトセ、難しい事は考えなくていい。ここにいるのは俺達だけだ」

　俺を宥なだめる様なタイラーの言葉に、気持ちがストンと落ち着く所に落ち着いた。

　そうか。いいのか。

　自分の下半身の上で上下に揺れるネイサンの赤く艶つややかな髪を撫ぜ、俺は両脚の力を抜いてゆっくりと開いた。

　スタークが俺の足首を摑み、タイラーに渡す。

　タイラーは俺を支えていた両手を放して自分の身体に寄りかからせ、足首を受け取るとグッと顔近くまで引き寄せた。

「チトセ、入口がよく見えるぞ？　ここも可愛いな、小さいから心配だよ」

　スタークはそう言いながら、じっくりと眺めを楽しんで、俺の孔に舌を這はわせてきた。

　少しザラザラした厚い舌を捩ねじ込む様にして唾液を中に入れ、指で胎な内かを拡げながら少しずつ進んでくる。

　俺の雄を舐ねぶるネイサンの舌は熱く、全てを包み込み、吸われると快感に腰が引き上がってしまう。

「アァ……気持ちイイよ……。タイラー、どうしよう、気持ちイイよ……」

　タイラーは溢れてきた俺の唾液を音を立てて吸い、顔中を舐めた。

「もう……、もう……、アァッ、イッちゃうよ……」

　俺が音を上げると、ネイサンが口を放してあやすように甘い声で言う。

「まだ駄目だよー。もっと気持ち良くならないとね、タイラー？　俺も指入れたい、スタークちょっと開いて」

　スタークの指が孔を開く様にグッと寄せられると、出来た隙間に自分の唾液を塗したネイサンの指が入ってくる。

　別々の指に孔内を探る様に触れられ、問題無く２本が根本まで入ると、左右に引かれて孔の入口を開かされた。

「胎内も綺麗な色だ。たまんない景け色しきだな。ほら、奥がうねっている。ネイサン見えるか？」

　スタークが開いた俺の中を観察する様な声で言う。

「ああ、見えるよ。まだ狭いね、もうちょい拡げたいなぁ、ねえ？」

　そう言いながらネイサンが指を増やして来た。スタークも『じゃあ、俺も』と言いながら指を増やし、合計４本の指が俺の後孔に収まる。

　スタークの２本の指は奥を開拓する様に出し入れされ、ネイサンの２本の指は俺の前ぜん立りつ腺せんを揉む様に撫ぜる。

　２人の指が俺の胎内に……そう思うだけで腰の奥が切ない様な感覚に襲われる。自分は今、悦んでいるのだ。

　俺はたまらずに、タイラーの腰に後ろ手でしがみついた。

「ぁぁぁあ！　そんな、そんなの、そんなのしたら！　お願い！」

　許しを請うと、２人の指の動きが速さを増した。

　両手で足首を摑んでいたタイラーの片手が放され、俺の背中から臀でん部ぶに手が回される。

『え？』と思う間も無く、タイラーの指が、２人の指の間に差し込まれた。

「ぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ！　アァッ!!」

　太腿が硬直して、足の指先が丸まった。

　俺が叫びながら、熱い飛ひ沫まつを胸まで飛ばすと、３人は俺の腹に舌を寄せて仲良く分け合いながら全すべてを舐めとる。

「チトセの、美味おいしいね」

「ああ、匂においもたまらないな」

「だろう？　何度飲んでも、もっと欲しくなるんだ」

　仲睦まじい様子で３人は暢のん気きに歓談している。

　何かずっと感じていた違和感に、俺は今気がついた。

　２人の間合いが、指の動きが、舌使いが、まるでタイラーと同じなのだ！

　まるで３人のタイラーを相手にしていた様な感覚の余韻に茫ぼう然ぜんとする。

　後ろではまだ、力の抜けかけた俺の孔を優しくあやす様に３人の指が出入りしている。

　もう終わりでは無いのか？

　俺がタイラーを虚ろな目で見遣ると、蠱こ惑わく的な笑みを口に浮かべていたが、一瞬、その瞳に獰どう猛もうな光が宿った。

　タイラーの指が、もう１本、俺の胎内に無理矢理捻ねじ込まれる。

　俺の口は溺おぼれた様に大きく開き、喉のどからは掠かすれた息がヒューと音を出して行った。

　限界まで拓かれたであろう後孔は熱を持ち、続いた射精の余韻からか、自覚しないままキュッキュッと反射的に締めつける。

「ちゃんと胎内でイけたな。偉いな、チトセ。……でも、もうちょっと頑張ろうか？」

　ネイサンの声が開始の合図の様に、６本の指が俺を搔かき回まわした。

　大きな波の様な快感のうねりが何度も押し寄せ、俺の身体はただ翻ほん弄ろうされるだけしか出来ない。

　ガクガクと震えながら、何度も何度も押し出される様に射精を繰り返す。

　どれ位の時間そうしていただろうか。長い様で短い時間かもしれない。

「もう、もう、だめ……、許して……」

　針が振り切れた様なあまりの快感に、俺がうわ言の様に繰り返すと、

「いい感じじゃないか？　今日はこの辺にしておくか。初しよっ端ぱなから飛ばして嫌われたら悲しいからな」

　スタークが優しげに巧言する。

「チトセ、大丈夫だよ。気持ち良かったね。よしよし」

　ネイサンに慰める様に抱き締められ、スタークには髪を撫ぜられる。

　２人は俺を軽々と持ち上げて、タイラーの胸に乗せた。

「ほら、タイラーだよ。いっぱい甘えるといいよ。ねえ、タイラー？」

「ああ。チトセ、凄すごく綺き麗れいだった。良かったな、２人もチトセが大好きらしいよ」

「こんなに可愛かわいいんだ、もちろんだろう？」

「当たり前だ。これからは俺達にも甘えてくれていいぞ。それにしても、可愛いな……」

　３人は口々に俺を褒めそやす。

　強過ぎる快楽に消耗しきった俺は、ぼやっとした目でタイラーにもたれていたが、反応の薄い俺に３人はクスクスと笑い合い、身体からだを寄せ合う様に固まる。

　ここに、俺を傷付けるモノは何もない……安住の地の様な温ぬくもりに、ほっと息をつく。

　タイラーに優しく髪を梳すかれ、２人に背中を撫なぜられながら、俺は落ちる様に温かい闇やみへと意識を失った。
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　そのまま温かい眠りについた俺は、まだ仄ほの暗ぐらい部屋の中で目覚めた。

　目の前の絨じゆう毯たんは緑色だ、まだネイサンの家にいるらしい。他の３人も、折り重なる様にして眠っている。

　身体を起こすと後ろに違和感を感じ、一瞬にして昨夜の痴態が走馬灯の様に思い出された。

『ムギャ！』と変な声が出て、絨毯に突っ伏す。一瞬、変体しかかった。

　駄目だ、平静ではいられない。

　ただ恥ずかしい、それだけでなく不思議な充足感と与えられた歓よろこびを思い出し、顔に血液が上がる。

　勢いを付けて立ち上がると、部屋の中を見渡してみた。何か気が紛れる物はないだろうか。

　殺風景な部屋は俺の期待に応えてはくれず、何も出来る事は無さそうだ。

　仕方がない。ネイサンには悪いが、勝手にキッチンを使わせて貰もらおう。

　多分、文句は言われない気がする。

　俺は落ちていた服を拾い、キッチンに向かった。







「なんか良い匂いがする……」

　声がして振り向くと、丁度ネイサンがむくりと起き上がったところだった。

「ネイサン、おはよう。勝手にキッチンかりてるよ、ごめんね」

　俺が謝ると、ネイサンは弾ける様な笑顔で、『朝飯!?』と叫ぶ。

「うん、ここにある材料使ったけど大丈夫だった？」

「もちろん！　なんでも使っていいよ！　俺がいない時でも勝手にしていいから」

　俺は笑いながら礼を言い、料理を再開する。

　背後でゴソゴソと音がして、何かひそひそと話す声が聞こえてきた。皆が起き出してきたのだろう。

　外はもう明るく、気持ちの良い光が窓から差し込んでいる。

「朝ご飯出来たけど、食べる人は？」

　振り向くと、３人が揃そろって手を挙げた。

　俺はなんだか可笑しくて、お腹なかを抱えて笑ってしまった。







　テーブルに大振りのスープボウルを出して貰い、朝食を盛り付ける。

　今朝けさは、昨日きのうのホロホロ鳥の残りと、あり合わせ野菜のポトフにした。ホロホロ鳥からいい出汁だしが出ているはずだ。

　３人とも、美味うまい美味いと言いながら大量のポトフを胃袋に収めていく。

「そういえば、タイラー達はドリスに行くんだっけ？」

　急に思い出した様に、ネイサンが鳥の骨を口から出して言った。

「ああ、俺も行く事にしたんだ。お前も一緒に行かないか？」

　珍しくスタークが窺うかがう様な声を出している。

「……行こうかな。久しぶりに外もいいかもね」

　ネイサンが考える様に口にすると、スタークがシャキンと背筋を伸ばして、解ほどける様に笑った。

「そうか！　明日出発なんだが大丈夫か？　もし無理なら２人に相談しよう」

「いや、大丈夫だ。荷物は少ないし、テントの準備は任せていいだろう？　そしたら充分だ、明日出られる」

　スタークは何故か、俺の頭をクシャクシャにするくらい乱暴に撫ぜた。ずいぶんとご機嫌の様子である。

　ドリスへの旅の道連れがまた増えた様だ。
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　スタークとはネイサンの家で別れ、俺達は屋敷に帰ってきた。ワイアットにお願いして、備蓄庫の薬草を確認させてもらう。

「ずいぶんありますね。一年分位ですか？」

「いや、半年保もてばいい方かな。トラ族は身体が大きい分、薬草の消費量も多いんだ」

　そう言いながらリストを見せてくれた。

「この一年以上使わずに置いてあるのは入れ替えた方がいいですね。あと、これも」

「あ、本当だ」

「俺の持っている分で何とかなりそうです。なんせ今は、郷のおかげで行商出来るくらいありますからね！」

　俺が笑いながら言うと、『違いない』とワイアットもニヤリとする。

　持ち込んだ新しい薬草を補充し、入れ替えていく。かなりの量だ。

「よし、完かん璧ぺきだ！　助かったよ、チトセ。金額の方は……」

「もう計算してあります。確認したら、お願いしてもいいですか？」

「もちろん！　じゃあ、出ようか」

　備蓄庫に鍵かぎをかけて屋敷に戻り、長おさの執務室に行くとタイラーが待っていた。

「終わったか？　チトセ、世話になったな。礼を言わせてもらうぞ」

　長からお礼を頂いた。

「いえ、とんでもない。こちらこそ、お世話になりました」

　俺は恐縮しながら、勧められた椅子に座った。

「新しいリストと請求書です。確認お願いします。あ、このリストは保管しておいて貰えますか？　次回の作業が楽になりますので」

　俺が長に手渡すと、『わかっている』と笑うワイアットと、２人で確かめてくれている。

　請求書の金額と同じお金を頂ちよう戴だいし、タイラーにも確認してもらったが、問題ない様だ。

「ありがとうございました」

　俺は、親切で優しい２人に感謝した。

「明日出立するんだったか？　また近いうちに郷にも寄ってくれ、２人とも」

「それじゃあ、ここで。明日は見送りしないからね、気をつけて！」

　長夫婦に早めの別れの挨あい拶さつを済ませ、夕食を摂りに食堂へ向かう。

　食堂ではギデオンとランドンにも会えて、挨拶が出来て安心した。

　これで心置きなく出発できる。

　俺は、明日からの新しい旅に胸を膨らませた。
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　早朝のひんやりとした空気が、いつもと違う朝だと知らせてくれる。

　すっかり準備を整えた俺達は、２人で屋敷を後にした。

　ネイサンの家に向かうと、２人は玄関の外で待機していてくれている。

「おはよう、お二人さん。……行くか」

　スタークがニヤリと笑い、俺達も２人に朝の挨あい拶さつをして歩き出す。ネイサンはまだ眠そうに目を擦っていたが、郷の外の林に出る頃ころにはもう通常運転になっていた。

「こっからは獣身じゃないと難しい。そういや、チトセの獣身、まだ見た事ないな。前はタイラーに抱えられて移動してたっけ、行けるか？」

「ユキヒョウだよ！　スターク！　わぁー、楽しみ！　可愛かわいいだろうなぁ。早く、早く！」

　俺は曖あい昧まいに頷うなずき、タイラーを見た。

「チトセの獣身は山道に強いぞ。馬力は無いが、瞬発力が凄すごい。……それに美しいな」

　タイラーに平然と褒められ、居た堪たまれない気持ちになる。

『このメンバーなら問題ないな』と思い脱衣すると、タイラーが服を受け取ってくれた。

　全すべて脱ぎ去ると、素早く獣身に変体する。

　ヒタ、と前脚が大地に着いて視線が低くなった。

　俺は３人を順番に見ると、『ナーオ』と鳴いて変体をうながす。

「チ、チトセ……なになになにこれ!?　フカフカなんだけど！　この毛の厚さ何！」

　ネイサンが叫びながら、思い切り抱き付いて、胸毛辺りに頭を擦り付けてくる。

　やはりトラ族、力強い。く、苦しい……。

「へえ……。ヒョウとは違うんだな。只ただの白いヒョウかと思っていたが。脚も太いし、凄いなこの尻尾しつぽ。おい、俺にも触らせろ！」
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　ネイサンとスタークが言い争いを始めると、タイラーは２人を宥なだめながらさり気なく俺を抱き寄せる。

「鞄かばんは俺とスタークでいいんだよな？　ネイサンはテントをお願い出来るか？　それと、このあいだ話していた場所に案内して欲しい」

　俺は？　俺の荷物は？　タイラーを仰ぎ見て窺うが、しゃがんだ彼に腹毛をわしわしと撫なぜられて耳の間に口付けられた。

　タイラーの声に２人は渋々頷くと、３人で鞄のセッティングを行い、獣身に変体する。

　ネイサンの獣身は、顎あごの周りの毛が他の２人よりも短く、身体からだもやや小振りだ。眉み間けんから鼻にかけての毛色が赤く際立って、凛り々りしく美しい。

　俺がネイサンの毛色を鑑賞していると、タイラーが横面をザリザリと舐なめてきた。

　あ、やはり俺だけ荷物は無し……。

　それにしても、虎が３頭……凄い迫力だ。

　ゆるりと俺の周りを歩く姿は、神々しくすらある。……背中に荷物を背負ってはいるが。

　タイラーが『グォン』と鳴き、出発を告げた。







　切り立った崖がけを、４頭で下りて行く。ネイサンを先頭にして、森の中を駆け抜ける。凄い開放感だ。

　そのまま辺りが薄暗くなるまで走り続け、小さな川沿いに出ると、滝たき壺つぼのある河原で脚を止めた。

　タイラーが人身に変体して、俺の背を撫なでる。

「疲れたか？　今日はここで休もう。明日は、この間……チトセが寝てからネイサンが話してくれた薬草がありそうな場所へ行こうと思う」

　タイラーはそう話しながら、自分と他の２頭の荷物を外す。

　スタークとネイサンは荷物を降ろした途端に滝壺に向かって走り出し、飛び込んだ。

　タイラーは笑いながらも再び獣身を取り、２人に続く。虎って水好きなんだな……。

　俺は毛が濡ぬれるのは遠慮したいので、河原に横になり毛繕いを始めた。

　実は、尻尾の根元にトゲトゲした葉っぱが付いているのがずっと気になっていたのだ。尻尾をプルプル振るが取れないので、丸くなって牙きばを立てようとするが、もう少しの所で届かない。もう少し、もう少しなのだ。ジリジリと身体が回る。

『アーヴォもう少し！』と苛いら立だちの声を上げると、ネイサンが濡れた身体でやって来て、前脚でペシッと外してくれた。

『アーかたじけない』、と鳴いて伝えると、グルッと喉のどを鳴らして滝壺に戻って行く。

　俺は前足の裏の毛を整えにかかった。

　ザッパーンと大きな水音にビクッと驚き視線を向けると、タイラーとスタークが後脚で立ち、虎パンチの応酬を繰り広げている。ガウガウ、グルグル唸うなってはいるが、『オラ、どうだ！』『あはは、全然効かないぞ！』などと、やり取りがこちらまで伝わってくる。い、威厳が……。

　遊んでいるつもりだろうが、３ｍ超の虎２頭が戯じゃれあっている姿は、他の動物から見ると脅威以外の何物でもないな……そう思いながら、俺は目を細めた。

　ネイサンは……かなり深そうな場所まで犬かきならぬ、虎かきで泳いでる。あ、潜った。

　あれだけはしゃいだら、水から上がるとお腹なかが減るだろう。

　俺は人身に戻り、タイラーの荷物から鍋なべ釜かまを取り出すと、夕飯の準備に取り掛かる。

　郷で頂いてきた羊らしき肉と、山さん椒しよう、トマトなどの野菜を炒いためてお米と食べる事にしよう。

　ホロホロ鳥の骨もあるのでスープも作れる。明日は狩りを頼んだ方がいいな。

　俺が鼻歌を歌いながら準備を進めていると、いつの間にか人身に戻ったタイラーが火を起こしてくれた。

　炎の明かりがタイラーの頰を赤く染め、くっきりとした鼻筋や目元に陰影が出来る。

　俺の視線に気がついた彼は『どうした？』と首を傾けた。

　俺は少し熱くなった気がした顔を手で扇あおぎ、スープの鍋をかき混ぜた。

　完成が近づいた頃、匂においにつられて２頭が戻ってくる気配がする。

「夕飯の準備できたぞ！　早く服着ろよー！」

　今、俺は、堪らなく幸せだ。







　夕食の片付けをスタークとネイサンに頼み、俺はその上流の滝壺で水浴びをする。

　ちょっと冷たいが、天然のシャワーだ。逃す手はない。

　遠くに見える焚たき火びしか光源は見当たらないが、月明かりで視界は保たれている。

　あまり泡立ちの良くない石せつ鹼けんで全身をゴシゴシしていると、タイラーの気配が近づいてきた。

「タイラー、背中洗ってくれる？」

　俺が泡立てた布を渡すと、受け取って背中を擦ってくれた。

「チトセ、ありがとうな」

　タイラーの呟つぶやく様な声が耳に入る。

　俺は振り向いて、『なにが？』と視線で返す。

「……ネイサンは、もう何十年もほとんど郷から出ていないんだ。ドリスに行くと聞いた時は驚いたよ」

「え？　俺は関係ないだろ。何か心境の変化があったのかな？」

　俺が首を傾かしげると、タイラーは目を細め眉まゆ尻じりを下げて微笑ほほえんだ。

「どうだろう……。でも、とにかく外に出る気になったのは良かった。スタークが心配していたんだ」

　下を向いて、布を水に浸している様だ。

「明日行く、薬草の場所だけは１人で出かけていたらしい。何故なぜだろうな……」

　彼は泡立った布を濯すすぎながら呟いた。







　その後２人で滝壺で泳いでいたが、流石さすがに春先の川は辛い。俺がブルッと震えたのを見逃さず、タイラーが抱きしめてきた。

「身体が冷えているな、上がろう」

　彼は俺を抱えると、そのまま岸に向かう。俺はタイラーの首に腕を回して、温かい身体で暖をとった。冷たい川の中では、その身体は一際熱く感じられる。

　髪を首筋に擦り付けると、タイラーがクスクスと笑うのが身体から振動で伝わってくる。

　彼は俺を抱え直すと、顔を近づけて頰を合わせた。そのまま耳元に口付けを落とすと、チュッチュッと音を立て、角度を変えて唇にキスをした。

　タイラーの瞳ひとみに月が映り、青い双そう眸ぼうが輝いてる。

　口を緩く開いて俺の唇を包む様に食はみ、口内に舌を滑り込ませた。







　身体を拭ふいて焚き火の近くに戻ると、川原かわらに敷いた毛布の上に２頭の虎が丸くなっているのが見える。今夜はテントを張らないつもりらしい。

　タイラーが自分の荷物から毛布を取り出して彼等の近くに敷くと、俺達も獣身を取りすぐ側に横になる。

　白い虎の大きな前脚が俺の背に乗り、首の周りの毛を舐め削る。

　俺は伏せになり自分の前脚に頭を乗せて目を閉じた。彼は俺の脇わき腹ばらにぴったりと寄り添い、背中に頭を乗せて落ち着いた様だ。

　焚き火のパチパチと弾ける音だけが、川の水音と共に響いていた。
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　人の動く気配で目覚めると、他の３人は既に起きて朝の準備を始めていた。

　俺は急いで川で顔を濯ぐと、直ぐに支度にかかる。今朝けさは昨夜の残りのスープを温めるだけだ。

「起きたか？　おはよう、もう少ししたら声をかけようと思っていたんだ」

　タイラーが、川魚を捌さばきながら微笑んでいる。

　川魚……朝から漁をした様だ。ニジマスらしき魚がタイラーの横でたくさんピチピチ跳ねている。

「チトセ、今日も夕方まで走るけど大丈夫かなー？」

　ネイサンが魚を塩焼きにしながら、気遣わしそうに聞いてきた。昨日きのうヘトヘトになっていたのに気づかれていた様だ。

　しかし、男として、俺だけドロップアウトするのはいかがなものか。

「……もちろん大丈夫。その薬草の場所へは、あとどれ位かな？」

　俺も川魚を焼くのを手伝おうと、ムニエルを作る事にした。鉄板で一気に焼けるから早く出来るだろう。

「うん。今日の夕方には着くと思うよー。着いたら少しゆっくりしない？　スターク、ドリスには急ぐのか？」

　ネイサンが振り向いて、スタークに尋ねる。

「いや、急ぎじゃない。様子を見に行くだけだからな。タイラーはどうだ？」

「俺達は初めからゆっくり行くつもりだった」

「いいねー！　少しゆっくりしたいのよ、俺。いい場所だからさ！」

　スタークとタイラーの答えに、ネイサンは喜びの声を上げた。

　昨日の残りの野菜スープ、川魚の塩焼きとムニエルで、なかなか贅ぜい沢たくな朝あさ餉げだった。

　朝食を済ませると、さっと食器や鉄板を洗い荷物にしまう。さあ、今日も一日走る事になりそうだ。
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　木々の間をすり抜ける様にして、今までにないスピードで森の中を駆け抜けて行く。めまぐるしく流れる景け色しきは美しいが、それを楽しむ余裕はない。

　俺達は、ひたすら前に進んで行った。

　太陽が傾き始めた頃ころ、森の中に忽こつ然ぜんと現れた原っぱで、ネイサンは脚を止めた。

　彼は『グォル』と鳴いて、ここだ、と俺達に知らせる。ぽっかりと木々が抜け、空気が澄んだ不思議な場所だ。

　荷物を降ろした３人は、周囲を眺めると素早くテントを設置し始める。前にも見たティピィの様なテントで、３～４人が寝られそうなサイズだ。

「ちょっと夕飯を狩ってくる。２人は待っててくれ」

　スタークは、タイラーと森の中に入って行った。

　一日中走って俺はクタクタなのだが……、あまりの体力差にへこたれそうだ。

　気を取り直した俺は、ネイサンと２人で荷物をテントに入れ、料理に必要な物は取り出しておく。

　ひとしきり作業を終えた俺は、テントの外に出て少し温い風を浴びる。気持ちの良い場所だ。

　目を瞑つぶり、深呼吸をして薬草の気配に耳をすます。

　そこには、目の前が真まっ赤かに染まる程に薬草が生え、魔力が漂っていた。

「……ネイサン、どうしてここに薬草があると思った？」

　テントの中のネイサンに話しかける。

「俺さ、何か感じるみたいなんだよね。多分……魔力だと思うんだけと、違うかなぁ？」

　ネイサンはテントの中の暗がりからこちらを真まっ直すぐに見つめ、その瞳には不安そうな光をちらつかせていた。







「ネイサン！　火の支度だ！」

　遠くからスタークの声が聞こえた。

　俺達は金縛りから解けた様にハッと息を吸い、ぎこちなく動き出す。ネイサンがテントの外に出てきて、器用に火を起こし始めた。

　すぐ近くでヤギの様な獲物が捕れたらしく、スタークは意気揚々と解体していく。聞くと、この肉は焼いて食べると美味おいしいらしい。臭みが少しあるから、シーズニングソルトを使わせて貰もらいたいと言われたが、もちろんＯＫだ。

　焼きヤギが出来上がると、４人で焚たき火びを囲む。タイラーがサラダ用の草をたくさん摘んできてくれていた。

「俺が昔、50～60年前かな？　怪け我がした時覚えてる？」

　ヤギの骨を摑つかんで、肉に嚙かみ付きながら、ネイサンが唐突に言葉を発した。

「……もしかして、バスターに喧けん嘩か売られた時か？　彼奴は確か、郷を放逐になったな……」

　スタークが記憶を探る様に答える。

「そう。その時俺、実は大怪我したんだ。で、逃げてきて偶然にここに来た」

　ネイサンは原っぱを見渡す。

「あ？　任務から戻って、その４日後あたりにお前に会ったと思うが、そんな様子はなかったはずだ。大怪我って、お前……」

「そう。大怪我したんだ。ここに来て、転がって眠っていたら、翌日には驚く程回復してた」

「……どういう事だ？」

「わからない。でも、ここは何か、特別なんだ」

　スタークとネイサンが話しているのを聞いていたタイラーが、俺を見て尋ねた。

「チトセ、何かわかるか？」

「ここ？……薬草の群生地だね。それに強い魔力が漂ってる。傷の治りは早くなるだろうね」

　この２人には、俺の事を話しておいた方がいいかもしれない。

「チトセ？」

　スタークが訝いぶかしむ様に、俺に顔を向ける。

「……ユキヒョウ族は、魔力を感知できるんだ。薬草とは、魔力のある草の事だ。だから、チトセは薬草を見つけられる。ヒョウ族がユキヒョウ族に拘るのはその辺りの事情もあるのかもしれない」

　タイラーが俺の代わりに説明してくれる。

「じゃあ、ネイサンも魔力を感知出来るってことか？」

　スタークの疑問に、俺もネイサンに尋ねた。

「ネイサン、どんな感じ？　何か見える？」

「強いプレッシャーというか、なんか視線を感じる様な気がするんだ。不快ではないんだけどね。

　見えはしないよ。薬草だって、どれかはわからない」

「そっか、感じるんだね。トラ族には珍しいね！」

　俺が笑顔を向けると、３人は曖あい昧まいな表情で目を逸そらす。

「？　どうしたの？」

「トラ族では見ない力だからな。ネイサンが……混血かもしれないと言われているのを肯定する事になる」

　スタークが苦々しい表情で語った。

「は？　何言ってるの？　ネイサンはトラ族だよね？　混じってる気配は全然感じないし、多分１００％トラ族だよ」

　ネイサンは俺の声に、跳ね上がる様に顔を上げた。

「え？　１００％って？　なんで？」

「俺、魔力を感知できるだろ？　何族かとか大体何歳かとか、魔力でわかるんだ。この間、郷で少し混じってる人見つけられたから、その辺も間違い無いと思うけど？」

「郷で混血見つけたの？」

　ネイサンはキョトンとした後、弾ける様に笑い出し、終しまいにはお腹なかを抱えて涙を流して大笑いし始めた。

「マジかー！　郷に混血！　それ本人に言った？」

　俺が首を横に振ると、

「言わなくて正解だよ！　決闘申し込まれるよ、絶対に！　うははは！　笑えるー！」

　スタークの腕をバシバシ叩たたきながら笑い続けた。

　違った経緯で、タイラーが決闘申し込まれてはいましたが。今は何も言うまい。

「ネイサンは純血の、トラ族なんだな？」

　スタークが確認する様にこちらに水を向けた。

「純血……そうなるのかな？　ネイサンの中には、他の獣族の気配は感じられない。父親が違う種族なら、さすがにわかるはずだよ」

　ひとしきり笑い終わったネイサンは、気が抜けた様に背後に手をつき、笑い過ぎて出た涙を拭ぬぐいながら夜空を仰ぎ見る。

「そっか……」

　そう呟つぶやいたネイサンの頭を、スタークはクシャクシャと乱暴に混ぜ撫なぜていた。

　そんな２人を慈しむような眼まな差ざしで見ているタイラーに、俺まで心が温かくなる。

　何か不思議な展開でよくわからないけど、ネイサンの憂いが減ったなら良かった。

　俺も、手を後ろについて顔を上げた。

　この世界の星空は、俺が知っていた夜空よりずっと綺き麗れいだ。







　全速力で一日を駆け抜けた身体からだは、夕食後直ぐに重くなり眠りを訴えてきた。

　俺は３人に断りを入れると、テントに入り早々に寝床に潜り込んだ。

　どれ位経たったのだろうか、俺は暗くら闇やみの中で、ふと目覚めた。

　背中にはタイラーの体温があり、頭の下には太い腕が差し込まれて腰はしっかりと抱かれている。

　タイラーの安らかな寝息を聞きながらうつらうつらしていると、圧おし殺した様な声音がするのに気がついた。

　暗闇の中で、仄ほのかに黒いシルエットだけが浮かんで見える。

　折り重なる様にしたその２つの影からは、密ひそかな水音がしていた。

　ポーっとしていると、その囁ささやくような声色に、やにわにハッと気がついた。目の前で、何が行われているかは想像に難くない。

　気がついてしまうと、そちらに目が行ってしまうもので。

　目を瞑り、視界から追い出そうとしたが知らず知らず魔力を探ってしまい、目蓋の裏に２人の魔力が人形に映る。

　すこし小さい方の赤い人形が、大きい方へ甘える様に擦り寄るのがわかる。

　小さい方の下半身を、探る様に動かしていた大きい方の手が離れて、小さい方の脚が開かれた。

　大きい方が小さい方の腰を自分にグッと引き寄せると、『ヒッ！』と声にならない音が耳に入る。

　クチュ、グチュ、という水音と、『ハァ……アアッ……』と圧し殺した悩ましい声がテントの中に響く。

　２つの人形の魔力が、ざわめく様に揺れている。まるで何かに備えているかの様だ。

　離れては近づきを繰り返す２つの人形の腰が一際強く打ち付け合い、

『クッ！』と言う声と共に動きが止まった。

「ァァァァァァァア！」

　と、細く伸びるような声がして、２つの人形の間に魔力が弾けた。

　ほとんど同時に、大きい方から小さい方へ、腹あたりに魔力が移動する。

　小さい方へ入って行ったソレは、小さい方の中で輝く様な光を発して、小さい方の全身に魔力を駆け巡らせた。

　強い光がジワジワと小さい方に吸収されると、温かそうな魔力に姿を変えて小さい方に留まる。

　小さい方の腹あたりに魔力がクルクルと渦巻き、重なる人形はお互いに干渉し合う様に、合わさる皮膚から魔力の交換を行っている。

　……あんな風に行き来するモノなんだ、魔力って。

　ああ、なんて美しいんだろうか。

　その幻想的な光景に、ただ見み惚とれることしか出来ない。

　俺は知らず知らずのうちに詰めていた息を『はぁ……』と吐き出す。

　思っていたよりも、熱い息が溜たまっていた様だ。

　目を開くと、暗闇が視界を覆っている。

　暗闇は、俺に再び眠りのベールを下ろしてくれたみたいだ。次第に曖昧になる思考に、明日の朝を思って眼めを閉じた。
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　目覚めはいつも突然だ。

　引き上げられる様な感覚にゆるく目を開いた。

「おはよう」

　耳のすぐ近くから、腰に響くすこし掠かすれた声がする。

　声の方向に顔を倒すと、肘ひじをついたタイラーが、蕩とろける様な微笑みでこちらを見ていた。

　これは俺の男だ。

　伸びをしながら両手を伸ばし、彼の首に腕を巻きつけると、唇にキスを落とした。

　彼の吐く息すら愛いとしく感じる。

　半覚かく醒せいのままそうして戯たわむれていると、両腕で俺を抱き締めたタイラーが、そのまま立ち上がる。

　急に重力がかかった様に、首がクテンと後ろに倒れてしまうと、タイラーが慌てて俺の頭に手を添えた。クスクスと笑いが込み上げて来る。

　俺を抱き上げたタイラーがそのままテントの外に出ると、ネイサンが何やらスープを作っていた。……この香りは……ヒージャーヤギ汁ではなかろうか……。

　沖縄のお祝いなどでも食べられる滋養強壮の食べ物だが、かなり獣ク臭セがあり難易度が高い。

　フーチバーニシヨモギを入れると美味おいしいんだったろうか。昔、学会で那覇に行った時に食べた気がする。

　朝からヒージャー汁とはどうだろうか。せっかくネイサンが作ってくれたのだら、食べないという選択肢は無いのだが。

　いつもより高い視界から、周りを見渡す。

　せめて……フーチバーを探す事はできるだろうか？

　俺はニシヨモギを頭に描いて、魔力の探索の網を張る。

　……見つけた！

　いつもは魔力を全すべて感知していたが、個別に認識することもできる様だ。

　人探しなんかに役立ちそうだな、と考える。

　タイラーに頼んて、ニシヨモギがある辺りまで運んでもらう。

　いくらか摘むと、不思議そうな顔をするタイラーに笑いかけた。

『その薬草をどうするんだ？』と言わんばかりの表情の彼に、

「ヤギ汁には、これを入れると臭い消しにもなるし、栄養も豊富で相性も良いんだ」

　俺が言うと、彼は驚いてから急いでニシヨモギを摘み出した。

　……タイラー、ヤギ汁あんまり得意じゃないのかもしれないな。好き嫌いの無いタイラーの、珍しい仕草を微笑ほほえましく感じる。ちょっと、ヤギ汁が楽しみになってきた。







　結論として、やはりヤギ汁はヤギ汁だった。薄い塩味のソレは、極めてワイルドな味わいとでも表現しておこうか。

　獣臭さが和らぐと聞いて、フーチバーは売れに売れた。ネイサンまでもが多用していた有様だ。

　もし次回があるのなら、生しよう姜がも用意したいと密かに思案する。







　俺達は数日、この場所でゆっくりするつもりらしい。

　朝食が終わると、タイラーとスタークは食器を洗いに行った。少し歩くと小川があり魚も捕れそうとの事だが、夜にでも水浴びに行きたいと思っている。

　俺はネイサンを誘って、原っぱを少し歩く事にした。

　50ｍ四方より少し大きい位だろうか、狭い場所なので端から端まで歩いてもたった数分だが、大変興味深い。

　ここは空気は薬草の草原のソレに似ている。もしかしたら湧水があるかもしれないと思い、薬草の種類も観察しながらゆっくりと歩いて行く。

　色々な種類の薬草が自生している様なので、たくさん摘んでいこう。俺は己の思考に没頭していた。




「俺ね、チトセと会って気がついたんだー」

　急にネイサンが立ち止まり、少し明るい曇空を見ながら口を開いた。

「俺ね、スタークに対して頑かたくなになり過ぎてたのかなー。雌扱いすんな！　俺はお前らと同じ雄だ！　ってさ。……雌扱いとかじゃなくてさ、可愛かわいいと思えば優しくしたくなるのは当たり前だし、甘えてもらえるとそれだけで嬉うれしいんだよね。なんか、スタークの気持ちが少しわかった気がするんだ。……昨日きのう、ちょっと素直になってみたら何だかさ、雄とか雌とか拘っていたのがバカバカしくなってさ。チトセのおかげだよー、なんか色々スッキリした気分なんだ」

「そんな、俺は何にも……」

「タイラーに応えてくれて、俺達を受け入れてくれた。充分してくれてる。チトセは特別な仲間だし、俺達４人、もう家族みたいなもんだろー？」

　ネイサンは『うんうん』と頷うなずきながら、地面に仄ほの暗ぐらい視線を落とし、彼にしては珍しい平へい坦たんな声色を出した。

「……俺さ、親がいないんだー。父親が誰かもわからないし、母親は郷で俺を産んですぐに姿を消したらしい。魔力は強いらしいんだけど……身体強化が上手うまくなくて。トラ族なのにさー。獣族は子供を大事にするだろ？　だから育てては貰もらえたけど、親がいないなんて他にいないし、毛色も赤いしで、色々言われたわけよ。信用出来ないとか、気味が悪いとか……。それこそ、混血じゃないかー、とかね」

　ネイサンは面を伏せて、プチプチと草を毟むしる。

「何も言わずに側にいてくれたのは、スタークとタイラーだけだった。いつも、ここに居ていいんだって言ってくれた。タイラーも親と少しあってね、小さい時から郷に出されててさ。一緒に育った様なモノだからね。俺にとって、２人は、大切な……家族なんだ。これからはチトセも家族になってくれる？　俺は絶対に家族を裏切らないよ、絶対だ……」

「……そっか」

　俺はそれ以上何も言えず、ただ一緒に草を毟った。

　家族か……俺にも家族が出来たのかな。

　いつの間にか左手で押さえていたらしい自分の胸が、何故かじんわりと温かくなった気がした。

「チトセは……チトセの親は？」

「親？　事故で死んだらしいよ。俺も一緒に事故に遭ってね、記憶が曖あい昧まいなんだ。顔も思い出せないなんて親不孝だよね」

　ネイサンは痛ましげに俺を見た。自分も辛かっただろうに、俺に気遣ってくれる優しさが彼らしい。

「チトセも１人なんだね……」

　そんな顔をさせたくて話した訳ではない。俺は何とも思っていないのだ。

「でもさ……そうだよ！　ユキヒョウ族は一族郎党まとめて死に絶えたからね、不幸自慢じゃ負け知らずだぜ！」

　俺は立ち上がり、空に向かって拳こぶしを振り上げてみせた。

　たまには開き直ってみるのもいいかもしれない。……笑ってくれるだろうか。

　ネイサンはポカンと口を開けた後、徐々に笑い出し、その内に腹を抱えて、遂にはヒーヒーと息も絶え絶えな様子だ。

　この笑い、昨日も見た気がする。……笑い上戸なのだろうか。

　しかし、こんなに笑わせる予定では無かった。

　少し笑ってくれれば、と思っただけなのに、この体たらくだ。

「……冗談だよ。自分で言っといて何だけど、俺は自分が不幸だとは思ってない。タイラーがいてくれるし、今はもう２人、家族が出来たみたいだしね」

　俺は口を尖とがらせて、まだ笑うネイサンをチラリと見遣りながら言った。

「……そうだな、１人じゃないな。俺達」

　やっと笑いを収めた彼は、こちらを見てニカッと笑う。

「それにさ！　考えたら、俺の親はまだ生きてる可能性あるしな。もし会えたら絶対文句言ってやるんだー」

「何か止やむを得ない事情があったんだろうね。お母さんも辛かったんじゃないかな？」

「……そうかな？」

「うん、きっとそうだよ。……俺も３人の小さい頃ころ、見てみたかったな。可愛いだろうなー」

「ああ。そりゃ可愛かったさー。特にタイラーの美少年振りが凄すごかった」

「えっ！　び、美少年？……今からは想像つかないよ」

「俺達が、タイラーに寄ってくる虫を千切っては投げ、千切っては投げ、していた訳よー」

「……ありがとうございます」

「いやいや、礼には及ばんよ。ブフフー！」

　笑いながら話していると、小さな水音に気がついた。湧水だろうか？　耳を澄まして見渡すが、水場は見当たらない。魔力を探ればわかるだろうか。

　俺が、キョロキョロと周りを窺うかがっているのを見ていたネイサンが、『どうした？』と言いながら出した一歩で、足元から『グチャリ』と音を立てバランスを崩した。

　ネイサンの足元、足首位までが水の中に浸っていた。しかも良い具合に水草が足に絡みついている様だ。

「…………。これ、気持ち悪い。生温いよ」

　ネイサンは盛大に顔を顰しかめた。







　気持ち悪いと騒ぐネイサンを放って、俺は水の中に魔力の気配を探る。

　……いた。ヤクオウイモリだ！

　俺はニンマリと笑ってネイサンを振り返った。

「あー、もう！　ビショビショだよー。……ん？　チトセー？　なんか悪い顔してるよー」

　ネイサンに言われ、急いで目を逸そらし顔を引き締めたのだが、きっと後の祭りだ。……ネイサンの視線が刺さる様で痛い。

　濡ぬれたネイサンを後ろめたい気持ちで慰めながらテントに戻り、断りを入れ１人で先程の湧水地に戻る。

　もちろん、タライも忘れない。

　見覚えのある水草も見つけたので、後で本で調べてみようと思いながらイモリと水草をタライに入れて行く。

　時間もある事だし、イモリの干物をつくるのだ。これだけあればしばらくお金の心配はいらないはずである。

　タイラーも隊の仕事から抜けるし、お金は幾らあっても困らない。

　イモリを捕るとテントに戻り、干物作りに取り掛かった。雨が降らなければ、明後日あさつてには出来上がるだろう。







「何してるのー？　え。これ、ヤクオウイモリじゃん！　なになになに！」

　着替えてテントから出て来たネイサンが、タライを覗のぞいて仰のけ反ぞった。

「今から干物を作ります。ネイサンも手伝います」

　俺が真面目まじめな顔で宣言すると、ネイサンは眼めを見開いてコクコクと頷く。

　異論はないらしい。……さすがヤクオウイモリ効果だ。

　俺の指示で２人いそいそと干物の生産を行っていると、狩り組のスタークが帰投した。

「大量だぜー！　近くに水牛の群れがいたんだ」

　スタークがそう言いながら、ドスッと音を立てて担いだ肉を肩から下ろす。森で解体したのか、もう血抜きもしてある様だ。

　それを見て、内臓は食べる習慣が無いのだろうかと考量していると、スタークが俺達の作業に興味を持ったらしい。

「お前ら、え？　ソレってまさか……」

「ジャーン！　ヤクオウイモリ！」

　ネイサンが、イモリの尾を摑つかんでプラプラと振る。

「マジか、スゲー量だな。ひと財産になりそうだ……。あー、チトセに前に貰ったよな、こうして作ってたのか……」

　スタークは若干呆あきれ顔がおだ。







　少し遅れて戻ってきたタイラーの手には、たくさんのルッコラらしき草があった。

　獣族には野菜を生で食べる文化は無いはずなのに、タイラーの気遣いに嬉うれしくなる。

　そう言えばと、干し肉を作りたい旨を伝えると、

「もちろんだ、慣れてるから俺が作ろう。いいか？」

　とのタイラーの答えに笑顔を返す。スープの出汁だしに良いので、時間がある時に作っておきたかったのだが、とても助かる。

　夕飯の時間はまだまだだ。俺とネイサンはイモリの干物、他の２人は干し肉作りに精を出した。
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　夕ゆう餉げの時間が近づくと、ネイサンが準備を買って出てくれた。

　イモリをあらかた干し終わり手が空くと、俺は原っぱに自生している薬草を片っ端から調べ上げる事にした。

　葉で20種以上、水草３種となかなかのバリエーションで、見た事ないものや見分け難い物もあり難航しそうだ。

　丸薬は、生の薬草を練合わせて作るのだが、新しい種類や組み合わせを色々試す事ができそうで楽しみで仕方がない。

　粉薬は、乾燥させた薬草を砕いてつくるので、今回は数種類乾燥させて後日に作ろう。

　薬湯は、生の薬草をすり潰つぶして湯で煮るタイプと、乾燥させた薬草を煎せんじるタイプがあるが、効きは良いが不味まずいらしい。これは是非、味の改良を試みたい。

　それと、水草はすり潰してから生えている場所の水と混ぜる事で、解毒作用のある水薬になるらしい。しかし、どれ位日持ちするか不安なのだが、本にも記載が見当たらない。タイラーに買って貰もらったガラス瓶11本に、詰めるだけ詰めて観察することにした。







　……いつの間にか没頭していた様だ。

　タイラーの呼ぶ声にふと気がつくと、空はだいぶ暗くなっていた。道理で文字が見え難いはずだ……。

　何時間夢中になっていたのだろうか。周囲の目が生暖かいのは気のせいだと思いたい。

　……夕食にしよう。

　俺は知らんぷりを決め込んで、焚たき火びの前に澄まして座った。夕飯の途中、タイラーが苦笑いしながら、

「なんだか今日のチトセは一瞬、バルテシオンを見ている様な気がしたよ」

　と言った時は、ショックで口から水牛の串くし焼やきが転げ落ちた。

　アイゼンに魔力について質問し忘れた時の慟どう哭こくや、イモリを見つけた時の狂喜乱舞が頭をよぎり、首を振って違うはずだと意見する。

　しかし、タイラーはただ慈愛に満ちた眼まな差ざしで俺を見るだけで、……俺は静かに打ち拉ひしがれた。







　夕食後ネイサンと一緒に川で軽く水浴びをして、テントに戻ると床とこに就いた。

　横になると直ぐに後ろからタイラーに抱き締められ、ネイサンと向き合う形で今日の出来事を話す。

「あんなにヤクオウイモリが捕れるなんて驚いたよー。すんごい高価なんだからね、アレ」

「うん、ワイアットも言ってた。そうらしいね……。俺は試した事ないから、実感ないんだけどね……」

「アレが必要になる時はヤバい時だから、試す機会はない方がいいかもだよー」

　俺とネイサンはクスクスと笑いながら、お互いに違う、温かい腕の中で微睡まどろむ。

「しかし、チトセの意外な姿見たよー。熱中すると周り見えなくなるタイプ？……ねー、チトセ？　……あれー寝たかな？……俺も、眠いなあ……、おやすみ……」

　……目蓋が重く、持ち上げる事が出来ない。ネイサンにおやすみの挨あい拶さつがまだだけど、無理そうだ。

　あと一歩で眠りに落ちる、そんな時にスタークの声がした。

「タイラー、お前、昔からの探し物は見つかったんだよな？」

「……ああ。探していた物とは違ったが、ちゃんと見つけたよ。俺の、唯一を」

　背中からタイラーの低い声が響いてきて気持ちが良い。

「そっか。……良かった。そしたらお前、もう独りで山に籠こもったりするなよ、な？」

「それは約束できないな。……まあ、今度は２人で籠る事になるだろうが」

「……ハハッ。それなら良いんだ。俺はお前に独りでいて欲しくない。心配なんだよ、タイラー」

「……わかっている。ありがとう、スターク」

　ぼんやりと２人の会話を聞き流していると、暗くら闇やみに白い腕が見えた。タイラーだろうか。

　俺の頭の下にある逞たくましい腕を辿たどると、大きな手の平が視界に入る。向こうから伸ばされたスタークの男らしい手が、タイラーの指を捕らえ、指先を労わるように撫なぜた。

　一度離れた指はまた近づき、今度は優しく握られる。

　穏やかな……それでいて動くと儚はかなく消えてしまいそうな満たされた空気の中、俺はいつの間にか温かい眠りに身を投じていた。
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　翌朝いち早く目覚めた俺は、干物の具合をチェックしていた。

　これなら、明日には出来上がりそうだ。満足のおける出来に鼻息をつく。

　今朝けさは簡単に昨日きのうの残りでサンドイッチを作ろう。確かチーズもあるはずだ。

　ちょうどサンドイッチが出来上がる頃ころ、３人が起きて来た。

　タイラーは少し不機嫌な様子で俺の背後に張り付き、頭頂部に顔を擦り付けて欠伸をしている。

　他の２人は川に向かった様だ。

「タイラー、おはよう。今日もここにいるよね？　イモリの干物は明日には出来ると思うんだ」

「ああ、急がないからな。彼らも大丈夫だと思うよ」

　俺の作るサンドイッチを見て、機嫌を直した様に答えてくれた。







　皆で朝食を終えると、俺は昨日に続き薬草の調査に取り掛かる。

　ひたすら乳鉢で薬草をすり潰し、丸め、またすり潰す。本に有る調合や無い組み合わせを試し、相性や味を書き記す。薬草が生えていた場所の条件にも留意して書き留めておく。紙が足りなくなりそうだ。

　ガラス瓶に水薬を入れ終わり、目を上げるとまたしても辺りは暗くなっていた。昼飯も食べずにいたらしい。

　立ち上がると、背骨がパキパキと音を立てた。

「あー、ごめん。またやっちゃった」

　夕食の準備をしているネイサンとスタークに謝る。

「いいよー、熱中してたみたいだね。もう気は済んだの？」

「それにしても凄すごい集中力だな」

　２人は笑って返してくれた。

　そういえば、タイラーの姿が見当たらない。

「タイラーなら卵探しに行ったよ。チトセ、卵好きなんだって？」

　ネイサンが笑いながら言う。この辺りには、夜に採れる卵があるそうだ。

　……確かに、卵は好きかもしれない。

　俺の為ために取りに行ってくれたのだろう。俺は恥ずかしくなって、タイラーを探すそぶりで森を眺める。

　タイラーはまだだろうか。

　森の方からは『ギャァ、ギャァ』と姿形を想像すら出来ない鳥の鳴き声が聞こえる。この大陸で、『知性のある虎』に勝てる存在などいないので心配はいらないのだが、彼の姿が見えないと不安になる。

　俺は目を瞑つぶり、探索の眼めを開いて行く。いつもより広く、遠くまで、魔力を探る。

　タイラーはどこだろう。かなり遠くまで出ているようだ。

　ここから十数キロ先を、もの凄い勢いで走る２つの魔力があった。あの速さは獣身だろう、こちらには気づいていないし、向かう方角も違う。

　向かう先、あちらは……トラ族の郷の方向だろうか。なんだろう、何か胸騒ぎがする。

　それとは逆の方角からタイラーの魔力がこちらに近づいている。人身だろうが、驚く程に神速だ。

　一般獣身の全速力と同じくらいの速度ではないだろうか。規格外過ぎて笑えてくる。

　あと少し……タイラーが来る方向を眺めていると、森から抜けてくる彼が見えた。こちらに速歩で向かって来る。

　俺の視線に気がついたのだろう、タイラーがクシャッと顔をほころばせた。

「あー！　タイラーお帰りー！　卵見つかったかー？」

　ネイサンが、こちらに向かうタイラーに話しかけている。

　夕飯の準備は出来ている様だ。お米の炊ける良い香りが漂っている。

「ああ、見つかったよ。運が良かった。チトセ、オムレツが食べたいんだ。頼んでもいいか？」

　タイラーは俺が肉続きだとうんざりするのに気づいていたのだろう。本当に、甘やかしてくれる。

「うん、俺も食べたい。プレーンにする？　チーズ入り？　野菜入り？」

　せめてリクエストに応えたい。俺がタイラーに聞くと、横からスタークが『チーズ入り』と答える。

　タイラーはスタークの顔をまじまじと眺めた後、諦あきらめた様に溜ため息いきをついて頷うなずいた。

　俺が笑いながら、１人分ずつ作るから違う種類で大丈夫だと説明すると、瞳ひとみの輝きを取り戻したタイラーは『炒いためた野菜が中心に入っているのがいい』と答えてくれた。

　ネイサンは卵全体に野菜を絡めた物に、チーズを入れた物をご所望だ。贅ぜい沢たくだが、わかっていらっしゃる。一番おかずになりそうだ。

　スタークはネイサンに反則だと文句をつけつつも『俺もそれが良い』と変更を依頼してきた。

　俺は、プレーンが良い。

　炊いたお米と肉を炒めた物、それとオムレツというメニューで夕ゆう餉げを楽しむ。

　焚たき火びを囲みオムレツの評価をしつつ、各々の今日一日の話をしていたが、俺はふと先程の事を思い出した。

「そういえば、さっきタイラーが帰って来る頃に、十数キロ先を凄い勢いで走る魔力を感じたよ。多分、トラ族の２人組かな。なんか急いでいる様子だった」

「十数キロ先？　凄いな……よくわかったな。それで、こちらには近づかなかったのか？」

「うん、全然。気にもしてない感じ」

「どこへ向かっていたんだ？」

　俺が『あっちからあっち』と方角を指で示すと、タイラーが難しい顔をした。

「ドリスから郷、かもしれないな。伝令か……？　向かったのはトラ族だと言ったか？」

　俺が頷くと、考え込む様な仕草をする。

「ドリスで何かあったのかもしれないな。タイラー、どうする？」

　スタークがタイラーに尋ねると、

「ここからだと、ドリスまで駈かけて２日という所か……。俺達が行った所で出来ることも少ない。予定通りでいいだろう、明日の午前に出発しよう」

　そう言いながらも、気掛かりな様子を隠しきれていない。ドリスにはタイラーの家族が居るのだ、気にならない筈はずはないだろう。

「走って２日なら、郷から来た距離と変わりないよね？……なら、駆け抜ければ一昼夜で着くんじゃない？　今出れば、明日の夜には着けるよ」

　俺が言うと、皆が驚いた顔をする。

「それは……、無理ではないが。体力的にかなり辛くなる」

　タイラーがこちらを気遣わしげに見て、背中を撫なぜた。

　ネイサンも曖あい昧まいな表情でこちらを見ている。やはり、俺がお荷物なのか。

「多分、大丈夫。その代わり、ドリスに着いたら丸１日寝るから。使い物にならないと思うけど許してくれるだろ？」

　俺が笑うと、タイラーは一層困り顔になる。

「大丈夫、頑張るよ。足引っ張っちゃうとは思うけど……、俺も気になるんだ。皆んなも多分そうだよ」

　皆んなに、後から後悔して欲しくない。

「……チトセがそう言ってくれるなら、そうさせて貰もらったらどうだ？　夕飯終えたら仮眠して、夜中に出発だな。いいだろ？」

　スタークが提案すると、ネイサンも、

「そうしよう。その代わり、ドリスに着いたら先まず宿をお願いねー、俺もバタンってなる予定だからさー！」

　と畳み掛けるように言った。

　タイラーはしばらくの間考量していたが、心を決めたのか真まっ直すぐな視線を向けて来た。

「……すまない。お願いできるだろうか？　もし、辛くなったり無理だと思ったら直ぐに言って欲しい。皆もだ。負担をかけるが頼む」

　タイラーが申し訳なさそうな声を出す。スタークとネイサンは事も無げに笑い、俺も大丈夫だと頷いた。







　早々と夕食を済ませた俺達は川に向かい、食器や調薬に使った器具などを洗って行く。

　言葉少なに流れる空気には少しばかり緊張感が漂うが、目的がはっきりとしているので気分は悪く無い。

　川で軽く汗を流した後、皆でテントに戻り仮眠を取った。
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　夜中、荷物を纏まとめた俺達は、獣身を取り移動の準備をする。

　相も変わらず俺は手ぶら状態だが、今日だけは何も言わずにお言葉に甘えさせてもらう。

　きっと、それでもついていくだけで精一杯だ。ネイサンも身体強化が苦手とは言え、俺よりずっとスピードもスタミナもあるはず。

　ここに来る時、日のある時間を走っただけで疲労困こん憊ぱいしたのは記憶に新しい。今度は一昼夜だ、明らかな強行軍だが、俺が足を引っ張るのは嫌だ。

『もし、人に限界があるとするならば、それはあきらめた瞬間でしょう』って、誰かも言っていた！

　難しい事ではない、とにかく走るだけだ。頑張ろう。

　獣身のタイラーが『グアウ！』と空に吼ほえた。出発の時間だ。







　森の中を全速力で駆け抜け、既に山を二つ越えた。

　途中でイモリの干物を齧かじりつつ、疲労に震える脚をただひたすらに前に出す。

　茜あかね色いろの空に再び月が顔を出す頃ころ、ドリスの街を見渡せる崖がけの上に辿たどり着ついた。

　少しずつ灯あかりがともりだす街並みに脚を止め、一ひと頻しきり眺めた後にタイラーが『グアル』と鳴いた。

　疲弊した俺の背中や脚を、白い虎が気遣わしそうに舐なめてくる。ここで人身に変体する様だ。

　人身に変体はしたが、体力の限界を越えた俺の脚は萎なえて立ち上がるのも難しい。情けないが体力の限界だ。

「チトセ、済まない。もう大丈夫だ、ここからは俺に任せろ」

　タイラーがそう言いながら、抱き締め支えてくれた。

「海側の家が２～３軒焼かれているな……。火事か？　いや、それにしては様子がおかしい」

　スタークが眼めを凝らして街の様子を見る。

　ドリスの街を上から見ると、大まかに海側と山側の２つに分かれているのがわかる。

　海側には木造の家屋がひしめき合っており、新しい入居者や漁を生なり業わいとした獣人が多く住み、山側には石造りの古く大きい家屋が建ち並び、主にトラ族が多く住んでいるらしい。

　海岸線は断だん崖がいになっており、砂浜は狭く一部しかない。

　その海岸線のほとんどが高い石垣で囲まれており、これが有名なドリスの砦とりでだ。

　港に当たる部分や砂浜も、かなりの範囲で木製の砦が増築されていて、最近タイラーが視察に来たのはこれの完成を確認する為ためだったと言う。

　この様子では、海からはかなり攻め難いだろう。

　スタークが言った海側の家は、かなり港に近い場所で、俺の目にも薄暗い空に立ち昇る煙が何本か見える。

　何があったのだろう、いやな感じがするのは俺だけではない筈だ。

「念の為山側に宿を取る。ついて来てくれ」

　タイラーは２人を振り向き言うと、軽々と俺を抱き上げて、急な下り坂を駆け下りて行った。




　　　　＊




「チトセ、着いたぞ」

　タイラーの腕の中で軽く意識を飛ばしていたらしい。身体を揺すられて気づくと、白い石造りの『白銀の鱗うろこ亭』という宿の前に到着していた。

　俺は宿の名前を確認しただけで、何も考えられず歩いて部屋まで行く。タイラーの腕からいつ降りたのかさえ覚えていない。

　部屋には１人用の狭いシャワーブースが備えられており、何も考えずにシャワーを浴びて直ぐにベッドにダイブした。

　そこから記憶はプツンと途切れた。




　　　　＊




　フッと水面から顔を出したかの様に意識が浮上する。

　直ぐに目の焦点が定まるのは、たっぷりと睡眠を貪むさぼったおかげだろうか。

　身体を起こしてベッドに座り、部屋の中を見渡すと、かなり上等な設えの様だ。

　考えてみたら、シャワーブースがある部屋というのも此方に来て初めてかもしれない。

　水差しから温い水を飲んだ後、軽くシャワーで寝汗を流してから、宿の散策に部屋を出る。今いた部屋はどうやら３階で、食堂と貸切の風ふ呂ろは１階にある様だ。

　ひとしきり屋内を確認したら、次に食堂に立ち寄った。食堂というよりは、少し高級なレストランと言った雰囲気だろうか。

　店員に聞いてみると、夕方前の中途半端な時間帯で食事の準備がととのっていないらしく、簡単なスープなら用意出来ると言われ、それをお願いする事にした。

　薄いトマト味のクラムチャウダーの様なスープを口にしながら、周りの様子を窺うかがう。

　お茶を楽しむ人、早い時間から麦酒を嗜たしなむ人、それなりに混み合っている様だ。

　俺は、後ろの席に座る旅人らしき２人組の話に耳を傾けてみた。この２人は鳥族の混血だろうか、魔力が弱くきっと獣身も取れないだろう。

「原因はわからないらしいな」

「ああ。隊の奴らに聞いてみたが、要領を得ない。取り敢えず今は海側には行かない方がいいかもしれんな」

「まあ、ここなら大丈夫だろう。しかし山側は落ち着かないよ」

「だな。上品過ぎて辛い。そういや知ってるか？　ここから南の街に、また人族が攻めて来たらしいぞ。……最近は物騒な話が多いな」

　横に座るトラ族の家族連れの話にも聞き耳をたてる。

「海側には行ってはダメよ、暫しばらくは先生にも家に泊まって貰もらいましょうか」

「最近、見慣れない連中も海側に増えたしな。何族なんだかわからん混血ばかりだ」

「何だか気味が悪いね。暫くはお兄ちゃんと一緒の時しか外に出てはいけないぞ」

「はーい。先生が家に居てくれるならいいよ」

「明日は砦の様子を見てくる」

「気をつけて下さいね」

　……何だか不穏な内容が耳に入る。そう言えば、他の３人はどうしたのだろうか。ネイサンはまだ寝ているとしても、タイラーとスタークが居ないのは気になる。

　入れ違いになる可能性があるので、夕食の時間まで部屋で待つ事にした。

　部屋に戻り、気になっていた大きい窓のカーテンを開けると、ドリスの海を一望出来るバルコニーだった。

　昨日きのうの崖の上からよりも近いので、海側の街を詳しく把握する事が出来る。

　バルコニーに出て風に当たるが、少し湿って感じるのは海風だからだろうか、久しぶりの感覚だ。

　海の向こうに鼠色の雲が見える。風向き次第では雨になるかもしれない。







　部屋の扉が開く音に振り返ると、くたびれた様子のタイラーがいた。

「おかえり。たっぷり休ませて貰ったよ。タイラーは少しでも休めたの？」

「ただいま、チトセ。疲れは取れたか？　俺は大丈夫だ。昨晩も寝たしな」

　備え付けの椅子に珍しく音を立てドカッと座ると、両手で顔を擦っている。

　これは、だいぶお疲れの様子だ。

「シャワー浴びておいでよ。少し疲れ取れるんじゃない？　夕飯は？」

「ああ……そうするか。夕飯は、少ししたらスターク達を部屋まで迎えに行く。宿の食堂でいいか？」

　きっとスタークも一緒に出掛けていたんだろう。彼もタイラーと同じでお疲れのはずだ。

「もちろん。ここの食堂、美味おいしそうだから楽しみだ」

　俺が笑って促すと、素直にシャワーを浴びに行った。

　彼にしては珍しく準備をしていない様子だったので、荷物を開いてタイラーの着替えを用意しておく。

　窓を閉め、部屋の明かりをつける。

　そろそろ食堂も夕食の準備をしているらしく、イタリアン的な香りが漂ってきていた。久しぶりに外食が楽しみに感じて嬉うれしくなる。







　タイラーがシャワー室から出て、タオルを被ったままベッドに腰をかけた。

　何か考えているのか、じっと座ったまま微動だにしない。

　俺は彼の前に行き、水滴が垂れている頭を触り心地の良い布でゴシゴシと拭ふいてやった。

「お疲れ様。大丈夫？　少し休んでから夕食でもいいんじゃない？」

　手を止めずに話しかけると、

「いや、話したい事もある。腹も減ったし夕食にしたい。直ぐに出よう」

　しっかりとした返答が返ってくる。大丈夫そうだ。

「わかった、髪はもういいかな。服はこれね」

　用意しておいた服を指差すと、タイラーは上目遣いで俺を見てやっと小さく笑ってくれた。







　スターク達の部屋は隣で、ノックをすると直ぐに２人揃そろって出て来た。

「お疲れ様ー。おなかすいたよー」

　ネイサンが両手を挙げ、伸びをしながら俺の前を歩く。

　スタークはタイラー同様、疲れを隠せない様子だ。もしかすると、昼ご飯抜きで歩き回っていたのかもしれない。

　食堂に着くと直ぐに席に案内され、夜のフードメニューを渡される。タイラーに頼んでメニューを読み上げて貰うと、魚介とトマトのパスタらしき献立が。これは……念願のペスカトーレだ！　俺は即決したが、スタークとネイサンはかなり悩んで決めていた。タイラーもかなりの量を頼むみたいだ。

　店員に食べ物と葡ぶ萄どう酒を注文すると、スタークは両りよう肘ひじをテーブルにつき、溜ため息いきをついた。

「あれどう思う、タイラー？　流行病の症状だよな」

　流行病……インフルエンザか何かだろうか。

「ああ、そうだな。でもそれにしては成体に感染者が多すぎるし、すでに落ち着いているのも早すぎる」

　獣人は身体からだが丈夫だとバルテシオンが言っていたのを思い出す。それでも流行病とかに罹かかる事もあるらしい。

　２人は黙って考え込んでいる。

　俺は疑問に思い聞いてみた。

「流行病って頻繁に発症するの？」

「いや、１００年に一度くらい、都や街でたまにな。しかし、混血が罹ることが多い。他は子供や老体だ」

　やはり、変体する獣人は細胞が活性化されるのだろう。混血の獣身を取れない人や、子供と老人に多いのは頷うなずける。

「警護に滞在しているオオカミ族とワニ族にも感染者がいるからな。どうもわからない」

　そういえば、海岸線の街にはオオカミ族、シャチ族、ワニ族が、隊から警備に派遣されていると、シュレイクスにいる時に聞いた覚えがある。

　隊から来ている人だとすると、強い個体の筈はずだ。タイラーが不思議に思うのも当然だろう。

「……誰か死んだの？」

　ネイサンが思い詰めた様な表情で尋ねた。

「ああ。数十人死んでいる。症状が出ると、早くて１時間から遅くとも３日以内で死んでいる。持ち直した者もいるが、まだ麻ま痺ひが残っているらしい」

　スタークが答えながら、拳こぶしを強く握り締めた。

「感染病の疑いがあるからな、感染者の家は燃やしていた。昨日みた煙はそれだ」

　すると、２～３家族と隊員という事だろうか。感染病だと考えると、一般人が少な過ぎる。それに自覚症状から１時間で死亡とは、いくらなんでも早過ぎやしないか？　症状は？

「症状はどんなふうなの？」

「腹痛、嘔おう吐と、痙けい攣れんと呼吸困難、そんな所だ。海沿いと砦とりでに感染者が多い」

　症状はインフルエンザと似ているが、痙攣とはどの程度なのだろうか。

「家族は一家全員感染してる？」

「いや、そんな事はない。働き盛りの雄ばかりだ」

　なんだろう、すごく違和感がある。

『お待たせしました』と、食堂の店員が注文した物を運んで来た。美味しそうな海の幸がテーブルに並ぶ。

　聞くと、タイラーの家族は山側の宿から近い場所に住んでおり、全員の無事を確認したそうだ。それは一つ安心したのだが。

「タイラー。反対するだろうけど、明日俺も海側を見に行きたい。どうしても気になるんだ。頼む」

　反対は想定内だ。でもタイラーには折れて貰わなくては。

「ダメだ、わかってくれチトセ。原因がわからない以上連れては行けない」

「タイラーは？」

「……勿もち論ろん行くが。俺は大丈夫だ」

「感染ルートがわからないのに、大丈夫も何もないよね。タイラーが行って感染したら同じ事だよ。俺も行く。でも無理はしないし、必要以上の接触も避ける。約束する」

　俺が真剣に言い募ると、スタークがプッと吹いた。

「こりゃ、タイラーの負けだよ。確かに今日俺達が感染してたら、もう遅いしな。チトセの視線から見て貰もらうのも手だろう。医術には俺達は門外漢だ」

　タイラーはきつく目を瞑つぶり、唸うなるように息を吐く。

「確かに。スタークの言う通りかもしれない。でも俺としては連れて行きたくない」

「タイラーから離れないから。疲れたら途中で帰る。大丈夫だよ」

　暫しばらく黙って考えていたが、タイラーは、

「わかった。だが少し様子をみたい、１日だけでも待ってくれないか」

　妥協案を出してきた。仕方ないだろう、タイラーも心配してくれているのだ。

　俺は頷いて了承の意を示す。

　それから皆、言葉少なに夕食を食べた。

　せっかくのペスカトーレも美味しかったはずだが、全く味を覚えていない。

　俺達の上に、暗く大きな雲が立ちこめてきている様だった。







　翌日は朝早くからタイラー達３人は海側の街へと出掛けて行った。

　俺は１人宿に残り、バルコニーから海と街を眺めながら不ふ貞て腐くされる。

　……ネイサンが行くなら俺も行っても良いのではないか。俺１人残る事に意味はあるのだろうか？

　……やはり足あし手で纏まといなのか。

　バルコニーの手て摺すりに顎あごを乗せて溜め息をつく。

　部屋に籠こもっていても気が滅入るだけだ、散歩でもしようかと思い、俺は部屋に戻り窓を閉めた。

　宿を出て、近くをプラプラとあてもなく散策していると、急な階段の上に木陰のベンチがあったので腰掛けて人波を眺めた。

　膝ひざに肘ひじをつき目を瞑っていると、色々な種族の気配がする。やはりトラ族が多いが、他にもオオカミ族や混血、多分ワニ族もいる。

　やる事もないのでそろそろ宿に戻ろうと歩き出すと、宿の近くにヒョウ族の気配を感じた。宿の入口からフロントを覗のぞき、ヒョウ族の２人組が何やら宿に質問をしているのを確認する。ここに泊まるのだろうか。

　気になって、目につかない様に食堂に行き、フロントに近い位置の席に座る。

『……金髪のトラ族と黒……のヒョウ族の２人組だ…………ラー・ヘルムラインかチトセ……の宿泊者…………』

『いえ、その……はいらっしゃいません。今宿にはお二人……おりませんので……それに、もし……としてもお教え出来ません。……おひきとり願え……』

『トラ族のタイラーにヒョウ族の者が拐かどわ…………』

　漏れ聞こえてきた内容に仰天する。

　ただ、流石さすがの俺にも今出て行くと良くない事だけはわかるので、じっと息を潜めてフロントからの死角に入った。

　俺がヒョウ族？　タイラーに拐われた？　相変わらず意味不明な事を言っている。しかし、今見たヒョウ族が初めて見る顔なのは助かった。向こうも俺の顔は知らないはずだ。……しかし、東洋系は珍しい顔立ちなので目立つ訳にはいかない。

　すると、ヒョウ族の２人組はどうしてか食堂に入ってきてしまった。タイミング悪く、時間がちょうど昼時なのか。

　ここは……ひとつ勝負を賭かけてみるか。

　居場所を知られてしまうが、どうせそれも時間の問題だろう。当たって砕けても、また姿を消せばいい。

　俺は肚はらを決めて席を立つ。

「すいません、旅の方ですか？」

　ヒョウ族の隣のテーブルに座り直し、雰囲気だけ控え目な感じで話しかける。少し強引だが、この際気にしていられない。

「あ、ああ。そうだが……」

　戸惑いは見えるが、警戒はされていない様子だ。

「今、ちょっと困ってる事があって……話だけでいいので聞いてもらえませんか？」

　頼むよ、乗ってくれ。そう思いながら相手の反応を待つ。

「いいんじゃないか、聞くだけだろう？」

「そうだな。いいぞ、どうしたんだ？」

　笑顔で対応されるとなんだか良心が痛むが、背に腹はかえられぬのだ。ヒョウ族の仕打ちをその耳に聞いて貰おう。

「実は今、一生を決めた相手と引き離されそうなんです」

「番か……？　ありえないだろう。番と引き離すなど、たとえ親であってもしてはならない事だ」

　聞いたぞ、今の言葉忘れるなよ？　と笑顔を作る。

「それが……親でも同族でもない、関係ない方々なんですよ。本当に困っていて」

「何故なぜそんな事に？」

「それが、いきなり偉い人に呼び出されて行ってみれば『自分の所に来い』と。お断りしても諦あきらめて頂けなくて迷惑してるんです。言葉は通じてるはずなのに、言ってる事を理解して貰えないのは怖くて……拐われそうなんです」

「どう言う経緯なんだ？　意味がわからないが……。拐うとは穏やかでないな」

「そうなんです、意味がわからないんです。俺にはわかりませんが、利用価値が何か有るんだと思います」

「強引に出るという事は、きっとそうだろうな」

「番は今どこにいるんだ？」

　心配してくれている様子だが、あなた達から逃げてるんですよ、俺は。

「ちょっと仕事に出てます。海側は今は危ないという理由で留守番なんです」

「そうだな。番なら心配もするだろう」

「はい、優しいんです。少し過保護な位で……」

「惚のろ気けか？　いや、仲が良いのはいい事だ。そうだ、自分の種族の長おさに相談するのもいいと思うぞ」

「そうだな、君は何族なんだ？」

「私ですか？……ユキヒョウ族です。長はいないので、トラ族の長には相談しました」

「ユキヒョウって、お前もしかして……！」

「……チトセ・カガですか、君は」

　やっと気がついた様だ。思ったより察しが悪いらしい。

「はい、そうです」

「今の話は……君はタイラーに拐われたんだろう？　保護する様に指示が出ている。一緒に来て貰おう」

「……今の話、聞いてましたか？　番とは引き離せないと先程言っていませんでしたか？」

　タイラーを勝手に番と言ってしまったが、今回は許して欲しい。きっと怒りはしないだろう。

「チトセは騙だまされて拐われたと聞いている。私達が里に連れて行くから安心していい」

「ですから！　私の話は聞いていましたか？　タイラーは守ってくれているんです。拐おうとしているのはヒョウ族なんですよ」

「それでは話が違う。取り敢えず里まで来て長と会って貰もらおう」

　やっぱり話が通じないのか。まるで暴力団か何かだ。

「お断りします。ヒョウ族って……人族とやり口が似てますね？　そう思いませんか？」

　人間は貪どん欲よくで狡こう猾かつだと、俺は身を以もつて知っている。人族と揉もめている彼等はきっと、これを言えば怒るはずだ。

「なんだと！」

「だって、欲しい物は相手の意思に関係なく手に入れる、って事ですよね？　土地が欲しいから取りにくるのと同じに見えます。私は迷惑なんですよ」

「お前は！　ヒョウ族を侮辱するのか！」

「いえ、事実をそのまま言葉にしただけです。侮辱なら其方そちらが先でしょう。タイラーが私を攫さらった？　事実無根な濡ぬれ衣ぎぬは、侮辱と同じですよ」

「この、恩知らずが！　下手に出ていればつけ上がるのもほどほどに……」

　俺は遮るように言葉を重ねた。

「ヒョウ族に恩なんてありません、迷惑は掛けられてますが」

「待て！　おい、ちょっと待て！　チトセ、先ほどの話は真実なのか？」

「はい、全すべて真実です」

「そうか……もし本当に真実なら里に確認を取らねばならない。連絡はどうやって取ればいいのだ？」

「おい！　このまま逃すのか!?」

「お前、もう一度よく考えてみろ。どうやら話がおかしいぞ」

「連絡は、トラ族の長にお願い致します。ヒョウ族の長にも、そうお伝え下さい」

「取り敢えず、今日は失礼する。おい！　行くぞ！」

「せっかく見つけたんだ！　連れて行かないでどうする！」

「俺を、無理矢理に攫うつもりですか？」

「無理矢理ではない！　里に案内するだけだ！」

「お断りしていますが、言葉は通じていますか？　この状況で、案内？　よくそんな事が言えますね。恫どう喝かつして、拒否しているのを無理矢理に連れて行こうとしているのはあなたですよ？　俺は絶対にヒョウ族の里には行きません。……監禁されて繁殖に使われそうですから」

　少し言葉が悪かったか？　いや、これくらい言わないとわからないだろう。

「そんな事はありえない！　保護するだけだ！」

「それ以外に何がありますか？　私は２５０歳の成体で、トラ族の番もいます。もし保護が必要と言うなら、その根拠を示して下さい」

「……長が保護が必要だと言っていた」

「何故ですか？」

「それは……」

「……すまない、チトセ・カガ。長に確認して、出直す事にする」

「もう、お越し頂かなくて結構です。ご用はトラ族の長に伝えて下さい」

　俺は、ヒョウ族を置いて席を立った。怒る位させないと押し問答が続きそうで、少し挑戦的な態度を取ったのだが……やり過ぎただろうか。

　気休めにしかならないが、取り敢えず宿の外に出る。

　疲れたな……。しかし、これでドリスにいる間位は凌しのげるだろう。

　近くに酒場があったはずだ、俺はそこで昼食にしようと歩き出した。







　宿から少し坂を下りた所にある酒場は人気店の様で、昼を少し過ぎた時間にも拘かかわらず混雑していた。

　昨晩確認したペスカトーレ的なパスタの文字を見つけたので、それを注文する。

　ついでに麦酒も頼んだが、それについては許して欲しい。先程のヒョウ族との話し合いで疲労困こん憊ぱいなのだ。

　先に来た麦酒を飲みながら、ヒョウ族の長について考える。

　ヒョウ族としては、ユキヒョウ族を管理してヒョウ族と番わせ数を増やし、薬草から得る利益を独占したい……きっとそんな所だろう。

　冗談じゃない、アイゼンには悪いが俺にはもうタイラーがいるのだ。

　俺は頭を振って溜ため息いきをついた。

　やって来たペスカトーレに気分を持ち直し、舌鼓を打つ。

　夜はブイヤーベースを食べたいと妄想を働かせ、ヒョウ族の事は頭から追い出した。







　ヒョウ族がいない事を確かめてから宿に戻り、１階にある貸切の風ふ呂ろを借りた。ロマン風呂とでも表現されるだろう豪華な造りの風呂に１人で浸つかる。

　独りで風呂に入るのは久しぶりではないだろうかと思い、湯を掬すくい顔を流して苦笑いした。

　こちらに来てから、ずっとタイラーと一緒だった。別々だったのは、シュレイクスでタイラーが任務に出た１週間程だけだろうか。まだ数ヶ月しか経たたない筈はずなのに、タイラーの居ない人生はもう考えられなくなっている。これは依存しているのだろうか。

　暫しばし思案するが、依存でも何でも構わないと思った。

　日本にいる時、常に側にあった寂しさと、また親しくするつもりはないのだ。

　こちらにきて色々あったが、今俺は満たされていると感じている。この充足感を手放したくはない。

　きっとタイラー以外では、俺は満たされる事はないのだろう。

　それに俺は自分でも驚く程柔軟に、こちらの生活や習慣に馴な染じんでいる。

　日本にいた時は周りの事象や人間に興味が無かったし、魅力を感じられなかったのは、今思えば当然だったのだ。

　美しい造作をしているなと思う事はあったが、唯ただそれだけ。これには多分、魔力が関係しているのだろう。

　魔力が無い人間には魅力を見いだせない、至し極ごく獣人的な感性だ。







　俺は導き出した答えに、独り笑った。
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　タイラー達３人が宿に戻ってきたのは、陽ひが落ちる少し前だった。

　４人でホテルの食堂に集まり夕食を摂る。

　タイラーは俺が明日から海側の街に下りる事をまだ渋っていたが、スタークとネイサンに宥なだめられて諦あきらめた様子だ。

　今日１日街を歩いて見てきて、何も原因に繫つながる物を見つけられなかったのもあるのだろう。

　今日の話を聞きながら、注文したブイヤーベースを口にしたが、やはりこの宿の料理は美味おいしい。かなり高級な宿なので一泊の金額が気になる所だが、たまにはいいじゃないかと思い直す。次は是非、憂いの無い時に泊まりたいものだ。







　夕食を終え、タイラーと部屋に戻ると、彼は直ぐにシャワーブースに姿を消す。

　彼がシャワーを浴びる水音を聞きながら、流行病と言われる今回の件を考えていた。タイラーもここ２日は海側の街に出掛けている。

　潜伏期間が長い病だった場合、もう感染している可能性も否めない。その場合はどれ位で発症するのだろうか。俺達はドリスに入った時期が明確なので、サンプルとしてわかり易いのは確かだ。そうあって欲しくはないが、可能性はゼロとは言えないだろう。

　俺は荷物から紙と鉛筆を取り出して、１日目からの２人の体調を付けておく。

　念の為、獣身に変体しておくと予防になるかもしれない。可能性は低くともやらないよりはマシだ。

　タイラーが体を拭ぬぐいながら部屋を横切って行くのが見える。いつの間にかシャワーを終えたらしい。

「タイラー。今日さ、獣身で寝ない？　もしかすると、ちょっとした発病予防にはなるかもしれないからさ」

「ああ、構わない。チトセは体調の変化はないか？　俺は今の所問題ないが」

　良かった。まだ自覚症状はないらしい。このまま発病しない事を祈るしかないのだろうか。

　身体を拭ふいたタイラーは、裸だったのを良いことに、そのまま獣身に変体した。

　ノシノシという風に、音も無く大きな足でこちらに歩いて来る。

　窓の前にいた俺の前まで辿たどり着つくと、上目遣いでこちらを見た後に、首を倒して頭を腰に擦り付けられた。ひと擦りごとに、大おお袈げ裟さなほどに体が傾ぐ。相変わらずの力強さで嬉うれしくなり、俺は耳の付け根に指を通し、首元に縋すがり付いて床に腰を落とした。

　タイラーの首周りの長めの毛を梳すきながら、首の後ろを指で揉もむ。グルグルと気持ち良さそうな唸うなりが喉のどから響いてきて、俺は知らず知らずに笑っていたらしい。白い虎にペロリと口許を舐なめられて初めて気がついた。

　獣らしからぬ柔らかい眼まな差ざしでこちらを見るタイラーに、急に照れ臭くなり、虎の両耳を引っ張って顔を視界から外れさせようと足あ搔がく。

　彼は頭を振って俺の手から逃れると、『この悪戯いたずらっ子が！』と言わんばかりに前脚で身体を押すと、仰向けに倒してきた。そのまま俺の身体の上に這はい上がり、スフィンクス座りで身体全体を押さえ込んでくる。体重が分散されている所為せいか、それなりに重いが苦しくはないのだが、圧は半端ない。

　俺の万歳状態の腕を前脚で押さえて顔を見下ろし『グル』と小さく鳴いたと思ったら、勢いよくベロンベロンに顔を舐められた。

　汁だくになっていく俺の顔面を、嬉き々きとして唾だ液えき濡ぬれにしていく。

　初めは抵抗していた俺も、次第に諦めの境地に達し、生気のない顔で嵐あらしが過ぎ去るのを待つ。

　スンスンと俺の匂においを嗅かいで気が済んだ様子の彼を、半目を開いて恨めしそうに見遣るが、ご満悦の様子に怒りが萎しぼんでしまう。

　仕方ないか。ここ数日タイラーの楽しそうな姿を見ていなかった気がする。

　俺は仰向けのまま身体を捩ねじり服を脱ぐと、シャツで顔を拭って獣身に変体した。

　……今はユキヒョウ姿で横に倒れて、タイラーにのしかかられている状態である。

　抜け出してから変体するべきだったと今更ながら後悔した。

　白い虎の青い瞳ひとみに、キラリと怪しい光が宿る。

　ガブリと俺の首ねっこに嚙かみ付いたタイラーは、そのままズルズルと俺を引き摺って部屋を横断する。

　あ、これは不味まずい。

　前脚がダランと伸びて全く力が入らない。しかも尻尾しつぽが両脚の間に入って体に巻きついている。

　タイラーはベッドまで俺を運び、真ん中辺りでやっと口を放した。

　俺は目をカッと見開いたまま、柔らかい上掛けの上で固まる。脱力したが怖くはなかったし、何故なぜだか気持ちは落ち着いていた。

　……しかし、これは自分的にはなかなかの衝撃だ。まさか仔こ猫ねこの様に運ばれてしまうとは！

　動かない俺を気にすることなく、ベッドに上がって来たタイラーは俺の毛繕いを始めている。

　前脚で俺を転がしながら念入りに各所を舐め、また転がす。尻尾の付根孔を舐められた時に少しばかり抵抗はしたが、それ以外は従順にしていたつもりだ。胸毛が毛羽立った時も、尻尾を踏み踏みされた時も文句は言わなかった。

　出来栄えに納得したらしいタイラーが、またしても俺を押さえ込んで、気は済んだとばかりに目を閉じた。

　次は俺が毛繕いを……と思っていたのだが仕方がない、タイラーは眠る準備万端だ。

　……毛繕いは、明日の朝に延期してやろう。

　身動き出来ない状態で独ひとり言ごち目を閉じた。







　翌朝は朝食を済ませると、毛繕いの時間も惜しんで出発し、海側の街に向かった。

　山側の白い石造りの街並みの坂を下りて行くと、急に建物の様子が変わる。木造の長屋の様な家々が所狭しと建てられており、雰囲気は下町と言ったところだろうか。それを過ぎると今度は平屋の仮設らしき家が並ぶ。

　突き当たりは砦とりでで、これは山側と同じ白い石造りでかなり堅固な佇まいだ。

　砦の真ん中辺りにある入口から中に入ると、吹き抜けの空間に足場が何層にも作られ、それぞれに獣人が忙しく動き回るのが見て取れる。

「すまない、砦の責任者に会いたい。俺はトラ族のスタークだ」

「わかりました。お待ち下さい」

　入口に控えていた獣人にスタークが伝えると、すぐに取り次いでくれた。

「スタークか！　久しぶりだな。おお、タイラーもいるのか。今日は……そうだな。ちょっと外に出るか」

　そう言って奥から出てきたのは、シャチ族らしき４００歳位で上半身ムキムキの獣人だ。髪は黒く、色白で独特の雰囲気がある。

　シャチ族は、水の中で魔力を探れる他にも、かなりの剛腕だとトラ族の郷で聞いた覚えがあるが、確かにイメージそのものだ。

　シャチ族の獣人の案内で、人気のない砦の中庭の様な場所に歩いて来た。

「もしかして昨日きのう来てくれたのもスタークとタイラーか？　済まなかったな、所用で出ていたんだ」

「ああ。顔を出したよ、忙しいのは承知している。こちらこそ、こんな時に悪いな。わかっていると思うが、様子を聞きたい」

「ああ。今回の件だな。……始まりは１週間ほど前だ。いつもと同じ様に昼間の警戒任務を終えた者の半数が、翌朝に死んでいた。12人だ。次が４日前、同じ様に14人が朝の挨あい拶さつに来なかった。内１人は命を取り留め回復に向かっている。隊員以外では、砦の建設に携わっていた者達が５人程亡くなった。この２波だけで、他に感染者は見られない。まったく、お手上げだよ」

「死亡していた場所は、あの焼かれた家の中なのか？」

「ああ、隊員は皆そうだ。しかし、全員が感染した訳でもない。焼却は念のための措置だが、どうもな」

　その２回以外に感染者が出ていないとなると、接触感染とも飛ひ沫まつ感染とも違うだろう。経口感染か介達感染だとすると食中毒か何かだろうか。その可能性もある。

「そちらの２人はお仲間か？」

　考えて込んでいると、どうやら話しかけられていたらしい。

　ネイサンが代わりに答えてくれている。

「ああ、トラ族のネイサンだ。こっちはチトセ。よろしく頼む」

「俺はシャチ族のサミュエルだ。よろしく」

　俺もペコリとお辞儀をしておいた。

　厳いかつい身体からだつきだが、当たりは優しく理知的で、話しやすい印象を受ける。目も黒い所為か俺としても話しかけやすい。

「あの……質問いいですか？」

「ああ、俺でわかる事であれば」

　恐る恐る切り出したが、紳士的な答えが返ってきて安心する。

「隊の皆さんの仕事後の行動は？　夕食はどちらで摂られますか？　一緒に召し上がられてます？」

「夕食は別々だが、寮の近くの酒場でまとまって食べている事が多いな。今ある寮は２つ、いや１つか……先日焼却したからな」

「もう一つの方の寮を利用されている方に感染はありましたか？」

「いや、今の所ないな。砦の南側に感染者が偏っているんだ。北側の寮にはその兆しは見られないから、今隊員は全すべて北側の寮にいる」

　やはりか。これは伝染病とは違う気がする。亡くなる前に食べた物がわかると良いのだが。

「ありがとうございます」

「いや、それだけか？」

「あ、それと隊員の皆さんが夕食を摂られたお店を教えていただけますか？」

「それなら後で案内しよう。話を聞くなら夕飯時になる前がいいだろうからな。スターク、どうだ？」

「頼むよ。そうしてくれると助かる」

　また後で、と言ってサミュエルは部下らしき人に呼ばれて戻って行った。

「チトセ、何か気になるのか？」

　スタークがサミュエルの後ろ姿を眺めたまま聞いてくる。

「うん、まだはっきりとしないんだけど……確認したい事があるんだ。大丈夫だった？」

「ああ、サミュエルなら問題ない。信用出来るし、頭も切れる。なあ、タイラー？」

「そうだな。……チトセは何が気になるんだ？　教えてくれないか」

「うん……どこから感染したのかなと思ってさ。さっきの話だと経口感染の確率が高い様に思う。流行病じゃない気がするんだ。まだ憶測だからはっきりとは言えないんだけど……」

「理由は？」

「理由の１つ目は、感染のタイミングがはっきりと２回に分かれている事。寮内でも二次感染しなかったみたいだね。２つ目は、発症してから死亡に至るまでの時間が短い事。下痢をしていたかも確認したい。３つ目、若くて強い個体ばかりが感染している事。タイラーもおかしいって言ってたよね？　４つ目に、片方の寮の近くだけに発症している事。多分、職人さんもそちらの住人だと思うよ。細かく言うと他にもあるけど、大きい疑問点はそれくらいかな。亡くなった隊員が、砦を出てから家に帰るまでの行動と口にした物を知りたいんだ、全員分」

「わかった。調べてみよう」

　タイラーは顎あごを触りながら頷うなずいた。
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　砦を出た俺達は、１人だけ奇跡的に持ち直した隊員に会いに行った。北側にある診療所で手当てを受けていた隊員は、思っていたよりも回復しており、話すことも今は問題無い様子だ。

　スタークとタイラーとは顔見知りの様で、挨拶を交わしている。

「体調の優れないところ申し訳ありません。お話を伺えますか？」

　俺が話しかけると、スタンと言うらしい虎族の彼は小さく笑って頷いてくれた。

「砦を出た後はどちらにいかれたんですか？」

「南の寮の連中と、いつもの南側の酒場に行って夕食を食べて少し飲んだんだ。俺だけ先に帰ったんだが」

「どうして先に帰られたんですか？　体調が思わしくなかったとか？」

「ああ、そうなんだ。酒が旨うまくなかったからな、体調が良く無いんだと思って、俺だけ先に店を出たんだ」

「お酒の味ですか……。どんな風に感じたんですか？」

「少しピリッとする感じがした。身体が受け付け無い様だったから……。体調が良くなかった俺だけが生き残るとは皮肉なもんだ」

　スタンの悲しそうな表情に、俺もやるせない気持ちになる。

「……そうですか。その時にお店にいた人を思い出せるだけでいいので教えてもらえますか？　隊員以外の方もお願いします。それと注文した食事の内容も教えて下さい」

「ああ、居たのは……」

　スタンから聞いた名前と、食事内容、飲んだお酒も教えてもらいメモをした。

「ありがとうございました。お身体、お大事にして下さいね」

　俺達はお礼を言って診療所を後にする。







　その後は、隊員達がよく利用するという北側の食堂に昼食を食べに向かった。

　満席に近い食堂でテーブルが取れた俺達は、席に着いて日替わり定食を４つ注文する。

「なんか凄すごいなー。久々に郷から出た所為せいか色々な種族に戸惑うよ。それに、混血をこんなに見たのは初めてかもしれない」

　ネイサンは、忙せわしなく視線を動かしながら小声で言ってくる。

「混血って、こんなに魔力が弱いもんなんだな。さっきすれ違った奴やつなんて、魔力全然感じなかった位だよ。チトセも思わない？」

　俺は人が多い場所で魔力を探索すると疲弊してしまうので、普段は感じない様にしている。

　ネイサンから言われるまで全く気にならなかったのは、きっとシュレイクスの都や日本にいる時も都会にいたので、その辺りは慣れがあるのかもしれない。

「そう言えばそうかも。海側は混血の獣人が特に多いね」

　俺も気になって魔力を探ってみた。

　やはり土地柄かトラ族の混血が多く感じる。他にも初めて見るサル族もいた。

　本当だ、ネイサンの言う通り魔力を殆ほとんど感じない人もいる。実際、何族かもわからない位だ。

　不思議に思いながら顔を見てみると、金髪の見目美しい雄だった。魔力が弱くても、あれだけ美しければ相手には困らなさそうだ。

　確認してなんとなく満足していると、その金髪の彼の席に同席した人達がいた。

　彼等もまた魔力が儚はかなく美しい。雌もいる様だが、もし知り合いになる機会があったら何族の混血か聞いてみようと思い、俺は再びネイサンとの会話に集中した。







　昼食の後は北側の街を歩いて見て回り、砦とりでに戻りサミュエルを待つ。夕方になる前に南側の酒場に案内してもらう約束だ。

「待たせたな、すまない。早速行こうか」

　砦の前に立っていると、時間を置かずにサミュエルが出てきた。

　彼から先まず案内されたのは、南の寮の焼け跡だった。この辺りの水道は井戸水を利用している美味おいしい水で、確認させて貰もらったが特に問題は見られない。

　その足で、件くだんの南側の酒場に向かう。この辺りには酒場はここ１軒しかないらしい。

「ここが、皆が行っていた店だ。……おい！　店主はいるか？　シャチ族のサミュエルだ、話を聞きたい！」

　開け放たれた入口を潜り、中に声をかける。

「どうも、いつもお世話になっています。今日は何か？」

　イタチが濃い混血の獣人が手を拭ふきながら顔を出した。中に促され、全員で準備中の店内に失礼する。

　サミュエルに聞きたい内容は伝えてあったので質問をお願いして、店主の答えをメモしていく事にする。

　内容は先程聞いたスタンからの話とほぼ同じだ。

　念のため、隊員が注文した伝票の内容をタイラーに読み上げて貰い書き写す。

　ガル牛のステーキ、ゲイル牛の串くし焼やき、魚の揚げ物、タコの炒いため物……全すべて火が通った、食中毒とは関係なさそうなメニューばかりだ。あとは麦酒と、葡ぶ萄どう酒がかなりの量消費されている。

「かなりの葡萄酒が注文に入っていますね。このお酒はまだ樽たるに残りがありますか？」

「いや、その日に全部売り切れたんですよ。樽ごと飲まれて行きましたからね、お元気に見えました。あんな事になるなんて思いもよりませんでしたよ……」

　店主も悲しげな様子だ。店としてもお客さんが減ってこれから大変だろう。

　厨ちゆう房ぼうを見させて貰った後、俺達は店主に礼を言って酒場を出た。

　獣族は存知の通り身体からだが強く、食中毒の類いも殆ほとんど起こらないそうだ。たまにキノコの誤食で泡を吹いて倒れる者がいる位だとタイラーが教えてくれる。

　酒場についても皆特に注目もしていないので、俺の考え過ぎだろうか。それならそれでいいのだが……。







　ネイサンが昼間食べた定食の味が気に入ったと言うので、また北側の食堂に行く事になった。夜は酒場として営業しているそうだ。

　北側の酒場に着くと、早い時間だからか客は疎まばらで席はたくさん空いている。

　俺達はキッチンに近い奥の席に陣取り、麦酒を５杯注文した。サミュエルも、昼間の勤務はもう終わりの時間らしい。

「……我等が同胞の死を悼んで」

　サミュエルが杯を突き出し、皆はそれに打ち付けて飲み干した。

　俺はいきなり一気には飲み切れず、目を白黒させているとタイラーが代わりに飲み干してくれる。どうやら、誰かが亡くなった時は杯を空ける慣わしらしい。

　先に教えておいて欲しかった……。

「ところでスターク、どうだ？　何か気がついた事はあったか？」

　サミュエルが切り出した。スタークは眉み間けんに皺しわを寄せ『いや……』と呟つぶやく。

　調査の方は難航している様で、皆の歯切れが悪いのは仕方がないのだろう。

　俺は隊の話にはついていけないので、それとなしにキッチンの中の様子を眺め、食べ物のオーダーを考えていた。

　キッチンから店員のエプロンをして出て来た人に見覚えがある。昼間ここで見た、魔力が弱い美しい人だ。相変わらず何族の混血かわからない魔力の無さだ。少し表情が硬い様に感じるのは、仕事に慣れていないのだろうか。

　しばらくすると、サミュエルに気がついた店主が挨あい拶さつに来た。

「いつもお世話になっています。今日はお越し頂いてありがとうございます」

　やはり隊の責任者ともなると、顔が売れているのだろう。ちょうど麦酒の杯に口を付けていたサミュエルは、『ああ』と『うん』の間位の返事をしている。

　店主は店の人気メニューを数品持って来てくれるらしい。ゆっくりして行って欲しいと言いながらキッチンに戻ろうとする。

「あの、すみません。ちょっといいですか？」

　俺が呼び止めると、振り返ってくれた。

「お尋ねしたいんですが、あの彼はこちらの店員さんになって長いんですか？　綺き麗れいな方ですね」

　魔力の弱い彼を視線で示して聞いてみた。

「いえ、最近忙しくて手が回らなくなってきて……今日から入って貰いました。気が利いていい子なんですよ」

　店主は和にこやかに答える。

　今日から……昼間、あの後に面接でもしたのだろうか。それなら表情が硬いのも、初勤務で緊張しているからなのだろう。

『それじゃ』と言いながら店主が奥に引っ込んで行くと、横にいるタイラーから視線で問われる。

「あの子、金髪の店員さん、混血なんだろうけど、俺にも何族かわからないんだ。昼間ネイサンに言われて気がついたんだけど……」

　俺がひそひそ声で言うと、考える様にして金髪の人を目で追っている。

　少し気になっただけだから、と言って麦酒の杯を空け、次は葡萄酒にしようかと考える。

　キッチンにいた他の店員に葡萄酒を注文すると、席の皆も同じく葡萄酒に変えるらしい。結局人数分注文する事になった。

「少しお待ち下さい、樽が空いてしまったので、今次のを持ってきますので」

　茶髪のイヌ族の混血らしき店員は、そう言いながらキッチンの奥の扉を開けて入って行く。貯蔵庫か何かだろうか、３人がかりで樽を出してキッチンの脇わきに置いた。柄ひ杓しやくの様な物で汲くんでグラスに入れる様で、初めて見る原始的なやり方に興味をそそられる。確かに、一晩で無くなるなら、これでいいのかもしれないな、と思いながら葡萄酒が来るのを待った。

『お待たせしました』と先程の店員が葡萄酒を運んで来てくれた。俺は葡萄酒は初めてではないが、何故かワクワクとした気持ちでグラスに口を付ける。

　ピリッとした刺激を舌に感じた。

　俺は直ぐにグラスに吐き出して、水で口内を濯ぐ。なんだこれは……途と轍てつもなく嫌な感じがする。

　他の皆もグラスを口に近づけているのが視界に入った。

「待って！　飲まないで！」

　俺は皆の手を素早く摑つかみテーブルに戻させた。

「どうしたんだ？」

　スタークが苦笑いで尋ねてきたが、俺はグラスを眺めて押し黙る。

「ちょっと待って、待って！　考えるから」

　俺は必死に脳のう味噌みそをフル回転させる。

　想像し得る、最悪の事態が俺の脳裏をよぎった。

　舌にピリッとした刺激、麻ま痺ひ、痙けい攣れん、嘔おう吐と、腹痛、呼吸困難……まさか、まさか。

　……トリカブトか？　毒なのか？

　しかし、それなら全ての症状に納得がいってしまう。致死量は確か１ｇ以下だ。しかも解毒剤はないはず。

　どうしよう、大変な事に気がついてしまったかもしれない。

「タイラー、ごめん。お願い。あの樽買い占めて貰もらっていい？　誰だれにも飲ませないで」

　俺がグラスを見詰めたまま言うと、タイラーは直ぐに立ち上がり、キッチンに入って行く。俺も自分の脚でなんとか歩いて樽の前に立った。

「普通の葡萄酒ですよ？　そんな買い占めなくてもいくらでも奥にありますから……」

　店主が話しかけてくるのをタイラーが相手してくれている様だ。

　目を瞑つぶり、樽のある筈はずの場所を視た。

　……魔力だ、強い魔力が樽の中に漂い、澱おりの様に溜たまっている。

　トリカブトは、毒だが薬草でもある。使い方によっては薬になり、抵抗力を強め、代謝を良くさせてくれるのだ。流行病でも食中毒でもない……、

　ずっと感じていた得体の知れない違和感はコレだったのか。

　俺がキッチンの脇に立ち尽くしていると、店員が邪魔だという目で見ているのがわかるがそんな事はどうでもいい。

　心配そうに隣に来てくれたネイサンに、タイラーを呼んで貰う。

「タイラー。どうしよう、……毒だよ。これに毒が入ってる。今いま迄までのも、多分同じだ」

　彼は俺の呟く声を耳にすると、一瞬、ギュッと俺の身体を強く抱き締めて、彼は直ぐにサミュエルのもとに向かった。

　俺はハッとして、タイラーを追いかける。

「タイラー！　待って、サミュエルに聞きたい事があるの！」

　どうしても先に聞きたいのだ。

「サミュエルさん、南側の酒場の店員さんって把握してましたか？」

　まだ毒と知らないサミュエルは、首を傾かしげながらも答えてくれた。

「ああ、多分わかる。よく飲みに行っていたからな。何故なぜだ？」

「今日、このお店の中にいますか？」

　サミュエルは店内を見渡して、頷うなずく。間違いであって欲しい、俺の考え過ぎだと笑いたい。

「ああ、あそこにいるな。……入ったばかりだったはずだが、辞めたのか？　まあ、仕方ないか、あんな事もあったしな……。魔力は弱いが美人だからな、人気があったんだ」

　彼が指差したのは、昼間金髪美人と一緒の席にいた人だ。

　嫌な予感ほど当たってしまうモノなのか。毒が盛られる丁度その日に、人族がその場所で働いている、コレはどう考えても偶然ではない。

「タイラー！　スターク！　あの金髪の店員と、今サミュエルが言ってた席の２人、捕まえて！　お願い！」

　俺が崩れ落ちそうになりながら懇願すると、タイラーは直ぐに走り出し、スタークも俺の鬼気迫る姿に何かを感じてくれた様で、素早く立ち上がる。

「待ってろ！　３人だな？」

「お願い！　絶対逃さないで！」

　遅れて走り出したスタークにお願いした。何故だ、何故俺は忘れていたんだ。

　あの気配……弱く儚はかない魔力は……《人間》のモノではないか。かつては毎日囲まれていた気配だ。

　どうして忘れていたんだろう。







　打ち拉ひしがれている俺に、サミュエルは背中を撫なぜてくれた。同時に静かな声色で質問される。

「聞いていいか、チトセ？　何があったんだ？」

　キッチンを見ると、ネイサンが樽たるの横に立って店主と話している。きっと店員が樽から葡ぶ萄どう酒を出そうとしたのだろう。

「サミュエル、……これは毒です。葡萄酒に毒が入れられています。それと今、追いかけて貰っている３人は、私の思い違いでなければ、……多分、人族です。今回の件に何か関連があると思います……」

「それは、確かか？」

　サミュエルは両肩を摑み、目を合わせて強い気迫で聞いてくる。

「……間違いであって欲しいです」

　俺は、瞬きで噓うそはないと伝えた。

「おい！　全員、杯を置け！　店の外に出るな！」

　サミュエルが出入口まで歩き、大声で叫んだ。

　店内は相変わらずザワザワとしていたが、隊員らしき獣人が何人かサミュエルに駆け寄る。

　彼等は、店内にいる客に葡萄酒は飲んでいないか尋ねて歩き、客の内２人を連れてこちらにやってきた。

「この２人が葡萄酒を飲んだらしい」

　サミュエルが俺に言ってくるが、解毒剤は無いのだ。

　いや、何か忘れていないか？

　……最近、解毒という単語を見た覚えがある。水薬だ。

　そうだ、あれには解毒作用があったはず、トリカブトに効くかはわからないが試して見る価値はあるはずだ。

　俺が宿に水薬を取りに行こうと立ち上がると、サミュエルに止められた。

「チトセ、どこへ行くんだ!?」

「水薬を取りに宿へ……！」

　俺が顔を出入口に向けると、ちょうど人族の３人を捕縛したタイラーとスタークが戻って来た。

「タイラー！」

　俺が叫ぶと、タイラーは隊員に彼等を引き渡し、直ぐにこちらに走ってきてくれた。

「タイラー、水薬、水薬って効くかな？　あれ解毒作用あるって本には……」

　俺が縋すがり付くと、彼は『ここで待っててくれ』と言って外に駆け出した。

　取り敢えず出来る事はしないといけない。

　葡萄酒を飲んだ２人は、俺達が頼んだよりも前の樽から飲んだのか同じ樽からの物なのかがわからないので、店主に確認するが、全く要領を得ない。

　トリカブトの毒は体内から出す事が重要だ。葡萄酒を飲んだ２人には、胃の中の物を全部吐き出して貰った後、ぬるま湯を大量に飲んで貰う。今はそれしか出来ない。







　しばらくすると息を切らしたタイラーが水薬が入ったガラス瓶を持ってきてくれたので、それも飲んで貰った。

　出来ることはやったはず。俺は椅子に座り身体からだに入っていた力を抜いた。

　タイラーが俺を背後から抱き締め、髪を優しく撫ぜる。俺の背中を冷たい汗が伝い落ちて行くのを、タイラーの温かい手が止めてくれた。







　それから直ぐに俺達４人と、捕まえた人族３人を連れた隊員は砦とりでに移動した。

　酒場の方はサミュエルが機転を利かし、関係者にはその場で詳しい事情を聞き、客には葡萄酒が傷んでいたと話して全員の所在を確認した後に解放したらしい。

　砦に着くと、トラ族の郷からスタークの兄のルーカスと、ランドンが到着していた。やはりあれはトラ族に向けた伝令だったらしい。

「チトセ！　大丈夫か？」

　ランドンが、スタークに抱えられた俺に駆け寄り労りの声をかけてくれる。

　俺達の無事な姿を確認して、安心した様だ。

「話は伝令から聞いた。今日何があった？　詳しく聞かせて貰もらおう」

　サミュエルがルーカスに酒場での経緯を説明し始めた。

　聞いていたランドンは、俺を見ると頷いて『薬師として話せばいい。大丈夫だ』と俺だけに聞こえる様に囁ささやく。

　サミュエルから毒に対する解説を求められ、俺はトリカブトの毒について知り得る事を全すべて答えた。

　聞いていた全員が、その毒の危険性に顔を青くする。

　サミュエルとルーカスは酒場から運ばれてきた樽を眺め、思案していた。

「これに毒が……。しかしどうやって確認したものか」

　ルーカスの問いに、サミュエルは提案する。

「それについては俺に考えがある。この件は任せて貰えないか」

「ドリスの街まち長おさの意見も聞かないといけない。そちらは明日、また集まる事にするか」

　今晩は捕縛した人族に尋問をして、態勢を整え明日話し合いが持たれる様だ。

　取り敢えず今晩は解散となり、トラ族の皆と宿に向かう。ルーカスとランドンも一緒だ。彼等も不眠不休で駆けてきたらしく、よく見ると大分くたびれている様子だった。

　宿に着くと、彼等は直ぐに部屋を取って休むらしく、フロントで別れる。

　俺達４人は結局酒場で食べ損ねており、タイラーとスタークの強い要望で、宿の食堂での遅い夕食となった。

「しかし、命拾いしたな」

　スタークは葡萄酒をガブガブ飲みながら言う。さっき葡萄酒で騒動があったばかりなのに、逞たくましい……。タイラーも少し呆あきれ気味だ。

「チトセ、よく気がついてくれたね！　ありがとうー。ほんとに……」

　ネイサンが俺の手を握りながら額にキスをした。

「毒か……前の戦いでも矢じりに毒が塗られていた事があったと聞いていたが……まさか街に潜入して毒を盛るとは考えもしなかった。他の街も警戒しないと危険かもしれないな」

　スタークは苦々しい表情で溜ため息いきをつく。

「ああ。それにだ、今回は明らかに隊員を狙ねらっていた。強い個体の数を事前に減らしておくつもりだったんだろう。ここは戦場になるかもしれないな」

　タイラーが考えるように口にする。だとすると直ぐにでも攻め込まれてもおかしくない。彼曰いわく、サミュエルもその可能性には気がついているので、減ってしまった隊員の補充は明日にでも計画されるだろうとの事だ。きっと、トラ族の郷からも応援が来るだろう。

　それでも……初めての戦の気配に、俺は手足が冷える様な、言い知れない不安にかられていた。







　夕食の後、疲れが取れるからとタイラーに貸切のロマン風呂ぶろを勧めていたら、スタークとネイサンが興味を持ったらしく、広いので４人で入る話になった。

　いつも通り甲斐かい甲斐がいしく俺の世話を焼くタイラーに２人はクスクスと笑っているが、俺はそれを無の境地でやり過ごす。……いろいろ今更だろう。

　タイラーに髪を洗って貰いながら、身体を洗い合う２人に話しかける。

「でもさ、サミュエルはよく俺の事信用してくれたな。毒だって言ったら直ぐに対応してくれて嬉うれしかったけど、少し驚いた。やっぱりタイラーやスタークと一緒だったからかな？」

　話していたら口に石せつ鹼けんが入ってきた。不味まずさに顔をしかめながら、目が合ったスタークの答えを待つ。

「ああ、サミュエルな。あいつは昔から勘が良いんだよ。……チトセは、サミュエルの第一印象はどうだった？」

「サミュエル……？　感じ良くて話しやすそうだったかな？」

「ブッ！　チ、チトセ、それ本気!?」

　ネイサンが噴き出し気味に叫んで、何処からか泡が豪快に飛び散ったのが見える。

「あははは！　シャチ族捕まえて、感じ良い……！　そんな事言えるのはチトセぐらいじゃないか？」

　スタークは腹を抱えて笑い出した。

「え？　優しそうな感じだよね？　なんで？」

「シャチ族はな、……魔力が強いのはわかるだろ？　その強い魔力が他者を威圧するんだよ。俺達は慣れたから平気だが、ネイサンは辛かったんじゃないか？」

「うん、最初はホントにビビったぜー！　でも話すと『頭良さそう』に印象が変わったから、緊張はしなくなったかな」

　タイラーが洗い終わった俺の頭に湯をかけている。かなりサッパリした。

　スタークとネイサンがシャチ族の威圧感について説明してくれるが、どうも納得がいかない。

「でも魔力って、強いと魅力的なんじゃなかったっけ？」

「そのはずなんだがな、例外もあるんだよ。だが此方こちらの魔力も強ければ直ぐに慣れて気にならなくなる。その所為せいか、シャチ族には混血は殆ほとんどいない。俺は見た事がないな。タイラーはあるか？」

「俺も知らないな。シャチ族には何人か会ったが、全員純血で魔力が強そうだった」

　どうだろうか。可哀かわい想そうな気もするが、変な奴やつに声かけられなくて良いかもしれないと少し思ってしまった。

「水の中で無いにしろ、陸でも魔力に敏感だからな、チトセには初めから打ち解けてた様だな」

　打ち解けて……そんな気はしなかったが、確かに俺は威圧感を感じなかったから、そう見えるかもしれない。

「俺達と親密なのもあっただろうが、サミュエルの場合は、あいつ自身がチトセを信用したってのが一番だろうな」

　俺が感じた様に、向こうも感じたという事か。

「でも良かった。もしあの時、何か疑われてたらきっと心が折れていた気がする」

「だな、あれは勇気が要ったよな。よく気がついてくれたよ」

「うん。チトセ、ホントにありがとうね。明日からまた色々あるかもだけど、疲れたらすぐ俺達に振っちゃっていいからねー」

　この２人の存在には、本当に助けられている。

「午後に顔出せばいいだろう。ルーカスとランドンには朝食の時に話すよ。行きたくなければ行かなくてもいいからな」

　……そしてタイラーは過保護だ。

　その後身体を洗う段になり、タイラーに加え他の２人の参戦で揉もみくちゃにされた俺は、息も絶え絶えに風呂を出る羽目になった。

　その晩、ぐっすりと眠れた事は想像に難くないと思う。










　　　　＊




　翌朝目を覚ますと昼近い時間になっており、スタークはルーカスとランドンと一緒に、朝早く砦とりでに向かった後だった。

　タイラーとネイサンとブランチを食べながら、午後の予定について話す。

「スタークに、俺達は昼過ぎに顔を出すと伝えて貰もらってある。チトセは何かしたい事はあるか？」

　タイラーが聞いてくれるが、俺にはもう出来る事は少ないはずだ。考えたが思いつかない。お願いしていた事があるから、確認するならそれ位だろうか。

「特にないんじゃないかな。ね、チトセ？　それより、向こうが聞きたいことあると思うよー」

　ネイサンの言う通りかもしれない。一応、顔は出すべきだろう。

　俺達はゆっくりと食事を楽しんだ後、水薬と念の為一揃えの薬草を持って砦に向かった。

　昨日きのうの反省も込めて魔力を探りながら砦に近づくと、そちらにたくさんの強い魔力の持ち主の気配を感じる。

　隊の重鎮がお集まりなのかもしれない。







「タイラーだ、サミュエルはいるか？」

　砦の入口でタイラーが言うと、直ぐに若い隊員に奥の会議室らしき部屋に案内された。

　部屋には、サミュエル、スターク、ルーカス、ランドンの他に、トラ族が１人、シャチ族が１人、ワニ族が２人、オオカミ族が２人、ヒョウ族が２人、ジャガー族が２人、知らない顔ぶれが膝を突き合わせていた。部屋は広いのに、かなり窮屈な空気だ。

「チトセ、久しぶり」

　ヒョウ族の１人から話しかけられたが、どこかで会っただろうか。そのキラッキラの金髪に既視感を感じながら考える。

「ニールだよ、シュレイクスで診療所まで迎えに行ったよね？」

　言われて思い出した。そういえば、黒ヒョウのデレクと最初に迎えに来た人だ。

「……お久しぶりです」

　俺は努めて感情を出さない様に、挨あい拶さつだけをする。あまり良い思い出ではないのだ。

　確か郷に向かう伝令を見かけたのが５日前だから、各郷から急きゆう遽きよ駆けつけて来た隊員の代表なのだろう。

　俺達は、末席に腰を下ろした。

　俺が毒を発見した事についてはスタークとサミュエルが相談して、皆にはトラ族が話をつけてくれた様だ。水薬を渡す様に指示を受けたので、未まだ臨床試験を行っていない事を伝え、８本を渡す。予備に１本だけ俺の手許に残した。

　俺達の与あずかり知らない所で色々決められている様だが、お任せするのが良いだろう。俺がなるべく口を開かない様にしていると、ネイサンが矢面に立って話をしてくれている。今は、どうやって人族だと判別出来たかが議題になっている様だ。

「魔力が余りにも弱い者がおりましたので、サミュエルに報告したまでです」

　ネイサンが応答すると、サミュエルも自分が水を使って確認したと答えている。

　シャチ族は、身体からだの一部が水の中にあれば、その水を触る事で魔力を判別できるらしい。

　確かに、死者が出たワニ族やオオカミ族には、『何故なぜもっと早くに』という気持ちが強いのだろう。昨晩その場にいたシャチ族とトラ族以外からは、事態の解明を急ぐ言葉が多く発せられている。

　そんな中、俺の見たことの無いトラ族が発言をした。

「真相の究明も必要ではあるが、今話し合うべきは、人族からの襲撃の際の対応かと思う。各種族として何人の隊員をいつ派遣可能か、お知らせ願いたい。

　ドリスのトラ族は20人、他の種族や混血を含めると戦闘員は約１５０人位かと」

「トラ族の郷からは４日あれば40人は出せる」

「シャチ族は砦にいる５人だ。ワニ族も同じだろう」

「オオカミ族としては、砦にいる10人と今20人を呼び寄せているが、あと１週間で到着という所か」

「ジャガー族は10人で来ているが、近くに滞在している者を集めれば、２日後で20人程集まる予定だ。長引く様なら別途招集をかける」

「ヒョウ族からは、伝令を出せば２週間で20人は出せるかと」

「他の種族に伝令を出しても、集まるのに時間がかかり過ぎるからな。２週間後では全すべて終わっている可能性がある。ヒョウ族からはもう少し集めて頂く事はできないか？　近くにヒョウ族の村もあったと記憶しているが」

　サミュエルがニールに尋ねるが、ニールは『無理です』と突っぱねている。

　一昨日おととい、ヒョウ族の２人と話したのだが数には入らないのだろうかと疑問に思うが黙っておく。俺が口を出す事ではないだろう。

　取り敢えず、今集まる２００人弱から布陣を組んで行く事で落ち着いた様だ。

　もう俺達は必要ないだろうと部屋を退出しようとした。

「……すると、戦闘が起きた際には医師や薬師が必要になる。ドリスには、海側と山側に診療所が１ヶ所ずつ、２名の医師しかいない。どう集めるか」

　ドリスのトラ族の人が提言するのが聞こえてきた。

「それなら、ヒョウ族からはそこにいるチトセを薬師として出せます。隊員が出せない対価として相応かと」

　ニールの隣にいるヒョウ族が驚きの発言をした。

　部屋にいる全員の眼めがこちらを向く。

「……先程、毒消しの水薬を提供してくれた薬師か。ヒョウ族だったのか？」

　ジャガー族の人が瞠どう目もくして尋ねてきた。

「いえ、チトセはヒョウ族ではありません。今はトラ族の保護下にあり、これはチトセ本人とトラ族の長おさの意向でもあります」

　横に居たタイラーが冷静に説明してくれる。

「どういう事だ？　ヒョウ族でない者の動向に何故ヒョウ族が関与するんだ？」

　オオカミ族が首を捻ひねりながら質問した。

「いえ、チトセはヒョウ族です。これはヒョウ族の長が決めた事です」

　ニールの隣のヒョウ族は、重ねて俺がヒョウ族だと言い張る。

　何故勝手にヒョウ族にされなければいけないのか、俺は自分で発言する事に決めた。タイラーとネイサンの顔をみて頷うなずき、大丈夫だと伝える。

「……私自身からお話しさせて頂いていいですか？」

「もちろん、そうすべきだろう。チトセは何族なんだ？」

　ジャガー族の人が疑問を口にする。ジャガーくらいヒョウに近いと、俺がヒョウ族でない事には気がついているはずだ。

「私はヒョウ族ではありません、ユキヒョウ族です」

　会議室が、一瞬、静まりかえる。

「……ユキヒョウ族は元々、独自に長を立てており、一個の確立した種族でした。ただユキヒョウ族はババル山の噴火で一族が消滅しまして、生き残りは私と、混血が１人ヒョウ族にいるだけです。……ここからは私の話になりますが、数ヶ月前に親と死に別れて１人の所をトラ族のタイラーに保護され、それからはトラ族の郷でお世話になり、トラ族の後見を受けています。ヒョウ族からは何度か接触を受け、ヒョウ族の里に来る様に言われていますが、何度もお断りしています。私は既に２５０歳の成体ですし仕事もありますので、今更の再度の保護の必要はありません。ですから、何故こうやって勝手にヒョウ族と言われるのか困惑しているのです」

「何故、チトセをヒョウ族だと？」

　先程と同じ内容の問いをオオカミ族が繰り返す。気になるのは当然だろう、しかも明確な答えは貰もらえていないのだから。

「ヒョウ族の長の判断です。チトセはヒョウ族で保護します」

「本人が拒否している様に見えるが……？」

　ワニ族が困惑した様に呟つぶやく。

「チトセはまだヒョウ族としての自覚が無いだけかと。こちらで保護するのは長の決定事項です。もう１人のユキヒョウ族もヒョウ族にありますから」

「何故ユキヒョウ族のチトセがヒョウ族になるのだ？　それにヒョウ族にいるのは混血だろう？」

　ジャガー族も意味がわからないという表情だ。

「それは関係ありません。ユキヒョウ族の数をこれ以上減らさない為ためにも、ヒョウ族で保護します」

　呆あきれて物が言えないとは、当まさにこの事だろうか。皆、段々とヒョウ族の異常な言動に気がついてきた様子だ。

「これは今、議論すべき事柄ではないな。一応、各長まで話を持ち帰る事にしよう。しかし客観的に観みて、本人の意向通りトラ族の後見が適当かと思うが如何だろうか？」

　サミュエルが纏まとめてくれている。俺もそれに賛成だ。

「そうだろうな。ヒョウ族に番がいるなら別だが、そうでないならヒョウ族の保護の必要性は感じられない」

　オオカミ族も賛同してくれた。

「……チトセは、トラ族のタイラーの番です。トラ族の保護が当然だと」

　ランドンが此方こちらを窺うかがいながら言った。この場合、番と言っておくのがいいだろうと俺も思う。

　タイラーを窺うと、眉まゆ尻じりを下げて不安そうな表情をしていたので、俺は笑顔を作りタイラーに頷く。

「トラ族の番がいるのか？　それならトラ族で然しかるべきだ。何故拘こだわるかはわからんが、ヒョウ族のこれ以上の干渉は必要ないと思われる」

　オオカミ族が決まりだと言う様に頷く。

「いえ、ヒョウ族ではチトセの番を認めていません。保護してから、こちらで考えがあります」

「何が目的かわからんが、ヒョウ族の都合で、番を引き離すのか？……それは聞き捨てならない。ヒョウ族の不当な行いは長に報告が必要だ。皆も、この件については各長に必ず意見を仰いでくれ」

　オオカミ族は番への愛情が特に深いらしいと聞くので、この話は捨て置けないのだろう。かなりご立腹の様子だ。

「私はこれからもトラ族の番と共に、トラ族の後見を受けます。……でいいですよね？」

　俺が尋ねると、ランドンが頷き会議室を見渡して言った。

「チトセはトラ族の庇ひ護ごの元にある。皆、その認識で頼む」

　皆が頷く中、ヒョウ族だけが叫ぶ様に反対の意を表した。

「認められない！　チトセはヒョウ族で管理する！」

　……管理？　ニールは黙ったままだが、隣のヒョウ族は今、管理と言ったか？　やっぱりそうか……。

　これ以上話が通じないならば、もう話の矛先を変えるしかない。

「そういえば、一昨日ヒョウ族の方２人にこの街で会いまして、同じ様な会話をしました。私の捜索に結構な人数の人員を割いている様ですが、何故ドリスの守護には誰だれも来ないのでしょうか？」

　俺は先程の疑問をぶつけてみた。

「何だと？　納得行く理由をお聞かせ願えるか、ヒョウ族の代表の方々！」

　ドリスのトラ族が吠ほえる様に言う。他の種族の方々も、ヒョウ族の先の隊員の派遣の件で、腹に据えかねていたのだろう。

　追及の手を緩めるつもりはない様だ。

　会議室は一気にヒョウ族の詰問に燃え上がった。

　結局はヒョウ族の２人をドリスに留め、鳥族の伝令をヒョウ族の長に出し、人員の派遣と俺の件について問い質ただす事に決まった。一ひと先まずはこれで閉会するらしい。

　サミュエルに促され、俺とタイラーとランドン、それにオオカミ、ワニ、ジャガーの代表者が１人ずつ別室に移動した。

「チトセ、ヒョウ族のあの行動は何だ？　何かあるのか？」

　サミュエルが俺に尋ねると、横からランドンが答える。

「昔からヒョウ族はユキヒョウ族に執着していると聞きます。チトセは拐かどわかされそうな危機感を感じていますから、問題は深刻です」

　ランドンの説明だけだと不ふ明めい瞭りようだろう。言いたくはないが、きっと俺の読みは当たってしまっている。

「先程、ヒョウ族が俺を『管理』すると言っていました。きっとヒョウ族内で喪うしなわれたユキヒョウ族を繁殖させるのが目的かと思います……」

「何だと!?　本人の意思を無視しての繁殖など獣族として許せる行為ではない」

　オオカミ族が歯は嚙がみして唸うなった。

　この分なら、ヒョウ族の件はどうにかなりそうだ。

「ところでサミュエル、昨日きのうお願いした事はどうでしたか？」

　昨晩、砦とりでを去る前に人族の扱いについてお願いしてあった事がある。拘留する際必ず全員を別室にする事と、奥歯に毒が仕込まれていないか確認してもらい、猿さる轡ぐつわをしてもらう事だ。

　こちらの人族が俺の知る人間と同じ思考の場合、捕まれば服毒の可能性がある。よく小説で読んだ手口だが、念の為に話しておいたのだ。

「チトセの言う通り奥歯に仕込みがあったので、抜いて手当てをしてある。助言に礼を言う。後は襲撃の日時と場所を聞くだけだな」

　やはりだ。悪い予想が当たるのはあまり気持ちが良いものではない。俺は一応、抜歯の後に必要な丸薬をサミュエルに渡した。

　この後のことは、彼等に任せるのが良いだろう。俺はこれ以上は関わりたくは無い。

「で、だ。チトセにお願いなんだが、薬師としてドリスの街に暫しばらく留まり協力して貰えないか？」

　これにはタイラーが良い顔をしなかった。

「チトセは隊員でないし、契約もしていない。これまでの働きだけでは不足か。……それでは水薬と丸薬の代金をいち早く支払い願おう。話はそれからだ」

「善意の働きだけでなく、一般の者に命を賭けさせる気か。先程ヒョウ族の件でもお断りしたはずだ」

　タイラーとランドンの剣幕に、他の種族の代表者が焦りを見せた。

「いや、後方で医師の手伝いや、出来る限りの手当てをお願いしたいと考えている」

「そうだ、昨晩の毒出しの手際も良かったと聞き及んでいたからな」

「トラ族は出せる薬師を出さないのか？」

　それぞれに意見はある様だが、薬師が足りていないのはわかるし、トラ族の後見を受ける以上は仕方がない事もあるんだと思う。

　しかし変に期待されても困るので、出来ないものは出来ないと伝えなくてはいけない。

「昨日の毒については、水薬を作る際に調べたので覚えていただけです。私は医術に関しては門外漢ですから、何の役にも立たないかと」

「水薬の代金の事も含め、午後に詳しく話そう。今は他にやる事があるだろうからな、サミュエル後で話そうか」

　タイラーが話を中断した。どうやら午後に持ち越す様だが、俺としてもタイラーに確認したい事があったので、時間を貰もらえるのは正直助かった。

　……俺達の、ドリスでの身の振り方を話し合わなくてはいけないだろう。







　砦を出た俺とタイラー、ネイサン、ランドンは、山側にある、タイラー曰いわく魚料理が美味おいしいお店に入った。

　大型の赤身魚の油煮が有名だと説明してくれたが、それは多分……ツナに違いないと思われる。俺は、久々のツナの予感に足取りが軽くなる。

　注文を済ませたタイラーがこちらを見遣る。

「チトセ、どうする？　初めは後方支援だけだと言っていても、いざ戦闘が始まれば何が起こるかわからない。心配だよ」

「うん、何となくだけど、都合よく使われそうな予感がするよね。出来れば参加したくないよ。でも、スタークは戦うんだよね？」

　俺はランドンに確認した。

「確かに、スタークはトラ族として前線に出る事になるだろう。隊としてもトラ族としてもタイラーが抜けた今、スタークまで抜けるのは無理だろうな」

　ランドンがすまなさそうに説明してくれる。俺もそうだろうとは思っていたのだ。

「ネイサンはどうするつもり？」

「んー。正直悩み中かなー。タイラー次第、ってとこか？」

　……きっと、タイラーは俺次第だ。

　俺は現実的なものからあり得ないものまで、考えつく限りの可能性をひねり出してみる。全すべて俺の希望通りとは行かないのは理解しているつもりだ。





　・タイラーと一緒にドリスから去り、スタークとネイサンとはここで別れる。

　・ドリスに残り、タイラーとネイサンと後方支援をする。






　多分タイラーが考えるならこの二択だろう。

　彼の事だから、俺に危険のある選択肢は除外しているはずだ。

　ネイサンもスタークを置いてドリスから離れたりはしないし、スタークはネイサンを前線には出さないに違いない。

　しかしこれだと、スタークが危険だ。

　俺にとっては、どうしてもタイラーが一番で、タイラーに戦闘に参加して欲しくはない。

　でもここでスタークかネイサンが大怪け我がをしたり、もしも死んだ場合、タイラーはどうなるだろう？……きっと一生苦しむに違いない。それに、もし俺がいなかったら、タイラーは絶対に迷い無く前線に行っている。

　４人全員が生き残る確率が一番高いのは……。





　・ドリスに残りネイサンと後方支援をして、タイラーはスタークと前線に行く。






　これだ。しかし、タイラーが怪我をしたら？　死んだら……考えただけで手足が冷えてくる。

　でも、タイラーに後悔をして欲しくない。

　身体からだの芯しんが冷えて、頭が割れる様に痛い。

　俺が何を考えているか……皆、きっとわかっている。俺は、俺の為ためにタイラーを出したくない。でも……。

「ねえ、タイラーはどうしたい？」

　瞬きをすると不本意にも涙が落ちてしまいそうだ。タイラーは場違いな程に優しい目をして、

「チトセの好きにすれば良いよ。俺はチトセを何があっても守る」

　そう答えた。俺もタイラーを守れる力があれば一緒に戦えたのだろうか。

「……ネイサンは俺と後方支援をしてくれるかな？　タイラーは……スタークを守って欲しい。１人では無理でも、２人なら無事に帰ってこられるよね？　俺はネイサンと一緒に待つよ。絶対に２人で帰って来て欲しい。絶対帰ってこないと許さない……」

　我わが儘ままを言っているのは重々承知だ。俺は声が震えるのを一生懸命に抑えながら、一息に言い切った。

　ネイサンは椅子から転げる様に立ち上がり、俺を強く抱き締める。

「チトセ！　ありがとう……。ありがとう、本当に……！」

　タイラーは困った様に俺を見つめ、

「それだとチトセの側そばにいられない。近くにいないと守れないだろう」

　そう言いながらも、その瞳ひとみからは安あん堵どの気持ちが伝わって来る。やはり、スタークと一緒に行きたかったのだろうと思う。

「チトセは何があっても俺が守る。タイラーの代わりに俺が命をかけて守るから、タイラー頼むよ。スタークをお願い……！」

　ネイサンは気丈に振る舞ってはいたが、スタークが心配で仕方がなかった筈はずだ。涙声でタイラーに訴えかける。

「……わかった。しかし後方支援も、こちらから条件を出そう。チトセは薬草の準備と供給だけだ。医師ではないからな、下手へたに手伝って、ミスを押し付けられない様にしなくては」

「それだけでも隊としてはありがたいよ。怪我人が増えると薬草の手配が一番の問題なんだ。応急処置なら隊員で何とかできる」

　ランドンも納得できる内容の様だ。トラ族としての顔も立つのだろう、安心した表情をしている。彼は優しいから、隊との板挟みで辛い思いをさせているのかもしれない。

「ランドン、よろしくお願いします」

　俺達は、少しだけ明るい気持ちで昼食を味わった。久しぶりのツナはちょっとしょっぱい気がしたが、とても美味しかった。







　昼を終えて砦とりでに向かうと、話し合った内容をランドンがサミュエルに伝えた。問題無く認められお礼まで言われたが、タイラーまで隊に参加するのだから当然かもしれない。

　スタークは色々な感情が入り混じった表情でタイラーを見ていたが、小さく『ありがとう』と呟つぶやいたのが、俺の耳にも聞こえてきた。

　今持っている薬草や丸薬は売る程あるが、隊を賄う量には心許ないのと、傷口に直接塗る軟なん膏こうや湿布などを用意したいので、その旨を伝えてトラ族の協力を仰ぐ。

　ネイサンが崖がけ上の森に薬草が生えていたと教えてくれたので、俺とネイサン、タイラー、スタークで急ぎ薬草を摘みに行く事になった。サミュエルが今、薬草を入れる籠かごを用意してくれているらしい。

　ドリスに入る時俺はヘトヘトで薬草の事など考える余裕が無かったのだが、ネイサンはきちんと確認していたらしい。トラ族にしては身体強化が弱いなどとよく言ったものだ。俺はネイサンを軽く睨にらんだが、ネイサンからは笑顔が返ってきて、なんだかやるせない気分になった。







　サミュエルから背負い籠を受け取り、４人で街を抜け崖上の森に向かう。

　今は午後なので、陽ひが落ちるまで数時間しかない。皆で急いで急な斜面を駆け上る。

　森の中に入って行くと、ネイサンの言う通りに薬草が自生していた。片っ端から摘み取り、籠へ埋めて行く。２つの籠が一杯になったあたりで、スタークから声がかかった。

「そろそろ日暮れだ。今日はこれくらいにして街に戻ろう」

　俺は固まった背中を伸ばして腰に手を当てた。

　明日の場所に当たりを付けておこうと、目を瞑つぶり魔力の探索の範囲を広げて行く。近くは粗方摘み尽くしたらしく、数キロ先に薬草が生えているのを感じ、さらに先を探ってみた。

　……何だ？　薬草でない弱い魔力を感じる。つい最近感じた気配だが、まさか……俺達がいるドリスの西奥ではなく、南北の二手からジワジワと動いている様だ。

　俺は目を開いて深く息を吸う。

　もう一度確認してみるが、まるでドリスを挟む様に気配が近づいている。

「どうした、チトセ？　行くぞ？」

　タイラーが俺の肩に手を掛けた。

「タイラー……人族だ。彼方あちらと彼方、南北からドリスを挟み撃ちにするつもりらしい。10キロ程先に、片方で３００～４００人位ずつ近づいて来てる。急いでサミュエルに伝えて！　俺とネイサンは後から追うよ、到着まではまだ時間がかかるはずだから大丈夫。スタークと急いで行って！　今なら迎え撃てる、早く！」

　俺はタイラーの袖そで口ぐちを摑つかみ、指をさして震える声で叫んだ。人間は徒歩で時速４～５キロだから、あと２時間という所だろう。

　一瞬、俺を見て迷う素ぶりを見せたタイラーだが、スタークと視線を合わせると、籠を置いて一気に走り出す。

　まるで弾丸の様にその姿は直ぐに視界から消えてしまい、俺はその残像を目に啞あ然ぜんとする。

「チトセ、俺達も行こう。急いで準備しないと」

　ネイサンの声に我に返って頷うなずき、俺達も街に向かって走り出した。







　ドリスの街に戻ると、蜂の巣をつついたような騒ぎで、タイラー達がちゃんと伝えてくれたのだと安心した。

　俺とネイサンは、山側の診療所の片隅を借りて、ひたすら薬草を潰つぶして傷口に直接貼れる湿布薬を作る。

　作ってある丸薬を取りに宿に行こうとして外に出ると、いつの間にか街は不気味な程に静まり返っていた。

　追いかけて来たネイサンも街を見渡すと空気の匂においを嗅かいで言った。

「森で迎え撃つんだろうねー。街の被害を最小限に食い止められるから」

　俺達は急いで宿に戻り、丸薬と外傷に有効な薬草を集めて、少しだけ自分達の分を残し、他を２分割した。これを海側の診療所にも持って行かなくてはならない。

　山側の診療所に戻ると、丁度様子を見に来ていた若いオオカミ族の隊員に薬草を託す事が出来た。

　俺達は、また薬草を潰す作業に集中した。







　街が不気味な静けさに支配されて一時間程が経過しただろうか、遠くから風に乗って戦の咆ほう哮こうが流れて来た。

　街に進入される前に迎え撃つ事が出来たのだろう、きっと森の中では獣族に利があるはずだ。人族８００に獣族２００と兵力差は４倍近いが、人族と獣族の間には越えられない能力の隔たりがある。

　しかも一騎当千と言われるシャチ族とトラ族がいるからと、診療所の雰囲気は暗くはない。

　その昔ここドリスでは、数百の人族の侵略から二頭のトラ族が街を守り抜いたという伝説があるそうだ。……あながち大おお袈げ裟さではない気もするのが怖いところだが、今はひたすらに頼もしい。

　気がつくと、手を止めて窓の外を眺めていた。

「大丈夫だよ、チトセー。スタークとタイラーなら大丈夫！　なんたってトラ族だからね、ちょっとやそっとじゃ、ビクともしないよー！」

　ネイサンが明るく声をかけてくれる。

　俺は笑顔を作って頷いた。心配しても仕方がない、今俺に出来る事をやるしかないのだ。手元の薬や研げんに視線をもどし、作業に集中する。

　暫しばらくすると、先ほどのオオカミ族の隊員が様子を見に来てくれた。薬草は無事に海側の診療所に届けてくれたらしく、向こうにもまだ怪我人などは来ていないと近況を教えてくれる。

　タイラーとスタークは、南北どちらに向かったのだろうか。聞いてみるがトラ族は二手に分かれたらしく、ここからでは窺うかがい知ることが出来ない。

　その時だった。

　南側の斜面から、何かキラッと光る物が放物線を描いて此方こちらに飛来するのが目に入った。俺は開いた扉の側にいたネイサンに飛び掛かり引き倒す。

　ビィィンという何かしなる音が響き、すぐ横の床に矢が刺さったのが目に入る。

　隊員が急いで扉を閉めてくれたが、矢はこの一本だけの様で、外から他に音がする様子はない。流れ矢だろうか。

　俺は矢を引き抜いて矢じりを確認したが、……毒は塗られていない。

　矢を使うということは、まだ火薬の技術は普及していないのだろう。俺の知る銃声も聞こえてこない。

　ネイサンが抱き締めてきて『危ない真似まねはしないでくれ』と言っているが、俺は少しだけ安心していた。人族の文明はまだ其れ程発達していない様だ。

　隊員と協力して診療所内部の引戸を外し、入口の扉の外に防御壁を作る。これで矢は中には入ってこないはず……。診療所の入口は開いておかないと怪我人を運び込む時に混乱する可能性があるそうだ。

　次第に街に獣人が動き回る気配が増え、怪我人が運び込まれてきた。街の獣人達が協力して、怪け我がをした者達を森の中から運び出しているらしい。

　医師と隊員が忙せわしく動き回り処置を施している。

　俺とネイサンは、海側の診療所へ出来上がった湿布薬を持っていく為ために、山側の診療所を後にする。

　駆け足で坂を下り、海側に到着する頃ころには、診療所は怪我人でごった返していた。

　俺達はここでもまた薬研を借りて、診療所の奥でひたすら薬草をすり潰す。

　剣や槍やりでの戦いらしく、切り傷や刺し傷がほとんどだが、むせ返る様な血の匂いに、今更ながらこの時初めて戦いを実感した。

　……怖い。タイラーが心配で怖くてたまらない。

　俺には待つ事しか出来ないのが、今はどうやってももどかしい。

　南の森の中から勝かち鬨どきが上がり、ドリスの街に明るい声が響く。

　南から北の森へ走り抜ける獣人達の姿が見え、北からたくさんの怪我人が運ばれて来だした。どうやら北は激戦区らしい。

　タイラーはどうしているだろう？　どちらで戦っているのだろう？

　もしかすると北の森なのかもしれない。俺は不安に押し潰されそうになるのを、必死に手を動かす事でどうにか息を繫つなぐ。

　程なくして、北の森からも鬨ときの声が流れ聞こえてきた。戦いは終わったのだろうか？

　摘んできた薬草をすり潰し終えた俺とネイサンは、砦とりでに向かって駆け出した。

　砦もまるで野戦病院の様な有様で、隊員達により怪我人の手当てが行われている。

　俺達は、トラ族を探して砦の中を歩き回る。タイラーは？　スタークは？　ランドンは？　ルーカスは？

　いない、知っているトラ族が１人も見当たらないのだ。







　俺達は再び山側まで走り、診療所に駆け込んで中を見渡す。

　そこには、腹を斬られたルーカスが横たわり、ランドンが付き添っていた。

「ランドン！　ルーカスの容態は？　傷は深いの？」

　ネイサンがランドンの両腕を摑み尋ねている。ルーカスは唇の色が青く、意識を失っている様だ。

「ルーカスは大丈夫だ。出血が多いので意識が無いが、傷口が塞ふさがれば問題ない」

　よく見るとランドンも身体中に小さい出血が見られるが、大きな怪我はない様で一ひと先まず安心する。

「スタークは？　タイラーは？　どこにいるんだ!?」

　ネイサンがランドンを揺さぶる様にして叫んだ。

「わからない……。初めは一緒だったが数に押されて直ぐに分断され、スタークはタイラーと斬り込んで行く姿を見たきりだ。俺達は街に入ろうとする人族の相手をしていた……」

　俺達は転がるように診療所を出ると、海側に向かう。海側の診療所を確認したが、やはり２人の姿は無く、また直ぐに砦まで走った。

　走り回る身体は熱いのに、冷たい汗が全身から吹き出ているのがわかる。

　息を切らしながら砦に辿たどり着つくと、ネイサンと手分けをして２人を探す。

　俺は、腕に怪我をして処置を受けているサミュエルを見つけて駆け寄った。

「サミュエル、無事で良かった！　タイラーとスタークを見なかった？　どこにもいないんだ……」

「彼等は北の森に向かった筈はずだ。先陣を切っていたから、まだ森の中かもしれない。……わかった、様子を見てこよう」

　サミュエルは消耗した身体を起こして森に向かうと言ってくれる。

「サミュエル、これ……。個人的なお礼として受け取って。今食べて、絶対探してきて！」

　ヤクオウイモリの干物を渡すと、サミュエルはニヤッと笑って言った。

「わかった、絶対に見つけ出す。待ってろ」

　イモリの干物を齧かじり水を飲むと、先程までの疲れなどなかったかの様に立ち上がり、外に駆け出して行く。

　さすがヤクオウイモリだ……俺がその効き目に目を見張っていると、やって来たネイサンが『よくやった』という風に頭を撫なぜてくれた。

　俺も今すぐにでも駆け出して、タイラーを探しに行きたい。しかし、入れ違いになる可能性が高いし、タイラーは待っていて欲しいはずだ。

　絶対に帰ってきてくれる。彼は俺との約束は破らない、そう自分に言い聞かせた。

　砦から出ると、さっきまで暗くら闇やみだった空が少しずつ明るさを見せ始めている。

　そろそろ、夜が明ける様だ。







　サミュエルが砦を出てからどれ位の時間が経過したかわからない。長く感じるが、もしかするとまだ１～２時間しか経たっていないかもしれない。

　俺とネイサンは北側の森の入口にある低い石垣に座り、怪我人が運び出されるのを目を皿の様にして見ていた。

「いないね……。もしかして森で人名救助とかしてるのかなー？」

　ネイサンが呟つぶやくが、明るく発した言葉に感情が伴っていないのは声色で直ぐにわかる。

「ネイサンちょっと待ってて、宿から薬草持ってくる」

　俺はそう言うと、宿に向かって走り出した。今日はこの坂を何往復しただろうか、数えるのも馬鹿らしくなる。

　宿に着くと、部屋に残してあった薬草一式と水薬をまとめて持ち、踵きびすを返してネイサンのいる場所まで戻った。

「……おかえり、早かったね。２人はまだだよ」

　ネイサンの声に肩を落としそうになるが、今の俺にはそんな暇は無い。

「ネイサン、俺、様子を見にいくよ。ネイサンはどうする？　ここで待っててくれる？」

　ネイサンはギョッと目を開いて立ち上がると、俺の手を握った。

「危ないよ、チトセ！　まだ人族の生き残りがいるかもしれない。ダメだよ、ここで待つんだ。サミュエルも探してくれてる！」

「……時間がかかり過ぎてる。魔力を探ったんだけど、たくさんの魔力が流れていて、ここからではタイラーを見つけられないんだ。近くに行けば見つけられるはずだよ。ネイサンも一緒に行こう」

　俺はネイサンの眼めを見て訴える。ネイサンもスタークを探しに行きたくて仕方がないはずだ。絶対に行った方が良いと力強く訴える。

「……わかった。絶対に側そばを離れないでね」

　ネイサンが頷うなずくと、俺達は運び出される怪我人の波に逆らい、森の中に分け入った。

　ネイサンと手を繫いだまま森の中を歩いて行くと、段々と血の匂においが濃くなってくる。

　初めは匂いだけだったのが、奥に進むにつれ徐々に倒れている人影が目に入ってくる。倒れている人達は全すべて仰向けにされており、人族の兵士しか見当たらない。

　人間の死体を目にしたらきっと吐くに違いないと思っていたのだが、不思議と衝撃は少ない。ショックはショックなのだが、思いの外、俺は逞たくましかった様だ。

　……最近、狩りの後の肉を捌さばいたりしていた所為せいかもしれないと、妙な感慨を覚える。







　更に奥に行くと、獣人の魔力を感じた。

　急いで向かうと、怪け我がをした獣人が支えあいながら、こちらに歩いてくるのが目に入る。この辺りからはまだ、全ての獣人が助け出されてはいない様だ。

　俺は魔力を探りながら、慎重に歩いた。

　しばらく行くとサミュエルの魔力を感じたのでそちらに向かうと、池の様な血ち溜だまりに彼が佇たたずんでいるのがわかる。

　噎むせ返るような鉄気臭に、布で鼻と口を覆いながら近づき、話しかけた。

「……サミュエル、見つかった？」

　サミュエルは振り向くと、溜め息をついて首を横に振る。

「……来たのか、２人とも。いや、まだ見つからない。もう少し奥かもしれん……行くか」

　俺達は３人で先へ先へと進んで行った。

「これは……」

　サミュエルの呟きに、俺達の足も止まる。

　そこは、凄すさまじい景け色しきだった。

　死し屍し累々と言うのだろうか、死体が重なり合い小山の様に積み上がり、頂上に当たる場所を目視する事も出来ない。

　俺は眼を瞑つぶり、魔力の探索に集中する。

　死体から流れ出す煙の様な魔力が一帯に溜まり、魔力の判別を困難にしているのだ。

　タイラーは？　スタークはどこだ？

　額から吹き出した汗が瞼まぶたの上を流れて行くが、今は気にしていられない。

　……少し弱いが、タイラーの気配だろうか？　スタークも近くに感じる。俺が目を開き所在を確認すると、そこは死体の山がある場所だった。

「サミュエル！　タイラーとスタークがここにいる！　遺体を退どかして！」

　俺は死体の山に登り、上からソレを落としながら叫んだ。

　サミュエルとネイサンは、ハッと我に返ると直ぐに動き出し、一緒に死体の山を崩して行く。

　大木の根元を覆う様に重なった死体を退けて行くと、地面に近い所で串くし刺ざしになった人族の死体がどうしても動かせない。

　サミュエルを呼んで引き剝はがしてもらうと、その下には剣を突き出して大地に片かた膝ひざを突き、黙座するタイラーの姿があった。

　タイラーは大木を背にしており、その背中と木の間にはスタークが倒れている。

「いた！　２人ともいたよ、ネイサン！　こっちだ！」

　俺達は３人がかりでタイラーとスタークを死体の山から引き摺り出した。

　地面が乾いている場所まで運び出し、横にして安否を確認する。

　スタークの背中には矢が刺さっており、服を破いて患部を診ると、傷口の周りがじわじわと変色している。毒矢だ。

　俺は急いで矢を抜いて傷口の血を吸い取った。どうやら獣人にとっては毒の量が少なく、全身には回っていない様子だが、身体からだが麻ま痺ひしているのだろう。

　ネイサンに水薬を渡し、直ぐに飲ませる様に告げた。

　タイラーは？　そちらを見遣ると、サミュエルがタイラーに顔を近づけ、息を確認している。

「サミュエル……タイラーは？　タイラーは大丈夫？」

　震える身体で這はいずって行くと、サミュエルは俯うつむいたまま答えた。

「体力を消耗し切っているが、大丈夫だ。……あとは、酸欠だな」

「は？　酸欠？　なんで……」

　俺は死体の山に目をやった。

　もしかして……死体の山の下敷きで、酸素が足りなくなったのか？　後ろからブッと吹き出す音がすると、

「……ァハ、ァハハ、ブハハハ！　悪い、悪い、笑い事ではないんだが、陸地で、酸欠になる奴初めて見たから！」

　サミュエルが口元を押さえて必死に笑いを堪えている。どうやら、海で生きる哺ほ乳にゆう類るい独特の笑いのツボを刺激してしまった様だ。

　スタークの様子も落ち着いた様で、背中の変色部分もほとんど治おさまり、顔色が戻って来ている。もう大丈夫そうだ。

　良かった……水薬の効果にホッと胸を撫なで下おろした。

　俺が地面に座り呆ぼう然ぜんとしていると、笑い終わったサミュエルが死体の山を確認し出した。

「……どうやら、全部人族の様だな。これ、もしかしてタイラーがやったのか？」

　サミュエルの声に、俺達は周りを見渡す。視界に入る範囲は全て、身体を何かで叩たたき折られた様な死体ばかりだ。タイラーの剣を見ると刃が潰つぶれてしまっており、これでは斬り伏せるのは無理そうだが……もしかして、力任せに叩き折ったのだろうか、人の胴体を。

　俺が啞あ然ぜんとしていると『ウッ……』と声が聞こえてきたので振り向くと、スタークがネイサンに支えられながら起き上がるところだった。

「スターク！　大丈夫？　感覚がない所とか痺しびれとかない？」

　俺が尋ねると、彼は頭を振りながら立ち上がり、小さく跳んで身体を確認している。少しすると大丈夫だと頷いて返された。

　回復が早すぎるだろう……シュレイクスでバルテシオンが脚を縫い付けた話を思い出し、虚ろな目でスタークを眺めた。

　獣人って……、なんだか、どうなんだろう。

「タイラーは？　タイラーは俺の盾になって……」

　スタークはタイラーに駆け寄り、外傷が無いのを確認すると抱き起こした。

「おいっ！　タイラー起きろ！」

　死ぬな！　じゃなくて、起きろ！　なんですね……。

「タイラーなら大丈夫だ。直ぐにでも目を覚ますよ。チトセ、まだイモリの干物はあるか？」

　サミュエルの言葉に、鞄かばんからヤクオウイモリの干物を取り出した。

「それがあれば大丈夫だ。心配いらない、魔力もちゃんと巡っている」

　静かだと思いネイサンを見ると、地面に座り込んで泣きながら、……声も無く笑っている。しかも大爆笑の類いのヤツだ。

　先ほど迄までの緊迫感は、何処いずこへ消え去ったのか。

　俺はイモリの干物を手に遠い目をしていると、スタークにサッと干物を掠かすめ取られる。

　それを見たネイサンがまた笑い出した。







　未いまだ目覚めないタイラーをサミュエルが背負い、ドリスの街を目指して真まっ直すぐに北の森を歩く。

　途中で目にする死体は人族のものばかりで、獣人の死傷者の運び出しは殆ほとんど終えた様だ。

　先ほどタイラー達を見つけた場所は一番深い戦場だったようで、本当に先陣で戦っていた事に驚くと同時に、よく２人が生きていたものだと今更ながら寒気がする。

　サミュエルが、森の中の人族の遺体は、後から纏まとめて荼毘だびにふすのだと教えてくれた。

　俺は一応、生存者がいないか魔力を探りながら皆の後をついて行く。

　あと少しで森を抜ける、という辺りで、右手奥の草くさ叢むらに獣人の魔力を感じた。怪我人が居るのだろうかと、俺は皆から少し離れる。サクサクと音を立てて下葉を踏みしめ、戦場から少し逸それた場所に来てみると、そこには会議で見たヒョウ族が木の陰に立っていた。

　ヒョウ族は今の俺には鬼門だ。……しかも、彼は今回の戦いには参加していないはず。

　俺は直ぐさま踵きびすを返して、もと来た道を駆け出そうとした。

　２、３歩踏み出したところで背後から引き倒され、草叢に全身をぶつける。

「助けて！　たすけっ……」

　口を塞ふさがれ首を腕で絞められ、『大人しくしろ、乱暴にはしたくない』と耳元で言われるが、そう言う訳にはいかないだろう。

　必死に暴れるが首の締め付けが徐々に強くなり、それと比例するように意識に霞かすみがかかる。

　最後に見た皆んなの後ろ姿が脳裏に浮かび、もう駄目だ、と諦あきらめた。







　ふと、草いきれと土の匂においがして意識が戻った。

　頰に草の感触がして不思議に思い半身を起こそうとすると、掬すくい上あげる様にして脇わきに手を差し込まれ持ち上げられる。

　目の前に、心配そうなスタークの顔がある。俺はどうしたのだろうか。

　不思議に思い、横にいたネイサンの視線の先を追うと、白い虎が人間の首に牙きばを立てて食い殺そうとしているのが見えた。

　いや？　違う……。

　一気に先ほどの事を思い出した。タイラーが、ヒョウ族から俺を守ってくれたのだ。

　獣身のタイラーは、人身のヒョウ族の首に食らいつき、肩に爪を立てて前脚だけで押さえ込んでいるが……ヒョウ族の方は口からも血を流し息も絶え絶えだ。

「サミュエル、このヒョウ族、隊に引き渡してもいい？　現行犯だよね……」

　俺が若干の同情を覚えながら尋ねると、サミュエルは溜ため息いきをついて、

「ヒョウ族か……、まさか本気で誘拐する気だったとは。もちろん隊で預かるよ、このままじゃタイラーに殺されかねない。……ま、今なら有う耶や無む耶やにできるけどな」

　と言いながらも、面白そうに笑ってみせた。彼はなかなかユーモアのセンスがあるらしい。

　スタークはスタークで、『おい、お前の服が破れたぞ、どうすんだ！』とタイラーの服の心配しかしていない。

　俺はスタークの腕から離れて、獣身のタイラーに寄り添った。まだ牙も爪もヒョウ族に刺さったままなので、タイラーに顎あごを引いてもらう様に頼む。

「タイラー、俺はもう大丈夫だよ。こっち向いて元気な顔見せてよ、さっきは心配したんだからな」

　俺が彼の背中を撫でながら言うと、ヒョウ族の首から牙を抜いて、血に染まった口元でこちらを振り向いた。

　……なかなかの迫力だ。

　俺は笑って、鞄から布を出し彼の口元を拭ぬぐってあげた。

　そして思い出したので、イモリの干物を取り出して差し出すと、大きな舌で巻き込む様にして俺の手の平から直接食べてくれる。俺はしゃがんで、彼の顎周りの毛を指で梳すいて頰を合わせた。

　ヒョウ族は首を嚙かまれた所為せいか、息をするだけでヒューヒューと空気が漏れる音がして、俺には瀕ひん死しにしか見えない。

　サミュエルはそんなヒョウ族の状態など気にも留めず、自分のベルトを外してヒョウ族の手に巻き付け拘束すると、無理やり立たせて引き摺ずる様にして連行して行く。

　俺達も少し出遅れたが、３人と１匹の状態で森の出口を目指した。




　　　　＊




　北の森から出て、一ひと先まずは砦とりでを目指す事になった。服は砦で借りられるそうなので、無事に生還した挨あい拶さつを先に済ませるそうだ。

　砦に向かいドリスの街中を歩いていると、街の人々の注目を集めているのを感じる。獣身で街中にいるのは珍しいのだろうか。しかも虎、ホワイトタイガーだ。

　タイラーを見遣るが平然として、いつも通りの足取りだ。

　俺が意識しすぎなんだろうかと少し疑問を感じていると、ちょうど砦に到着した。

　前を歩いていたサミュエルが、帰砦したと入口の隊員に告げて中に入って行く後を、俺達もついていく。

　サミュエルが振り返り、ヒョウ族を繫つないでくるから待っている様にと言った。

　繫ぐって……不穏な単語を耳にした気がするが、確かにまた勝手に動かれると困るので黙っておく。

　対処は隊にお任せしよう。

　タイラーの背を撫なでながら大部屋の隅に立ち、手当てされる獣族達を眺めていると、昨日きのう会議で見たドリス代表のトラ族が随分と低姿勢でこちらにやってきた。

「あの……こちらのホワイトタイガーは、今回の戦には出ていらしたんですか？」

「？　ああ、もちろんだ。北の森で俺と先陣切ったもう１人がいただろ？　あいつだよ」

「え？　たしかタイラー、でしたっけ……」

「何言ってんだよ、タイラーはドリスの出だろ？　ヘルムラインって確かドリスでは良い家じゃないのか？」

「ヘルムラインの家の方ですか!?　でも……その歳頃の雄は、今はビクターとレイモンドしかいないはずだと……」

「ビクターって……確かタイラーの弟か？　何だよタイラー、あんまり帰ってこないから忘れられてんじゃないか」

　スタークは笑ってタイラーの頭をゴシゴシ撫なぜた。

　奥の扉の向こうから服の準備が出来たとタイラーを呼ぶ声がする。タイラーは頷うなずき俺の身体に頭を擦り付けた後、のしのし歩いて扉の奥に消えて行く。

　その後ろ姿を見送ったトラ族が不思議そうに言ってきた。

「タイラーは本当にヘルムラインの方なのか？」

「ああ、間違いない。タイラー・ヘルムラインだ。幼少の頃ころから郷にいたからな……」

　スタークの答えに、ドリスのトラ族は何か考え込みながら『失礼する』と言って離れて行った。

　なんだか変な雰囲気だった様に思う。スタークは苦笑いをしていたが、上半身裸の彼を見て、背中に矢傷がある事を思い出した。俺が応急処置をしただけで放ってあったのだ。急いで隊員を呼び、スタークの傷の治療をお願いする。

　薬草を外して見ると患部はもう塞がりかけており問題ないとの事で、俺とネイサンは胸むねを撫で下ろした。

　スタークの服も必要だろうか。彼の逞たくましい胸板を眺めながら考えていると、人身になり服を着たタイラーがサミュエルとこちらに戻って来るのが見える。

　途中でタイラーを呼び止め、数人の獣族がお礼を言っている様だ。いつの間にか怪我人の人だかりができている。

　話を聞いていると、北の森が激戦となった理由には、スタークもやられた毒矢が関係していたらしい。

　どんどんと獣族が毒矢に射られ戦線離脱して行く中、タイラーとスタークは前線でかなりの数の人族と戦い、最後にはタイラー１人が残り人族の進行を阻み続けたそうだ。

　確かに、死体の山を築く程の働きだ。俺はナントカ無双ってゲームを思い出して遠い目をした。

「今回、タイラーがいなかったら俺もヤバかったな」

　スタークが頷き、俺の頭を撫ぜた。ネイサンにも後ろから抱きつかれ『ありがとう』と囁ささやかれる。

　俺は大した事はしていない。２人が戦っている時、俺は何も出来なかったのだ。

　でも本当に皆無事で良かったと、２人に向かって笑って見せた。

　２人と戯たわむれていると、サミュエルがこちらに歩いて来るのが視界の端に入る。

「チトセ、ちょっといいか？　話があるんだ」

　彼はいつもよりも固い声で俺に言う。俺は少しだけ緊張しながらも、しっかりと頷いて返した。







　サミュエルから話したい事があると呼ばれ、タイラーと共に移動する。

　彼から説明を聞いた所によると、長方が集まっての長問答代表者会議は１００年に１回程シュレイクスの都で行われる。その際に、種族間の問題や長の代替わりなどの話し合いも持たれるそうだ。

　今は長問答の時期ではないが、その時以外でも６種族の長の同意で長解任も行えるそうで、今回はそちらの措置が取られる予定だそうだ。

　先日の会議に出席していた、シャチ族、ワニ族、オオカミ族、ジャガー族、トラ族、それにバルテシオンに働きかけをお願いしてクマ族で６種族になり、ヒョウ族の長の解任の要請を行うつもりらしい。

　ヒョウ族にはその他にも、今後のユキヒョウ族への不干渉を約束させると言ってくれた。

　通常、獣人が罪を犯した場合は、その種族の長に責任が問われ、罪人の扱いも全すべてその種族の中で解決する。

　シュレイクスやドリスなど、大きい街には街まち長おさと呼ばれる代表者がいて、混血や街に住まう者を纏まとめており、長の代わりに街の揉もめ事ごとを収めるそうだ。

　俺を襲ったヒョウ族はヒョウ族の里に返されるそうだが、とりあえず１００年の出里禁止が言い渡される様だ。……後は次の長次第となる。

　これからはヒョウ族に付け回される心配も無くなるし、襲ってきたヒョウ族にも会わずに済むので、俺としては充分満足できる対処内容だった。

　これを踏まえてヒョウ族のニールにも事情を聞いたそうで、彼から俺と直接会いたいと申し出があったらしい。

　タイラーは渋っていたが、タイラーとサミュエルに同席をお願いして会ってみる事にした。ヒョウ族側の話も聞いてみたいのだ。

　奥の部屋に通されると、既にニールが着席していた。

「チトセ、会ってくれてありがとう」

　ニールは相変わらずキラッキラの金髪で、爽さわやかに礼を述べた。

「いえ、私からも聞きたい事があったので」

　俺も正面の席に座る。

「今回の件は、長主導でユキヒョウ族の保護をって謳うたっていて、ユキヒョウ族を番にしたら次代の長の補佐に挙げるって話まであったんだ。俺は長に興味なかったから放っておいたら、こんな大騒動になってしまって……悪かったね。チトセには個人的に興味があったんだけど、すっかり嫌われてしまったかな？」

「嫌いというか……ヒョウ族が苦手ではありますね、流石さすがに。でも、何故なぜこんなにユキヒョウ族にこだわるんですか？」

「いまの長になる前の話らしいんだが……、もともとユキヒョウ族の数が少ないのを心配して、ヒョウ族との共生を勧めていたら、山に籠こもってしまったらしくてね。で、結局はユキヒョウ族は消滅してしまったと。だから今度こそはどうしてもユキヒョウ族を守りたかったらしい。やり方を間違ってしまったんだね。……でも多分、長としてはユキヒョウ族の能力を、ヒョウ族に取り込みたい気持ちも少なからずあったはずだ。俺の父親がやらかした事だから、直接謝りたかったんだ……本当にすまなかった」

　彼は寂しげに笑いながら答え、謝罪してくれた。どうやら、ニールは長の息子だったらしい。

「……そうでしたか。でも、もう私に干渉するのは止めてもらえますよね？」

「もちろんだ。でも、同じヒョウの獣族だ、……親しん戚せき位に考えてくれると嬉うれしい。今すぐは無理でも、その内に。困った時は、いつでも頼ってくれていい」

「お気持ちだけ頂いておきます。今は、まだ無理だと思いますので」

　俺がきっぱりと断ると、

「ああ、今すぐとは言わない。とにかく会って話が出来て良かった」

　ニールはサッパリとした表情で部屋から去って行った。

　いつの日か、ヒョウ族とも仲良く出来る時が来るだろうか。

　俺はきっと、まだあと４００年以上生きるはずだから、チャンスはあるかもしれない。獣人の一生は長いのだ、気楽に行こうと気持ちを取り直した。

　部屋を出ると、スタークとネイサン、それにランドンが待っていた。もう既に昼食の時間を過ぎていたらしい。

「お腹なか空すいたねー。チトセは何が食べたぁい？」

　ネイサンが緩い声をかけて来た。俺が考えていると、サミュエルが横から、

「小さい青魚を油で煮た美味うまい料理を出す店が近くにある。どうだ？」

　と提案してきた。油で煮るの好きだな……と思いながらも、オイルサーディンの予感に心が騒ぐ。悪くないかもしれない。

「いいな、ドリスって感じだ。そこにしようぜ」

　スタークが賛成の意を表したので、そこで夕食を食べる事に決定した。

　俺達は雑談をしながらぞろぞろと６人で店に向かって歩いて行く。ランドンにルーカスの容体を聞くと、２、３日安静にしていれば大丈夫との事で、スタークを筆頭に心配していた皆も、ここの所で一番明るい雰囲気だ。

　イワシが描かれた看板のその店に着くと、直ぐにテーブルに案内された。戦の直後にも拘わらず開店しているのを意外に思い店内を眺めていると、サミュエルが此処ここは年中無休が売りなんだと教えてくれる。ドリス観光では有名なお店らしい。

　大皿で数種類を選んでくれたサミュエルは、ニヤリと笑い麦酒も人数分オーダーする。確かに、祝杯をあげたい気分だ。

　先立って運ばれて来た麦酒の杯をぶつけて、今回の戦いの勝利を祝う。

「勝利に！」

　サミュエルの掛け声で杯に口を付けた。ここの麦酒はサッパリとした味わいで俺の好きな味だ。

「それにしても今回はチトセの働きには眼めを見張るモノがあった。ドリスの砦とりでの代表としても礼が言いたい」

「いえ、俺は特に何も……」

　今回の戦では、死傷者と重傷者が１００人程、あとの１００人弱はタイラー達の様な軽い怪け我がで済んだらしい。

　これだけの被害で８００人の人族を全滅に追い込んだのだから獣人の強さが身にしみた筈はずだ。人族も暫しばらくは大人しくなるだろうとサミュエルは言う。

「いや、ドリス内に入る前に人族を止められたのはチトセのおかげだ。ありがとう、街が無傷だなんて奇跡に近い」

　サミュエルはそう言いながら杯を空け、追加注文をしている。

「そうだよ、タイラーとスタークが助かったのもチトセが見つけてくれたからだよ」

　ネイサンも杯を傾けてご機嫌の様子だ。

「そうだな……タイラーは、酸欠で、死にそうだったからな。クックックッ……」

　サミュエルはまたツボに入ったらしく笑い出した。

　ランドンが『酸欠？』と不思議そうな顔をしたので、サミュエルが笑いながら説明をしている。

　説明を聞き啞あ然ぜんとしたランドンに、タイラーは半眼を開いて、

「確かに……身体からだは無事な筈なのに、気が遠くなったんだ。あれは酸欠だったのか……」

　と真面目まじめに返している。これにネイサンが笑い出した。

「凄すごいよー、彫刻みたいに固まってたからねー！」

　ネイサンはスタークに、タイラーを発見した時の姿を身振り手振りで説明している。

　やっと平和が帰ってきたと実感出来る楽しい時間だ。俺は皆の話に相づちを打ちながら、久しぶりの何の憂慮の無い食事を心から楽しんだ。







　楽しい夕食の後、サミュエルと別れて宿に戻ると、ネイサンがまた一緒に風ふ呂ろを使おうと提案してきた。どうやらロマン風呂がお気に召したらしい。

　今日もタイラーに細々と世話を焼いて貰もらいながら服を脱ぎ、洗い場に移動する。……２人の温い眼まな差ざしにももう慣れた。

　俺は木で作られた風呂椅子に座りながら、いつも気になっていた事を質問してみた。

「ねえ、どうして風呂場にシャワーがないのかな？　シャワールームがあるから風呂場にあってもいいよね？」

「シャワー？　なんでだ？　必要ないだろ、湯が跳ねるし、桶おけで湯を掛けた方が早い」

　スタークが意味がわからんという顔で答えて来た。

「……そう？　腕とか疲れるからかな？」

　理由……それくらいしか思いつかない。確かに無くてもどうにかなる。お湯はザバザバかけ流されているので減る心配もないのだ。

「大丈夫だよ、俺が流してあげるから。ほら、頭から流すから目をつむる」

　タイラーが湯を桶に汲くんで待ち構えている。タイラーの過保護病が進行する様な事を言ってしまったかもしれないと、質問した事を少し後悔した。

「でもさー、これで色んな問題も一応解決、かなあ？　人族がこれで諦あきらめてくれると良いんだけどねー」

「そうだな。人族が船で上陸した場所の調査が終われば、とりあえずは安心だな。調査はシャチ族で請け負うそうだ」

　ネイサンとスタークが頭を泡だらけにして真面目に話している姿は、なかなかシュールだ。

　今日こそはタイラーの髪を洗うのだと使命感に燃えた俺は、タイラーに髪を泡だてられながらその鈍にび色いろの金の頭髪を睨にらむ。

「チトセ……どうした？」

　タイラーが戸惑った様に尋ねてきた。

　つい数時間前なのだ。

　あの戦いの後の余韻の中、森で姿の見えないタイラーとスタークを、ネイサン達と必死に探していた。

　なんでもない、ありきたりの日常が、今ここにある幸せを１人嚙かみしめる。

　この世界で生きていくということは、こういう危険にも立ち向かわなくてはいけないのだ。その事実に、事が終わってから気づき、今更ながら指先が冷えてくる。

　俺は小さく震える手を強く握りしめると、口を固く結んだ。

　そうだ。今を、今を大切にするんだ。




　タイラーに自分の頭を濯がれると、俺は万全の態勢でタイラーの洗髪に取り掛かった。ワシワシと頭皮をマッサージしながら、柔らかい金髪を丁寧に洗う事に集中する。




「明日はどうする？　隊の仕事はまだ残ってるの？」

「午後にでも砦に顔を出せばいいだろう。今回はルーカス達が来ているからな、俺はもう用済みだよ」

　ネイサンの問いに、スタークは笑いながら答えている。

「ねえタイラー、久しぶりに実家に顔出したら？　チトセを紹介しないとでしょー。多分、大丈夫だよ。きっと良い方に向かうから行っておいでよ」

　ネイサンは何か予言めいた事を言って笑った。

「どちらにせよ、一度顔を出しておけよ。ここまで来て挨あい拶さつしなかったら後で何言われるかわからんぞ」

　スタークも頷うなずき、後ろ向きな理由で帰省を勧めている。

　背後から洗髪しているのでタイラーの顔は見えないが、快諾する雰囲気ではない事は確かだ。

「タイラー、頭流すよ」

　俺が声をかけると、タイラーは自分で桶を持ち髪を濯ぎ出す。……俺は、もう桶は持たせて貰えない気がしてきた。

　その後、３人に寄ってたかって身体の中まで洗われた俺は、湯船に浸つかる頃ころには精も根も尽き果てたような有様で、タイラーに抱きかかえられての入浴と相成った。

　ネイサンが湯船で身体を伸ばし泳ぐようにして遊んでいるのを、俺は恨めしげに横目に見る。元気そうで何よりです……。

「じゃあ、明日は夕飯の時に待ち合わせねー。先に帰った方が部屋で待ってればいいよねー？」

「多分俺達はすぐに戻るから、もしかすると散歩でもしているかもしれない。部屋に声をかけるよ」

　タイラーは、ぐったりとした俺に頰擦りをしながらネイサンの問いに答えた。俺はもう彼のなすがままだ。

　それを見たスタークは、俺達２人の顔を舐なめ、『お先に』と笑いながら風呂場を出て行く。ネイサンもタイラーに軽くキスをしてスタークを追いかけて出て行った。

「俺達も、そろそろ出るか」

　そう呟つぶやいたタイラーに抱えられたまま、俺達も風呂場を後にした。




　　　　＊




　部屋に戻るとベッドに降ろされた俺は、そのままタイラーからブラッシングを受けた。

　太めのブラシに頭皮を刺激されて良い心ここ地ちだ。

　段々と細かい毛のブラシに持ち替え、丹念に髪を手入れされていると、初めにタイラーにブラッシングされた時の事を思い出して独り笑った。

「チトセ、どうした？　どこかくすぐったいのか？」

「んーん、気持ち良いよ。幸せだなって思ってさ」

「……そうか、ならいいんだ。チトセの髪も伸びたな……。もうすぐ結わえるから、似合う髪かみ紐ひもを見つけよう。何色が好きか？」

「緑かな……青もいいな」

　俺はそう答えながら振り向き、タイラーの髪に手を伸ばした。

　ブラシを手に取り髪にあてながら、手触りを確認する。相変わらず、柔らかく触り心地の良い髪だ。

　ブラッシングを終えると、タイラーの首に腕を回し唇を合わせた。彼は俺の背中を支えると、ベッドに倒れ込み２人で横になる。初めは重なるだけだった唇も、タイラーに食べられるように覆われ、その隙間から舌を差し入れられた。

　彼の柔らかい舌が、俺の力が抜けた舌の根から先までをゆっくりと舐ねぶり、また引き返して行く。

　俺は目を閉じて温い快感に身を任せた。

　ただひたすらに優しく口内を舌であやされていると、ひたひたと眠りの足音が聞こえて来る気がする。

　俺はトロンとしてきた目を薄く開いて、間近にあるタイラーの瞳ひとみを覗のぞいた。そこに愛いとしい者を見る様な慈愛に満ちた青い揺らぎを見つけ、小さく笑みをこぼす。

　俺は、安心して瞳を閉じた。




　　　　＊




　目が覚めると、部屋に差し込む光がだいぶ高い事に気づく。もう昼近いのではないだろうか。

　昨日きのうの長い長い一日を思い出し、抱き締められた腕の中で彼が側そばにいる幸せを嚙みしめた。

　よく休んで欲しい、俺はタイラーの顔を眺めながら、息を殺して彼が目覚めるのを待つことにする。

　目ま蓋ぶたがピクッと動き、手の平が何かを探す様に俺の背中とシーツを探る。じっとしていると、両腕で俺を囲い、確認する様に抱き締める力を強めてきた。

　タイラーの満足そうな溜ため息いきが耳を擽くすぐる。

　どんな愛の言葉より、このタイラーの仕草が、何よりも俺を愛していると伝えてくれる気がする。ジンワリと温ぬくもりが胸に染み込んできた。

　俺は我慢出来ずに、タイラーの唇に自分のそれを寄せ、スリスリと合わせて柔らかな感触を楽しんでいると、彼が笑ったのが息から伝わってくる。

「……おはよう、いい夢を見た気がするよ」

　タイラーが薄っすらと目を開いて呟き、口付けを深いものに変えた。







　ベッドから出た俺達は、寝ている間にしっとりと湿った身体をシャワーで流した。サッパリとした気分で窓を開け放つと、爽さわやかな海風が部屋を通り抜ける。

「チトセ」

　ベッドに座ったタイラーが、ブラシを持って俺を誘う。俺達の、穏やかな日常がここにあった。







　朝食兼昼食を宿の食堂で頂いた後、俺達は街に出た。

　山側にある、白い石造りの立派な一軒家の前でタイラーは立ち止まる。ここがタイラーの実家だろうか、花壇の花もよく手入れされ、素敵な佇まいのお家だ。

　タイラーは、深呼吸をしてからノックをして扉を開けた。

「お久しぶりです。タイラーです」

　タイラーは、実家に顔を出すにしては随分と硬い挨拶をする。

「兄さん……久しぶりだな、入って」

　タイラーの弟だろうか、どこと無くタイラーと似た、アッシュブロンドの優しげな若い雄が出迎えてくれた。全体に白っぽい印象で、タイラーよりよっぽどホワイトタイガーらしく見える。

　中に入ると、奥にいた雄の獣人がタイラーを一いち瞥べつして顔を背けた。同じくアッシュブロンドの髪の６００歳を越した辺りのトラの獣人だが、もしかして父親だろうか。

　どうらや歓迎されていない様子だ。何故なぜだろうかと疑問に思うが、俺は黙ってタイラーの後ろに立っていた。

「よく来てくれたわね、こちらに座って頂ちよう戴だい。そちらの方も、どうぞ」

　微笑ほほえんだ時の目め尻じりの皺しわがタイラーによく似ている……お母様だろうか。

　プラチナブロンドの髪が美しい雌のトラの獣人が玄関ホールを抜けた場所にあるダイニングに招いてくれた。

「隊のお仕事で帰ってきたのかしら？　いつ着いたの？　つい一昨日おとといまでドリスは戦があって騒がしかったのよ？」

　タイラーが戦に参加した事を知らない様子で話しかけてきた。タイラーから家族は無事だと聞いていたが、家族に挨あい拶さつには来ていなかったみたいだ。

「……何か用があるのか？」

　父親らしき人が奥から座ったままタイラーに言う。

「……ここはタイラー兄さんの家でもあるんだ。実家に顔を出すのは当然じゃないか」

　タイラーの弟がとりなすように言った。

「……そうか。なら手短に済ませよう、話は何だ」

「あなた、お客様の前ですから……」

　なんだかぎこちない空気にタイラーを窺うかがうと『すまない』と視線で伝えてくるので、タイラーが謝る事はないと、俺は小さく微笑んで伝えた。

「今日は紹介したい相手がいるので連れて来ました。チトセと言います」

　タイラーの母親は雌のトラ族でナタリー、弟もトラ族でビクターと言うらしく、きちんと自己紹介をしてくれた。……父親以外は。

「紹介……番か？　トラ族では無いようだが、まあ雄なら問題はないか。何族なんだ？」

　父親はこちらを睨にらむようにして観察している。

「……この家には関係ないが、ヘルムラインとしてはそれくらいは知っておくべきだろう。タイラー、答えなさい」

「チトセは、ユキヒョウ族です」

「ユキヒョウ……？　まさか、生き残りがいたのか。そうか……」

　俺の全身を不ぶ躾しつけに眺めると、ややあってからひとり納得した様に頷うなずいた。

「いいだろう。希少種族の保護も大切な責務の一つだ。きちんと務めを果たせ」

「あなた、今はその様なお話ではないです。タイラーは番を……」

「番など、ただの口約束だ。大切なのは、責任を果たす事だ。わかっているだろう？」

　父親は硬い表情で母親を責める様な口ぶりで言い放つ。

　タイラーが椅子から立ち上がり、別れの挨拶をしようとすると、母親はタイラーを引き止めた。

「タイラー、待って。久しぶりなのよ、お茶でも飲んでいって頂戴。チトセともお話ししてみたいわ。少し待っていてね」

　そう言い残すと、台所に姿を消してしまった。

　タイラーと俺は仕方なくまた席に座り、俺は失礼にならない程度に部屋の中を見ると、ずいぶんと綺き麗れいにしてあり、家具もアンティークの価値がありそうな物が多い様に思う。

「……チトセと言ったか。タイラーの番になるなら知っておいた方がいいかもしれんな。後から聞いて嫌な思いをさせるのは、私としても本意ではない」

　チェストの虎の彫刻を眺めていると、父親に話しかけられた様だ。

「父さん、やめてくれ。今話す事じゃないだろう？」

　ビクターが鋭い声で父親の言葉を遮ろうとしている。

「そのうちにわかる事だ。他人から聞く前に知らせるのが親切と言うものだ」

　タイラーの父親はテーブルに肘ひじをつき、此方こちらを向いて話し出した。

「タイラーが白い毛をしているのはご存知だろう？　私達夫婦は、２人とも金毛だ。そしてそちらにいる息子もだ」

　父親はビクターを顎あごで示し、タイラーを冷たい目で見遣る。

　３人とも獣身が金毛だからどうしたと言うのだろうか？

　俺が首を捻ひねっていると、タイラーの父親が此方を見て苦笑いをした。

「どうやらおわかり頂いてないようだな。金毛の二親からは、白は生まれない。……私の言いたい事はわかるかい？」

「え？　どうして生まれないんですか？」

「決まっている。生まれた事がないからだ」

　俺は昔新聞で読んだ、白人の両親から肌の黒い子供が生まれ母親が浮気で訴えられ、ＤＮＡ鑑定をしたらその両親の子供だと証明されたという事件を思い出した。

「それは……今まで何人くらい白い毛の方はいたんですか？」

「……遡さかのぼれば10人ほどだろうな。白からしか白が生まれないのは常識だ」

　遡っても10人……随分と数が少ない。例が少ないとそういう事もあるんだろうと思う。ああ、白毛は劣性遺伝で金毛が優勢遺伝になるのか。

　……もしかすると話に聞いた、ドリスを数百の人族から守った２頭のトラ族というのは、ホワイトタイガーなのかもしれないと思った。

「白い毛の方はそれだけですか？　少ないですね……。ご両親の血縁には他に白い虎の方はいましたか？……タイラー、紙とペン出してくれる？」

　タイラーは戸惑いながらも、ポケットから出して渡してくれる。

「ああ。ドリスはホワイトタイガーが護まもる土地だからな。ヘルムラインには親や親しん戚せきにもちろんいるに決まっている。……俺の父も白い虎だ。ナタリーの父もだ」

　自分の父親の事を話す時だけ顔を顰しかめたのが見えた。

　白い虎が親にいないと白い虎は生まれない……両親が金毛で、その祖父は白毛。

　もしかして……この話ぶりからいくと、タイラーの父親は、妻の不貞を疑っているのだろうか？　この貞淑そうなタイラーの母親が？

　ありえないと思うのは俺だけではないはず。もし疑う理由が毛色だけなら、なんて馬鹿馬鹿しく悲しい勘違いだろうか。

「今、タイラー以外にホワイトタイガーはいますか？」

　タイラーを誰だれとの仔だと思っているのか。もしかして、ナタリーの家族以外だとすると……。

「今は、ナタリーの兄とその息子だけだ。俺と彼女の父親はもう亡くなっているが、妻の家族以外では……俺の父だけだった」

　どうやら、俺の嫌な想像が当たりの予感だ。やはり自分の父親と妻の不義を疑っている様子に見える。

　しかし絶対に白い毛の仔が生まれないと思い込んでいるなら、そう考えてしまって疑いを晴らす事も出来ないのかもしれない。気の毒な思い違いだろう。

　……まさかそんな疑惑がタイラーの家族にあったのか。

　しかし……金毛と金毛から白は生まれない？　そんな事は無いはずだ。俺は、懐かしのメンデルの法則を記憶の中から引っ張り出した。

　きっと雄と雌の交配なら、向こうとそう違わないだろう。小声でタイラーにお願いして、紙に金と白の文字を書いて教えてもらう。

　ふむ、こう書くのか……俺はその紙に、メンデルの法則の計算式に金と白を当てはめて計算した。

「白が劣性として……えっと……金金×金金＝金、金金×金白＝金、白白×金金＝金、金白×白白＝金、白、白白×白白＝白、金白×金白は……金金、金白、金白、白白になるから、金毛のタイラーのご両親からは、計算では……４分の１で白が生まれます。今まではたまたま生まれなかっただけかと思いますが……。白い毛の方の絶対数が少なかったので、仕方ないのかもしれませんね」

　俺は紙をテーブルに示し説明する。

「この表は……？　こんな計算、見た事ないな……」

　俺は弟に請われるまま、わかりやすくもう一度説明した。テーブルに着いている面々は、無言で何かを考えている様だ。

　メンデルはこちらにはいなかった筈はずだから、根拠を問われると説明に困る。……申し訳ないがユキヒョウ族の知識という事で説明しておこう。

「私達一族に伝わる知識です。雄と雄の番には適応されませんが、雄と雌から産まれる仔の毛色の確率はこの計算で割り出せます」

　俺は表を父親に向けて見せる。

　タイラーの父親は黙ってじっとその紙を見つめていた。







　台所からカチャカチャと食器の擦れる音が近づいてくる。

「お待たせしてごめんなさいね」

　ナタリーがお茶を持ってきてくれた様だ。

　俺は茶器を受け取ると、温かい紅茶に似たお茶を楽しむ。オレンジペコ的な優しい香りだ。

「美味おいしいです、ありがとうございます」

　俺がお礼を言うと、嬉うれしそうに頷うなずいてくれた。

「ドリス産の茶葉なのよ。お母様がお好きだったの」

　彼女は昔を懐かしむ様に微笑ほほえむが、その表情がふと哀かなしげに変化した。

「……ナタリー。お前は、父とは……」

　タイラーの父親が呟つぶやく様に口にした言葉に、ナタリーは諦あきらめた様に笑った。

「お父様は、お母様を愛していらっしゃいました。……あなたには何を言ってもわかっては頂けない様ですから、……もうこの話は止めましょう。終わりです」

「ナタリー……」

　父親が何か言いかけたが、思い止まった様に口をつぐむ。タイラーが産まれてから３００年だ。

　３００年父親は疑惑に苦しみ、母親はありもしない不貞の疑いを受けて来たのだろう。

　離婚の無い番のシステムは、信頼を無くした途端に不幸な足あし枷かせになる。

　タイラーが番う事に及び腰になる理由が、少しだけ理解出来た気がした。

　今更何か変わる訳でもないだろうが、どうしても言わずにはいられなかった……お節介が過ぎただろうか。

　俺としては、たとえ夫婦間に何かしらの疑いがあったとしても、子供であるタイラーには何の責任も感じられない。この父親の態度は人として如何なものかと思ってしまう。

　俺は、横にいるタイラーの声をずっと聞いていない気がして心配になった。

　気になって彼の顔を覗のぞくと、表情が固まったまま父親の手元にあるメンデルの計算式を凝視している。顔の前に手の平を翳かざしてみるが、全く動きがない。

　ビクターを見て首を傾かしげると、彼は一瞬だけ泣き出しそうにクシャッと顔を崩したが、そのまま笑顔を作り俺に笑いかけた。

「チトセ、兄さんをよろしく頼む。今度は夕食を食べにきて欲しい。母さんの料理は美味うまいんだ」

「ええ、いつでもいらしてね。チトセは嫌いな食べ物はあるの？　タイラーは……よく知らないのよ。今度タイラーの事を教えてくれると嬉しいわ。タイラーは何も話してくれないから」

　ナタリーは寂しそうに笑って言った。

「あら、それはなあに？」

　机上の表を見て不思議そうな顔をしたが、ビクターが『後で説明するよ』と言って会話の続きを促す。

「母さん、多分兄さんは戦いに出ていたよ。噂うわさを聞いたんだ。ヘルムラインのトラ族が前線に出ていたって。兄さんの事だろ？」

「そうなの、タイラー？……怪け我がはない？　大丈夫なの？」

　急にオロオロとタイラーの身体からだを確認し出した。

　居い心ごこ地ちが悪そうにしていたタイラーは急に立ち上がると、退出の挨あい拶さつをして足早に玄関に向かう。

「タイラー」

　俺が呼び止めると立ち止まり、追い付くのを待ってくれた。

「お邪魔しました。お会いできて嬉しかったです」

　俺が戸口で挨拶をすると、ナタリーとビクターが送り出してくれる。

「またいらしてね。お待ちしているわ、チトセ。タイラー、いつでも帰ってきていいのよ」

「兄さん、また来てくれよ。チトセも、今度はゆっくりして欲しい」

　２人の声を聞きながら、タイラーは小さく頷いていた。







　タイラーの実家から宿までは下り坂になる。『白銀の鱗うろこ亭』の瀟しよう洒しやな看板が見える所まで歩いて来ると、タイラーが口を開いた。

「チトセ、あの紙に書いた計算式は確かなのか？　もしかして、チトセがいた場所の……」

「うん。俺のいた世界では、皆が学校で習う内容だよ。昔いたメンデルって人が見つけた法則で、ちゃんと根拠も立証されている理論だから間違いない。獣人に当てはまるかはわからないけど……多分変わらないと思う」

「そうか、チトセが言うなら間違いないだろう……。俺は、あの父親の子供かもしれないんだな」

「うん、そうだよ。彼等はタイラーのご両親だと思うよ」

　俺が頷いてみせると、タイラーは砦とりでの向こうに広がる海を眺めて眼めを細める。

「そうか……。チトセ、腹が減ったな。夕飯は何にするか？」

　彼は、地に足が着いた男らしい笑顔をこちらに向けた。
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「でもさー、ドリスって本当に食べ物が美味しいよねー。タイラーは前から味にうるさかったけど、今なら理由がわかるよ」

「ああ、本当だな。人族の事を考えると危険な場所なのに、何故か赴任地として人気があったのは、料理が美味いからだな」

　夕食は、スタークのリクエストで、イワシの看板のお店に再訪することになった。

　スタークとネイサンの話に耳を傾けながら、オイルサーディンに舌鼓をうつ。

「間違いないねー。俺、もう焼いただけの肉で満足出来る気がしないよー。どうしよう、郷で生きていけない身体になってしまったかも！」

「自分で料理すればいい。ネイサンの作る飯は美味いぞ。それにチトセにあの薬草塩を貰もらえば大丈夫だ」

　ネイサンはバッとこちらを見て目を輝かせる。薬草塩……きっとシーズニングソルトの事だろう。

「チトセ！　ちょうだい！」

「はいはい。いくらでも差し上げます。それよりネイサン、作り方教えるからアレンジしてみてよ、種類が多い方が楽しそうじゃない？」

「いいねー！　２人で売り出そうか！」

　ネイサンはスタークに皮算用の算段を話し出した。

　タイラーはネイサンのハシャギっぷりを温かい目で見ながら、

「確かに、薬草を売る時に一緒に紹介してみてもいいかもしれないな。……ドリスは塩が安いから、仕入れておくのも良い」

　何故か乗り気の様子である。

　ネイサンが『さすがタイラー、話がわかる！』とテーブルの上の手を摑つかみ、握手をしている。

　……何か、忙しくなりそうな気配がする。

「そういやタイラー、チトセ連れて実家に顔出したのか？　なんか、その割には大丈夫そうだな、落ち込んでるんじゃないかと思ってたんだが」

　どうやらスタークは、タイラーの家の事情を知っていた模様だ。

「ああ、行ってきた。チトセがな、そこで面白い話をしてくれたんだ」

　タイラーが紙とペンを出してきて、同じ説明をする様にと強請ねだってくる。

　……まあ、説明する位は問題無いのだが、余計なお世話を焼いてしまった事が露見してしまうではないか。俺は渋々メンデルの法則を説明した。

　説明を終えて皆の顔を窺うと、眉み間けんに皺しわを寄せて固まっている。まるで実家にいた時のタイラーの様だ。

　暫しばらくして、はじめに顔を上げたのはネイサンだった。

「……やっぱり俺の勘は間違ってなかった！　凄すごいよ！　チトセでかした！」

　ネイサンがスタークを横から抱き締めてブンブンと揺らしている。スターク、大丈夫だろうか、気分が悪そうにみえるのだが……。

　揺らされていたスタークは、ネイサンの手から逃れると、表を手に取りジッと眺めている。

「タイラー、良かったな……。お前が気にする事はもう何も無い。もともとタイラーに非は無いんだ、後はあの頑固親おや父じ自身の問題だな」

　スタークはタイラーの髪をグチャグチャに混ぜて、本当に嬉うれしそうな顔をした。

「チトセ、よく教えてくれた。時間は戻せないが、これから生きて行く上でタイラーには大切な事なんだ。ありがとう……」

　なんと、スタークが涙ぐんで俺に頭を下げて来る。

「スターク、やめてやめてやめて！　俺はお節介焼いちゃっただけなんだ。お礼を言われる事なんて何もしてない！」

　スタークの下げた頭を持ち上げようと、両手を出してグイグイ押した。

　持ち上がらない頭に焦り、タイラーに助けを求めると、彼はネイサンと２人で笑っている。

　寛いだ様なとても綺き麗れいな笑顔だ。

　俺はスタークの頭を摑んだまま、タイラーの笑顔に見み惚とれてしまった。

「実家の事はもう良いんだ。俺の中で決着が着いた。これからも何も変わらないよ、ずっとチトセと一緒だ」

　タイラーは俺の手を下げさせると、顔を頭に寄せて頭頂部にキスをする。

「すいませーん！　葡ぶ萄どう酒を４杯追加お願い！」

　ネイサンのオーダーの声が店内に響いた。

　俺達の楽しい夜はまだこれからだ。







　昨晩は結局３軒もハシゴをして、皆へべれけになっていたが、笑いが絶えない楽しい時間だった。

　しかし、前にも思ったが、トラ族とは酒豪ばかりなのだろうか……３人とも驚く程によく飲んだ。

　俺が鈍く痛む頭で目を覚ますと、タイラーは既に起きていた様で、涅ね槃はんのポーズでこちらを眺めている。







「おはよ、……お水もらえるかな？」

　掠かすれた声で言うと、タイラーは真剣な顔で頷うなずき、直ぐさまコップに水を入れてくれた。二日ふつか酔よいに効く丸薬も渡してくれる準備の良さに溜ため息いきが出る。

　俺は立ち上がり、アルコールの匂においを落とす為ためにシャワーを浴びようと思った。

「チトセ、下の風ふ呂ろに行かないか？　朝の風呂も気持ち良さそうだ」

　……悪くない。タイラーの提案に乗り、俺達は一階のロマン風呂に向かう。

　風呂場に着くと、サッと身体を流して湯船に浸つかる。思わず『ゔー』っと溜め息混じりの声が出て、それを聞いたタイラーはクスクスと笑いながら俺の肩を揉もんでくれた。

「タイラー、今日はどうする？　何か予定はあるの？」

「ルーカスの様子を見に行こうと思うがどうだ？　ついでに帰りは街を少し歩こうか」

　俺は湯で顔を濯ぎながら頷き、了承の意を示す。

　ルーカスは腹を斬られてはいたが、傷は浅く２～３日休めば問題無いとランドンが言っていたはずだ。もう診療所を出る頃ころだろうか。

　丁度良い加減の湯にじっと浸かりながらジワジワとアルコールの匂いの混じる汗を流していると、タイラーが俺の下半身に手を伸ばしてきた。

　ゆっくりと俺の雄を揉む様に愛あい撫ぶをしてくる。

「タイラー……どうしたの？」

　振り返りながら尋ねると、タイラーは俺の耳に口付けて囁ささやいてきた。

「久しぶりにチトセの精が飲みたい。……いいか？」

　質問の体ていを取りながらも、その手の動きはもう、俺をどうするかは決めている様だ。

　背後から抱き締められ、身体中を舐なめる様に這はい回る彼の手を止める事は難しい。

　俺は全身の力を抜いて、タイラーの逞たくましい胸に背中を預けた。

　湯の中だからだろうか、ゆったりと焦らす様な手の動きに思わず腰が揺れる。タイラーは小さく笑い、俺を持ち上げて浴槽の縁に座らせると、下半身に顔を寄せてきた。

　俺の雄の匂いを嗅かぎ、目を細め口角を上げる。彼は竿さおに頰擦りをして感触を楽しむ様にした後、その下の双球を口に含んだ。転がす様にされると、タイラーを挟んでいた両脚の力が抜けて更に脚が開いて行ってしまう。

　タイラーは俺の片足を持ち縁に足を掛けさせ、少し浮いた腰の下に手を入れて後孔をマッサージする様に優しく揉み、少しずつ探る様に指を入れてきた。

　少し入っては抜け、もう少し入っては、また抜ける。ゆるゆるとした指使いに熱い溜め息が出てしまう。

「はぁ……タイラー、気持ちいいよ……」

　俺が囁くと、タイラーは嬉しそうに微笑ほほえみ、孔の周りをぐるりと舐めて濡ぬらした。

　彼は左手を俺の腰に回し、後ろに倒れない様に俺の身体を支えると、指を２本に増やしながらゆっくりとした動作で陰茎を口に含んだ。

　唇を窄すぼめ吸う様にしながら根元まで一気に納め、裏筋に舌を這わせてぬるぬると舐める。腰が痺しびれるような快感につい下腹に力が入ると、タイラーの指を食い締めるように孔内が狭まった。

　ギュッと圧がかかっただろう指を捻ねじりながらゆっくりと抜き、指を増やしてまた捩ねじ込む様に奥まで入れられる。

「うぅぅ……うぅん……」

　俺の口からは絶え間なく鼻にかかった甘える様な声が出てたらしく、風呂場に反響する音でその事に初めて気がついた。

　今の俺の顔はどんなだろう、湯で髪も顔も濡れているはずだが、口元から顎あごに流れて行くのはそれだけでは無いのが自分でもわかる。

　タイラーにはどんな顔でも隠す必要は無いが、俺は今とてつもなく感じ入った表情をしているのではないだろうか。

　タイラーは上目遣いで俺の顔を確認して目を細めると、小指までを添えて４本の指を孔に押し込んだ。

　後孔に重い快感が走り、入口の括約筋が限界まで開かれた様に感じて視線を落とすと、彼の長い指の殆ほとんどが俺の胎内に消えているのが見える。

　さすがに指の付け根までは入らない様だが、孔内で指を擦る様に動かされると、下腹が指の形に少し盛り上がる。

　俺がその景け色しきにヒュッと息を吸い込むと、タイラーは顔を大きくスライドさせて陰茎への愛撫を強くした。

　分厚い舌で巻く様にして雄を舐ねぶり、窄めた唇で竿を擦り上げる。亀頭の先がタイラーの喉のどの柔らかい場所に当たり、堪たまらない感触に腰が前に出てしまう。

「タイラー、タイラー……あぁ……もうすぐ、出るよ……」

　俺が言うと、彼は視線をこちらに向け瞬きで『わかっている』と伝えてくる。

　タイラーが音をたて口こう淫いんのスピードを増すと、快感が階段を駆け登る様に背筋を上がって行く。

「ハァ……ァァ……、ッァァァァアアッ！」

　タイラーに片脚を巻きつけ、頭を抱き込む様にして射精の快感を享受する。ビクッビクッと痙けい攣れんする様に腰が数回揺れた。

　タイラーは何回かに分けて喉を鳴らし、俺の残ざん滓しまでを吸い上げている。ゆっくりと後孔から指を抜き去り、陰茎を口から出すと、何を思ったか俺の亀頭の先を親指で擦り出した。

「タイラー、もう、イッたから……ねぇ、放して……」

　俺が囁くと、タイラーは俺を片手で抱き上げ、そのまま後ろの洗い場に俺を優しく倒す。タイラーの指は相変わらず俺の亀頭を擦り続け、俺は止めて貰もらおうと彼の手を外そうとした。

「チトセ、大丈夫だよ。もっと気持ち良くするだけだ。ほら、じっとして……」

「タイラー、止めて、止めっ……」

　一度射精をした陰茎を擦られ続け、過度の刺激に耐え切れずに悲鳴じみた声が出る。倒されて胸を片腕で押さえられている俺からは、彼がどんな表情をしているかを窺うかがう事は出来ない。

　その間にもタイラーは、ひたすらに俺の亀頭を擦り続ける。

　そうされている内に、段々とムズムズとした尿意の様な、それとも違う初めて感じる何かが陰茎を上り始めた。

「ダメッ、ダメだよ、タイラー、出ちゃう、何か出ちゃうよ……！」

　俺は必死に抵抗するが、彼に優しく押さえられたはずの上体はビクとも動かない。

「いいよ、出してごらん……。我慢しないで、ほら、出したら気持ち良いよ……」

　タイラーの声が聞こえてくる。

「ダメッ、ダメッ！　ァァアアアアア!!」

　我慢し続けた尿が一気に放出したような、しかしそれとも違う強い感覚に身体が支配され、ピンと伸びた両脚がブルブルと震える。

　ビュッ、ビュッと断続的に何かが出ている間も、陰茎への刺激は容赦無く加えられ、俺は悲鳴をあげて悶もん絶ぜつする。水が跳ねる様な音がして、しばらくすると何かが出なくなり、やっとタイラーの手も止まった。

　身体が弛し緩かんして、力が入らない。

　タイラーは俺の下半身に垂れた何かをピチャピチャと舐めると、満足そうな唸うなり声を出して此方こちらに顔を向けた。

「チトセ……可愛かわいかったよ。余計な身体の力が抜けただろう？　楽にしておいで」

　そう言うタイラーの瞳ひとみに獰どう猛もうな光が宿り、俺の焦点が合わなくなっている目や、唾だ液えきに濡れてだらしなく開いた口を眺めているのを感じる。

　彼は微かすかに笑い俺を抱き起こすと、今度は自分が洗い場に寝転び、俺をうつ伏せにして自分の上に乗せた。口元の唾液を舐め取られ、臀でん部ぶを両手で摑つかまれると弛緩した後孔に指を左右２本ずつ突き入れられる。

　タイラーはギンギンに勃ち上がった自分の雄に柔らかくなった俺のそれを擦りつけ、後孔に入れた指で俺を揺すった。

　俺は余りの仕打ちに悲鳴をあげて身体を捩よじるが、タイラーの腕の動きは止まらない。それどころかどんどん速さを増して行き、……遂に俺の意識はブラックアウトした。
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　俺は今、もそもそと魚介のリゾットを口にしている。タイラーが機嫌をとる様に優しく話しかけてくるが、ひたすら無視を決め込んでいる。

　……別にタイラーの行為が嫌だった訳では無い、むしろ……いや、どんな顔をして良いかわからないのだ。

　風ふ呂ろ場ばで意識を失くしたらしい俺は、知らない内にタイラーに部屋に運ばれ、ベッドの上で気がついた。

　始めは何があったのかわからずにポヤっとしていたが、何故か重い身体に、徐々に風呂場での出来事を思い出して泡を吹きかけた。

　直ぐにネイサンが扉をノックする音で自分を取り戻し、出かける準備をして食堂に向かい、……そして今に至る。

　恨めし気にタイラーの顔を見遣るが、目が合うとタイラーは嬉うれしそうにして、甘い表情で微笑んでくる。

　ネイサンとスタークは俺達の様子を見て顔を見合わせていたが、スタークはその場でスンスンと鼻を動かしてニヤッと笑った。直ぐに余所よそを向いて、お皿の上のステーキをフォークでつついている。




「チトセ、どうしたの？　二日ふつか酔よい酷ひどいの？」

　ネイサンが気遣わしげに聞いてきたが、二日酔いの事など今の今まで忘れていた。

「……大丈夫。リゾット美味おいしいよ」

「そう？　ならいいんだけど……。あ、これからルーカスのとこ行くんだけど、チトセも行ける？」

「うん。ルーカス心配だし、顔見たいかな」

「よし！　じゃー、食べたら直ぐに出かけようねー」

　ネイサンの明るい声で、皆それぞれの思いを胸に食事を再開した。







　山側の診療所は、宿から真まっ直すぐに坂を降りた場所にある。宿の食堂でお願いしてサンドイッチを作って貰い、看病をしているランドンへの差し入れにした。

「こんにちはー、ランドンいる？」

　ネイサンが診療所を覗のぞくと、奥の部屋から声を聞いたランドンが顔を出した。

「ネイサン、それから皆も。見舞いにきてくれたのか？　ルーカスが退屈してるから喜ぶよ」

　俺達は奥の部屋に通されると、そこには３人のトラの獣人がベッドで休んでいる様だが、皆軽い怪け我がらしく思い思いに寛いでいた。

「スターク、皆も、よく来てくれた。明日にはここを出られそうなんだ。もう今日にでも出たいんだが、医師が首を縦に振らないんだ……」

　ルーカスは俺達を見てパッと明るい顔をするが、話し出して徐々に表情が険しくなる。彼は案外せっかちなのかもしれないと思いながら、お見舞いの言葉を口にした。

　ランドンの話では、明日診療所を出て宿に泊まり、明後日あさつてには郷に戻る為ためにドリスを発たつそうだ。

「明後日か……俺も一度郷に戻る必要があるな、一緒に戻るかネイサン。どうだ？」

「タイラー達はどうするのー？」

「俺は山の家に行こうかと思う。今年の冬行かなかったからな……。チトセ、いいか？」

「うん、構わないよ」

　タイラーの山小屋には行ってみたかったのだ。断る理由はない。

「そっかー。そしたら、俺達は郷に戻るか。山から下りてきたら郷に寄ってねー、約束だよー！」

「わかった、必ず寄る」

　タイラーがネイサンと約束している。俺も、また皆に直ぐに会えそうだ。

「すみません、あの、ヘルムラインの家の方ですよね？」

　隣のベッドから話しかけられ、皆がパッとそちらを向いた。

　茶色の髪をした雄のトラの獣人で、年はルーカスと同じ位だろうか、脚を負傷しているらしい。

「……ヘルムラインがどうかしたか？」

　スタークがずいぶんと平らな声で答えると、そのトラ族は嬉き々きとして言った。

「やはりそうですね！　今回の戦いにはヘルムラインの方々が出ないと聞いて心細く思っていたのですが……やはりドリスを守るホワイトタイガーの一族です！　戦いぶりには街の皆も、初代の再来かと感激しました。俺も北の森にいたんです、助けていただいて……」

「タイラーは、郷から隊の依頼で戦闘に参加したのだ。ドリスのヘルムラインとは関係はないと考えてもらいたい」

　スタークが言葉を遮る様に言った。

「そんな……これからもドリスを守って下さるんですよね？」

「いや、俺はドリスの者ではないからな。ここにはたまたま寄っただけだ、隊からの任務があればまた来るかもしれないが」

　タイラーは申し訳なさそうに答えている。

「ドリスの守りにはドリスのヘルムラインがいる。そう其方そちらの理想を押し付けてやらないでもらえるか」

　ルーカスが諭す様に言うと、茶色の髪の獣人は不満そうな顔を隠そうともしない。

「ドリスを捨てるんですか……そんな、無責任な……」

　茶色の髪の獣人が言い募ろうとすると、ルーカスが急に質問をし始めた。

「君はドリス生まれか？」

「はい、ドリス生まれでドリス育ちのトラ族です！」

「君は、君がヘルムラインと呼んだこの彼の名前を知っているか？　今までに街で見た事はあるか？」

「いえ……名前までは。北の森で活躍したヘルムラインの方だと思い……今までお会いした事が無いのが不思議です」

「何故なぜ、見た事が無いかわかるか？」

「たまたまですかね……でも、名前も聞いた事がないのは、そう言われてみれば……」

「ドリスのヘルムラインの家の雄の名前は知っているんだろう？」

「はい、今は４人いるはずです……あれ？　そちらの方のお名前は……？」

「……わかったか？　彼はドリスのヘルムラインではない。郷で育ったんだ、彼の故郷はドリスではないのだよ。そんな彼が何故ドリスを守るんだ？」

「それは……。ヘルムラインとして……」

「ヘルムラインとして何だ？　彼を故郷でも無い街に縛り付け、一生を捧ささげろと？　何のために？……私はトラ族の長おさの息子ルーカスだ。私にその理由を教えてくれないか」

　ルーカスの言葉に、茶色の髪の獣人は黙って眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……そろそろ行くか、何か空気悪いしな。ルーカスありがとな、明日宿で会おう。ランドン、ルーカスを頼むぜ」

　スタークがパンパンと手を叩たたき、お開きの合図をした。

　ルーカスも郷で育ったタイラーの生い立ちには思う所があるのだろう、長の家族がタイラーに好意的なのは本当に心強い。

　俺達は、明日の夕食の約束をして診療所を出た。




　　　　＊




「塩を見に行かないか？」

　タイラーの一言にネイサンが賛同し、皆で塩市場へ向かう。

　ドリスでは塩の生産が盛んで、シュレイクスなどの内陸の街に比べるとかなり安く手に入るらしい。ネイサンがウキウキとしながら俺の前を歩いている。

「さすがドリスだね、街に活気がある。俺はシュレイクスの都には行ったことないけどこんな感じかなー？」

「少し違うな。ドリスの方が小さいが、ギュッとまとまってる感じだ。食い物もこっちの方が旨うまい」

「へぇー、じゃあドリスの方がいいのー？　なんでシュレイクスが都なんだ？」

「シュレイクスには学校があるしな、地理的な問題もある。ほらシュレイクスは大陸の真ん中だろ？」

「そうか！　ここは一番東だからねー」

　ネイサンとスタークの話を聞きながら、坂を降りて人混みをぬける。どうやら裏道を通ってショートカットが可能らしい。

　細い道を出ると、堆うずたかく積まれた塩がたくさん売られている場所に出た。

　どうやらここが塩市場の様だ。

　俺達は味見をさせて貰もらいながら、市場を一通り見て歩く。

「さっきの混血の髭ひげのおじさんのお店の塩がいいかなー、白くて綺き麗れいだったよね。どう思う？　チトセ」

　見た感じでは天日干しと釜かま炊きの２種類で作っている様で、ネイサンのお気に入りは釜炊きの塩だ。

「俺は長い黒髪のお姉さんのお店の塩の味が良かったと思う……」

　ミネラルたっぷりで日本で買えばかなりの高級品に違いないが、こちらでは白くて雑味のない塩が人気らしい。

「両方買えば良い」

　タイラーの一声で両方の塩を10キロずつ購入した。予想外の大量購入に驚いたが、タイラーが意外な交渉術を発揮してかなり値引いてもらっていたのにも驚きを隠せない。他にも塩を入れる小分け用の麻袋も購入していた様だ。

　俺が手に取って眺めていたガラスの小瓶も幾つか買ってくれた。







「あ、スタークにお願いがあるんだった。水薬が入っていたガラス瓶を８本、回収しておいてもらえるかな？　タイラーから貰った物なんだ。大事だからさ……」

　俺がお願いすると、スタークは微笑ほほえましいものを見る様な目で俺を見、回収を約束してくれた。

「水薬と言えば……今回の薬草の支払いはどうやって受け取るんだ？　決めてあるか？」

「それ、ワイアットにお願いしたら駄目かな？　戦時下の金額は通常と違うのかとか色々わからないからさ、もちろん手数料はお支払いするよ」

「ああ、あの人なら適任だな。わかった、言っておく。全部お任せでいいんだよな？」

「うん。文句は言わないから大丈夫」

　スタークと話しているうちに、いつの間にか宿の近くまで来ていたらしい。宿の入口に差し掛かった時、強い魔力を感じて足を止めた。

　……既知感のある様な、馴な染じみのある気配と似ている気がする。

　恐る恐る皆について行くと、フロントでスタークが呼び止められた。

「お客様が食堂でお待ちでいらっしゃいますが、お会いになりますか？」

「客？　約束なんかないが……大丈夫だ。こちらで確認するよ」

　フロントの職員は、安心した様にホッと溜ため息いきをつく。

　４人で食堂を覗のぞいてみると、２人のトラ族が座っており、こちらを見て立ち上がった。

　……間違い無い、ホワイトタイガーだ。

　既知感もあるはずだ、なにせタイラーの気配と似ているのだから。







「スターク、久しぶりだな。やはりスタークを探せばタイラーを見つけられた。相変わらず仲が良くていい事だ」

　年とし嵩かさの方の獣人が嫌味無く笑った。

　言葉を発した獣人は６００歳前後だろう、もう１人は俺と同じくらいの年齢で、２人とも小豆あずき色の髪に薄い水色の瞳ひとみをしている。両人共に体格が良く、ガッチリとした逞たくましい雄のトラ族だ。魔力も高く、タイラー達に引けを取らない。

　きっと獣身を取った時の縞しま模も様ようが小豆色なのだなと、俺は興味深く髪色を眺める。

「俺達は隣の街からの依頼があって運悪くドリスから出ていてな、急いで戻ったが戦いには貢献できなかった。噂うわさでホワイトタイガーが善戦したと聞いて、タイラーが来ているのを知った次第だ。本当に良く働いてくれた、２人共。恩にきる」

「いえ、隊の一員として当たり前の事です。とは言え、タイラーが今回は俺の為ためだけに参戦してくれましてね、あげく命を助けられてしまいました。頭が上がりませんよ、まったく」

　スタークが楽しそうに返答しているところを見ると、悪い人ではないらしい。

「まあ、君達は持ちつ持たれつなんだろう？　今更だな」

　確かに。この人いい事を言う。

　スタークは頭を搔かきながら苦笑いをしている。

「タイラー、元気だったか？　怪け我がが無い様で安心したよ。実は今朝けさビクターが家に来てね、タイラーに番が出来たから会いに行けと言われて、来てみた次第だ。それと、興奮気味に何か表を見せてくれたんだが……要領を得なくてな」

「お久しぶりです、トリスタン伯お父じ。レイモンドも久しぶりだ。……とりあえず、座りませんか？　先に荷物を部屋に置いて来たいのですが……」

　タイラーが言うと、スタークが『すぐ戻るから待ってろ』と言いながら塩を担ぎ上げている。部屋に持って行ってくれるのだろう、ありがたい。

「で、タイラーの番はどちらの美人かな？」

　席に着きながらトリスタンは俺達を見た。

「こちらです、ユキヒョウ族のチトセと言います」

　タイラーが俺を抱き寄せて紹介してくれる。

「チトセ・カガです。よろしくお願いします」

　俺もペコリと頭を下げた。

「ユキヒョウ……久しぶりだ。また姿を見る事が出来て嬉うれしく思うよ。私はタイラーの伯父に当たるトリスタン・ヘルムライン、タイラーの母ナタリーの兄だ。これは私の息子レイモンド・ヘルムライン。よろしく頼む」

　レイモンドもこちらを窺うかがいながらお辞儀をしてくれる。

　それからトリスタンとレイモンドから俺達の出会いや馴なれ初そめを聞かれ、タイラーが淡々と説明をしていると、スタークが食堂に戻ってきた。

「お待たせ、自己紹介は終わったか？　トリスタン、チトセの人物については俺が保証します。信用に足る獣人ですので、その辺りはご心配は入りません」

　スタークは椅子にかけながら俺の頭を撫なぜる。

「そうか、それなら安心だ。タイラー、よかったな。それにユキヒョウ族はトラ族に最も近いと私は認識している。縁えん戚せきに迎える事が出来て嬉しく思うよ」

　トリスタンがタイラーを温かい眼まな差ざしで見ていると、今まで黙っていたレイモンドが遠慮がちに口を開いた。

「あの……ビクターが見せてくれた表について聞いてもいいか？」

　タイラーは俺を見て、紙とペンを取り出した。俺は頷うなずき、メンデルの法則の説明を始めるが、３回目にもなるとだいぶ慣れてきた様でかなり簡潔にわかりやすく説明出来たと思う。

「ふむ。これは雄と雌の番に限る法則なのだな？」

　トリスタンはかなり理解が早い。細かい質問を既にいくつか投げかけて来ている。

「はい。同性の番に関しては、独立の法則……いえ、魔力が強く介在しますので、どちらか一方の要素を持って生まれてくると聞いています」

「ああ、そうだな。魔力が強い方の種族や特徴を持って生まれてくる事が多い。面白いなこれは……、君たち時間は大丈夫か？　少し検証したい事があるのだが」

　俺が３人を見遣ると、皆頷いてくれる。

「はい、大丈夫です。どんな内容ですか？」

　トリスタンが検証したい事とは、ホワイトタイガーの家系の様だった。彼から自分達とタイラーの父親の兄弟、親、祖そ父ふ母ぼ、曽そう祖父母……と聞きながら、家系図にして行く。

　雄は□、雌は○で囲み、白と金の印を入れ、最後に初めの２人のホワイトタイガーまで辿たどり着ついた所で、トリスタンは口を閉じた。

　出来上がった家系図から見ると、ドリスを守った２頭のホワイトタイガーはタイラーから４代前、単純計算で約１５００年前という所だろうか。確かに今まで10人程しかホワイトタイガーはいなかった様子だ。

「うむ、よく出来ている。やはりお願いしてよかった、こうやって書けばわかりやすいのだな。チトセ、ありがとう」

　トリスタンとレイモンドは紙を手元に引き寄せ、じっくりと眺めている。

「どうして家系図を？」

「この図は家系図と言うのか？……そうか。レイモンドが番を選ぶ上での参考にしたいと言い出してな。レイモンド、これを見たらわかるだろう？　絶対などないのだ。お前はお前の望む相手と番えばよい」

　トリスタンの口振りからすると、レイモンドはきっとホワイトタイガーの子供が生まれる組み合わせを知りたかったのだろう。確かにこのまま行くと先細り、絶えてしまうのは明らかだ。

「タイラーを除くと、ドリスでは俺が最後なんだ。俺は家族にホワイトタイガーが欲しい」

　レイモンドは助けを求める様にこちらを見る。残念だが、彼の求める答えを出してあげる事は出来そうにない。

「……ホワイトタイガー同士の番しか、絶対はないかな。でもタイラーはダメだよ、俺のだからね」

　俺がそう言うと、レイモンドは初めて笑顔を見せた。

「タイラーは無いよ、好みじゃ無い」

「……それは俺もだ、気が合うな」

　それを聞いたトリスタンが『残念だ』と大おお袈げ裟さに溜め息をついて見せた。

　ホワイトタイガーのやりとりに、皆が笑い場が和む。

「もし良ければこれから一緒に夕食をどうだ？　近くに魚介のスープの美味うまい店があるんだ」

　トリスタンの声に賛同して、皆で店を移動する事になった。







　いつもの坂道から横道に逸れ、更に奥の細い路地に入る。突き当たりに、レストランらしき灯あかりが見えた。

「こんな細い路地にお店があったんですねー。隠れ家的な感じで良い！」

　遅れて自己紹介を終えたネイサンが、トリスタンに話しかけている。

「だろう？　美人に喜んでもらえて私も嬉しいよ」

　……トリスタン。この人タラシかもしれない。俺はトリスタンの後ろ姿を見ながら半眼した。

　６人で店に入ると奥の半個室のスペースに案内され、直ぐに店のオーナーらしき人が挨あい拶さつに出てきた。

「今日はありがとうございます、街まち長おさ。今日はコース料理でよろしいですか？」

「ああ、いつもありがとう。今日もよろしく頼むよ。先ずは葡ぶ萄どう酒を人数分お願いしよう」

　店の人は『はい』と言いながらキッチンに消えて行く。

　トリスタンは街まち長おさだったのか。きっとこの間の会議には、隣町に行っていて出られなかったのだろう。

　トリスタン親子と、タイラー、スタークは戦について話し始めた様だ。

　俺は、隣に座るネイサンに気になっていた事を尋ねてみる。

「ネイサン、聞いていい？　俺とタイラーだと、どちらが魔力を強く感じる？」

「……同じくらいかなー？」

「そっか……、同じくらいか」

　もし俺達の間に子供が出来るとすれば、確率は半々か……子供？　もしかして俺が生むのだろうか。……駄目だ、全く現実感が湧わかない。

「それにしても、やっぱりタイラー趣味が良いよね。性格も見目も可愛かわいいし頭も良い、それに魔力も強くて魅力的。引く手数多のホワイトタイガーが粘って粘って見つけ出した番だけの事はあるねー」

　俺が子供について考えを漂わせていると、ネイサンは頰ほお杖づえをついて誰かを褒めちぎりニヤニヤと笑う。もしかして俺の事だろうか。

「ネイサン、お世辞言っても何も出てこないよ。……何か欲しいものあるのか？」

「ある。薬草塩の作り方、それと二日ふつか酔よいの丸薬の作り方を教えて」

「いいけど……なんかやる気だね。どうした？」

「俺さー、郷でずっと家に籠こもって何にもしてなかったのよー。そろそろ、自分で何かしてみようかなって……」

「いいね！　名案だよ、タイラーもそう思うよね？　スタークも、どう？」

　いつの間にか皆がこちらの話に耳を傾けていたので、２人にも意見を乞こう。

「いいんじゃないか？　ずっと家にいるのも飽きるだろう」

「ネイサン……。よかったな、俺も協力するからな」

　スタークに至っては少し涙ぐんでいる様に見える。そんなに引き籠っていたのか、ネイサン……。

「君たちの番は美人なだけでなく強したたかに生きて行くタイプだな、素晴らしい。レイモンドにもこんな番が見つかると良いのだが」

「俺も番は雄が良い。何事にも一緒に戦える様な仲を築きたいと思う」

「うむ、それがいいだろう。楽しみにしているよ」

　仲の良い親子の会話にほっこりする。

　俺の中で、ヘルムライン家のイメージが向上した瞬間だ。







「タイラー、これからどこへ行くつもりだ？　番が出来たんだ、どこかへ落ち着くつもりなんだろう？」

　レイモンドがタイラーに水を向ける。

「……ああ。シュレイクスに家を借りた。チトセの希望もあるが、しばらくはそこに住まうつもりでいる」

　シュレイクスの我が家に帰れる様で、俺は嬉うれしくなった。ヒョウ族の件が落ち着けば、もう帰っても問題はないはずだ。

「……そうか。ドリスに残るつもりはないのか？　俺達は歓迎するぞ？」

　レイモンドから笑顔を向けられ、タイラーも笑顔を返すが、きっぱりと断りの言葉を口にした。

「ありがとう、しかし俺はドリスに残るつもりはないよ」

「……タイラー、父親の事は気にしなくていいんだ。彼奴あいつは器の小さい雄だ、力の強い子供を欲してヘルムラインの血縁のナタリーを番に娶めとったくせに、いざホワイトタイガーが生まれた途端に、疑心暗鬼に取とり憑つかれる。番を信じる事も出来ず、また魔力が高い子供を育てる事も出来ず……子供を郷に捨て置き、お前から親に愛されるべき時間を奪ったのだ。私は彼奴を許せないのだよ」

　トリスタンは苦々しい口振りで語る。

「……家にはビクターがいます。今も昔も、あそこは俺の家ではありませんから」

　タイラーの言葉に、トリスタンは苦笑いをしながら優しく語りかける。

「前から言っているだろう、私の家を実家だと思って帰って来てこいと。お前を幼い頃ころに引き取れなかったのを今でも後悔しているんだ」

「……はい、ありがとうございます」

　タイラーは礼を口にするが、表情からは何の感情も読み取る事が出来ない。

「チトセも、何かあれば頼ってくるといい。なあ、レイモンド？」

「そうだ。タイラーの番は、ヘルムラインの一員だ。遠慮はいらない」

　頷うなずいたトリスタンは、思い付いた様に口を開いた。

「そう言えばチトセ、兄弟はいなかったのか？」

「はい。母が産んだのは私だけだと思います」

「母親は雌か？」

「はい。……どうかしましたか？」

「いや、チトセは魔力が強いのではないかと思ってな。産まれてくる子供の魔力が強い程、いちどきに産まれる数は少ない。しかし雄同士の番は魔力が強い程、子を産む確率が高いのだ。魔力の弱い雌は腹に何人もの子を孕はらむと聞く。ヘルムラインの者は魔力が高いからな、見た事はないが」

　トリスタンが興味深い話をした。そういう事情もあるのか。

「まあ、私はお前達が健康に暮らしていればそれで満足なのだ。タイラーがやっと番を選んだのだからな、それだけでも嬉しいのだよ」

「確かに。何十年か前から、もしかするとタイラーは番を持たないんじゃないかと思っていたんだ。予想が外れて良かったよ」

　トリスタンの言葉に、スタークが応えた。

　タイラーは皆に心配されていたのだろう、本人は苦笑いで葡萄酒を口にしている。

「人族の襲撃が落ち着いたら、俺もいろいろな場所を見て回りたい。タイラーの様に、番も意外な場所で見つかるかもしれないしな」

　レイモンドが嚙かみ締しめる様に言うと、トリスタンが笑って頷く。

「いいかもしれん。行ってくるといい」

　もしかすると、シュレイクスの我が家にレイモンドが遊びに来たりするのだろうか。それはそれで楽しみだと、俺も賛同の意を表した。

「魔力の高い雄を探すなら、郷が一番じゃないかな？　是非一度、郷にも行ってみなよ」

　ネイサンが勧めているが、確かにそれは一理ある。スタークも同意見のようで、自分がいれば皆を紹介すると約束していた。

　それからはスタークとタイラーが今いま迄までに任務で赴いた土地の話に花が咲き、皆で耳を傾ける。考えてみたら俺も、大陸の北西部にしか足を踏み入れていないのだ。行ってみたい場所もたくさん出来、ネイサンも瞳ひとみを輝かせている。

　楽しい時間というものは早く過ぎるもので、いつの間にかレストランは閉店時間を迎えていた。

　全員トリスタンにご馳ち走そうになり、皆でお礼を言って親子とは店の前で別れを告げる。

「それではまた近い内に」

　２人はあっさりと帰って行った。いつもながら、獣人の別れ際の潔さには驚かされる。

　淡白に感じるほどだが、またいつでも会えると言う獣人達の思いを俺も理解出来るようになったきたらしい。最近はそれを好ましく感じる様になってきている。

「それじゃ、宿に帰りますかー」

　ネイサンの言葉に、俺達も動き出した。




　　　　＊




　宿に帰ると、当たり前の様に４人でロマン風呂ぶろへ向かう。皆でこの風呂を使うのも今日で最後だ。

「……あっと言う間だったな、明日はもう出発か」

「うん。初めての旅はとびきり濃厚だった。今度はゆっくりしたいなー」

　スタークとネイサンが身体を洗いながら話しているのを、タイラーに髪を泡だてられながら聞き流す。

　確かに、濃密な数日間だった。

　薬草の原っぱに行き数え切れない数のイモリを干物にし、ドリスに着くなりのトリカブト騒ぎ。

　ヒョウ族の代表ともめた後は、人族との戦いがあり……スタークとタイラーは死にかけて、挙句ヒョウ族に拐われかけ……そして今日はホワイトタイガーに会遇した。

　これが初めての旅なら、ネイサンの引きの強さは半端ないと言えるだろう。

　頭の泡をタイラーに湯で流してもらいながら、しみじみとしてしまう。

「明日には２人は郷に戻るんだよね？　次に会えるのはいつかな？」

「山の家に寄ったら直ぐに郷に行こう。スターク、塩を郷に運ぶのをお願いしてもいいか？　テントも頼むから重くなるとは思うが……」

「初めからそのつもりだ。買ったのはタイラーだが、どちらかと言えばネイサンの荷物だろう？　任せてくれ」

　スタークは当たり前だという表情で言ってくれた。

　身体を洗い終わった俺達は、思い思いに湯船の中で寛ぐ。

　俺が湯船の縁に頭を乗せ『ゔー……』と唸うなりながら手足を伸ばしていると、ネイサンは湯の中を泳ぐ様にして遊ぶ。スタークはタイラーを背後から巻き付く様にして抱き締め、タイラーの肩口に頭を埋めている。

　タイラーは目を瞑つぶり、俺の片足を摑つかむと足裏をマッサージする様に揉もみだした。

　誰だれも口を開かず、ネイサンが遊ぶ湯の音だけが風呂場に響く。静かで穏やかな時間がそこにはあった。







　次の日、朝食を食べると直ぐにスターク、ネイサン、ルーカス、ランドンの４人は郷に向けて旅立って行った。

　俺達２人は宿に残り、タイラーの山小屋に行く準備をする。ドリスで食料や調味料、ベッドリネンや石せつ鹼けんの類を購入して行くのだ。

　宿から出ると坂道を下り、砦とりでに顔を出した。

「サミュエルはいますか？」

　砦の入口を守る隊員ともすっかり顔かお馴な染じみになり、笑顔で中に通してくれる。

「タイラー、チトセ！　よく来てくれた。疲れはもう取れたか？　トラ族は今日、郷に帰ると聞いていたから、会えないかと思っていたよ」

　奥から足早に出て来たサミュエルが、親しげにハグをしてくれた。

「俺達は明日発つんだ。ちょっと寄る所があってな、郷にはその後向かうよ」

　タイラーがサミュエルと握手しながら言う。

「そうか……寂しくなるな。２人はこれからトラ族の郷を拠点とするのか？」

「いや、郷にはしばらく滞在するかもしれないが、シュレイクスの都に住むつもりだ。シュレイクスに行くことがあれば是非家に寄ってくれ」

「ああ、そうさせてもらうよ。内陸はあまり好かないんだが、２人に会えるなら行くのも悪くないな。楽しみが１つ出来たよ」

　相変わらず優しい笑顔でサミュエルは答えてくれる。……彼が怖がられているなんて、今いま以もつて信じられない。

　サミュエルはあと数年はドリスに滞在するそうだが、任務が終わればシャチ族の郷に帰るのだそうだ。しかし数年に一度、シュレイクスの本部には誰かしら顔を出す必要があるから志願してみるよ、と言ってくれた。

　名残惜しみつつサミュエルに別れを告げ、砦を後にすると、市が立っている海側の中心地に向かう。

　買い食いをしつつ、露店を冷やかしながら歩き、昆布や干し海老、魚ぎよ醬しようを見つけた時には思わず喜びの声を上げ急いで購入した。

　ひと通り買い物を終えた時には、いつの間にか辺りは既に薄暗く陽ひは姿を隠した後だった。

「そろそろ帰るか。どうする？　酒場にでも寄って行くか？」

　タイラーの言葉に、待ってましたとばかりに頷うなずいた。今日は自主的に、少し飲みたい気分だったのだ。

　俺達は、北側の酒場に顔を出した。







　酒場は任務を終えた隊員達で混み合い、笑いが溢あふれている。美味おいしそうな魚が焼ける匂においに、満腹なはずの俺の胃袋も復活の兆しを見せ始めた。

「ちょっと何か摘もうかな。なんかまた食べれそうな気がして来た」

　俺が呟つぶやくと、タイラーは笑って席を取り、

「麦酒２つと、小魚の焼いた物、それと野菜と海老の油煮を頼む」

　直ぐに来た店員に注文する。

　冷えた麦酒を思い出し、勝手に喉のどが鳴ってしまったが、タイラーも何だかそわそわして見える。飲みたかったのは、どうやら俺だけではなかったらしい。

「お越し下さってありがとうございます。お待たせしました」

　麦酒を持ってきてくれたのは店主で、俺達の顔を見て嬉うれしそうに杯をテーブルに置く。

「あの時は本当にありがとうございました。お陰様でうちの店から被害者が出ずに済み、何とお礼を申し上げて良いかわかりません。今日の分は私持ちにさせていただきますので、たくさん召し上がって行って下さい」

　店主は笑顔で言い、俺達が断りの言葉を口にする前に素早くキッチンに消えて行った。

　啞あ然ぜんとする俺に、店主の背中を見送ったタイラーは真剣な表情で言う。

「……今日はお言葉に甘えさせて貰もらおう。たくさん飲まなければトラ族の名折れだ。飲むぞ、チトセ」

　妙なやる気を出したタイラーは麦酒を勢い良く呷あおる。

　俺も何だか楽しくなり、ゴクゴクと喉を鳴らして麦酒を飲んだ。

　横のテーブルにいたオオカミ族の隊員達が、俺達に気がつき乾杯をせがんできたので、請われるまま皆と杯を交わす。

　俺達はいつの間にか賑やかな場の一員となっていた。

「ドリスの街の繁栄を願って！」

「トラ族の猛も者さに勝利の祝杯を！」

　皆がそれぞれに喜びを表現し、杯を重ねる。

　以前この酒場に来た時の暗い影は、もう店のどこにも見られない。

「それにしても、やはり単騎のトラ族の強さは半端ないな。俺は戦うトラ族を見たが……俺達オオカミ族は団体戦だからなぁ、個人戦ではまったく敵う気がしないよ」

「いや、そんな大したものではない。今回はどうしても街に人族を入れる訳にはいかなかったんだ。皆、必死になれば同じだ。それにオオカミ族の追い込みには眼めを見張るものがあったぞ。囲い込んで一網打尽にするあの連携は、俺達トラ族には無理だろう」

「ワニ族も凄すごかったが見たか？　魔力で硬化するとは聞いていたが、斬りつけられて剣の方が折れるの目撃した時には眼を疑ったよ。ありゃ敵わないな」

　逞たくましい雄達が、互いに讃たたえ合う姿は何故か微笑ほほえましい。

「しかし今回の戦いは怪我人の治りが早くて助かったな。特に傷を覆う湿布薬の効きが尋常じゃなかった。どうやら隊は良い薬師と契約したらしい……重傷以外も賄ってまだ余裕があるなんて、初めての事だよ」

　どこからか聞こえてきた声に、つい口元が緩んだ。直接戦う事は出来なかったが、皆の役に立てていた様で嬉しくなる。

　俺は気分を良くして、新しい杯を注文した。




「タイラー、もう飲めないよ……胃がはちきれる……」

　タイラーにおぶわれながら、山側に向かう坂道を上っている。タイラーが小さく笑うのが身体からだから響いてきて『笑い事じゃない』と呟くと、彼が更に笑いを深くしたのが身体の揺れから伝わってくる。







　温かい……おぶわれるなんていつ以来だろうか。

　彼の背中でうとうととしていた俺は、ベッドに下ろされて初めて宿に到着していた事を知る。

「ありがとう……今日はもう寝る。お風ふ呂ろは明日……おやすみ、タイラー」

「おやすみ、チトセ……」

　眼を閉じたままタイラーに言うと、思ったよりも近くからタイラーの声が聞こえた。

　身体が温かいものに包まれて、喉から安あん堵どの声が漏れる。

　柔らかい泥の様な眠りに沈んでいくのを、止める術はどこにもないのだ。




　　　　＊




　揺り起こされ、水と丸薬を口に含まされる。鉛の様に重かった頭が、段々と軽くなって来ているのがわかり、俺はやっと目を開いた。

「おはよう、チトセ。朝食は塩味のリゾットが良いんじゃないか？」

　タイラーに抱き起こされ、髪を撫なで付つけられる。

「……おはよう。いや、なんかもう大丈夫みたいだ。何か、がっつりとしたもの食べたい気分だよ」

　俺が真面目まじめな顔で申告すると、タイラーは眼を見開いた後、大きく笑った。

「ハハッ……そうか、もう大丈夫そうだ。チトセの、二日ふつか酔よいの丸薬の効きは素晴らしいな」

　褒められた。俺は嬉しくなり、へらっと笑う。

　タイラーは笑っていた口元をキュッと閉めて、俺の唇に優しくキスを落とした。







　シャワーを浴び、ブラッシングをし、朝食を食べ……そこまではいつもの朝と同じだが、今日は出発の準備を整える必要がある。

　全すべてを終えた頃ころにはもう、時間は昼前に差し掛かっていた。

　タイラーがフロントで会計をしている間に、宿の食堂でサンドイッチを包んでもらう。今日の旅の共とするのだ。

　人身でゆっくりと街中を抜け、高台からドリスの街を振り返って眺める。

　美しい街並みと海の眩まぶしさに眼を細め、またいつかこの街に来たいな……そんな感傷に浸っていると、タイラーが俺を抱き上げた。

「あれ？　獣身に変体しないの？」

　たしか、ここからだと走って２日程だと聞いたと思う。

「いや、急ぐ路みちでもないからな、このまま行こう。抱いて行ってもいいか？」

　タイラーが嬉しそうに言って来たが、俺が楽をさせてもらうのだ……でも、いいのだろうか。

「前にも言った気がするが、チトセは鎧よろいより軽い位だ。荷物もあるが、隊の移動の時の方が重量がある。……大丈夫だから、いいだろう？」

　タイラーは甘やかす様な仕草で俺に囁ささやく。

　俺はタイラーの首に腕を回し、無言で了承の意を伝えた。
















ほんとうのはじまり
















　ドリスから２日程かけて、休憩を取りながら北西に山道を抜けて行く。獣道すら見当たらない山を、タイラーは迷い無い足どりで、俺を抱いたまま進んで行った。

　タイラーの山小屋は、山の中腹に避暑地のロッジの風情でぽつんと佇たたずんでいた。

　これを１人で建てたとは驚きだ、本当に頭が下がる。

　１年間放置してあったと見え、中は埃ほこりが舞っていて寝泊まりするには掃除が必要だった。

　荷物を外に置くと、中にあった掃除用具で手早く綺き麗れいにしていく。大きなワンルームの造りなので、其れ程手間はかからない。絨じゆう毯たんもクッションも外でタイラーが水洗いして干してくれた。

　あとは床の水みず拭ぶきだけ、というところでタイラーがソワソワしているのに気づく。

「タイラー？　どうしたの？　何か気になる事でもあるのか？」

　俺がシーツを干しながら聞くと、

「ああ、ちょっと、取りに行きたい物があるんだが、３時間ほど待てるか？」

　タイラーは珍しく歯切れの悪い様子で答える。ああ、掃除の途中だから悪いと思っているのか。

「いいよ、ちょうど水拭き終わるくらいじゃないかな？　１人の方がやり易いし、行ってきて。暗くなる前には帰ってきてよ」

　ここは謂いわばタイラーの島シマだ。きっとやる事があるんだろう、と気分良く送り出した。

　タイラーのいる冬場はこの山小屋も雪に包まれるらしいが、周りが少し開けて陽当たりがよい山小屋の周りの雪は、溶けて大地も乾いている。

　半分くらいは終わっただろうか。タイラーは今まで土足で使っていたから、念入りに拭いてやる。

　水拭きに精を出していると汗ばんできた。

　山小屋のすぐ横には小さな細流せせらぎがあり生活水にも困らない。飲んでみたら、ほんのり甘くて目が覚めるくらい美味おいしかった。

　これは湧き水で冬場でも凍らないそうだ。

　梢こずえを掠かすめる風の音、小さな細流、小鳥の鳴き声、目を瞑つぶって大きく深呼吸をする。

　俺の感知範囲には人の気配は感じられない。

　なんて気持ちが良いんだ！

　身体中を漲みなぎる開放感で無闇に走り出したくなる。

　何という事もなく笑い出すと、何故か止まらなくなった。

　笑い過ぎて出た涙を拭ぬぐいながら、山小屋のフローリングに目を向ける。

　まだ掃除半ばの景け色しきに冷静さを取り戻すと、再びそれと向き合うことにした。

　外に干していた色々な物を取り込み、部屋を整える。キッチンにも火を入れてスープの準備を始める。

　タイラーはまだ帰ってこないだろうか。







　タイラーの気配がする。

　何か山小屋の外でゴソゴソやっているみたいだ。

　気になって外に出ると、タイラーは小川で何かを洗っている。

「おかえり、何してるの？」

　俺が尋ねると、今気がついた様にバッとこちらを振り向いた。

　タイラーの手には何か赤い物体が見える。微細な魔力も感じる何かだ。

　紫から赤紫へグラデーション掛かった球体で、赤紫の部分がはち切れた様に割れて中から白く湿った部分が覗のぞいている何か。……果物の様だ。

　グロい。

　これは？　どこかで見たことがある。

　……思い出した。俺は懐かしさに声を立てて笑った。

「タイラー、それ果物だよね？　どうしたのさ。採ってきたの？」

　俺はタイラーの手を覗き込むと、あの時の甘い匂においがする。

「この果物は、この近くの湧水の近くでしか採れない……トラ族が求愛の印に贈る事もある実だよ。チトセはこの実を見た事があるのか？……外には流通してないはずだが」

　少しムッとした様に答えた。

　俺は急いで笑いを静めてタイラーに語りかける。

「あのさ、俺、小さい頃ころに事故に遭って、こっちの夢を見たって話した事があっただろ？　その夢でね、白い虎の仔に会ったんだ。その子が、これをくれたみたいなんだけど、食べ物だってわからなくてさ、食べなかったんだよね……。そんな意味があったんだ、知らなかったよ」

　ポトッと音がして、タイラーの手から果物が落ちた。

「タイラー、落ちたよ！　もう……」

　俺が果物を拾おうとして屈かがむと、タイラーは俺の肩を摑つかんでグイッと持ち上げた。

「それは何歳の時だ？　チトセ！」

「え？　８歳か９歳位かな。後遺症とかも今は無いし、そんなに心配しなくても……」

「８歳……80歳か？　１７０年前だな？　そうだな？　場所はどこだ!?」

「多分？　タイラーと最初に会った崖がけの上……え！　タイラー!?」

　見上げるとタイラーの目がこぼれ落ちそうに見開かれ、滝の様な涙が流れ出していた。

　見事な漢おとこ泣なきだ。そうじゃなくて。

「タ、タイラー？　大丈夫？」

　俺が顔を触ろうとして離れようとすると、身体が軋きしむ程強く抱き締められる。

「チトセ、やっぱりそうだ、やっと見つけた。俺の番……チトセ、チトセ……！」
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　そのままタイラーに持ち上げられ、山小屋の中に連れ込まれた。

「チトセ……、あの実を渡した白い虎は俺だよ。俺は……あの時の白い仔ヒョウを、ずっと……ずっと探していたんだ。近くに親もいないし、急に姿が見えなくなるし……心配したんだよ。……あの時、食べてくれなかったのは果物だってわからなかったからなんだね……」

　いつもは壊れ物を扱う様に俺を抱き締める腕が、俺の身体を引き絞るかの様に巻き付き、ギリギリと締めてくる。まるで、決して離さないと彼の身体から叫び声が聞こえてくるかの様だ。

　俺は何だか、この大きなトラの……切なくも愛を求める姿に胸が詰まる。

　彼はずっとこうやって、あの時会ったチビの白ヒョウを探して生きてきたのだろうか。

　この寂しい白い虎に、幸せになってもらいたい。いや、一緒に幸せになるのだ。それが出来るのは、きっと俺だけに違いない。

　俺はゆっくりと確信した。

　タイラーの背に腕を回し、きつく抱き締め返す。ずっと一緒だ、もう絶対に離れたりしないから。

　暫しばらくして、彼を抱き締めていた手を下ろし、その強い腕の中で身体の力を抜いた。

　力を抜いた分だけ締まり、彼の腕が俺の身体に食い込む。

　今はその痛みさえ愛おしく、このまま締め殺されても本望かもしれないとすら思ってしまう。

　目を閉じて、浅い呼吸をしながら彼を全身で感じていると、バッ！　っと音を立てる様に身体が解放された。

　堰せき止められていた血液が全身に回り、身体が浮き上がる様な浮遊感を味わう。

「チ、チトセ、ごめん、ごめん……大丈夫？　息をして……お願いだ……チトセ……」

　徐々に身体の感覚を取り戻し、薄く目を開くと、涙に濡ぬれた青い瞳ひとみが見えた。

「……大丈夫だよ。ずっと一緒だ、タイラー愛してるよ」

　俺は震える腕を伸ばして、タイラーの頰を撫なぜる。

　タイラーは顔をクシャッと歪ゆがめて、泣きながら笑って見せた。







　タイラーは、震える俺の手を握ると急いで俺を椅子に座らせた。

「ごめんね、チトセ……。大丈夫だったか？」

　どうやら、タイラーは興奮すると力の加減が難しい様子だ。

　まあ、タイラーの普段の怪力くらいなら、今更驚きはしない。……肉体強化は別として。

　初めの頃は純粋に凄すごいなとしか思わなかったが……肉体強化とか、俺からすると飛べないスーパーマンの域だ。

　あ、目からビームもちょっと難しいか……。

　俺が椅子に座り詮無い事を考えていると、タイラーが心配そうにこちらを窺うかがっていて少々罪悪感を感じてしまった。

「大丈夫だよ、タイラー。そんなに心配しないで。俺だって歴れつきとした雄の獣人だからね、流石さすがにトラ族には敵わないけど……」

　最後の方が尻しり窄すぼみ気味になったのは、大目に見て欲しい。

「そうだな。チトセが雄なのは俺が一番良く知ってる、そうだろう？」

　タイラーが、珍しく好色に笑った。

　手を伸ばし、恐こわ々ごわ抱き締めてくるタイラーからは森の湿った土の香りと……微かすかにあの赤い実の甘い匂いが漂う。

　タイラーに優しくベッドに誘導され、コロンと転がる様に横たわったベッドのシーツからは、洗濯したばかりのお日様の匂いがした。

「チトセ……チトセ……」

　タイラーが小さく呟つぶやきながら、服から出ている皮膚の全すべてに口付ける。小鳥が水辺で遊ぶ様なこそばゆさに、俺の口元が少し緩む。

「……可愛かわいい、チトセ。たまらないよ。……今日はあんまり優しく出来る自信が無いんだ。でも、どうしてもチトセが欲しい……。どうしたらいい？」

　タイラーが苦しそうに眉まゆを寄せ俺に尋ねる。

「いいよ。さっきも言ったけど、大丈夫だよ。今日はタイラーの好きにしていい。……俺が、そうして欲しいんだ」

　俺はタイラーを見つめて、彼の首元、頸けい動どう脈みやくあたりに口を付け、強く吸った。赤い跡を残すとゆっくりと口を離し、確認してからもう一度舐なめてみる。

　どうしたのだろう？　動かないタイラーを不思議に思い顔を覗き込もうとすると、彼の喉のどから低い唸うなり声が上がり、荒々しい手付きで俺の着衣を乱しにかかった。

　乱暴な仕草で俺の雄を揉もみしだき、芯しんを持たせようとしている。

　いつもの優しいタイラーの愛あい撫ぶも好きだが、こういう強引なのも強く求められている様で悪くない……俺はその時、そんな吞のん気きな事を考えていた。

　タイラー自身も引き千切る様にして着衣を取り去り、そのまま俺の下半身に頭を落としてくる。

　俺の雄を鼻で弾きながら下生えの匂いを堪能し、舌を舐めずると、陰茎を素早く根元まで口に含む。喉の柔らかい場所で俺の亀頭を包み、快感を引き出す様に締め付けながら出し入れを始める。

　ジュボッジュボッと恥ずかしい音を立て一気に追い上げる様に刺激を与えられると、俺は嵐あらしの中の小舟の様に只ただひたすら翻ほん弄ろうされるしかできない。

「タイラー！　アアッ、イっちゃうよ……アアッ、アアッ！　許して……、もうイっちゃうよ……！」

　あまりに激しい口こう淫いんに、俺の口からは許しを請う言葉が流れ出す。止めてほしいのか、続けてほしいのか、言っている自分にすら理解できていないのだろう。

　腰が抜けるような強い快感に引き摺られる。

　タイラーは俺のそんな心情を知ってか知らずか、陰茎を更に吸う様に頰を凹へこませて、口こう腔こう内から与える刺激を一段と強くした。

　ジュルッジュルッと立てる音からも、今いま迄までとは違う動きをしているのがわかってしまう。

「ハアッ！　アアッ……イキそう……タイラー！」

　俺が限界を伝えると、タイラーは唾だ液えきで濡れた後孔に、指を２本突き立ててきた。

　警戒していなかった入口は難なく彼の太い指を飲み込み、思わず食い締める様に彼の指の節までを味わってしまう。

「タイラー！……タイラー！　ぁぁぁああ……！」

　快感の波にさらわれた俺は、何度も何度も腰を震わせながらタイラーの喉に快楽の証あかしを吐き出していく。

　タイラーがゴクッと喉を鳴らし、全てを飲み込み満足げに口を放すと、この間の様に亀頭を親指で擦り出した。

「タイラー！　それ、ダメ、ダメなの！」

　俺が懇願するが、タイラーは俺の両手を押さえつけたまま腕を放そうとしない。

　亀頭への刺激は強まるばかりで、この間感じたあの感覚が腰をせり上がってきているのがわかる。

　……ダメだ、もう我慢出来ない！　身体からだに力が入り、足の指先がギュッと丸まった。

「ダメ！　ダメ……アッ、アーッ！」

　堰き止めていたはずのそれは直ぐに決壊し、ピュッ、ピュッ、と陰茎から断続的に透明な液体が勢い良く出ている。精液でも、尿でもない何かが……。

　全てを出し切った俺は、力無くベッドに身体を投げ出した。

　身体中が弛し緩かんして、全く力が入らない。

　思考さえも散り散りになって消えてしまう様だ。

　タイラーはダランとした俺の片脚を摑つかみ脚を開くと、後孔に舌を這はわして俺の内部を濡らしていく。

　満足いくまで舐めると、もう片方の脚も取り、両方の太ふと腿ももを両腕で抱える様にガッチリと摑んだ。

「チトセ、俺の番……もう俺の、俺のものだ……」

　タイラーらしからぬ声に、潤んだ目で彼を見上げると……獰どう猛もうな光が宿った青い瞳とかち合った。

　その途端、タイラーの逞たくましい陰茎が、グッと押される様にして俺の後孔に入り込んでくるのがわかる。

　彼は俺の両脚を摑み、下半身を引き寄せながらゆっくりと体重を掛け、亀頭を濡れた胎内に埋めて行く。

　……ハアハアと俺の口からは絶えず荒い息が漏れ、浮いた背中に冷たい汗が伝うのを感じる。身体は弛緩しているのに、緊張した時の様に段々と手足が冷えてくる様だ。

「アアアッ!!」

　胎内からズルッと音がする様な気がして思わず叫んだ。

「一番太い所が入ったよ、痛くないだろ？　大丈夫だよ、ゆっくり入れるから深く息をしてごらん」

　先程までの性急さはなりを潜め、タイラーは優しい声であやす様に話しかけてきた。

　少しずつ、少しずつ入ってくる太い陰茎に、ハクハクと酸素を求める様に息をしていると『深呼吸だよ』と優しく咎とがめられ、慌てて息を深くする。

　彼の長大な陰茎の３分の１くらいまで入った所で、タイラーは動きを止めた。

「ハァ、良いよ。……チトセ、辛いだろう？　このまま一度、胎な内かを濡ぬらすよ」

　そう言うと彼は、亀頭を抜かずに浅く出し入れを始めた。

「アアッ、アアッ、アアッ！」

　太い陰茎に入口を開かれ、前ぜん立りつ腺せんを内側からカリで擦られ、少しずつ奥まで拓かれていく孔内の違和感に、俺は堪たまらずに髪を振り乱して悶もだえる。

　タイラーが小さく呻うめいて動きを止めると、胎内に魔力の飛ひ沫まつを感じて下腹がジワジワと熱を持つ。

　少し落ち着いてきた俺は、タイラーの雄の形に盛り上がった自分の腹に手を遣り、不思議な気持ちに支配されていた。

　……今、ここにタイラーがいるのだ。

　その仕草を見ていたタイラーは熱い息を吐き、未まだ萎なえない己の陰茎を、俺の肉筒の突き当たりまで押し込む様に入れてきた。

「ンアアアアッ……！」

　奥壁に亀頭が当たる感触に、思わず叫び声が口を衝ついて出てしまう。

　腰の動きを止めた彼は、上体を倒し正面から俺を抱き締めると、生理的な涙を流す瞳ひとみに舌を這わす。

「……馴な染じんできたね。ねえチトセ、俺の全部を入れさせてくれないか？　一番奥まで、チトセの全部を気持ち良くしてあげるから……」

　タイラーはそう言いながら、捻ひねる様に腰を動かし、俺の奥壁に亀頭を当てて更に奥を示唆する。

　彼の腕は俺の背中に回され、肩を両手で固定すると強い力で俺を引き寄せようとしていた。

「……え？　奥って？……今、奥に当たってる……ウウッ……タイラー、怖いよ……何？　何をするの？」

　涙を流しながら尋ねるが、タイラーは蕩とろける様に微笑ほほえんで『大丈夫』と繰り返すだけだ。

　彼は亀頭を奥壁に擦り付け、ジワジワと奥の……その奥に身体を埋めてくる。

「タイラー！　アウッ、……何？　どうなってるの？…………な、アアアアアアアアアアアア!!」

　一番奥だと思っていた壁がこじ開けられ、亀頭のカリ部分までがズルンと奥壁の隙すき間まを突き抜けた。

「ガァァァァアッ！」

　俺は悲鳴を上げ、四肢を引きつらせる。

　骨盤をジワジワと拡げられる容赦の無い量感に、あり得ない場所を擦られた残響が重なり俺は我を忘れて取り乱す。

　続いて訪れた、ズンっと内臓を強く押し上げる様な衝撃に耐えられず、胃から液体が迫り上がり口から溢あふれ出た。

　俺の眼球がグルンっとひっくり返り、

　……一瞬、意識が飛んだ。







　きっと数秒だったのだろう。俺の意識が戻ってくると、タイラーがピチャピチャと音を立てながら俺の汚れた口元を舐なめているところだった。

　俺は内臓をこじ開けられた様な酷ひどい違和感に顔を顰しかめ、身体の力を抜こうと努めて浅く呼吸を繰り返す。

　タイラーはうっとりとした表情で俺の身体に影を落としていたが、俺が意識を取り戻した事に気づいたらしい。

「全部入ったよ。チトセの胎な内か、想像していた以上に素敵だ。ずっとここに居たいよ……。辛いよね、チトセ……ごめんね、でも最初は仕方がないんだ」

　気遣わしげな態度に変えながらも、容赦なく腰を更に押し付けて来ている。彼の柔らかい下生えが俺の尻しりに押おし潰つぶされる頃ころには、俺の本当の最奥の壁に亀頭の先が当たった。

　亀頭で舐めまわす様に最奥を嬲なぶられると、身体が痙けい攣れんする様に絶え間なく下半身が収縮を繰り返し、音にならない掠かすれ声が俺の喉のどから抜けていく。

　眼球は小刻みに震え、タイラーの表情を確認する事もままならない。

　２人の身体に挟まれた俺の雄からはチョロチョロと透明な液体が出ているのを濡れた腹で感じた。

　初めは酷い違和感でしかなかった内部の刺激も、ゆったりとしたタイラーの腰の動きに追いついて来たのか、徐々に快感を拾い出した。

「俺の形に慣れて来たみたいだね……そろそろいいかな……行くよ？」

　……まだこの先に何かあるのか？

　はっきりしない視界の中、タイラーの輪郭を追う俺の瞳に宿る疑問に気がついたのだろうか。

　タイラーは妖よう艶えんな微笑みを口に浮かべると、ズッ、と腰を引いた。

　張り出したカリが奥壁に引っかかり、捲めくれる様にして最奥から亀頭が出て行くと、抜け切る直前に再び亀頭がカリを押し込む様に奥壁を越えて埋まっていく。

　甘い痺しびれを伴った凄すさまじい衝撃が背筋を駆け抜け、俺は再び悲鳴を上げながらヒクヒクと身体からだを震わせる。

「ああ……気持ち良い……最高だよ、チトセ。最高だ……もう出すよ。チトセの一番奥に俺の種を出すんだ。ああ……行くぞ……！」

　円を描く様に腰を回され奥を刺激されると、俺の突き当たりがタイラーの亀頭に吸い付く様に蠢うごめくのを感じる。もう俺には何がどうなっているのか想像もつかず、唯ただひたすらに髪を振り乱し叫び声を上げるだけだ。

　タイラーは強く俺の身体を抱き締めると、動きを止めて腰を震わせながら吠ほえた。

「……アアアッ!!」

　回した腕で俺を強く締め付けながら、数回に分けて最奥にタイラーの種を吐き出している。

　彼の魔力が腹の奥に叩たたきつけられ、俺の脳が酩めい酊ていした様にゆらゆらと揺らいできた。

　今までにない深さに浴びせられた魔力が俺の血液に乗り、心臓に到達すると目の前が真まっ赤かに染まり、身体全体に行き渡るのを感じる頃には四肢の先までがビリビリと痺れてきていた。

　肉体の感覚が薄くなり、タイラーの陰茎が残る内臓も麻ま痺ひした様に重く感じるだけだ。

　ドクン、ドクン、と心臓の音が自分の耳に響き、急にフワリと重力が消えた様な浮遊感に襲われる。

　俺の自覚していた身体の輪郭が曖あい昧まいになり、大気中の魔力までもが俺と存在を共有している様なフワフワとした不思議な気分だ。

　働かない頭で、俺の顔の両脇に肘ひじをついたタイラーの顔をぼんやりと見上げていると、彼が小さく呟つぶやくのが聞こえてくる。

「……あぁ、気持ち良すぎるよ。チトセ……止められない……」

　彼の言葉を脳が認識するより前に、俺の視界は真っ黒に塗り潰されていた。




　　　　＊




　覚かく醒せいし、揺さぶられ、過度の快感に再び失神……それを繰り返し、どれくらいの時間が経過したのか全く把握できていない。

　喉が渇いたと訴えると、タイラーの唾だ液えきを飲まされ喉の奥までを舐られたのは覚えている。

　何度目かわからない、怠い目覚めに首を捻るとタイラーの姿が見当たらなかった。

　タイラーの魔力を探る様にすると、山小屋のすぐ外に彼を感じた。どうやら何かを洗っている様だ。

　きっと……汚れたシーツだろう。頰に当たっているシーツからは清潔な香りがする。

　俺は立ち上がる為ために上体を起こそうとするが下半身に全く力が入らず驚いた。

　仰向けから横に身体を傾けようとするがそれすらままならず、腕の力を振り絞りどうにか腰を横に立てる。

　自分の手の平で腰から太ふと腿ももを触るが、まるで麻痺した様に感覚が無い。

　初めての性交だからな……、女の子もしばらくは辛いと聞いた事があるし……俺は自分を慰めつつ、どうしようかと考える。

　その時ふと、以前筋肉痛になった時に変体したら治った事を思い出した。

　……これだ。すぐに解決じゃないか。

　俺は１人ほくそ笑み、裸なのを此これ幸いと獣身に変体した。

　獣身を起こし、腕を伸ばし腰を上げて伸びをする。四本脚で立ち上がるが、不具合は感じられない。

　……よし、大丈夫だ。

　久々に身体の自由を取り戻し、俺は部屋の中を縦横無尽に徘はい徊かいした。窓から外を窺うかがっていると、タイラーが小川から戻りシーツを干しているのが見える。……もうすぐ部屋に戻るはず。

　扉の前でエジプト座りをして待ち構えていると、入って来たタイラーがぴたりと止まり俺を見た。

「チトセ……身体は大丈夫か？」

　タイラーの問いに『ナーヴォ！』と鳴き、大丈夫だと伝える。

　……本当はさっきまで大丈夫では無かったのだが、今は問題ない。

　落ち着きなく部屋を横断した彼は、また俺の前に戻ってくる、何がしたいのだろうか。

　俺は首を傾かしげタイラーの行動を見つめた。

「チトセ……これ、食べないか？」

　おずおずとタイラーが差し出したのは、例の赤い果実だ。そう言えば、先程から甘い匂においが漂っている気がしたのはこれだったのか。

　せっかくタイラーが取りに行ってくれたのだ。昔、腹で潰してしまった詫わびも込めて『もちろん！』と伝えると、タイラーは溢れる様な笑顔を見せた。

　赤紫の実をはち切れた部分から割いて、白く濁った中身を取り出すと……血の様に赤い果汁がドロッと溢あふれ出す。

　相変わらず安定のグロさだ。

　しかし中身だけを見れば、少し柔らかめのライチ辺りに見えないことも……ないかな。

　タイラーは、一口大に千切ってくれた実を、手の平にのせて俺に差し出した。

　このまま？　獣身のままで食べるの？　と俺が伺うと、タイラーは真剣な顔つきで頷うなずいて、果実を口に近づける。

　俺は勇気を出して、タイラーの手から舌で掬すくう様にして口に入れた。

　ユキヒョウの歯は、柔らかい果実を食べるのに適していない様だが、なんとか咀そ嚼しやくして飲み込む。

　……味は見た目程悪くはない。少し甘過ぎるきらいがあるが、それよりも魔力で酔いそうな感じだ。

　何故なぜだかふと、ユキヒョウ姿で初めての食事だと気がついた。俺が感慨深く唸うなっていると、タイラーも果実を口にして『懐かしいな……こんな味だったかな？』と呟いている。

　残りの実も２人で分けて全すべてを胃に納めると、しゃがんだタイラーが俺の獣身を抱き締めて頰擦りをした。

「ありがとう、チトセ……」

　果実を食べただけでこんなに喜ばれるなんて……俺は、またいつでも食べてあげようと気楽に思っていた。







　赤い果実の汁を台所で洗い流したタイラーは、獣身の俺をベッドに誘い、ひとしきり毛並みを撫なで回し匂いを嗅かぐ。すると何を思ったかスフィンクス座りをした俺の獣身の背後に座り、尻尾しつぽの付け根をぐっと摑つかんだ。

　ビクッ！　と慄おののいた俺を気に留めることもなく彼は俺の毛まみれの陰囊ふぐりに手を伸ばしてくる。

「チトセのコレ可愛いね……」

　そう呟きながらソレを手の平に乗せ、コリコリとした感触を楽しんでいる様だ。

　俺の口からは『ナゥ……』と、情けない声か出たが、

「可愛かわいい鳴き声だ、もっと聞かせてくれ……」

　と無体な事を口にしてくる。

　言葉通り、雄の急所を摑まれた俺は、タイラーのなすがままだ。

　そのうちに彼の指が獣身の後孔に触れ、そこの湿り具合を確認してくる。

「うん……濡ぬれてるな、大丈夫そうだ。本当は俺も獣身で繫つながりたいんだが、トラのペニスには棘とげがあるからな……チトセに痛い思いはさせたくない……」

　背後から聞こえてきたタイラーの呟きに、一瞬、思考が止まった。

　獣身？　繫がる？……まさか、まさかだろう？

　俺がフリーズしている間に、タイラーは腰を落とすとユキヒョウ姿の俺の後孔に照準を合わせ、一気に陰茎を挿入した。

『キャオン！』押し込まれる衝撃に耐えきれず、悲鳴の様な鳴き声が出た。みっちりと胎内に埋め込まれた雄の感触に戦せん慄りつするが、痛みは特に感じ無い。

「大丈夫、獣身の方が身体もデカいし丈夫なんだ。人身より辛くないだろう？」

　タイラーはそう言うと、大きなストロークでピストンを開始する。

『ナゥナゥ……』と鳴きながら、逃れようと前脚でシーツを搔かくが……爪が引っかかるだけで、尻尾の付け根と片脚をガッチリと摑まれた俺は逆に引き寄せられ結合を深くされてしまう。

　人身の時とは違う、ぞわぞわした感覚に耐えられず獣身を捩よじる。

　しかし、意外にも直ぐに動きを止めたタイラーは、気持ち良さそうに息をつくと、俺の胎内に射精をした。

「こちらもイイね、チトセ。……フッ！　尻尾の毛が逆立ってるよ、可愛いなぁ……。このまま人身に変体しよう、チトセ。……出来るだろう？」

　タイラーが尻尾を根元から先まで手で扱しごく様に撫でてくる。

　俺は無理だと言う様にタイラーを振り返るが、彼は俺の腹毛を撫なぜながら『お願い、チトセ』と唯繰り返す。

「このまま変体すれば、チトセの身体からだが俺の形を覚えてくれるんだ。お願いだから。やってみて？」

　タイラーの励ます様な懇願に絆ほだされて、緊張しながらもゆっくりと変体を行う。上半身が丸まる様にしてしなり、背中から全身へバキバキと音がして徐々に人身に近づいて行く。

「凄すごいね、チトセ……美しい光景だよ……」

　タイラーの感じ入った声に人の姿で振り返ると、彼はこの場に相応ふさわしくない程に輝く笑顔をこちらに向けている。

　そのままの体勢で、俺の下半身を撫で回していた彼は、

「骨盤がすこし開いたかな？　うん、いい感じだ。前より腰がくびれたみたいだ……」

　独り言ちて、ご満悦な様子だ。

　俺は自分の身体が変化したかもしれない不安に、肉体の感覚を確かめる事で精一杯だ。しかし、しばらくして慣れてくると、まだ胎内に鎮座しているタイラーの陰茎が……前ほどには違和感を感じないことに気がついた。

「チトセ、動かすよ。今までより気持ち良いと思うから、我慢しないで……沢山イっていいからね？」

　タイラーの宣言に一瞬慄いたが、直ぐに始まった妖あやしい腰の動きに、思考が全て霧散して行く。

　グポッ、グポッ……っと胎奥の入口を亀頭が出入りし、最奥を嬲なぶられると烈はげしい快感が脳天から雷に打たれた様に突き抜ける。

　俺は、足先までがピンと伸び、細かく震えながら何度も、何度も、射精の介在しない絶頂を味わった。

　喘あえぎ声ではなく正に悲鳴とも言える叫び声が俺の口から発せられているのを、遠くの音を聞く様な、解離した感覚で俺自身が耳にしているのを感じる。

　段々と視界に霞かすみがかかり、麻ま痺ひした様に快感が遠くなって行く。

　ああ、また落ちるな……そう思ったのを最後に、意識がシャットダウンした。
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　フッと持ち上がる様な感覚と共に意識が戻り、やけにクッキリとした視界に目を瞬しばたいた。

「目が覚めたか？」

　枕元に座ったタイラーが俺の髪を指で梳すきながら優しく語りかける。

「もう身体も大丈夫なはずだ。起き上がれるか？」

　背中に手を当てて俺を抱き起こす様にして座らせてくれた。

　脚をベッドから落とすと、俺の太ふと腿ももをマッサージする様に揉もみながら小さく笑う。

「だいぶ無理をさせたからな……でももうチトセの身体も安定したし、これからは大丈夫だよ。もう辛い事は無いはずだ」

　両手を摑まれ、立つ様に促される。

　両脚を踏ん張り自分の脚で立ち上がると、少しフラッとしたが問題なく二足歩行出来そうだ。

「安定したって……？　何が？」

　俺はタイラーを見遣り、疑問を口にした。……緊張感からか少し冷たい声だったかもしれない。

「……ああ、雄の身体はペニスを受け入れる様にはできていないからな。体格差がある場合、魔力を交換して内臓や骨の位置を少し動かす必要があるんだ。……チトセは、俺の形に変えさせてもらった。後悔しても遅いんだ……」

　タイラーは不安げに瞳ひとみを揺らしながら、キュッと口もとを結んだ。

　……そういう事か。今までタイラーが俺と身体を繫げなかった理由もなんとなく理解した。

　タイラーは俺に拒否されるのではと考えたらしい。

「……そっか。いいんじゃないかな、必要な事だったんだよね？　それに、命に関わる問題じゃないだろ？」

「勿もち論ろんだ！　チトセは俺が守る」

　タイラーは悲しそうに強く否定する。

「ならいいよ。俺としてはこれからタイラーと一緒に生きて行きたいんだ。それに支障がなければ瑣さ末まつな事は気にしないよ」

　俺の言葉にタイラーは詰めていた息を吐くと、はにかんだ様な笑顔を見せてくれた。……何だか、そんなタイラーを可愛いと感じてしまう。

　気を取り直した俺が、不安げに脚を動かしよちよち歩いているのを眺めて笑ったタイラーは、キッチンに向かい鍋なべに火をかけた。

「お腹なかが空すいただろう？　チトセが準備しておいてくれたスープ、食べようか」

　俺が賛同の言葉を口にする前に、腹が『グー』と元気に返事をした。







　タイラーの山小屋は、とても快適な住まいだった。

　水道設備は無いが近くに小川があり、ガスコンロは無いが薪まきオーブンがある。

　風ふ呂ろに至っては、近くに天然温泉が湧わいていたのだ！

　体調もすっかり元通りで、タイラーの狩って来る山の恵みに舌鼓を打ち、余った時間には薬草を摘んで過ごす。

　不便を楽しむ田舎暮らし……現代人の夢の生活かもしれない。

　今はタイラーは山で薪を拾い、俺は小川で洗濯を……何だか大きな桃でも流れて来そうな状況だ。

「チトセ、薪を拾っていたらベル兎うさぎを見つけたぞ。珍しい兎だが、脂が乗って美味うまいんだ。久しぶりに白いシチューが食べたいな……」

　背後から抱き締めるようにして、川に浸けた俺の手を握る。ジャブジャブと洗濯物を濯ぐ手つきも慣れたものだ。

「兎のホワイトシチューね、なんかフレンチみたいだね、いいよ」

「チトセ。フレンチとは何だ？」

「フレンチ、そうか。こっちにはその表現ないね。向こうにフランスって国があって、その国のって意味」

「チトセはたしか『ニホン』という国にいたんだったか？」

「うん。俺がいた国の料理は和食って言って、ほらあれ……肉じゃがとか、すき焼きとか、あのへんがそうだよ」

「カツ、も和食ではないか？」

「そう、大正解！　タイラー凄いね！」

　タイラーは最近、日本での俺の生活や、あちらの文化について聞いてくる様になった。

　以前は俺に里心がつかないか憂慮していたらしいが、もうその心配も無いのだろう。俺はすっかりこちらの生活に馴な染じみ、楽しんでいるのだ。タイラーもそれを感じているらしい。

　洗濯を終わらせ山小屋に戻り、夕食の準備を始める。捌さばいた兎をタイラーから受け取り、骨は出汁だしに使う。野菜はドリスから持ち込んだ根菜と、近くで摘んで来た葉野菜があるのだ。

　鼻歌を歌いながらキッチンで忙しく立ち働いていると、テーブルに着いたタイラーが頰ほお杖づえをつきながら穏やかな表情でこちらを眺めている。

「なあ、タイラー。シュレイクスの家も良いけど、こっちの家も良いね。俺、ここ好きだなぁー。タイラーが冬場ここに籠こもる気持ち、何だかわかる気がするよ」

　俺が野菜を刻みながら言うと、

「そうか。気に入ってくれたか……。ここはチトセと暮らしたくて建てた家なんだ、嬉うれしいよ」

　タイラーの言葉に驚いた俺は、手元が狂い指先をナイフが掠かすった。

「痛っ！　ちょ、ちょっとタイラー、俺とって、ここ１００年前に建てたって言ってたよね？」

「チトセ、大丈夫か？……ああ、少し切れているじゃないか、気をつけてくれよ。この野菜を切ればいいんだな？　続きは俺がやるから……」

　俺の手元を覗のぞき込んだタイラーは、少し血が出ている俺の指を舐なめると、ナイフを奪い取った。

「それより家の話……」

「ああ、この家か。初めてチトセと会った１７０年前から場所を探し始めて、１００年前にここに決めて建てたんだ。いい場所だろう？」

　タイラーは野菜を刻みながら事も無げに言葉を紡ぐ。

「……うん、いい場所だよね。でも俺と暮らす為って……。まだ子供だったよね、タイラーも……」

「……探していたんだ、冬場この辺りを。初めて会った時、冬だっただろう？　雪が降ればまた会える気がしたんだよ」

　俺は椅子に座りながら頭を抱えた。本当に、１７０年の間探してくれていたのか。

　タイラーの一いち途ずさに眩暈がする。

　俺の脳裏に、チビの白ヒョウを探して野山を駆け巡る仔トラの姿が浮かび……切なさに胸が痛む。

　その頃ころ、俺はここには居なかったと言うのに。

「タイラー……ありがとね、見つけてくれて。本当に嬉しいよ」

　心からの礼を伝えたい。

「ああ。あの時、任務の途中に１人抜けて崖がけを見に行った事、今でも本当に良かったと思っている。それまで冬場にあそこを見に行った事は無かったからな……何だか胸騒ぎがしたんだ。本当に良かったよ」

　タイラーは慈愛を含んだ笑みを口もとに浮かべ、野菜を刻む手を止めた。

　野菜を鍋に入れ、さっとナイフを流すと、こちらを振り向く。

「チトセ、これからはずっと一緒だからな。俺が嫌になっても逃がさないぞ。気をつけろ？」

　タイラーはニヤリと笑って俺を抱き締めてくる。

「あはは！　大変だ、タイラーは脚が速いからな、俺じゃ逃げ切れないから諦あきらめる事にするよ」

　俺が戯おどけて返すと、彼は満面の笑みで『何事にも諦めが肝心だ』と満足げに答えた。




　　　　＊




　温かい夕食を摂り、暖炉の前の絨じゆう毯たんに腰を下ろす。

　ヌイグルミを抱えた俺は、タイラーを背もたれにしながら薬草の本を読んでいた。わからない文字に当たると、いちいちタイラーに尋ねるが、彼は面倒がらずに答えてくれている。

「チトセ、もう文字もだいぶ覚えたな。さっきから聞いてくるのは専門用語ばかりだ、普通に使う文字はもう不自由しないんじゃないか？」

「んーん。知らない言葉はたくさんあるからね……ほら、お店のメニューとか、初めから知らない単語があるんだよ……」

「そうか、向こうに無い物はわからないか……。大丈夫だよ、チトセは頭が良いからな、直ぐに覚える」

「頭？　普通だよ。向こうでも、とりわけ頭が良い訳じゃ無かったし……。まあ、時間はたくさんあるし、焦らず行くよ」

「ああ、それが良い。チトセに教える事が出来なくなるのもつまらないしな」

　タイラーは俺の頭を撫なでながら言った。
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　温泉から戻り、ベッドに潜り込むとタイラーが上掛けごと俺を抱き締めて視界を塞ふさいでくる。

　俺が中からパンチを繰り出しタイラーに反撃すると、『参った、降参だ！』とタイラーの笑い声が聞こえてきた。

　もぞもぞと上掛けから抜け出すとタイラーに覆い被さり、彼の着衣に手をかける。

　少しだけ緊張しない事もないが、多分、拒否はされないはず……。

「……ねえ、タイラー。しよう？」

　タイラーを夜の営みに誘う声を出してみた。

　俺の渾こん身しんの……誘い文句に固まったタイラーは、仰向けに横になったまま上衣のボタンを外す俺の手をじっと見つめている。

「いいだろ？　俺だってタイラーが欲しいんだよ……」

　反応の無い彼に俺が口を尖とがらせると、ガバッと上体を起こして俺を抱き込み、強く抱き締めると体を震わせた。

「チトセ、チトセ……。俺の番だ……どこにもやらない。大事にする、欲しい物があれば何でも手に入れる、行きたい所があれば連れて行く。全部、全部俺が叶かなえるから……」

「……もう、欲しいものは手に入ったよ、タイラー」

　そう言った俺の頰を両手で包み、瞳ひとみを覗き込むと俺の言葉の真偽を確かめる様にこちらを窺うかがう。

　……タイラーは案外疑り深い性質らしい。

　俺が顔を寄せると、彼も頰を擦り付ける様にしながら唇を食はんでくる。たっぷりと湿った舌で唇の裏を舐められると、緩い快感に腰が重さを増した。

　時間をかけて口内を侵食され、彼の甘い唾だ液えきを味わいながら、力を抜いて身体からだを上にぴったりと重ねる。俺１人が全身を乗せたくらいではビクともしない逞たくましい身体だ。

　男に生まれてずっと、男らしく頼り甲斐がいのある男性にならなければ……そう求められ、思い込み、違和感に苦しんだ。結局、１人で生きて行くのかと諦めた事もある。

　今となっては、全すべてが無意味で馬鹿らしい…………俺は雄として、タイラーと生きて行くのだから。

　タイラーの腰を跨またいで座り、再び彼の上衣に手をかける。お互いに脱がし合い、クスクスと笑い唇を交わし合いながらベッドの上を転がった。

　彼の手が俺の胸元の先端を擽り、段々と膨らんできたソレを舌で遊ぶ。たまに甘あま嚙がみされると、胸の奥からジワジワと見知らぬ感覚が集まってくる様だ。

「ン、ハァ……なんか、ちょっと気持ち良いかも……」

　俺が声を漏らすと、彼は嬉しそうに目め尻じりに皺しわを寄せた。

　ベッドに身体を預け、勃ち上がってきた雄をタイラーのソレに擦り付けながら腰骨の窪くぼみを手の平で味わう。目を瞑つぶり首元に彼の唇を感じて、顔の横にある逞しい腕に頰を寄せた。

　何も間に挟まず直接に皮膚が触れ合う感触だけで優しく染み込む様な快感が全身に行き渡り、溜ため息いきが口をついて出ていく。

　俺はタイラーの雄に手を遣り、ゆるく扱いてみせる。

「……舐めてもいい？」

　俺の精一杯の愛情表現に、タイラーは目を輝かせた。

　膝ひざ立ちになった彼が俺の顎あごを取り、ゆっくりと下半身へと導く。

　呼吸を整え大きく口を開いた俺は、鼻で息をしながら目を閉じると、口内へ彼の陰茎が進入して来るのを感じる。たっぷりとした質量に喉のどまでを埋め尽くされ、一瞬だけ目を見開いたが、前回の事を思い出して首を傾け咽いん頭とうの位置を調節した。

　タイラーの柔らかい下生えが唇に当たる。鼻をくすぐるタイラーの性臭に目を細め、その男らしい香りを鼻から思い切り吸い込んだ。

「チトセ、行くよ……？」

　俺の頭を摑つかんで、初めはゆっくりと、俺が慣れて来たと判断すると徐々にそのストロークを大きく、速いものに変えていく。

「はぁ……気持ち良いよ、いいよ、チトセ」

　たまに嘔吐えずくのは仕方がない。そのうちに歯を立てない様に口を窄つぼめ、舌を裏筋に当てる余裕も出て来た。

　上目遣いで彼の様子を窺うと、タイラーは歓びと切なさが入り混じった複雑な表情で此方こちらを見下ろしている。

　目が合うと唇の片側を持ち上げて、自分の指をいやらしい仕草で舐なめ濡ぬらし、俺の臀でん部ぶに手を伸ばす。双丘の谷間に濡れた指を這はわせ、ゆるゆると孔を撫でているらしい、自分でも段々とソコが綻ほころんでくるのを感じでしまう。

　タイラーは自分の腰と、俺の後孔に差し込んてきた指を前後に動かし、器用に口こう淫いんのスピードを調節している様だ。

「……チトセ、もう挿いれてもいいか？」

　腰の動きはそのままに眉まゆを顰ひそめながら、滴る様な色気を湛たたえた表情でお伺いを立ててくる。

　そんな顔を見て、否と言える人がいたら教えて欲しい。

　俺が瞬きで了承を知らせると、タイラーは気遣いを感じる丁寧な仕草で俺の口から陰茎を抜いた。

「……もう少し濡らさないとな」

　そう言った彼は、軽い動作で優しく俺を転がし全身を眺めた後、むしゃぶりつく様に下半身に顔を埋めてきた。

　俺の雄を鼻で擦り、舐め、横からしゃぶる。その後片手で扱きだすと、その下にある双球や蟻の門渡りにまで荒々しく舌を這わせてくる。垂れてきた唾液でびっしょりと濡れた孔には、親指を挿入して搔かき回まわし、内部を揉もむ様に広げていく。

「ハアッ、アッ……タイラー！」

　俺の声の変化に気がついたのか、一度口を放し俺の両脚を太ふと腿ももから押し上げ後孔を露わにすると、柔らかくなったソコに舌を捩ねじ込んだ。

　唾液を流し込みながら、硬く尖らせた舌を自在に操り胎内を開拓していく。

　俺の限界を見極めた様に指を３本埋めると肉筒から舌を外し、グチュグチュと内部を搔き回しながら陰茎を柔らかい咥内で包み込んだ。ジュッと音を立て一度吸われただけで、俺のペニスは簡単に爆はぜてしまう。タイラーの、俺の身体を知り尽くした愛あい撫ぶに敵うわけがないのだ。

　タイラーは、快感の余韻に震える俺の腰を両脚で挟み固定すると、指が抜けて緩く開いているだろう後孔に彼の陰茎をジワジワと進入させて来る。

　この数日でタイラーの形を覚えた入口は、すんなりと亀頭を受け入れるばかりか、通過する際の快感まで拾ってくる成長振りを披露した。

「ぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　彼の長大な陰茎が、括約筋を通り、前ぜん立りつ腺せんを押おし潰つぶし、奥の入口に到達する。

　俺はだらしなく口を開き、漏れ出ていく唸うなる様な喘あえぎを抑えることが出来ない。

　タイラーは『フッ』っと詰めていた息を吐き出すと、俺の投げ出された腕の下に手を通し掬すくい上あげる様にして持ち上げる。

　胡座あぐらに脚を組み替えたタイラーは自分の股また座ぐらの上まで俺を持ち上げると、抱き締める様に手を持ち替えた。

　脇わきでの支えを無くした俺の自重で、タイラーの陰茎が根元まで挿さり結腸の壁を抜ける。

「ハアッ……！　タイラァー!!　アーッ！」

　叫ぶ様な声と共に背がピンと張り詰め、胎内がビクビクと引ひき攣つる様に収縮を繰り返す。

　射精を伴わない解放に何度も頂まで持ち上げられ息も絶え絶えな俺を、間近から見詰めるタイラーの瞳には……明らかな歓びが瞬いていた。

「チトセ……愛しているよ……。ああ、まだまだ気持ち良くしてあげるから……」

　タイラーは正面から俺を抱き締める力を強くすると、じっくりと円を描く様に腰を回転させ始める。

　彼が腰を引くとカリが奥の入口を引き摺ずる様に抜け、腰を前に出すと再び亀頭が押入り最奥を舐める様に擦り付けられる。

「ウウゥ……きもちいい……きもちいいよぅ……。タイラー……きもちよくてこわれちゃうよぅ……」

　ゆっくりとした動きに翻ほん弄ろうされ、俺は彼の胸に涙を擦り付けながら啜すすり泣なく。

「チトセ……チトセ、素敵だよ……。もっと可愛かわいく泣いていいからね」

　タイラーは俺の涙を舐めとりながら、うっとりと笑っている。

　彼の腕の中で終わりの見えない快感に打ち震えながら、俺は深部から溢あふれ出る仄ほの暗ぐらい快悦に夢中になった。完全にタイラーを受け入れた俺の胎内は蠕ぜん動どう運動を繰り返し、それはまるで彼から種を搾り取ろうとしているかの様だ。

　タイラーは俺の胎な内かで極め、最奥に彼の証あかしを解き放っていく。

　混じり合う身体と魔力に、俺達は溶け合い、一つになり、そして別々の肉体に悲しみと歓びとを同時に味わう。

　身体が離れるのを惜しむ様に、俺達は何度も、何度も、形を変えて愛し合った。







　温かいタイラーの胸に頰を寄せ事後の満たされた空気の中で微睡まどろんでいると、タイラーが小さく身み動じろいだのを感じた。

「……ん？　どうした、タイラー？」

「悪い、起こしたか？……身体からだはどうだ？」

　彼は俺の髪を梳すいて、額に口付けを落とす。

「うん？　ああ、多分、大丈夫だよ……」

「もし……良ければ、朝あさ陽ひを見に行かないか？……無理ならいいんだ、今日でなくとも」

　目が冴さえてしまった俺はタイラーに微笑ほほえんで見せると、ベッドから脚を下ろしてうっそりと立ち上がった。

　腰を捻ひねり調子を見るが、問題は無さそうだ。

「大丈夫みたい。眠れなかったからちょうどいいよ。朝陽、綺き麗れいだろうな」

　俺の声にタイラーは嬉うれしそうに立ち上がり、両手を床に下ろし獣身に変体する。

「あ、獣身で行くんだ。ちょっと待ってて」

　急いでチェストに向かうと引出しの中からブラシを取り出し、獣身のタイラーの毛並みを軽く梳かす。

　取り敢えずだが気は済んだので、俺もブラシを置いて獣身を取った。

　タイラーは前脚で器用に扉を開け、振り向いて出発の伺いを立てて来る。

　俺は『ナーヴォ！』と鳴き、行くよ！　と頭でタイラーのお尻しりを押した。







　所々に雪の残る山の斜面を、獣身で思い切り走り抜ける。前を駆けるタイラーの脚取りも、いつもより幾分楽しげだ。

　夜明け前の冷たく湿った空気が身体を通り過ぎ、徐々に身体が温まってきたのがわかった。

　獣身に変体したのもあり、身体の不調は全く感じない。それもあるが、先日獣身をタイラーに拓かれてからと言うもの、事後の辛さや怠さが極端に減ったのだ。

　タイラーは気にしていたが、俺は良かったと思っている。……毎回あんなに辛いとなると本気で身体の危険を感じ、心配だったのだ。







　どれくらい走っただろうか。空がじんわりと滲にじむ様に明度を増してきた。

　薄暗い斜面を登り切るといきなり視界が開け、見覚えのある景け色しきが広がる。

　……ここは、あの崖がけだ。

　タイラーと初めて出会い、再会を果たした、あの崖。

　脚を止めたタイラーは、一本の巨木の根本を小さく爪で搔いている。あれは、俺が身体を預けていた大木だろう。

　懐かしさに、幹に爪を立てると一気に一番下の枝まで登った。

　もう少し上に行けるだろうかと頭を上げると、タイラーが下から爪を隠した前脚で俺の垂れた尻尾しつぽを弾いてくる。……ここに成体二頭は無理かな。

　俺は景色を目に納めると、タイラーが待つ大地にトスッと静かに降り立った。







　崖の際きわに香箱座りをした俺に、タイラーは寄り添い背毛を舌で舐なめ梳いてくれる。

　彼の背中に尻尾を這はわせると、彼もまた尻尾を俺の臀でん部ぶに絡め、俺達の尾がやんわりと巻き付いた。

　眼前に広がる森は、朝霧に白く烟けぶり静かに夜明けの時を待っている様だ。

　あの時は真っ白な雪に覆われていた森が、今は緑に宿る生命力を感じさせてくれている。白く閉ざされた冬もいつの間にか終わり、季節はもう夏に移ろっているのだ。

　右手から昇る朝陽が森を照らし、ジワジワと木々の輪郭を明確なものに変えていく。

　俺達は唯ただそこに身体を横たえ、新しい一日の始まりを見つめていた。この場所から、全すべてが始まったのだ。

　俺は４本の脚で立ち上がると『アァーオゥ！』と鳴いた。

　タイラーも立ち上がり『グオーウゥゥ！』と吠ほえ、グルルル……と不敵に喉のどを鳴らしてこちらを見遣る。

　俺はもう人間ではなく……獣人として、そして彼の番として、この世界を生きていくのだ。

　前の終わりは、始まりの先の途中にあった。

　……新しい旅が、またここから始まる。







　きっと、これが本当の始まりだ。
















番外編　あたらしいあさ
















　人熱で蒸す地下鉄を降り、波に流される様に改札口に押し出されると、まだ仄ほのかに明るい西の空が目に滲にじむ。

　新薬の研修会を終えて早めに仕事を終えた今日なら、家の近所にある少し大きいスーパーに惣そう菜ざいでも残っているだろうか。

　記憶の中を探り冷蔵庫の中身を思い出しながら、駅からの道を急ぎ足で歩いていた。

　男の一人暮らしの夕飯だ。昨晩の残りと、惣菜、もし無ければ野菜炒いためでも作って終わりだろう……いつもの事なのに、何故か物足りない気持ちを抱く。

　ふと立ち止まり振り返るが、見知らぬ人達が忙しく歩く姿が視界に映るだけだ。







「ふう」

　小さく溜ため息いきをついて、また歩みを進める為ために少し重く感じる右脚を持ち上げる。そして次は左脚だ。

　重力を感じながら、ただ、歩く。歩いて住すみ処かの小さいマンションの一室に向かう。

　それだけだ。

　薄ぼんやりと輪郭を描く高層ビルを背に、俺は独り歩き出した。







　ふと右頰に硬く細いものが触れた感触がある。我に返った様な、どこか違う場所にいる感覚が現れて、急速に広がり飲み込まれた。

　真っ白な視界は、どうやら閉じた瞳ひとみに光が当たっている為の様だ。

　ゆっくりと目蓋を開くと、白っぽいポヤっとした何かが視界に広がっており、少し甘い様な香りが鼻をくすぐる。

　俺は自然と口元が弧を描くのを感じていた。







　ああ、そうだ。

　俺は、ここにいる。ここにいるんだ。

「チトセ、もう起きるか？　チビ共が腹を空すかせた様でうるさいんだ」

　嬉うれしそうな声が、少し乱暴な言葉を紡いでいる。そのアンバランスさに、弧を描いていた口元が本格的な笑いに変わったのを感じた。

「まだ早いよ、大丈夫、甘えてるんだよ。それより、二度寝しない？　なんか、懐かしい夢を見た気がするんだ。もう一度寝たらまた見られるかな？　よく思い出せないんだ、懐かしい気がしたんだけど……」

「夢なんてそんなものだ。それより、その楽しそうな顔をよく見せてくれ。可愛かわいい口をしてる」

　彼の囁ささやく様な声がすぐ近くでして、俺の顎あごを優しく挟む２本の指に、顔を上に向けられる。







　カリッと、小さく硬いものが何かを引ひっ搔かく様な音に視線を這はわせると、タイラーの腕に爪を立てている、白い毛玉に気がついた。

　太く逞たくましい腕の向こうから、必死にこちらに短い前脚を伸ばしている白い毛玉だ。

　俺は両の手を伸ばして、それを抱き取り頰擦りをした。

　先程の甘い香りは、この毛玉から香っていたのだ。日向ひなたに干した洗濯物の様な、甘やかな香りを吸い込み、深呼吸をする。




「タイラー、もう起きるよ。今日は洗濯日和びよりみたいだからね」




　　　　＊




　ドリスの戦の後、あの山小屋で２人の時間をゆっくりと過ごしていた俺達だが、ひと月ほど経たったある朝に起こった俺の少しの体調不良に、タイラーが何故か騒然となった。

　俺としては、食欲が落ちてちょっと吐き気がしただけで、そんな事は以前は日常茶飯事だった為に気にも留めていなかった。

　だが、獣人には二日ふつか酔よい以外でそんな事は滅めつ多たに起こらないらしい。

　過度のアルコールはやはり獣人にも毒になるのだなと確認した次第だったが、生あい憎にくにも山小屋に来てからはお酒は飲んでいなかった。

　落ち着かない様子のタイラーをなだめすかし、それから半月くらい様子を見ていたのだが、何故か少しずつ俺の腹部が膨れてきた。

　体内の魔力の巡りにも、何故かいつもと違う何かを感じる。俺と似ているが、違う何かだ。

　これは、もしかすると妊娠ではないだろうか。

　俺がその考えに行き着いた頃ころには、タイラーは既にその可能性が濃厚だと踏んでいたらしい。

　本当に雄も孕はらむのだなと考えながらも、現実感の無さからか漠然とし過ぎており、まだ取立てて特に何も感じていなかった。

　今となるとそんな楽天的な自分に感謝したい。

　タイラー曰いわく、初めての妊娠は皆取り乱すものらしいが俺は落ち着いて見えたらしい。

　慌てふためくタイラーに横抱きにされ人身のまま何日か走り、シュレイクスの都の診療所に運び込まれた俺は、ここで初めて恐怖という感覚を覚えた。

　何故なぜなら、バルテシオンから見て俺の腹の大きさは異常だと知らされたからだ。

　そのまま診療所に泊まり込みと相成った訳だが、腹の尋常でない膨らみとは裏腹に、ひと時不調だったはずの俺の体調はすこぶる良くなり、食欲もいつも以上に旺おう盛せいでバルテシオンも頭をひねっていた。

　それが、ある日突然訳のわからない叫び声を上げたバルテシオンに腹をこねくり回されたと思ったら、彼は大きな溜め息をつき、

「まあ、めでたいの２倍になるんかなぁ。こりゃ、２人いるな、腹ん中に。いや、雄同士では滅多にない事だが……ま、大丈夫じゃろ」

　とニヤッと笑って、いつもある目め尻じりの皺しわをこれでもかというくらいに深くした。







　それからの２～３ヶ月はとにかく寝て、食べ、起きている時間はいつも食べていた記憶しかないくらいで、時はまるで矢の様に過ぎ去って行った。

　妊娠といえば10月10日と聞いていたし、まだまだだと思っていたのだが、獣人の妊娠期間というのは俺が思っていたより遥はるかに短かった様だ。とうに臨月に入っているのに生まれる兆しの無いお腹なかに、周囲の心配だけが増していた。

「このままだと、腹の子が大きくなりすぎる。帝王切開になるんだが、踏ん張れるか？　チトセ」

　バルテシオンが重い声で俺達２人に告げてきたのは、もう４ヶ月目も半ばを過ぎた頃だろうか。

　帝王切開。俺は男だし、奥さんも彼女すらいなかったから知識は殆ほとんど無い。しかし、どこから赤子が出て来るのか恐々としていた節もあるし、よくある事と認識していたのでどちらかと言えば歓迎だったのだが、タイラーは違った。

「それは……腹を切り裂いて子供を取り出す処置だと記憶している。通常の、普通分ぶん娩べんでは駄目なのか？　チトセを……チトセの腹を切るのは、出来れば……」

　タイラーは尻しり窄すぼみになりながらも声を出したが、眉み間けんに深い皺を刻んで最後には黙り込んでしまった。

「あー。タイラー、帝王切開なんだけど俺は賛成だな。俺のいた場所では、雌も帝王切開ってよくあったし、自分から選んでる人もいたみたいだったよ。俺は普通分娩、逆に耐えられる気がしないよ、あれって何時間もかかる場合があるらしいじゃないか……」

　上目遣いでタイラーの顔を覗のぞくと、彼の眉まゆがへにゃりと下がるのが見えた。

「本人がこう言うんだ、決まりだな。大丈夫だ、チトセ。傷も残らんくらい綺き麗れいに切ってやるぞ！　やる気が出てきたな、直ぐに取り掛かるか。タイラーはこのあいだ言いつけておいた物を家から取ってこい！　今すぐだ！」

　バルテシオンは大きな声でタイラーに指示を出すと、薬棚から見覚えのある丸薬を出してきた。あれはたしか、バルテシオンと薬草の草原で試しに調薬した眠り薬だ。

「コレはチトセが作った丸薬だ。自分で作った物なら安心だろうて。飲んだら、寝てるうちに終わっておる。心配してる暇もないぞ！」

　カッカッカと笑うバルテシオンの笑い声に、重くなった空気が霧散した様だった。




　　　　＊




　急に、パッと蛍光灯が灯ともる様に目が覚めた。

　思い返すと、最後の記憶はバルテシオンの笑い声と丸薬……俺は即座に腹部の布を避けた。平らになった腹に、スーッとボールペンで描いた様な赤く細い線が臍へその下まである。

　ただ、それだけ。

　子供、そう子供達がいるはずだ。何処へ行った？

　俺は音を立ててベッドから落ちる様に降りると、震える手で診療所へ続く扉を開けた。

「ああ、チトセ、目が覚めたのか。良かった良かった。丸２日寝ていたぞ、薬が優秀過ぎるのも何だなぁ」

　頭をポリポリと搔きながらバルテシオンが吞のん気きにこちらを見て言っている。

「赤ん坊達なら、あっちで乳でも貰もらってるはずだ。姫さんも、もう歩いても大丈夫なはずだが、無理はするなよ」

　彼は何も言葉が出てこない俺の脇わきに手を入れて真まっ直すぐに立つ様に促す。

　バルテシオンの視線を追って部屋の隅を見遣ると、大きな虎の獣人が３人、背中を縮めて何かを見ている。

「タイラー……」

　俺が囁ささやく程に小さな声で呼ぶと、その内の１人が凄すごい勢いでこちらを向いた。

「チトセ！　目が覚めたのか！　もう立って大丈夫なのか!?」

　バッと胸に抱き込まれ、それからやんわりと身体からだを放すと腹部を撫なでられた。

「うん、なんか、何ともなくて逆にちょっと驚きなんだけど……」

　俺の視線は小さな籠かごに釘くぎ付づけになって離れない。

　もしかして、もしかしてあそこにいるのだろうか。

「チトセ！　頑張ったね……、てか、早いよ！　教えてよ！　びっくりしすぎて、郷で話を聞いたらそのまま来ちゃったよ！」

　ネイサンの声だ。満面の笑みを浮かべたネイサンがゆっくりと籠を持ち上げるとこちらに歩いてきた。

　中を覗くとポヤっとした白い毛玉が１つ見える。20～30㎝位だろか。脚の太い猫の様な毛玉だ。

　よく見ると、太い根本から先に向け細くなった尻しつ尾ぽがツンっと先まで張っており、太く丸々とした胴体をしている。

　ネコ科の仔が、スピスピと鼻を鳴らしながら眠っている。

　白いトラの仔だ。

　１匹……たしか、バルテシオンは２人、と言っていた。もう１匹は？　縋すがる様にネイサンを見ると、ネイサンは笑顔で左を向いた。

「スターク、チトセにそっちの子渡してあげて」

　スタークもいた事にたった今気がついた。

　彼の腕には小さな、人の姿の赤ちゃんが抱かれていた。

　哺ほ乳にゆう瓶からグイグイとミルクを飲んでいる。

「チトセー、目を覚まさないから心配したぞ。チビ達は２人ともに健康そのものだ。そんな顔すんなよ」

　スタークは笑顔でこちらに近づくと、タイラーの腕の中にいる俺の胸に、赤ん坊を抱かせる。

　高い体温と羽根の様に軽く感じる重さが、俺の胸の奥を小さく刺激する。

　赤ちゃんは黒髪で、俺と同じ黄色人種の肌色だ。タイラーの様な白人種ではない。

　タイラーは白い毛玉、改め白虎の赤ちゃんを籠から優しく出すと、眠る身体を手の平に乗せて、俺の胸に寄せた。

　正直、実感に欠けている気がしていたのだが、ここにいる４人の嬉うれしそうな、そして何とも言えない誇らしげな表情から、ジワジワと胸に喜びの波が広がって行く。

　ああ、２人とも、ちゃんとここにいるんだ。

　新しい家族が増えたんだ。

　ずっと独りきりだと思っていた、あの短い時を生きる場所じゃない。

　俺の家族のいる、永い時間を生きていく俺の場所だ。

　知らぬ間に俺の頰を濡ぬらしていた何かが、雫しずくになって落ちていくのを感じる。

　いつの間にか目を覚ました腕の中の毛玉が、『ナーヴ……』と鳴いて俺の顎あごをペロリと舐なめた。




　　　　＊




　帰宅を許された俺達家族４人、いや６人は、シュレイクスの我が家に戻り生活を始めた。

　俺の妊娠の一報を郷で聞いたネイサンとスタークの２人は取るものも取り敢えず、その足でシュレイクスまで駆けつけてくれたらしい。

　何も持ってきてないんだ、と笑うネイサンに、スタークも横で笑っているが、よく見るとタイラーの服を着ている。

　本当にそのまま来てくれたんだ、そう思うと胸が温かくなった。

　シュレイクスの家は２人で住むつもりだったので、広さはそれ程でもない。

　まあ、日本の住宅事情から考えると４人家族ならこんなものかもしれないが。

　大の大人、それも大柄な４人には手狭かと思われたが、それがこれが、始まってみると距離が近くてなんとも快適な空間になっている。ネイサンとスタークには２階の寝室を使って貰い、俺達と仔達の４人は１階のクッションにまみれての就寝だ。

　そんな中、俺はすっかり失念しており後から知ったのだが、獣人の雄は身み籠ごもる事はできても母乳を出す事は出来ないらしい。

　バルテシオンは診療所の近くで最近子供を産んだ雌（あのバルテシオンお気に入りの定食屋の気さくな犬の獣人のお姉さんが最近出産していたらしい）から、スタークはライオン族のハーレム持ちであるドミニクから雌達のミルクを貰って来てくれている。

　お陰様で、たくさんミルクを飲む１人と１匹はミルクに困る事は無い。

　本当にありがたいと思うし、幸運だ。

　通常、雄同士の番が子を生すと郷に帰るのはミルク事情による所も大きいらしい。確かに、乳母うばでも雇わないと難しいミルクの消費量だと思う。

「それにしてもよく飲むね。こりゃ大きくなるぞーって、おいチトセ、こっちのちびトラ、なんかやけに重くなった気がするぞ？　ミルク飲みすぎじゃないか？」

　ムニャムニャと口元を動かして哺乳瓶に食らいつき、身体の割に太い前脚を、交互にゆっくりと前に前に繰り出している。

　まだ毛が薄くシュッとした尻尾の付け根がやや毛羽立った様になっているのがチャームポイントだと俺は思っているのだが。それに、先っぽが黒いのも良い。

　確かに、タイラーの手の平に乗る大きさだったはずが、一回り大きくなった気がするのは気のせいではない。

　まだ生まれて１週間も経たっていないのに、ヨチヨチ歩き出し時には驚きと喜びで４人で小躍りしてしまった。

　成長が早すぎる気がするが、獣人はこんなものなんだろうか。

　まあ、大きくなる分には問題無いように思う。ネイサンにそう伝えると、ネイサンも軽い感じで、『だな』と笑顔で頷うなずいていたから大丈夫なはずだ。

　抱いていた黒髪の赤ちゃんはミルクを飲むか寝るか……たまにむずかるが、あまり泣きもしない大人おとなしい赤ちゃんだ。最近はちょっとしわくちゃの赤子感が抜けて、可愛さが増してきた気がする。

　子供の名前は、タイラーがヌイグルミを２人に渡す時に決めるらしく、今の所は『ちびトラ』『チビちゃん』と呼ばれている。

　チビちゃんの種族は獣身を見ていないので未いまだ不明だが、多分ユキヒョウだろうと全員一致の意見だ。

　ヌイグルミはユキヒョウがオーダーメイドになるらしく時間がかかるとの事で、こんな時は絶滅危き惧ぐ種しゆな自分の種族が少々恨めしい。

　腕の中の頼りない重みに、これからの２人の成長を想おもうと、楽しみと責任の両方が俺の心を占めていく。大きくなってくれよ、と俺は心の中で語りかけた。

　俺達も２人が大きくなるまで健康でいなければ。

　健康と言えば…、今日の夕食は何にしようか。俺の思考もだいぶ主婦化してきた気がするが、今はそんな自分を気に入っている。

　赤ん坊達からキッチンに視線を移して考えてみた。大の大人の雄が４人もいると肉の消費量が半端無いのだが、街からでは気軽に狩りに行く訳にもいかない。

「ネイサン、そういえば食材が少なくなってきたから買い物行ってきていい？　しばらく２人の事お願いできるかな？」

「おー、勿もち論ろん！　ちょっとだけだけど、羽伸ばしておいでー。こっちは大丈夫！　チビちゃん寝てるみたいだし、ちびトラもそろそろおネムの時間だねー。もうすぐスターク達も帰って来るし」

　タイラーとスタークは２人で隊に顔を出しに行くと言っていたから、揃そろって帰宅するはず。

　ネイサンがチビちゃんを引き取りながら、快く子守を引き受けてくれた。

　久々の外出だ。しかも１人。俺は軽くなった肩を回してコリをほぐしながら、久しぶりの扉の外に想いを馳はせた。

　肉に野菜に果物、それとパン。それからハーブも少し買い足したい。

　そんな事をつらつらと考えながら、足取りも軽く商店が並ぶ道を歩いていると、ふと覚えのある視線を感じた。

　反射的に振り返ると、見覚えのある白い髪のヒョウ族と視線が絡む。

　あれ、誰だれだったかな？　と考えて、ややあって思い出した。

　たしか……サイモンだったか。タイラーの昔の相手だったらしいヒョウ族の獣人だ。

　サイモンには悪いが、トラ族の郷やドリスの戦いのインパクトが強すぎて、すっかり彼の存在が頭から抜け落ちていた。

　別に俺は知り合いでも何でも無いという認識なので、そのまま買い物を続けようと前を向いたのだが、そう上手うまくは行かないらしい。

「ちょっと、無視するの？　挨あい拶さつくらいしたら？」

　棘とげのある声が背後から聞こえてくる。

「あー、すいません。お久しぶり、ですかね」

　俺は振り返りながら一応の挨拶をしたが、すぐに立ち去るつもりだ。

「しばらく見なかったけど、またシュレイクスに戻って来たんだ。ふーん。じゃあ、タイラーも都にいるのかな？」

　ニヤニヤと笑いながら、向こうから５ｍ程の距離を詰めて来るのが見える。

「あ、はい。タイラーも帰ってきてます。俺ちょっと急ぎの用事があるので、これで失礼します」

　彼は直ぐに匂においを嗅かいでくるので何となく嫌な気分になる。俺は一歩引いて踵きびすを返し、足早にその場を離れる事にした。

　どうやら追いかけては来なかった様なので、気分を切り替えて買い物を続けよう。

　俺は久々に会う八や百お屋やのおばさんに笑顔で声をかけ、早速と価格交渉を始めた。

　目的の食材に加えてチーズまで予算内で購入出来、ホクホクと良い気分での帰宅は、重いはずの荷物まで軽く感じさせてくれる。大満足の買い物だ。

　そんな幸せ気分だった俺はもう、白い髪の彼との再会の事などすっかり記憶の外に追いやっていた。







　それから数日後、ヌイグルミが家にやってきた。オーダーしてあったユキヒョウがようやく出来上がったらしい。

　タイラーからは以前より、チビちゃんにはユキヒョウ族風の名前をつけたいと相談を受けていた。ちびトラの方はもう決めてあるらしい。

　俺の知っているユキヒョウ族は、母のナオミ直美、ヒョウ族の郷にいる混血のアイゼン愛染、俺がチトセ千歳で、３人しかいないのだが、何故か和風と言ってもおかしくない名前ばかりなので、いくつか候補と意味を提案している。

　未だタイラーがどれに決めたかは知らないけれど。

「かーわいいねー、このヌイグルミ達！　ホワイトタイガーにユキヒョウだもんね、白いよー」

「ああ、よくできているな。なかなか値が張ったんじゃないか？」

　ネイサンとスタークがヌイグルミ達を手に取り、ひっくり返したりして毛並みを確認している。

　横から見ている俺の目からしてもなかなかの品で、タイラーは少し照れている様だが、どこか満足そうだ。

「チビ２人をここに」

　タイラーが呼びかけると、ネイサンが絨じゆう毯たんの上に柔らかなクッションを敷き詰めて上にヌイグルミを置き、スタークが寝ている２人をその横に並べた。

　何が始まるのだろうか。

「この仔達の健やかな成長と健康を願って。大きくなるまで、共にあれ」

　タイラーは、寝ている１人と１匹の腕と前脚を優しく持ち上げヌイグルミを抱かせる。

「お前達の名前は」

　タイラーがそこで一いつ旦たん言葉を切ると、ちびトラの額に右の親指を乗せ、




「オリバー」




　そしてもう片方の親指をチビちゃんに当てると、




「ユーリ」




　と静かな、しかし、よく通る声で言った。

「オリバーとユーリね……いいね、いい名前じゃん！　どう？　チトセは？」

「うん……いいと思う。オリバー、かっこいい名前じゃない？　俺は気に入ったよ。タイラー、チビちゃんには俺より長生きしそうなの選んだね」

　俺が小さく笑うと、スタークが不思議そうな顔をして聞いてくる。

「ユーリってなんか特別な意味でもあるのか？」

「うん、永い時のことわり、多分そんな感じかな。俺の育った場所ではそんな意味があるんだよ」

「え、じゃあチトセは？」

「千年」

「は？　何！　千年て！」

　ネイサンが横で吹き出して爆笑している。彼の笑いのツボは安定の浅さだ。もう慣れてきた。

「まあ、響きも良いし、意味も良さそうじゃないか。ユキヒョウ族っぽくて良いと思うぞ」

　少し微妙な表情のスタークが取りなす様に俺の背を撫なぜてくれる。

　俺からするとあまり日本人っぽくない名前だが、確かに響きが良い気がする。

　うん、良い名前だ。

「タイラー、ありがとう。オリバー、ユーリ、元気で長生きしてね」

　オリバー、ユーリの額を順に小さく撫ぜる。

　すると、寝ていたユーリの口が小さく開いて欠伸あくびが出た。

　あ、と皆が思った時には、ユーリの小さな黒い瞳ひとみが開いており、抱かされているヌイグルミが目に入った様だ。

　泣くかな、皆がユーリを注目しているが、ユーリはユキヒョウのヌイグルミを凝視して微動だにしない。

　俺達が固かた唾ずを飲のんで見守っていると、小さな眉み間けんに皺しわを寄せたユーリがもぞもぞと背中を揺らした。

　どうした？　俺が抱き上げようかと思った瞬間、小さくパキッと音がした。

　眼前で、小さな人の赤ちゃんの身体からだが、見る見る小さなユキヒョウの仔に変わっていく。

「凄すごい……」

　陳腐だが、目の前で起こっている変化にそんな感想しか出てこない。

　俺が驚いて他を見遣ると、３人も驚きよう愕がくの表情で時が止まった様に動いていない。

「えっと、生まれたばかりで変体するなんて……ちょっと信じらんないけど、今見たよね？　俺、夢見てないよね？　あれ、俺だけ？　やっぱ夢？」

「ネイサン、大丈夫だ。夢じゃない」

　タイラーも上の空の様な表情で答えている。







　暫しばらくの間、沈黙がその場を支配していたが、

「あー、まー、いいんじゃないか？　これで、２人を外にも連れて行けそうだ。人身の赤ん坊じゃ流石さすがに目立つからな……」

　スタークの呟つぶやきに、ネイサンがいち早く我に返った。

「……そうだね！　良い仔じゃん、よく気がついたねー、すごいねー、ユーリは！」

　ユーリがそこに気がついて変体したはずもないが、今はその点については黙っている雰囲気だ。

「……ああ、魔力が強いのはわかっていたからな。きっと成長も早いだろう」

　タイラーは固まった表情のままそう言うと、ユーリの前脚を触る。

　すっかり目が覚めた様子のユーリは、ウニャウニャ言いながらタイラーの指にじゃれついて甘あま嚙がみを始めた。

　動きはすっかりネコ科の動物だ。

　ユーリがタイラーにじゃれついて蹴けり出した後脚に、横に寝ていたオリバーが巻き込まれて目を覚ます。

「グニュウ……」

　少し不機嫌そうな声で鳴いたオリバーが首を持ち上げ、ユーリを不思議そうな顔で見ている。誰だお前？　そんな感じだろうか。

　自分の腕の中にあるヌイグルミに気がつくと、また同じ様な顔をして匂においを嗅いだ。

　俺はオリバーを抱き上げると、目を合わせて鼻と鼻を擦り付けた。

「オリバー、大きくなるんだろうな、楽しみだ。タイラーみたいな強くて逞たくましい雄になってね」

　タイラーは指にじゃれついているユーリを片手で持ち上げると、短い鼻び梁りようを軽く撫ぜ、

「ユーリ、健やかに生きてくれ。チトセの様に賢い雄になるんだ」

　そう言って、ユーリを見つめると、優しい笑顔のまま此方こちらを向いた。

　俺達は、オリバーとユーリをそっと床に下ろす。

　すると今まで大人しくしていたオリバーが、後脚が強いのであろうか、飛び跳ねる様にしてユーリに飛びかかって行く。いかんせん、まだ短過ぎる脚にミルクでポンポンのお腹なかである。床に打ち付けるんじゃないかとハラハラしながら見守る。通常ですらお腹の毛を引き摺っていないか疑っているのに。

　身体の割に太い前脚で爪を隠したまま、ユーリの頭にペシ、ペシ、とゆったりした間隔で肉球を押し付けている。オリバーが頭を押さえるとユーリの顔がクッションに……ユーリがクッションをスンスンと嗅かいで、オリバーが脚を上げるとユーリの頭が上がり、上がって来るとまた頭をペシ、と……次はヌイグルミに押さえ付けられ、またひと嗅ぎ……最後にはユーリは腹はら這ばいになり、頭を床に着けて絨毯の匂いを嗅いでいる。それでいいのか、ユーリ……。

　俺達大人４人は、時間を忘れて２匹を観察した。







　そのあと、ひとしきり２匹をあやして疲れさせて寝かしつける事に成功した俺達は、バルテシオンの診療所に行く事にした。

　取り敢えずユーリの変体の報告と、２匹の定期的な健診だ。

　籠かごに入れられた２匹は、熟睡中で目覚める様子もない。俺は籠の取手に手をかけ、持ち上げてから起こさない様に静かに蓋ふたを閉めた。

　４人で連れ立って家を出る。久々の全員での外出だ。

　最後に外に出てきたタイラーが扉を閉めているのを３人で待っていると、ネイサンが隣で小さく呟くのが耳に入ってきた。

「あれって……、あいつ、タイラーに入れあげてた、迷惑な奴やつだよな……」

　ネイサンの視線を追うと、いつぞやのサイモンが此方に歩いて来るのが見える。

　ちょうどドアノブから顔を上げたタイラーがそちらに気づいた。

「タイラー！」

　嬉うれしそうに叫んだサイモンが、タイラーに向かって走り寄ってくる。

「タイラーの家、この辺だったんだね。会えて嬉しいよ。帰って来たなら、教えてくれれば良かったのに。冷たいなぁ」

　偶然なんだろうか。俺も疑ってしまって悪いとは思うが、ネイサンに至っては、サイモンを見る目が据わっている。

　前に会った際に、よっぽど嫌な思いをしたんだろうか。たしか初対面の時にネイサンからそんな話を聞いた気がする。

「あのさー、そこ、邪魔なんだよね。俺達今から出かけるの。見てわかるでしょー？」

　流石ネイサン、辛しん辣らつだ。

「あんたには関係ない。俺はタイラーと話してるの。引っ込んでてくれる？」

　キャットファイト、そんな言葉が俺の脳裏に薄っすらと浮かんだ。いや、あれは違う意味だ。ネイサンごめんなさいと俺は脳内でネイサンに謝罪した。

　どうやらこの２人の相性は頗すこぶる悪いらしい。

「ネイサンの言う通りだ。俺達は出掛けるところだ。用があるならまたにしてくれないか」

　タイラーの言葉の途中で、息を切らせた知らない声が被さった。

「おい、いきなり走り出すなよ、何なんだ」

　追いかけてきた暗い茶色の髪をしたトラ族の雄が、こちらに気がついた。

「おお、スターク、それにタイラーも。ネイサンまでいるじゃないか。勢せい揃ぞろいだな、お前ら都に来てたのかよ」

　どうやら知り合いの様だ。体格の良さから言って隊の仲間かもしれない。俺が観察していると、スタークが耳打ちをしてくれる。どうやら、シュレイクスを出る前にタイラーも参加していた橋の修復工事に駆り出されていたトラ族の隊員の１人で、先日シュレイクスに戻ってきたらしい。

「タイラーが任務の途中で急に居なくなったから、みんな心配してたんだ。どうしたんだ？」

　ちょっと込み入った質問になってきた。真実を話すか話さないかは別として、これは立ち話している場合ではなくなって来た気がする。

　家には入れたくはないので、何処かいい場所はないかと俺がキョロキョロしていると、

「場所を変えた方が良さそうだな。近くに静かな店があるからそこに行こう」

　俺の気持ちに気がついた様に、タイラーが発言してくれた。







　道を２本ほど離れた場所にある、なかなかに広い店に場所を移すと、全員で席に着いた。

　昼間はカフェ、夜は酒場になる様な店だが、中間の時間帯の今は殆ほとんど客が居ない。

　スターク、タイラー、ネイサン、俺の順に座った正面に、サイモン、そしてトラ族の隊員が腰を下ろした。

「それで、スターク達はどうして勢揃いして都に？　あ、それと知らない顔だな。俺はマリオン、トラ族で３人の同郷だ。宜しく」

　言葉の最後の方に此方を向いてきた。

「初めまして。チトセ・カガです」

　感じの良い挨あい拶さつをくれたマリオンに軽く頭を下げていると、

「ちょっと、なに吞のん気きに挨拶してんだよ」

　とサイモンが口を挟んできた。

「で、何だっけ？　こっちは急いでんだよ。話があるならチャッチャとしてくんないかなー」

　ネイサンが返している。

「んん、タイラーとは２人で話がしたいんだ。なら席外してよ」

　サイモンが言い出すと、先程のマリオンが苦々しい顔で意見する。

「お前なあ、そう言う態度良くないんじゃないか？　まず、俺にも何か一言あっていいはずだろう」

　どうやら２人で出かけていた最中にサイモンが急に走り出したので追いかけてきた、とみて間違いなさそうだ。

　それは……、失礼を通り越してる気がするのは俺だけだろうか。

　なんだか、これは修羅場なのか？　そうなのか？　誰かに確認したくて仕方がない。

　サイモンは、フィッとそっぽを向くと、

「今はタイラーと話がしたいんだ。黙っててくれる？」

　と返しており、マリオンは呆あきれた様な顔で彼の顔を見ている。

「話とは何だ？　俺に話は無いが」

　諦あきらめた様子でタイラーが口を開く。

「そう、じゃあ言うけどさ。そろそろ、タイラーも相手を決めるんじゃないかと思って。他にもいるし、俺もいつまでも待ってないからさ」

　タイラーを見つめて言うと、サイモンが彼の手に腕を伸ばそうとしているのが見えた。

　なんだか、嫌な気分になってくる。

　今まで黙っていたスタークが、その伸ばして来たサイモンの腕を摑つかんだ。

「その前によく周りの匂においを嗅いでみろ。わかるはずだろう？　それに、お前はもうタイラーとはとっくに終わった筈はずだ」

　初めて聞くスタークの硬い声に俺が驚いていると、俺の斜め前で、それまで蚊帳の外にいたマリオンが驚いて立ち上がった。

「おいタイラー！　もしかして、お前！」

「ああ、チトセは俺の番だ。仔も出来たんだ」

「なんだよ、めでたいなタイラー！　水臭いじゃないか。そうか、それならいきなり消えた理由もわかる。急展開だったんだな、郷の皆は？　知ってるのか？」

「ああ、もちろん。チトセはワイアットのお気に入りだ。仔はまだ顔を見せられていないが」

「そうかそうか。勢揃いも納得だ。チトセだったか？　仔を見せてくれないか？　ここか？」

　２人の入った籠を凝視しているマリオンに、急に始まったお祝いムードについて行けない。

　俺はタイラーの顔を窺うかがい見ると、彼は笑顔で頷うなずいている。

　籠の蓋を開けると、マリオンが勢いよく覗のぞき込む。

　口を押さえてプルプルと震え出した彼は、籠のすぐ横に額を打ち付ける勢いで突っ伏した。

　ギョッとした俺に、

「奴は小さい生きものが好きなんだ。気にすんな、チトセ」

　スタークが何かを諦めた様な声で言っている。

　すっかり影が薄くなっていたサイモンだが、いきなり叫び出すことでその存在感を再び主張した。

「噓うそだ、そんな訳ない！　タイラーは白いヒョウ族を探していた筈だ。こんな黒い奴じゃない！　俺を、俺をよく見てよ！　思い出してよ！　前から言ってるじゃないか！」

　タイラーに摑みかからんばかりの勢いで身を乗り出した彼を、再びスタークが押さえにかかる。

「前から気にはなっていたんだが…、悪いが、覚えが無い。どこで会った？　いつだ？」

　タイラーが静かにそう聞くと、悔しそうに唇を嚙かみながら、

「……ドリスだよ！　ドリスの街で会ったんだよ！　１５０年位前に！　何で覚えて無いんだよ……ずっとこっちを見てたじゃないか！」

　タイラーに覚えは無いらしいが、サイモンには忘れられない記憶だった様だ。

「覚えていないな……。すまない、きっと白い髪が気になったんだろう。深い意味はなかったはずだ」

「そんな……。聞いたんだ、聞いたんだよ、トラ族の奴やつから。タイラーは白いヒョウ族を探してるって。だから……だから俺……。俺しかいないだろう！　他には見た事ないんだから！　ヒョウ族の里にもいないんだ！　俺が、タイラーの探してる相手だよ！　そんな黒ヒョウじゃない、俺だよ！」

「おい、サイモン。勝手に浸るのは良いが、籠かごん中覗いてみろよ。お前なんかより、もっと毛け艶づやの良いのがいるぜ」

　いつ復活したか知れないマリオンが、頰ほお杖づえをつき籠の中身を眺めながら言う。

　サイモンは鼻息を荒くしながら籠を視界に入れ、そして固まった。

「え……、なんで？」

　籠を引き寄せようと乱暴に手を伸ばすが、ネイサンにいち早く籠を回収され、サイモンはつんのめる様に机に両手を突ついた。

「触るな。見るだけだ」

　ネイサンはサイモンの顔の前に籠を突き出す。

　中には、よく眠る２匹の姿が変わらずある。

　俺は２匹を凝視するサイモンを横目に、結構な大音量の修羅場にも負けずに熟睡中の２匹に拍手を送りたいと思った。きっと大物になる。

　サイモンはゆっくりと表情を無くした顔を上げて、俺を見遣る。

「そんな、じゃあ、あんたはユキヒョウ族なのか……？　そんな事一言も……」

「勝手に黒ヒョウ扱いされてましたからね。気にしていませんから、謝罪は結構です」

　俺は口元だけ笑顔のかたちを作って返した。

「あ？　そういえば」

　ネイサンが何か気がついた様に声を出した。彼は斜め上に視線を固定させると何かを考えている。

「あのさ、俺、今更気がついたんだけど、タイラーが長いこと探してたのって、もしかしてチトセ？」

　ネイサンは隣に座るタイラーを窺うように、視線を合わせている。

　タイラーは浅く息を吸うと、少し目め尻じりを下げてから小さく頷いた。

「え！　そうなの？　ほんとに？」

「おいネイサン、お前、今更かよ！　そんなの最初からわかってただろう？」

「なっ！　スタークだって最初からは気づいて無かったはずだ！　１人でわかってたような事言うなよ！」

　笑いながらネイサンに応えていたスタークは、ふと急に表情を真剣なものに変え、ネイサン越しにタイラーを見遣る。

「おいタイラー、前には『違ったけど、唯一を見つけた』って言ってなかったか？」

「ああ、あの時はそう思っていたんだ」

「あの時は？　ということは……。おいおい、マジかよ、チトセかよ？　お前の探し人は!?」

「偶然なんだが……。探していたのはチトセだったんだ。まさか見つかるなんて、俺も驚いたよ。もう諦めてもいいと思っていたんだ」

「そうだったんだな……、まさかの展開、いやそうでもないか。……お前らだもんな。良かったな、タイラー」

　スタークは優しい表情でタイラーの肩を撫なぜた。

「でも……、そっかぁ、なんか２人が一緒にいるの当たり前のことすぎて、全然気にしてなかった……。そういえばそうだよね……。タイラー、本当に見つけてたんだね……」

　ネイサンが、しみじみと考え入っている。

　この広大な獣人の大陸の冬山で出会った俺たち２人が、今ここに一緒にいられるのは……、本当にすごい確率なんだろう。

　俺も皆も静かに、机の上にある籠を見ていた。




　そんな中、何やら店の入口からガヤガヤと賑にぎやかな気配がする。

　入店してきた幾人かの獣人のなかに、見た事のあるヒョウ族の姿が見えた。

　最初のキャンプで会った、隊のアシュトンとマーリーンだ。

「おお？　スタークだ、タイラーもいるじゃないか！　ドリスは落ち着いたのか？」

　仲間達と離れて此方こちらに来た２人は、俺の顔を見つけると、途端に神妙な顔つきになった。

「チトセ、久しぶりだな。なんだか同郷の者が失礼を働いた様で……、里で聞いて驚いたんだ。すまなかったな、しかし大事無い様で安心した。元気な顔を見れて嬉うれしいよ」

　マーリーンがすまなそうな顔で話しかけてくれた。

「久しぶり、２人とも。ありがとう、マーリーン。タイラーも皆んなも一緒だったからね。大丈夫だよ」

　俺がマーリーンと話していると、アシュトンはタイラーやスターク達の方で何やら話している。

「サイモンじゃないか、まだお前タイラーに絡んでるのか？」

　マーリーンに言われ、先ほどまで固まった様に動きを止めていたサイモンが、やっと正気を取り戻した途端に此方を睨にらんできた。

「てか、おい！　マジか！　おい、マーリーン、それどころじゃねえぞ！　仔だ！　タイラーとチトセに仔が出来たそうだぞ！」

　アシュトンの叫びを聞いたマーリーンが手元にある籠に気がついた。

「なっ！　あっ！」

　言葉にならない音を発したマーリーンが籠の中身を凝視して破顔する。

「ユキヒョウだ！　おっ、ホワイトタイガーもいるぞ、おい！　凄すごいぞ、チトセ！　抱いてもいいか？」

　マーリーンは以前に皆で飲んだ時、お姉さんに生まれた子供の可愛かわいい自慢をたくさん聞かせてくれた経緯がある。子供の扱いには慣れているはずだ。

「いいよ。はい、この仔がユーリ」

　籠から寝ているユキヒョウ姿のユーリを持ち上げて渡す。

「うわー、小せえなー。すごい可愛いぞ、おい」

　目の前まで両掌で持ち上げて観察すると、目を輝かせ此方を見て言った。

「もう１人いるじゃねえか、見せろ！」

　アシュトンがタイラーににじり寄り迫っている。

　タイラーが眉まゆを下げて此方を見てきたので、俺は軽く頷うなずいた。

　籠を引き寄せたタイラーは「オリバーだ」と紹介しながら、胸に抱いた。

　２人に挟まれた様な格好になるマリオンはキョロキョロと定まらない視線で子供達を見ている。どうやら抱きたくて仕方がない様子だ。

「あっ!!」

　オリバーを見ていたアシュトンが、ユーリを見た途端に何かを思い出した様に叫んだ。

「タイラー、お前！　見つけたんだろ！　そうだろ。良かったな、想おもいは願い続ければ叶かなうもんなんだ。そうだな、うん」

　１人納得したように頷くアシュトンに、

「遊び人のお前に言われても嬉しくないぞ、タイラーも。しかし、俺も嬉しいよ。なぁ、ユーリ、うれしいよな？」

　アーリーンが、ユーリを撫なでながらアシュトンに突っ込みを入れている。

　ガタッと音がしたので見遣ると、サイモンが立ち上がり席を辞すところだった。既に後ろを向いており、表情を窺うかがい知しる事は出来ない。

　子供達を見ていたマリオンだが、

「あー、様子見てくるわ。お前等、なんか用事あるんだろう？　ここは俺が引き受けるから、行けよ。次会った時、奢おごってくれればいいぞ」

　と言い、面倒くさそうに笑うと席を立ち、顎あごをしゃくる。

　タイラーとスタークは顔を見合わせて頷いた。

「じゃあ、頼んだ。まあ、また直ぐに会うだろうからその時に」

　スタークが答え、マリオンは片手を上げ軽く挨あい拶さつをするとサイモンを追って行った。

「俺達、なんか不味まずいとこに来た感じ？」

　アシュトンが今気がついた風に片眉を上げる。

「いや、結果助かったな。問題ない。俺達はこれから仔を見せに診療所に行くんだ。また近いうちに会おう」

　スタークが２匹を受け取り籠かごに戻しながら、俺達にも立ち上がるように促す。

「ああ、また、近いうちに。今日は皆の顔が見れて良かった。そちらは……、ネイサンだったか？　悪かったな、邪魔して」

　マーリーンがずっと静かだったネイサンを気遣う言葉をかけた。

　ネイサンはヒョウ族の２人に目礼して、店を出て行く。

「またな、チトセも今日はありがとう。ユキヒョウの子供を抱けるなど、存外の幸せだった。里で自慢しないとな」

　マーリーンは本当に嬉しそうに言ってくれた。ヒョウ族にも純粋に喜んでくれる人がいるのが知れて、俺も安心出来た。







　店を出ると、思い出したかの様に街の喧けん騒そうが俺達を包む。

「なんか、色々あったね……」

　俺が呟つぶやくと、前を歩いていたネイサンが喜色満面で振り向いた。

「チトセのサイモンへの一言、『謝罪は結構です！』だっけ？　良かった！　良かったよー。なんかスッキリしたし」

「確かに、何言っても効かないからな。あの手の奴やつは。なかなか良い返しだ。まぁ、もう問題はないだろうがな」

「随分と、その手の輩やからに詳しそうだなスターク。なんかあったのか？　聞いてないぞ」

　３人は既に、和やかな雰囲気で親しいやり取りを楽しんでいる。

　俺はスタークに渡された籠を揺れに気をつけながら胸に抱き直し、彼等の後ろ姿を眺めた。

　頼りになる３人だ。

　少し遅れた俺に気がついた皆が、こちらに振り向いた。

　逆光になった３人の表情をハッキリと見る事は出来なかったが、不安など全く無い。

　胸の前に抱いた籠を、戻って来たタイラーがゆっくりと自分の方へ引き寄せる。俺はタイラーに籠を任せると、足を速めてスタークの背中にタックルをかました。

「行こう！　バルテシオンに２匹を早く見せたいからさ」

　スタークは全く微動だにしないが、ネイサンには俺の行動がまたツボを突いたらしい。

　ネイサンの明るい笑い声が俺達の間に心地よく流れた。







「やっと来たか！　どうだ、心配はしとらんが、見せてみろ。今日も２人はご機嫌かな？」

　診療所に着くと、満面の笑みでバルテシオンが迎えてくれた。

「それについてなんだが相談があるんだ、バルテシオン」

　タイラーがわざわざ重い口ぶりで言う。

　他の２人も示し合わせた様に、直ぐに作った神妙な顔つきで押し黙った。

　タイラーが机に置いた籠を、真面目まじめな顔になったバルテシオンが引き寄せる。

　蓋ふたを開けた途端に、どこから出たかわからない様な声がバルテシオンから上がった。

「へ、へ、変体したんか！」

　籠の中に手を入れると、ユーリを殊の外優しい手付きで持ち上げて腹を上に向けたり尻しつ尾ぽを持ち上げたりと観察している。

「問題は無さそうだな。……何だお前ら、嵌はめようとしやがったな！　心臓に悪いぞ、年寄りは労わりやがれ！」

　バルテシオンが思い出して３人を睨んだ後、堪たまらなくなった様に笑い出した。

「誰だれが年寄りだって？　ピンピンしていつも酒飲んでるくせに何言ってやがる」

　タイラーがユーリを受け取ると、スタークがバルテシオンの肩に肘ひじを置いて悪態をつく。

「おいこら、もう１人診なきゃならんのだ、肘をおくな、悪童め！」

　何だか楽しそうだ。

　俺はオリバーを籠から出すと、バルテシオンに手渡した。

「こちらも問題ないな。健康そのものじゃ。おお？　目方が随分と増えたんじゃないか？」

　診療所の隅に歩いて行くと、置いてある計りにオリバーを乗せて目を剝むいた。

「ほわっ！　何だ、デカくなったな、ちびトラ！　将来有望だな」

　感心した様な呟きを漏らすバルテシオンに、

「ああ、バルテシオン。名前が決まりました。ちびトラがオリバーで、チビちゃんがユーリです」

　俺が報告すると、バルテシオンは笑顔を深くした。

「いい名前じゃないか。オリバー、ユーリ……ユーリはユキヒョウ族の名前かの？」

「はい。俺より長生きしそうな名前です」

「そうかそうか、良いじゃないか。２人共に健康そのもんじゃ。お前さんも問題無さそうだしな。傷跡はどうだ？　確認したか？」

　ハッと気がついた俺は、その場で上衣をまくって腹部を確認する。

　無い。何にも無い。

「よしよし、傷は残らんかったな。だから言ったろう、心配いらんとな」

　バルテシオンは自慢げにタイラーを見遣る。

　昔、バルテシオンがもげかけた商人の脚を縫い付けた話を思い出すが、やはりあれは冗談でなく本気だった様だ。獣人やばい。もう何度目かわからない自問自答をした。

「良かったじゃん、きれー、きれー。タイラーも一安心だねー」

　ネイサンが俺の代わりに明るく返答すると、軽くタイラーの肩を叩たたいた。

「お？　小さいお二人さんが目を覚ましたぞ。バルテシオン、ちょっと構ってやれよ。ほら、お爺じいちゃんが小さい尻尾で遊んでくれるぞー？」

　スタークが、悪い顔をしてチャチャを入れている。

　確かに熊の尾は小さいが、人身に尻尾はないはずだ。スタークも人が悪いと思っていると、タイラーまでが追い打ちをかけてきた。

「短すぎてじゃれ付くのも難しいんじゃないか？　まあ、その分図ずう体たいがでかいからな、年寄りのくせに」

　ひどい、酷ひどすぎて笑いが抑えられなくなってきた。

　俺が堪らずに笑い出すと、２匹が『ギュー』『ブミュー』と可愛かわいくない声で鳴き出した。

「２人も短い尻尾じゃ不満だってさ！　残念だったね、バルテシオン！」

　ネイサンは更に笑いながら言っている。

　失礼な彼等の言い草にバルテシオンは口を尖とがらせると、

「そんなことはないよな、坊主達。爺ちゃんの尻尾は控えめだがな、なかなか味があると他人からは隠れた人気があるんじゃぞ」

　２匹に真剣に話しかけていた。

　バルテシオンが優しい熊さんで良かった。







　バルテシオンに遊んでもらったチビ達はご機嫌な様子で、家に帰ってきた後も皆にじゃれついて離れようとしない。

「オリバーもユーリもテンション上がって、今晩ねられないんじゃないか、コレ？」

　スタークが漏らすと、ネイサンがオリバーを抱いて優しく揺らし、『昼間いっぱい寝たから大丈夫だもんねー』などと怖い台詞せりふを吐いている。

「大丈夫、大丈夫！　今日は２人が２階で寝てよ。俺、チビ達と一緒がいい。スタークもいいだろ？」

　ね？　と言うような笑顔のネイサンに、スタークは苦笑いだ。

「まあ、いいんじゃないか。いいか？　チビ達こっちでも」

　スタークの問いに、タイラーは何て事も無い様子で頷うなずいている。

「じゃあお願いしちゃおうかな？」

　俺も乗ってみることにした。







　その晩は２人で早々に２階に引っ込むと、交互に変体し、お互いの獣身に丁寧なブラッシングを施した。少し草臥くたびれて見えたタイラーの毛並みも、彼自身の自慢のブラシコレクションのおかげか艶つやめく美しさを取り戻して、俺も大満足だ。

　タイラーの気合いは推して知るべしと言うべきか、あまりの気持ち良さに途中で何度か寝落ちしていたのは絶対に気づかれている。

　最後にはお互いに獣身を取り、久しぶりにタイラーの豊かな腹毛に埋もれて眠りに就いた。

　彼の尻尾が俺の腰にまわり、背中をゆったりと撫なぜてくれている。俺の太い尻尾もいつの間にタイラーの後脚に巻き付き、腰のポジションを決めていた。

　いつもながら、俺は自分の尻尾が正直過ぎて恨めしい。

　最高の夜だ。




　　　　＊




　きっと熟睡していたのだろう、唐突に来た目覚めも清々しく、すぐにぱっちりと目が冴さえた。

　気分良く２人揃そろって一階に降りると、スタークが１人、チビ達をあやしてくれていた。

「おはようスターク。あれ？　ネイサンは？」

　姿の見えないネイサンを探して部屋を見渡すと、ギイっと音を立てて洗面所の扉が開いた。

　そこには、顔色が悪く、髪の毛の艶つやさえ無くなった様なネイサンが立っており、俺は驚きのあまり大きな声が出てしまう。

「ネイサン！　どうした!?　そんなにチビ達大変だった？　もしかして一睡も出来なかったんじゃないか？」

　慌てて駆け寄ろうとすると、青い顔をして口元を押さえたネイサンが、再び洗面所に蜃しん気き楼ろうの様に消えて行く。

　扉を閉める音に、俺の中にひとつの閃ひらめきが降りて来た。

　まさか。

　スタークの方向に、思いっきり振り向いて凝視する。

　スタークは困惑した様な、しかし嬉うれしさを隠せない表情でへにょりと笑った。

「……かもしれない」

　真横から『クルル』と、低い喉のどが鳴る音が聞こえた。

　俺の髪がふわりと揺れて、弾丸の様に飛び出すタイラーの姿が目に映る。

　ほぼ体当たりだろう突撃をスタークに仕掛けると、２人は抱き合ったまま横に転がった。タイラーがスタークを押し倒し、かぶりつく様な熱烈な口付けを送っている。

　驚いた様子だったスタークも、圧おし潰つぶされながらもタイラーに腕を回し締め付け、いや、きっと抱き返しているのだろう、が見える。

　熱烈な２人の抱擁に溜め息が出た。

　彼等はお互いに体格が同等の所為せいだろうか、本当に容赦が無い。







　思い出した俺は急いでチビ２匹を避難させようとしたが、当のオリバーもユーリも全く意に介した様子がない。それどころか、より素早い動きで大人のタックルを避け、そのままじゃれあって遊んでいる。

　獣人の仔はこれくらいじゃ問題無いらしい。







　俺は転がる４人を放って、キッチンで冷たいレモン水を準備した。

　少し落ち着いたら、ネイサンも優しい味のスープなら口にできるかもしれない。自分の一度しかない経験を思い出し、食べられそうな物を考える。




　まだまだ暫しばらくは、忙しい日々が続きそうだ。

　そう、きっと楽しみはこれからだ。




　キッチンの窓から、まだ高く登り切らない澄んだ色の光に目を細める。




　俺は心を占める幸せな予感に、自然と口元が緩んで行くのを止める事が出来なかった。








おわり









　あとがき




　皆さま、はじめまして。市川慈雨と申します。

　この度は、拙著をお手にとっていただきまして、忝かたじけなく存じます。

『白い森』は私が初めて書いた小説で、２０１７年の４月から７月にかけて執筆しておりました。初めて、小説を書くという苦しくも楽しい３ヶ月間を過ごした事は、今となっては良い思い出です。あれから２年の時を経て角川ルビー文庫様より幸運にも機会を頂ちよう戴だいし、今回の出版の僥ぎよう倖こうを得ました。人生とは何が起こるかわからない玉手箱の様なものだと、月並みながらも沁しみ沁じみと思い入ります。

　私を拾い上げて下さいました編集部のＴ様、何から何までお世話になりまして感謝の念に堪えません。足を向けて眠れないので、今度ご自宅の方角を教えて下さい。

　また、今回素晴らしい挿絵を描いていただきました一夜人見先生、本当にありがとうございました。最初にラフ画を見た瞬間の感動はきっと一生忘れません。素敵な登場人物達に痺しびれました。

　他にも、刊行に際してご尽力いただきました全すべての方々に、厚く御礼申し上げます。

　これからも、私なりの物語を紡いで行きたい所存でおります。またどこかで皆様のお目に留まる事を望んで止やみません。

　最後になりますが、ここまでお読み下さった方に、最大級の感謝を送らせていただきます。

　本当に、ありがとうございました。


２０１９年　市川慈雨
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